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　第一夜　蕗ふき玉たま村むら奇き譚たん




　――安心してください。事件は完全に解決しました。

　そう優やさしく声を掛けると、俺おれは倒れていた美しい陰おん陽みよう師じにそっと手を差し伸べた。

　と、鈴すず女めさんは――十二体の強力な式しき神がみを操あやつる星ほし御み門かど家の陰陽師にして、俺たちの通う御ご仰ぎよう学園の辣らつ腕わん生徒会長は――おずおずと俺の手を取った。

　数あま多たの祓ふつ魔ま師しが返り討ちにあったあの難なん敵てきを、まさか俺なんかがどうにかしてしまうとは思っていなかったのだろう。鈴女さんの意志の強そうな瞳ひとみは「信じられない」と言いたげに大きく見開かれていた。具体的にどんな敵でどう解決したかについては考えるのがめんどくさい――もとい、とにかく省略するとして。星御門家伝統のきわめて露ろ出しゆつ度どの高い戦せん闘とう服ふくから覗のぞく胸の谷間を凝ぎよう視ししながら……ではなく、かたかたと細かく震ふるえるたおやかな指先を握にぎり返し、「大丈夫です」と告げれば、鈴女さんは恥ずかしげに声を発した。

　――ありがとう、下しも野つけ巧たく馬まくん。私は君を誤解していた。それにしても、ああ、私はなんて愚おろかだったんだろう……！　胸の奥で燃もえ続けていた君への愛あいに、今の今まで気づかなかったなんて！

　――自分を責めないでください。もう気づいたんですから。

　はらはらと涙を流す少女を、俺は強引に押し倒し――ではなく、紳士的に抱き寄せる。鈴女さんはかあっと全身を赤く染め、慌あわてて逃れようとしたが、俺は手を離はなさなかった。いや、離せなかった。視界に映る全すべての要素が、俺の心を捕とらえていたから。

　白い太もも。はちきれそうな豊かな胸。きゅっと細く引き締しまった腰。はちきれそうな豊かな胸。艶つややかな黒い髪かみ。はちきれそうな豊かな胸。同じことを何度も言った気もするが、鈴女さんは高二とは思えないほど大人っぽいボディラインの持ち主であり、特にバストはそれはもうなかんずく素晴らしいので俺の視線がそこに釘くぎ付づけになるのも仕方ないのだおっぱい。

「俺もずっと愛してました！　つーわけでさあ、愛という名のランデブーへいざ二人ふたりで」

「廊ろう下かで延えん々えんと一人ひとり芝しば居いをやるんじゃありませんっ！」

　ぱこん、と景気のいい音が俺の後頭部で響ひびいた。叩たたかれたショックで、俺を取り巻いていた妄もう想そうワールドが鈴女さんごと消失し、生徒会室前の廊下の風景へと切り替わる。ああもう、いいとこだったのに。はたかれた頭を撫なでながら、俺はじろりと振ふり返った。

「……なあ芽め亜あ。いきなり殴なぐるのはちょっと非ひ常じよう識しきだと思わないか」

「何度呼びかけても反応しなかったんだから仕方ないでしょう」

　不満げな声を漏もらせば、中等部の制服姿の少女は俺をじろりと見返し、呆あきれかえった声でつぶやいた。ちんまりした背丈に白い肌、紫むらさきがかった瞳ひとみと長い髪かみ。いつもどおりの相あい棒ぼうであり、いつもどおりの芽め亜あであり、相変わらず悪あく魔まらしからぬ容よう姿しであった。

　ちなみに、悪魔と言っても人種だか種類だかがいろいろあるようで、芽亜の場合は正確には「夢む魔ま」となる。契けい約やくした人間の欲望や思念を吸収して魔力に変える――具体的に言えば、エロい妄もう想そうを食べるタイプの悪魔なのだが、その割にはセクシーとはほど遠い体型だし、エッチな話題は大の苦手。さらには真ま面じ目めで責任感が強くてお人ひと好よしな優ゆう等とう生せいだったりするもんだから、夢魔らしくないことこの上ないのだけれど。

　なお、悪魔だの妖よう怪かいだのと言った方々は、昔はもっとそこら中にいたらしいのだが、人間に追われる生活に嫌いや気けが差し、とっくの昔に《あちら》と呼ばれる異世界に引っ越こしてしまったらしい。芽亜も会った頃ころは《あちら》への移住を考えていたのだが、先月の初めに成り行きで俺おれと契約してからこっち、サニーという友人ができたりとかいろいろあって、この世界に残ることを選えらんだのだった。

　実は凄すご腕うでの祓ふつ魔ま師しだった鈴すず女めさんが襲おそってきた時は、正直どうなることかと思ったが、終わってみれば結果オーライ。激はげしい戦いの末、俺たちは日常を取り戻し、今までどおりの学園生活が再開されたのであった。鈴女さんの計らいにより、俺と芽亜はＥＸＩＴ祓魔師国際競技会の外部協力者という扱いになったので、今までのようにほいほい祓魔師に襲われることもない。ほんとありがとうございます鈴女さん。できることなら一生お側そばにお仕えしたいくらいです。いやこれは不ふ埒らちな感情に基づくものではなくあくまで恩返しなので遠えん慮りよせずに――とかなんとか、いもしない会長に言い訳を重ねていると、それを見た芽亜はげんなり溜ため息いきを吐ついた。今気づいたが、片手に「生徒会予算資料」と書かれたファイルを持っているところを見ると、会計の用事から帰ってきたばかりのようだ。

「またトリップですか？　ほんとにもう。今日きようの雑ざつ務む係がかりの仕事はもう終わったんですか？」

「おお。今日は陸上部の倉庫のシャッターに油を差すだけだったから、すぐだった」

　冷たくこちらを見上げる視線に、俺はぶら下げていた工具箱を示してみせた。ついでに錆さびと油で汚れた軍手を外し、ジャージのポケットに突っ込むと、「毎日こういう仕事だと楽なんだけどな」と言い足してみる。

　俺たちの通っているこの御ご仰ぎよう学園は、やたらに敷しき地ちが広いせいか無む駄だにクラブやサークルが多い。まあそれはいいんだが、全体的に設せつ備びが古いもんで、あれが傷いたんだから直してくれ、これの調子が悪いからなんとかしろといった生徒会への要望も、必然的に多くなる。で、そんなリクエストの中から、業者を頼むまでもないような修理や作業にかり出されるのが、生徒会雑務係なのである。ちなみに雑務係は現在のところ俺一人である。人員不足である。

「正直、もうちょっと人手が欲しいんだけど……。ま、それはそれとして。意外に早く片付いたから、鈴女さんの待つ生徒会室にいそいそと戻ってきたところでだな」

「つい、明日あしたからのことを考えてしまい、妄想の世界になだれ込んでしまったわけですね」

　俺おれの説明を途中から勝手に引き受けつつ、やれやれと肩をすくめる芽め亜あである。そんなところだ、とうなずく俺を、小こ柄がらな生徒会会計さんはクールな視線で見上げ、つぶやいた。

「巧たく馬まがすぐ妄もう想そうの世界に入ってしまう人なのは、もう手の施ほどこしようがないので諦あきらめ……ごほん、知っていますが、ここのところちょっと極きよく端たんですよ？　少しは自制してください」

「そうは言うがな。明日あしたからの三連休、俺は鈴すず女めさんと――いいか、あの憧あこがれの鈴女さんと！　人ひと里ざと離はなれた廃はい村そんで！　外がい泊はくなんだぞ！　ウキウキするのも当然だろ！　それに、芽亜も一いつ緒しよだからなおさら嬉うれしいし！」

「え。それって、どういう……？　巧馬的には、会長と二人ふたりきりのほうがいいのかと」

「へ？　いや、そんなことないって」

　きょとんと問いかけてきた芽亜に、俺は素直にうなずいた。確かに、体格的に好みのタイプからは外れるとは言え、相あい棒ぼうだし、頼たよれるし、まあなんと言うか、そばにいると落ち着くし楽しいし嬉しいのは間違いないから――などと考えていると妙に気恥ずかしくなってきたので、俺は強引に話題を変えることにした。

「と、とにかく！　てなわけで俺は今わくわくが最さい高こう潮ちようだから、気を抜けばトリップするのは仕方ないんだよ！　しかもバイト代まで出るらしいしな！」

「……バイト代は確かに助かるのですが、浮かれすぎるのはどうかと。遊びにいくんじゃないんですからね。外部協力者として参加する以上、ちゃんとお仕事しなくちゃ駄だ目めですよ。そもそも、どうしてその『人里離れた廃村』に行くのか、わかってますか？」

「馬ば鹿かにするなよ。なんとか村での祓ふつ魔ま師し連れん続ぞく失しつ踪そう事件の捜そう査さ、だろ？」

　冷えた声を投げかけてきた相棒を、俺はまっすぐ見返し、答えた。そこらへんの事情は、俺だって一通り聞いている。その失踪事件の調査を、鈴女さんがＥＸＩＴから任されたことも、そんでもって芽亜の友人である美少女ギタリストのサニーが面白がって首を突っ込んできたことも、よーく知っているのだ。

「サニーが部活があるから遅れるってのは残念だけど、夕方には合流できるらしいしな。美人に囲まれたキャンプ生活！　いやっはー夢ゆめが膨ふくらむなあ！」

　軽音部の練習があるから遅れるよ。一日に三本しかバスがないから合流は夕方になるけど、キャンプには間に合うはずだから、よろしくね。俺の部屋でギターを爪つま弾びきながらそう告げたショートカットの軽音部員の笑顔を思い起こしながら、俺は拳こぶしを握にぎりしめた。そんな俺に向かって、芽亜は不安げに溜ため息いきを吐ついた。

「だから、なんでそんなわくわくできるんですか？　手て練だれの祓魔師が何人も消えた現場なんですよ？　あと、サニーだけじゃなくって楠くすのき先せん輩ぱいも遅れて来ると聞きましたけど」

「持じ郎ろう？　あいつはこの際さいどっちでもいいんだよ、男なんだから。大事なのは女性陣じんだ！　ああ、明日からの三連休、どんなバラ色ライフが待っているのかと思うと、俺はもういてもたっても……駄目です鈴女さん、こんなところで！　芽亜が物欲しそうな顔で見てる！」

「いきなり妄もう想そうに入らない！　あとわたしを変な役にするんじゃありません！　ほんとにもう、どうしてこんなのを相あい棒ぼうにしちゃったんだろう……！」

　呆あきれかえった声で俺おれを怒ど鳴なりつけると、芽め亜あはやれやれと頭を振ふった。まあ、俺がちょっとあれなのはわかるけど、それにしたって「こんなの」はないだろう。取り落としていた工具箱を拾ひろいつつ、俺はぼそりと言い返してみた。

「俺がこんな性格になったのも、たぶんおそらく芽亜のせいなんですけども。六年前、夢む魔まの魔力をごっそり浴びなかったら、こんな風ふうにはなってなかったかもなのに」

「そ、それを言いますか……！」

　うう、と口ごもる夢魔さんである。幼かった俺に魔力を浴びせて妄念を促そく進しんし、妄想癖へき有りのお姉さん系美人大好き人間に変えてしまった本人としては、それなりに責任を感じているらしい。この相棒、悪魔のくせに責任感が強いのだ。

　もっとも、本当にあの一件が俺の性癖を変えたのかどうかなんてことは、今となっては確かめようもない。それに何より、六年前に見た芽亜の姿は――夢魔の本ほん領りようを発はつ揮きした、大人っぽさ全開の超美人は、あの日以来、俺にとって永遠の憧あこがれの人なのである。勝手に「四月三十日の女神」と名前を付けてしまうほどに崇あがめていたわけで、そんな人に対して、よくもやってくれたな、と怒る気持ちは全まつたくない。むしろ感かん謝しやの気持ちでいっぱいだ。申し訳なさそうに口ごもる相棒を前に、俺は「そんなに気に病まなくても」と苦笑した。

「それはそうと。さっき、俺がトリップしてる時、なんですぐ止めなかったんだ？　当ててやろうか？　妄想が美う味まそうだったからだろ」

「え？　そ、そんなことはありませんっ！　妄念を補ほ給きゆうするのは夜の食事の時間だけと決めていますから、見み境さかいなくお腹なかをすかせたりはしないのです！　まあ確かにさっきのはすごく純じゆん度どの高い妄想でしたし、一昨日おととい、悪あく霊りようとやりあったせいで未いまだにちょっとエネルギー不足だったりはするのですが、それでもじゅるり」

「……よだれ出てるぞ」

「しっ、失礼な！　なんてことを言うんです！」

　なるべく小声で指し摘てきすると、芽亜は慌あわてて口元を隠かくしつつ反はん論ろんしてきた。うーん、いつものことだが、腹減ってるなら食べればいいのになあ。妄想補ほ充じゆうは毎晩の恒こう例れい行事だが、明るいうちからやってはいけない理由もないし、それに何より、相棒がお腹を減らしているならなんとかしてやりたいのが人情だ。生徒会室前の廊ろう下かを見回して人ひと気けがないのを確かく認にんすると、俺はかがみ込んでおでこを突き出し、抑おさえた声でつぶやいた。

「どうぞ、冷めないうちに。大丈夫、今なら誰だれも見てないぞ」

「え」

　目と鼻の先で、紫むらさきがかった大きめの瞳ひとみが丸くなる。次いで、小さな口をぽかんと開けると――それを間近で見た瞬しゆん間かん、こないだ再さい契けい約やくした時にキスしたことを思い出してしまったのは秘ひ密みつです――芽め亜あはもごもごと言葉を発した。

「でも……ほんとにいいんですか？」

「こんな噓うそ吐つかないって。つか、するなら早くしろよ！　恥ずかしくなってきただろ！」

「わ、わかりましたよ！　そこまで言うのなら……お言葉に甘えます」

　消え入りそうな声で告げると、芽亜は「目を閉じて」と言い足した。了解、とうなずき瞼まぶたを閉じれば、静かな呼吸とともに、額ひたいに何かが――芽亜のおでこが、押しつけられる。瞬しゆん間かん的てきに緊きん張ちよう感かんがマックスに達し、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが跳はね上がった。どくんどくんという音以外は何も聞こえない状じよう態たいの中、二人ふたりの心を繫つなぐ回路が開き、俺おれの脳内で渦うず巻まいていた熱あつい妄もう想そうが電流のように芽亜へと向かう。そして数秒の後、おでこがスッと離はなれていき、小さな声が耳に届いた。

「……ご、ごちそうさまでした」

「……どういたしまして」

　きつく閉じていた目を開き、姿し勢せいを元に戻せば、おなじみの妙に気恥ずかしい空気が俺たちを包んだ。毎日のことだからいい加か減げん慣なれろよとは思うのだけど、こればっかりはどうにも――などと自分で自分に弁べん解かいしていると、ふいに、よく通る声が投げかけられた。

「宵よい待まちくん、下しも野つけくん？　秘ひめ事ごとはもう終わったのかな。学がく務むに用事があるのだが、そろそろ廊ろう下かに出てもいいだろうか」

　いつの間にか開いていた生徒会室の戸の前で、長身の少女が苦笑している。意志の強さを感じさせる瞳ひとみに、まっすぐ伸びた背せ筋すじに、艶つややかな黒くろ髪かみに、そして、ブレザーに包まれていてもなお自己主張の激はげしい胸に、俺は一いつ瞬しゆんで心を奪うばわれ――同時に、芽亜が絶ぜつ叫きようした。

「鈴すず女めさん！　ああ、いつ見ても美しい……！　ずっと前から愛して」

「かっ、かかかかかかかか、会長っ？　ど、どうして、いつからそこに！」

「いつからも何も、さっきからずっと生徒会室にいたさ。用を思い出して部屋を出ようとしたら、君たちが赤い顔で額を寄せ合っていたものでね。邪じや魔ましてはいけないかなと思い、やむなく見守ることにしたわけさ」

　――どうやら、ドアの音が聞こえないくらい緊張していたようだからね。優やさしい声でそう言い足すと、我われらが生徒会長は俺たちを見回し、くすっと微ほほ笑えんだ。

「君たちのパートナーシップの強さは、先日も見せつけられたばかりだから、よく知ってはいるがね。あまり人前で披ひ露ろうするのはお薦すすめしないな。妬やいてしまいそうだ」

「妬くだなんて！　鈴女さんなら俺は常時ウェルカムですよ！　というわけで俺とつきあ」

「こらっ！　発作的に告白するんじゃありませんっ！」

　鈴女さんに駆かけ寄ろうとした俺のベルトをすかさず摑つかんで叱しかる芽亜。いつもながら素早い動きだったが、今回に限ってはその顔が真まっ赤かだったのであまり迫力はなかったのだった。

　……そこまで恥ずかしがらなくてもいいのに。





　　　　





　そして何事もなく迎むかえた――わくわくしすぎた俺おれがろくに眠れなかったことを除のぞけば――翌日、午前十一時。晴れ渡わたった空の下、俺たち一行は、一台のクラシックカーに揺ゆられていた。車には詳くわしくないので名前や車種はさっぱりだが、丸いヘッドライトを突き出したデザインはカエルみたいでキュートだし、綺き麗れいに磨みがき上げられた赤いボディはなかなかセクシーだ。

　で、そんな車の後部座席に座っているのが、アロハを羽は織おった俺と、麦わら帽子にワンピースの芽め亜あの二人ふたり。失しつ踪そう事件の調査というより単に遊びに行く人みたいな格好だが、これは鈴すず女めさんの「君たちは、なるべく怪あやしまれない服ふく装そうで」というお達しによるものであり、決して浮かれているわけではありませんので念のため。おろしたての純じゆん白ぱくのワンピースを身に纏まとった芽亜は、いかにもいいところのお嬢じよう様さまっぽくて、普段の印象とはまるで違っていた。朝見た時は思わず「どちら様？」と尋たずねて怒られたほどだ。ほんと失礼しました。

　一方、助手席に視線を移せば、陰おん陽みよう師じとしてのユニフォームなのか、星のマークを染め抜いた薄うす手でのロングコートを纏った鈴すず女めさんが陣じん取どっていた。この間戦った時のセクシーな戦せん闘とう服ふくじゃないのは残念だが、軍服を思わせる外がい套とう姿は、大人っぽくて実にいい。ほんとにいい。今け朝さから数えて数十回目の感かん銘めいを受けつつ、続いて運転席に目を向けてみると、本日の送そう迎げい役やく、つまりこの車のオーナーでもあるというお姉さんが、ハンドルを軽やかに操あやつっていた。

　ドライバーさんの年ねん齢れいは二十歳はたち前後だろうか。女性にしては大おお柄がらな背中は、油汚れの染みついた作業服で覆おおわれており、赤みがかった髪かみは活動的に短く、額ひたいには使い込まれたヘアバンド。鈴女さんや「四月三十日の女神」とはまたタイプが違うけど、こういう大人っぽさもあるんだなあ。しみじみと感動しつつ、俺は運転席へと話しかけた。

「昨日きのう、鈴女さんから車を手配したって聞いた時は、タクシーかなんかだと思ってましたよ。まさかこんなかっこいいお姉さんに送ってもらえるなんて……！　俺、幸せです！」

「ほう、言うねえ。おだてたって何も出やしないよ？」

「おだてるなんてそんな！　俺はほんとにお姉さんを――えーと、そう言えばお名前をまだ」

「林はやし。林暮くれ六む。御ご仰ぎよう大学工学部機き械かい工学科二回生、サークルは自動車部、つっても乗るよりいじるほうがメインだけどね。鈴女とは中学入る前からの付き合いさ。だよね？」

「ええ。暮六さんにはいろいろとお世話になっています」

「相変わらず堅かた苦くるしいなあ。タメ口で良いって言ってんのに」

　鈴女さんの相あい槌づちに苦笑すると、暮六さんは肩かた越ごしに振ふり向いて「そんなわけで、よろしくね」と親しげに微ほほ笑えんだ。思わず「姉あね貴き」と呼びたくなるような力強い笑みが、俺の心をがっしり摑つかむ。胸を押さえてひとしきり呻うめくと、俺は改めて「はじめまして」と身を乗り出した。

「高等部一年、下しも野つけ巧たく馬まです！」

「知ってるよ。朝、出で会あい頭がしらにアタシ口く説どいた時に名乗ってくれたじゃんか」

「あ、そうでしたっけ？　そうそう、ちなみにこっちの小さいのが宵よい待まち芽め亜あです。俺おれら二人ふたりとも生徒会のメンバーで、あと、ＥＸＩＴの協りょむぐぐぐ！」

「こらーっ！　勢いきおいで何をべらべら喋しやべってるんですか！」

　いきなり芽亜が俺の口を塞ふさいだ。もごもごと呻うめく俺を「悪あく魔まとか祓ふつ魔ま師しとか、そういう話題は普通の人の前では厳げん禁きんです！　忘れたんですか」と小声で叱しかると、ワンピース姿の相あい棒ぼうは、改めて運転席の暮くれ六むさんに向かって頭を下げた。

「……すみません、お騒さわがせしました、林はやしさん。そう言えば、ちゃんと自己紹介していませんでしたね。わたし、中等部三年生の宵待芽亜です。生徒会の会計で」

「モノホンの悪魔なんでしょ？　先週までは祓魔師に追われてて、今はＥＸＩＴの外部協力者だっけ。ほんと、若いのに大変だよねえ。同情するよ、芽亜」

「いえ、そんな大したことでは――って。はい？」

　釣つり込まれて返事した直後、芽亜はぴたりと固まり、もともと大きめの瞳ひとみをぎょっと見開いた。口こう外がい厳禁のはずの事実をいきなり突きつけられてしまったのだから無理もないけども。

「な、な、な、なななななな、なんで！　なんで知ってるんですか！」

「こないだ鈴すず女めから聞いたから。なあ？」

「ええ。確かに説明しましたね」

「どうして話しちゃうんですか会長？　いや、だとしてもですよ！　あ――悪魔ですよ悪魔？　常じよう識しき的てきに有り得ないでしょう！　どうしてあっさり受け入れちゃってるんですか！」

　よっぽど驚おどろいたのだろう、声を震ふるわせながら問いかける芽亜である。まあ、その気持ちはよくわかる。俺の場合は、襲おそいかかってきたゴーレムを芽亜が悪魔パワーで迎むかえ撃うったのを見たあとで「実は悪魔です」って聞かされたからどうにか納得できたけど、普通は信じないよなあ。というわけで芽亜ともども答を待っていると、運転席の暮六さんは小さく首を傾かしげて「どうしてって言われてもさ」とつぶやいた。

「疑うたがう理由がないよね。ほら、アタシも一応お仲間だし」

「仲間？　まさか林さん、わたしと同じ、魔ま物もの……？」

「正確には、その子孫。先祖の誰だれかに魔物がいると、たまーにその血が色濃く出ることがあるんだよね。『先祖返りフラツシユバツク』って言うんだけどさ。で、アタシはそれなわけ」

　軽い口調で重大な情報を告げると、暮六さんは肩かた越ごしに俺たちへと振ふり返った。瞬しゆん間かん、瞳が猫ねこを思わせる形に収しゆう縮しゆくし、耳がにゅーんと伸びて尖とがった。うわマジだ！　驚く俺らを満足げに見やると、自称『先祖返り』のお姉さんはすぐに顔を元に戻し、「納得したね」と笑った。

「アタシらの場合、人間ではあるから祓魔師に追い回されることはないし、純じゆん正せいの魔物に比べりゃ能力もタカが知れてるんだけど、お仲間には違いないでしょ？　てなわけで、改めてよろしくね、夢魔ナイトメアのお嬢じようさん」

「こ、こちらこそ……。魔ま物ものにもいろいろいるらしいですけど、種族は何ですか？」

「アタシの苗みよう字じと名前をひっくり返して、苗字の読み方を変えてみな」

　芽め亜あの問いかけに、振ふり返って応じる暮くれ六むさん。運転中だってのにやたら平気で振り返るよ

な、この人。それだけ腕うでに自信があるのかもだけど、後ろに乗ってる身としてはちょっと不安でもあります、はい。そんなことを思いつつ、俺おれは芽亜と顔を見合わせた。

「苗字と名前をひっくり返すってことは、林はやし暮六さんだから」

「暮六、林ですね。『林』の読み方を変えると、えーと……暮くれ六む林りん？」

「正解！」

　首を傾かしげながらの芽亜の一言に、暮六さんの元気の良い声が割り込んできた。いやしかし正解と言われても、これだけではなんのことやら。芽亜と揃そろって首を捻ひねっていると、助手席の鈴すず女めさんが苦笑しながら口を挟はさんでくれた。

「下しも野つけくんたちは『グレムリン』という名前は聞いたことがないかな。主に英国に伝わる、機き械かいといたずらが好きな妖よう精せいだ。優すぐれた技術の持ち主で」

「二十世紀の中頃には戦せん闘とう機きをいじくり回して故こ障しようさせたことで地味に有名なんだよねー。最初に見つかったのがインドのイギリス空軍基地で、たまたまそこにあった童どう話わのタイトルとビールの名前から名付けられたとかなんとか……ま、由来はよく知らないけど、まあ、そんな感じの妖精がアタシのご先祖ってわけ」

　鈴女さんの解説に軽い口調で割り込むと、暮六さんは「アタシが車いじりが好きなのも、この血筋のせいかもね」と言い足した。はー、なるほどね。しみじみ納得していると、芽亜は目を丸くしながら声を発した。

「いろんな人がいるんですね……。わたし、全然知りませんでした。魔物はみんな《あちら》に行ったか祓ふつ魔ま師しに退治されたかで、血筋もほとんど絶えたものかと……」

「大部分はそうなんだろうけど、例外ってのはどこにでもあるからね。実際、この子も――ガーニーも、こう見えて立派な魔物だし」

「がーにー？　……えーと、それはどこのどなたです？」

　思わずそう尋たずね返せば、暮六さんはまたも俺たちのほうへ振り返り、ポンポンとハンドルを叩たたいてみせた。と、それに呼応するように、車のエンジンがぶるるるるっと唸うなりをあげる。

　……え、まさかこいつが？　驚おどろく俺と芽亜を前に、暮六さんは「そのとおり」と笑った。

「使い込まれた古道具に魂たましいが宿った妖よう怪かい――『九十九つくも神がみ』なんだよね、この車。本来、百年を超こえないと意思は芽生えないんだけど、六十年もののクラシックカーのパーツを寄せ集めてレストアしたら、トータルで百年超えて意思が芽生えちゃったって変わり種さ」

「はー、そうですか……って、それ、鈴女さんの前でべらべら喋しやべっちゃっていいんですか？　仮にも凄すご腕うでの祓魔師なんだから、魔物は退治されちゃうんじゃ」

「安心したまえ。魔物だからといって片かたっ端ぱしから滅めつするようなことはしないさ。実際、ガーニーには、いつもこうして世話になっているからね。……しかし、下しも野つけくんは、私をそんな無む慈じ悲ひな女だと見ていたのか？　それは……少し、寂さびしいな」

「すっ、すみません鈴すず女めさん！　お詫わびと言ってはなんですが一生お側そばにお仕えします」

「逆に迷めい惑わくですよ。危ないから座ってなさい！」

　反射的に身を乗り出した俺おれを、芽め亜あがぐいっと引き戻す。ベルトを引っ張られ、「ぐえ」と惨みじめな声を出しながら座席に戻れば、エンジンがぶるぶると細かく震ふるえた。

「あ。笑いやがったな、この野や郎ろう。今のはなんとなくわかったぞ！」

「怒っちゃ駄だ目めです、巧たく馬ま。こっちは乗せてもらってるんですから」

「うんうん。芽亜はいちいち偉えらいねえ。まあ、ガーニーは人を乗せて走るの好きだから、気を遣つかう必要はないよ。急ぎで車が必要な時はいつでも言ってよね」

　そう言いながら再び振り向くと、暮くれ六むさんは「アタシが無理でも、ガーニーはたいがい空あいてるからさ」と微ほほ笑えんでみせる。その頼たより甲が斐いのある笑顔を前に「はい！」と満面の笑みを返せば、隣となりで芽亜が申し訳なさそうに声を発した。

「あの……ありがたいお話ですけど、わたしも巧馬も、免許持ってないですよ？」

「平気平気。ガーニーはこれでも九十九つくも神がみだよ？　行き先さえ教えれば、あとは勝手に走ってくれるさ。今だって、アタシほとんど運転してないし。ほら、手を離はなしても大丈夫」

「おお！　道理でほいほい後ろを向くと思ったら、そういう理由が……！」

「そこに気づいてたか巧馬。そう、実はアタシはいなくてもいいのであった！　もっとも、この子、誰だれかが手た綱づなを握にぎってないと、つい加速しすぎる癖くせがあるんだけどね。なあ？」

　親しげに車に話しかける暮六さん。と、エンジンが「そうなんですよ、へっへっへ」と言いたげに唸うなった。さっきまではただの排はい気き音おんだと思って聞き流してた音も、今となっては意思を伴ともなった声に聞こえるから不ふ思し議ぎなもんだよな。そう芽亜に同意を求めれば、「カクテルパーティー効果みたいなものでしょうか」と答が返ってきた。なんだそりゃ。

「死にそうな状じよう況きようだと美人を口く説どきやすいってやつだっけ？」

「……それはたぶん吊つり橋ばし効果じゃないですか？　知人の声は群ぐん衆しゆうの中でも聞き分けられるというのが、カクテルパーティー効果です」

「ああ、わかるわかる。俺が二キロ圏けん内ないの美人の気配を感知できるようなもんか」

「違います！　というか巧馬、いつの間にそんな能力を」

「若い男は怖こわいねえ。鈴女、気を付けなよ」

「下野くんのことは信用していますが、ご忠告には感かん謝しやします」

　俺の漏もらしたつぶやきに、三者三様の声が応じ、ガーニーが「ぶるるるる」と笑いを漏らす。目的地まではあと二時間ちょっと。しばらくは賑にぎやかなドライブになりそうだ。





　　　　





「というわけで、やってきました蕗ふき玉たま村むら！　さあ果たしてどんなアバンチュールが俺おれたちを待っているんだろうか！」

「だから、遊びにきたんじゃないんですよ。緊きん張ちよう感かん持ってください」

　完全にゴーストタウン化した廃はい村そんの入り口にて、拳こぶしを突き上げて気合を入れると、隣となりで芽め亜あがぼそっとつぶやいた。いちいち細かいやつである。三人分のキャンプ用品一式が詰つめ込まれた登山用リュックを背負い直しながら「へいへい」とうなずけば、そのやりとりがおかしかったのか、鈴すず女めさんはくすりと微ほほ笑えんで口を開いた。

「蕗玉村、か。蕗玉というのは、フキノトウの異名だな。村の中心部に位置する丘の様子がフキノトウに似ていることから、そう名付けられたのだとか」

「フキノトウって春先にぴょこぴょこ生えてくるやつですよね？　昔、祖母ばあちゃんちで見たことありますよ。食えるって言われて囓かじってみたらすげー苦かったっけ」

　鈴女さんの説明を受け、俺は改めて視線の先の小高い丘を眺ながめた。フキノトウに似ているかどうかはともかく、木々の茂った丘がぽこんと盛り上がった様子はなんだかユーモラスで、不ふ穏おんな事件の舞台とは思いにくい。

　学園から暮くれ六むさんの車で……つーか、九十九つくも神がみのガーニーで約三時間。午後二時頃ごろになってようやく辿たどり着いた先は、海に面した廃村だった。この周辺を地図で見ると、綿めん棒ぼうのように海に突き出した小さな小さな半島があるのだが、俺たちがやってきたのは、ちょうどその先せん端たんだ。

　綿棒の頭の丸い部分の直径はおおよそ一キロ。ほとんどは森や岩場だが、それらを縫ぬうように細い道と三十軒けんほどの家があり、人々はそこに細々と住んでいる――もとい、住んでいたらしい。錆さびに錆びまくった「秘ひ湯とうと人魚伝説の里へようこそ」の看板や、ぽつぽつと立ち並んだ崩ほう壊かい寸前の民家を見る限り、人が住んでないのは明らかだ。廃村って寂さびしいもんだなあと諸しよ行ぎよう無む常じようを感じていると、鈴女さんはコートから取り出した手帳を開きながら口を開いた。

「はっきりした記録は残っていないが、村自体は江戸時代以前から存在していたようだな。外部との行き来もほとんどない閉へい鎖さ的てきな村だったとか。戦後になって住民の意い識しきが変わったのか、一時は観光地として開発されたらしい」

「ああ、『秘湯と人魚伝説の里』の看板はその名な残ごりってことですか。しかし、秘湯はわかりますけど、人魚って」

「人魚は実在しますよ？　ジェイムズも、昔会ったことがあると言っていましたし」

　悪あく魔まが言うんだから確かです、と付け足す芽亜。あのインチキ臭くさい眼鏡めがねのガーゴイルの言うことはあんまり信用できないなあと思いつつ、俺は「いやいや」と手の平をひらひら振ふった。

「存在を疑うたがうわけじゃないけどさ。人魚って美人と魚がくっついたアレだよな。確か、ヨーロッパの魔ま物ものじゃないのか？　なのに、なんで日本に」

「人魚は世界中に存在した魔物だからね。下しも野つけくんの言っているのは、上半身が人間の姿をした人魚――いわゆるマーメイドのことだな。他ほかにも、あちらの人魚では、両手が翼つばさになったセイレーンなどが有名だね。美しい容よう姿しと歌声で人を惑まどわせたそうだが」

「え。両手が翼で下半分が魚ってことですか？　うーん、そう来たか……」

　その構こう造ぞうならおっぱいはあるんだろうし、人を惑わせるくらいだから美人なのも間違いない。だとすれば俺おれとしては全然オッケーなのだが、問題は両手が羽だと抱きつきにくいってことだよな。翼を避さけて手を回せばいいんだけど……。などと、もしセイレーンといい仲になった時にどうやって抱だき締しめるべきかについて俺が模も索さくしていると、鈴すず女めさんは「心配しなくても、セイレーンは人間の姿にも化けられるよ」と苦笑した。え、マジで？

「だったら解決じゃないですか！　いや待てよ、真の姿に向き合ってこそ本当の愛あい……？」

「巧たく馬まが何を真剣に悩んでいるのかよくわかりませんが……。会長、その西洋の人魚が、日本にもいたわけですか？」

「いや、そうではない。日本の各地に伝でん承しようされている人魚は、マーメイドやセイレーンとは全然別種の魔物だと言いたかったんだよ。魚の体と人の顔を有した異い形ぎようの怪かい物ぶつで、知能は高くなかったようだな。その肉は不老不死の妙みよう薬やくとして珍ちん重ちようされたと聞く」

「えー。美人じゃないんですか？　がっかりだなあ。俺セイレーンのほうがいいです」

「その落らく胆たんの仕方がいかにも下しも野つけくんだな」

　鈴女さんはそう言って微ほほ笑えむと、視線を海へと向けた。村を囲んだ岩場にざんざか打ち寄せる波を眺ながめながら、コート姿の陰おん陽みよう師じは穏おだやかな声で先を続ける。

「――と、この村には、そんな魔物が三百年前に現れたという伝承が残っており、それを使って村おこしが計られたわけだな。ただ、交通の便が悪かったために客足は伸びず、高こう齢れい化かもあって過か疎そ化かが進行。三十三年前に完全に無人になったそうだ」

「はー、三十年近くも人が住んでないんですか。そりゃ携けい帯たいも圏けん外がいだ」

「それにしても、不便そうな村ですね。平地は少ないから畑も作れないし、海で漁をするにしたって、周りは岩場ですから船を着けられそうにもないですし」

　どうしてこんなところに村を作ったんでしょうか。そうつぶやきながら、芽め亜あが首を傾かしげる。さあな、と適当に答えると、俺はどすんとリュックを降ろした。

「とりあえずはキャンプの準備ですね！　で、飯食ったら一いつ緒しよに寝ねましょう鈴女さん！」

「ずいぶん気が早いな。お昼は先ほどドライブインで食べたところだし、それに、まだ何も調べていないじゃないか」

「そうですよ巧馬。わたしたちは事件の調査のお手伝いに来たんですから――」

　鈴女さんに続いて俺を睨にらみ付ける芽亜だったが、俺を叱しかる声が急に途切れた。怒るならちゃんと怒れよ、とつぶやく俺を無視し、ワンピース姿の夢む魔まはコートの祓ふつ魔ま師しを見上げて尋たずねる。

「あの、会長？　そもそも、ここで何があったんですか？　今さら聞くのもおかしいですが、事件のことも仕事の内容も、具体的なことをまだ何も聞いてないんですけど……」

「わかっているさ。車の中で話すつもりだったが、盛り上がっていたからね」

　おずおずと問いかける芽め亜あにそう答えると、使い込んだ手帳を手にした鈴すず女めさんは「歩きながら説明しよう」と村に向かって歩き出した。頼たのもしさと凜り々りしさに満ちたその横顔の素晴らしさに、俺おれが言葉を失ったのはもはや言うまでもない。

「ああ、やっぱり鈴女さんは最高だ！　笑顔もさることながら、シュッとしたコートは日の下で見ると一段とセクシーだし、いつものようにぴんと伸びた背せ筋すじは張りのある胸を強調しているから俺はもう俺はもう――」

「感動を実じつ況きようしてないで荷物担かついで付いてきなさいっ！」

　芽亜が呆あきれた顔で怒ど鳴なった。はいはい、わかりましたよ。




「――なーるほど。つまり、先々週からこっち、祓ふつ魔ま師しが行方をくらます事件が続いた、と」

「それで、ＥＸＩＴ運営委員会が行方不明になった人の知人や家族に聞いてみたら、みんなこの村を目指していたことがわかったから」

「全世界ベスト八の使い手であり、隣となりの県に住んでた鈴女さんに、ちょっと調べてくれまいかと依い頼らいが来たってわけですか」

　木々に囲まれた細い道を歩き、行き当たった村外れの墓ぼ地ち。古びた墓はかに手を合わせながら、聞かされたばかりの事件の概がい要ようを芽亜と交互に繰くり返すと、俺は声を潜ひそめて問いかけた。

「しかし、人がぞろぞろ消えてるって……。俺たち、気軽に来ちゃいましたけど、真ま面じ目めに考えると、けっこうな大事件ですよね？」

「いや。まだ判断材料が少ないので断言できないが、おそらく、ありふれたケースだよ。真相についても、一応の仮説は立ててあるが……それはそうと、この墓地は実に興きよう味み深ぶかいな」

　古びた墓石を前に嬉うれしげにほくそ笑む鈴女さんである。何がそんなに気になるのかはよくわからないのだが、なんにせよ美人が目をキラキラさせている様というのは実にいいものだ。担いでいたリュックを地面に降ろしながら、俺は「ああ」とうっとりした声を漏もらした。

「俺もいつか鈴女さんにこんな熱あついい視線を向けてもらえるようになりたいなあ……。私には君がいないと駄だ目めなんだ、君しかいないんだ下しも野つけくん！　俺だってそうです！」

「唐とう突とつに一人ひとり二ふた役やくの妄もう想そう劇げき場じようを始めないでくださいよ。それより会長、手伝えることがあったら言ってくださいね？　巧たく馬まもわたしも、まだ何もしてないですし」

　妄想ワールドに入りかけた俺を叱しかりつけて我に返すと、芽亜は鈴女さんへと向き直る。申し出を受けた美しい陰おん陽みよう師じは、一いつ瞬しゆんきょとんとして芽亜を見下ろすと、すぐに優やさしく微ほほ笑えんだ。

「ありがたい申し出だが、それには及ばないさ。荷物を持ってくれるだけで充分助かっているし、こうして話し相手になってくれるのも嬉しいからね。今までは式しき神がみしかいなかったので、言葉を交わすことはできなかったのだよ。ありがとう、宵よい待まちくん」

「い、いえ、感かん謝しやされるようなことはまだ何も……。というか、そんなことでバイト代もらっちゃってもいいんですか？」

「もちろんだ。貴き重ちような休日を割さいて同行してもらったのだからな。それに君たちはＥＸＩＴ八位のランカーと渡わたり合った実力者にして、正式な認にん可かを受けた外部協力者だろう？　運営委員会はあれでなかなか潤じゆん沢たくな予算を持っているからね。存分にたかってやるといいさ」

「了解です！　しかし、金持ちな組そ織しきの割には意外と庶しよ民みん的てきなバイト代ですよね」

「巧たく馬ま、失礼ですよ。中学生や高校生のバイトで日給三万円なんてまずないんですから」

「いいさ。仮にも本物の悪あく魔まが手を貸してくれているのに、日給三万円というのは、正直私も安いと思っている。ＥＸＩＴの規定を見直すべきだね」

　慌あわてて俺おれを叱しかる芽め亜あに苦笑で応じながらも、鈴すず女めさんは足を止めようとしない。草ぼうぼうの墓ぼ地ちを歩き回り、苔こけむしたお墓はかを一つ一つ入念にチェックしていく陰おん陽みよう師じ。それに釣つられて俺も墓を見回してみたが、見み慣なれた和風の墓石に混じって西洋風のプレートみたいなタイプもあるんだなあ、ということくらいしかわからない。というかのんびりお墓調べてる場合なんだろうか。芽亜と顔を見合わせて首を捻ひねると、俺はおずおずと鈴女さんに声を掛けた。

「もしもーし……？　さっきから難むずかしい顔でお墓見て回ってますけど、何が気になってるんです？　行方不明になった祓ふつ魔ま師し探さなくていいんですか？」

「まあ待ちたまえ。物事には順序があるのだよ。その答を知りたければ――そうだな。この墓に記された文字を読んでみたまえ」

「ほいほい、お安いご用……じゃないですね、読めません。相あい棒ぼう、あとは任せた！」

「高校生が中学生に頼たよらないでくださいよ、情けない。それに、わたしだって古典は苦手で……えっ？　これって、アルファベット？」

「ああ。消えかかっているが、おそらくはラテン語だ。つまりこの墓地に眠っているのは、ヨーロッパ人か、あるいはその子孫ということになるが……では、少し調べてみようか」

　西洋風の墓をそっと撫なでながら不ふ敵てきに微ほほ笑えむと、鈴女さんは「出ろ、『生き成なり』」とつぶやいた。その小声に呼応して、鈴女さんの軍服風のコートを突き抜け、薄うすい灰色のバッタのようなものがぼんやり発光しながら現れる。体長十センチという、バッタにしては妙にでかいそれを前に、芽亜は「ひゃっ！」と短い悲鳴をあげ、すばやく俺の後ろに隠かくれてしまった。ああ、そう言えば芽亜、虫系全般が苦手なんだっけ。

「って、そんなに怖こわがらなくてもいいだろ。光って出てきたってことは、本物の昆虫じゃなくて式しき神がみなんだから。ですよね、鈴女さん？」

「ああ。私の体に封じられた十二柱の式神の一つ、キリギリス型の『生成』だ。霊れい的てきな音波を共きよう振しんさせることで、物体の過去の記き憶おくを探って、私に伝えてくれるのさ」

　バッタじゃなくてキリギリスだったらしい。どう違うんだっけと乏とぼしい知ち識しきを探っていると、灰色のキリギリスは長い触角を目の前の墓石に向け、リリリリリ、と軽やかな音を響ひびかせ始めた。綺き麗れいな音、と芽め亜あがつぶやく。

「鳴き声はコオロギっぽいなあ。で、このまま待ってりゃ墓はか石いしの記き憶おくが探れるわけですか？」

「そのとおり。対たい象しようの状じよう態たいにもよるがね、どんな物体であっても、大まかな来らい歴れきや作られた当時の状じよう況きようくらいは読み取れるよ」

「さすが世界ランキング八位、いろんな能力お持ちなんですね……。あっ、でも会長、着き替がえなくても式しき神がみって呼び出せたんですか？」

「あ、それは俺おれも思いました。こないだ俺たちと戦った時は、もっとエロ――もとい、露ろ出しゆつ度どの高い衣い装しようだったのに」

　俺に隠かくれてキリギリスを見つめる芽亜に同意しつつ、鈴すず女めさんに問いかけてみる。体中に刻きざまれた式神の封ふう印いん紋もんが剝むき出しになったあの服――というか布は、たいそう素晴らしかったっけ。脳のう裏りに浮かんだ勇ゆう姿しをしみじみと堪たん能のうしていると、キリギリスを肩に乗せた陰おん陽みよう師じは、コートの胸元をポンと叩たたいて微ほほ笑えんだ。

「この上着は特製でね、霊れい体たいを透とう過かさせることができるのさ。式神を即座に入れ替える必要のある場合は戦せん闘とう装しよう束ぞくに着替えるが、そうでない場合はこれで充分。封印紋が隠れている分、召しよう喚かんに少し時間は要するが――さすがに、あの格好で出歩くわけにもいかないだろう？」

「え？　いや俺は全然オッケーですけども！　なあ芽亜！」

「なんでわたしに同意を求めるんですか？　……わたし、会長の気持ちわかります」

　俺を睨にらんで黙だまらせると、芽亜は「仕方ないとは言え、やっぱり抵てい抗こうありますよね」と言い足した。戦闘時には恥ずかしい姿に変わらざるを得ない者同士、いろいろ思うところがあるようだ。すみません、と俺が無言で謝あやまっている間に、キリギリスの鳴き声が止まった。同時に、鈴女さんが「ふむ」と小さく眉まゆをひそめる。どうやら読み取りが終わったらしい。

「やはり、な。これは、およそ三百年前、この地に流れ着いたヨーロッパ人の墓のようだ。怪あやしげな術じゆつを使ったとして追い回された挙あげ句く、この地に辿たどり着いたらしいな」

「それは……なんだか、かわいそうな話ですね」

「全まつたくだな。だが、それだけではないぞ？　この墓ぼ地ちに並ぶ墓の来歴をざっと読んでみたのだが、平へい家けの落おち人うどから隠れキリシタン、朝ちよう廷ていと敵てき対たいした山の民、果ては鬼おにや河かつ童ぱまで、歴史の表舞台に立てなかった人や魔ま物もののオンパレードだ。どうやらここは、国や幕ばく府ふに追われた、まつろわぬ人たちの駆かけ込み寺だったようだな。おそらく、蕗ふき玉たまという村の名も、元々は『吹ふき溜だまり』が転じたものだろう」

「道理でフキノトウに似てないと思いましたよ。後付けで由来をこじつけたんですね」

「歴史には表と裏がある、という好例だな。しかし、ここがそういう由来を抱えた村だったとすれば――どうやら、私の推すい理りも、あながち外してはいなかったようだ」

　背せ筋すじを伸ばして振ふり返り、鈴女さんが不ふ敵てきに笑う。そこに芽亜がすかさず「推理って？」と尋たずねれば、アダルティックな軍服風コートを着こなす陰おん陽みよう師じは満足げに微ほほ笑えんだ。

「連れん続ぞく失しつ踪そう事件の真相について、さ。この村に古代の術じゆつ師しが残した秘ひ伝でん書しよか呪じゆ具ぐが隠かくされており、その情報が最近になって一部に流出したことがきっかけだろうと、私は推すい測そくしていたのだよ。その手の秘ひ宝ほうの需じゆ要ようが尽きることはなく、それを求める者たちの争いもなくなることはない。世に出ていないアイテムとなれば使い勝手はいいからね。実にありふれた話だろう」

「い、いえ、あんまり聞いたことないですが……。この業界だとよくある話なんですか？」

「一般的に知られることは少ないからね。ただ、中には広く知られているケースもあるよ。船の上で乗組員が全員消えた、メアリー・セレスト号の事件を知らないかね？　あれは、密ひそかに輸ゆ送そう中ちゆうだった呪具を巡めぐって、祓ふつ魔ま師し同士が争った結果だよ」

「はー、お宝巡って祓魔師同士が喧けん嘩かするのはいつものことってわけですか。しかし、そんなもん手に入れてどうするんです？」

　やっぱ自分を強化するんですかねえ。秘宝が隠かくされているらしい村を見回しながら尋たずねれば、鈴すず女めさんは「それもあるがね」とうなずいた。推すい理りの裏うら付づけが見つかったのが嬉うれしいのだろう、声も表情も軽やかだ。

「他の術じゆつ者しやに売りつけるのがポピュラーだな。コレクションあるいは研究対たい象しようとして、高値が付くのは間違いない。欧おう州しゆう全土に根を張る『篦へら鹿じか亭てい』やニューヨークに母体を持つ『蜘蛛の会スパイダーズ』など、古今東西の術を分け隔へだてなく収集し研究する術者のグループに売ることもできるしね。そして、おそらくはそんな理由でこの村に集った術者たちは、鉢はち合あわせし、潰つぶし合ったのだろうな」

「え。それって――殺し合ったってこと……ですよね……？」

「考えすぎだ、宵よい待まちくん。そこまで暴ぼう力りよく的てきな連中はそういないのだが――時に、ＥＸＩＴ所属の祓魔師に課せられる、二大ルールを知っているかい？」

「いや、俺たち祓魔師じゃないですから――って、言われてみると知ってるような」

　いきなりの問いかけに、とっさに首を横に振ふりそうになったが、確かサニーに聞いたことがあったはず。なんだっけ？　記き憶おくを探りながら、俺おれは予習を忘れた生徒のような声を発した。

「確か、『術を使う時にはライセンスを携けい帯たいすること』と、『政府や軍隊には協力しないこと』でしたよね？　でも、それが今の話とどう関係が」

「――術者同士の戦せん闘とうは禁じられていない、ということですね」

　俺が疑ぎ問もんを口にするのと同時に、芽め亜あがつぶやいた。正解だ、と鈴女さんが苦笑する。

「祓魔師というのは、どうも喧嘩っ早くてね。意見が割れたり対立したりした時は、とりあえず戦うという文化があるのだよ。相手の命を奪うばうことはほとんどないが、相手の姿やサイズを変えたり、あるいは一時的に異空間に飛ばしたりする術はそれなりにポピュラーだ。その手の術者にかかれば、連続失踪事件など簡単に起こせるというわけさ」

「なるほど……。って、今度はその推測がさっきのお墓はかの話とどう関係するんだか」

「ですから巧たく馬ま。この村は、わけありの人たちの流れ着く先だったんですよ？　その中に、秘ひ伝でんを残した術じゆつ師しがいたかもしれないじゃないですか。魔ま術じゆつや妖よう術じゆつって、そういう人たちの間で伝わることが多かったそうですし。ですよね、会長？」

　首を捻ひねった俺おれを押しのけて芽め亜あが尋たずねると、鈴すず女めさんは「またも正解だ」と喜んだ。ああ、そういうことか、納得納得。今さら理解する俺をさしおいて、二人ふたりの会話はどんどん進む。

「でも会長、そんなすごい秘伝とか魔ま法ほうのアイテムが、ほんとにこんな田舎いなかの村にあるんですか？　なんとなく、そういうものはもっと――チベットとかローマとかにあるものかと」

「おや、知らないのか？　日本はその手のものの溜たまり場ばだぞ？　ユーラシア大陸からすると東の果ての辺へん境きようだからな、神しん秘ぴ的てきなイメージが強かったのだろう。秦しんの始し皇こう帝ていは高名な仙せん術じゆつ使いである徐じよ福ふくを日本に送っているし、西洋魔術の世界でも、ひとかどの術師はすべからく極きよく東とうの島国へ渡わたって修行したという記述が――っと、いかんいかん。話が逸それたな」

　流りゆう暢ちような解説を断ち切り、鈴女さんは小さく肩をすくめてみせた。脱線していたことに気づいたのだろう、面目なさげに苦笑すると、コート姿の陰おん陽みよう師じは俺と芽亜に向かって言った。

「さてと。事件のあらましの目星が付いたところで、仕事に移るとするか」

「待ってました！　で、具体的には何を？　要するに宝探しですか？　誰だれよりも先に魔法のアイテムゲットしてパワーアップしちゃうぜ、的な？」

「それでは他ほかの連中と一緒ではないか。この村に隠かくされたものの素す性じようの確かく認にんは必要ではあるし、万一、危険なものであれば封ふう印いんすることになるがね。自分のものにするつもりはないさ」

　俺の提てい案あんをあっさり一いつ蹴しゆうする鈴女さんである。あ、そうなんだ。じゃあどうするんですか、との芽亜の問いかけを受け、頼たよれる陰陽師はあごに手をあててつぶやいた。

「代々、それを管理してきた一族でもいれば、そこに委ゆだねるのがベストなのだが……いや、そもそも、宝云うん々ぬんというのはまだ仮説に過ぎないからな。まずは人ひと捜さがしから始めよう。私の推すい理りが正しく、そしてこの村に眠る何かがまだ持ち出されていなければ、村にまだ祓ふつ魔ま師しが残っている可能性もあるだろうからね」

「なるほど。何があったか、詳くわしく聞ければ話が早いですもんね。そんじゃ」

　村をぐるっと回りましょうか。と、俺がそう口にしようとした時だった。

　――ぎゃおおおん！　唐とう突とつに響ひびいたモーター音が、俺たちの会話を打ち消した。それに釣つられて反射的に振ふり向けば、一台のバイクが森から飛び出してきたかと思うと、派手なブレーキ音とともにスリップし、墓ぼ地ちの入り口で横転した。

　水色のコンパクトなボディと細いタイヤ。小回りの利きそうなマシンではあるが、舗ほ装そうもされていない道を飛ばすのには無理があったらしく、フルフェイスのメットと青のつなぎを身に纏まとった細身のライダーは、派手に地面に投げ出された。が、次の瞬しゆん間かん、素早く立ち上がり、森を見つめて身構える。

　身長は俺より少し低いくらいか。顔こそヘルメットで隠かくれているが、スレンダーな体型を見る限り、どうやら女性だ。しかもスタイルの良い女性だ！　それにしたって一体何が――と、そこまでを瞬しゆん間かん的てきに考えたのと同時に、今度は割われ鐘がねのような鈍にぶい声が響ひびき渡わたった。

「もう逃がさねえぞオオオ、小娘えええええええッ！」

　二メートルはあろうかという巨体が、木々をべきべきとへし折りながら、森の中から躍おどり出す。太い腕うでに太い首、そしてこれまた太い脚あし。熊くまの毛皮を素肌に羽は織おってあとは短パンのみという、暑いんだか寒いんだかはっきりしろと言いたくなるような出いで立たちはしかし、鍛きたえ上げられた筋きん肉にくをアピールするには最さい適てきだった。ふしゅう、と>熱あつい吐と息いきを漏もらすと、大男はライダーを見下ろしにたりと笑う。

「ようやく追い詰つめたぜ？　バイクごときで、ＥＸＩＴランキング八千九百とんで三番、ボー・ダルガン様から逃げ切れると思ったら大間違いだ！　戦鬼オーズと化したわしの身体能力を甘く見たなあ、おい！　例の噂うわさを聞きつけてこの村に来た時は、競争相手の多さに焦あせったが、功を焦ったバカ同士が潰つぶし合ってくれたみたいで手間が省はぶけたぜ。なあ？」

「一緒にするな！　わたしはお前たちとは違う！」

「ほー、そりゃ要するにわしを敵に回すってことか。悲しいなあオイ。だがまあ、そういうことなら遠えん慮りよなくボコらせてもらうぜ？　ブツのありかはわかっちゃいねえが、ライバルを始末しちまえば、捜さがす時間はいくらでもあるからな。極きよく東とうに眠る古代魔ま法ほうの遺い産さん！

　好き者の術じゆつ者しやに売り飛ばせば結構な値が付くはずだからよ……！」

「下げ郎ろうが……！　『遺産』は――必ずわたしが守ってみせる！」

　ニタニタと笑う大男に、ライダーは凜りんとした声で言い返し、背中に装そう着ちやくされていた六角棒を引き抜く。二人ふたりの実にわかりやすい会話のおかげで、事情はだいたい把は握あくできた。ここで「ん、そこのお前らは誰だれだ」となると厄やつ介かいなのだが、幸い、どっちも相手しか目に入っていないようで、十メートルほど離はなれたところにいる俺おれたちには全まつたく気づいていないらしい。と、俺の後ろに隠かくれて様子を眺ながめていた芽め亜あが、ぼそりと声を発した。

「会長の推すい理りがいきなり実証されましたね……。あの人たち、どっちも祓ふつ魔ま師しなんですか？」

「ああ。熊の皮の大男は、『戦鬼』と口にしていたところを見ると、祭ゴ司ジ――北ほく欧おうのバイキングに伝わるシャーマンの一派だろうな」

「はー、バイキングですか。道理で荒々しいわけですね。で、その戦鬼ってのは？」

「心身を興こう奮ふんさせてトランス状じよう態たいになることで、火事場の馬ば鹿か力ぢからをフルに発はつ揮きできるようにした状態のことさ。そしてもう一方、ヘルメットの女性は、どうやら修しゆ験げん道どうの一派のようだ」

「見ただけでわかるもんなんですね……って、のんびり観かん察さつしてていいんですか？　あの組み合わせ、どう見てもライダーさんが不利なんですが！　なあ芽亜！」

「あっ、わたしもそう思います！　いい人っぽいけど弱そうですよ、ヘルメットさん！」

「落ち着け二人とも。術者の強弱が決して見た目には比例しないことは、君たちも知っているだろう？　もう少し状じよう況きようを把握しないことには、どちらかに肩入れもできまい。大丈夫、鍛えた術じゆつ者しやはそう簡単に死ぬことはない」

　焦あせる俺おれたちをなだめ、鈴すず女めさんは冷静な視線を二人ふたりに向ける。その間にも、大男は手近な墓はか石いしに爪つめを立て、軽々と担かつぎ上げていた。武器にするつもりらしいが、それにしたってなんて怪かい力りきだ。鈴女さんは見てろと言うが、ほんとに大丈夫なのか、これ！

　一方、対するライダーは、気け圧おされたのか後じさったが、すぐに意を決するように踏ふみとどまった。暑いのだろう、グローブに包まれた左手が首もとのファスナーを胸の真ん中まで引き下ろし、ヘルメットを脱ぎ捨てる。と、アンダーシャツに覆おおわれた白い胸元と、メットに隠かくされていた素す顔がおが露あらわになり――そして俺の呼吸が止まった。

「可か憐れんだ……！」

　自然と喉のどから声が漏もれる。

　歳としは思ったより若く、俺と同じくらいだろうか。ボーイッシュなショートカット、キリッと凜り々りしい眉まゆ、そして意志の強そうな双そう眸ぼう。胸の膨ふくらみは平均レベルなので鈴女さんやサニーには敵かなわない感じだったが、海鳥や川魚を思わせるような引き締しまったスタイルがぴったりしたスーツによって強調される様は、息を吞のむほど素晴らしい。

　絶句しながら見つめる先で、ライダーガールはさあ来いと言いたげに棒を構え直したが、一いつ瞬しゆん、がくんと左の膝ひざが折れた。バイクから転がった時に足を痛いためたのか、凜々しい横顔が苦痛に歪ゆがむ。そんな少女の姿を前に、大男はニタリと笑うと、墓石を軽々と振ふりかざし――。
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「って、おい、やめろ熊くま男お！　女の子に何すんだ！」

「ちょ、ちょっと巧たく馬ま？　熊男って誰だれです？」

　気が付けば俺おれは地面を蹴けっていた。芽め亜あの驚おどろく声をどこか遠くに聞きながら、ライダースーツの少女に飛びついて抱え込み、そのまま墓ぼ地ちを派手に転がる。力任せに振ふり下ろされた墓はか石いしの風圧をすぐ間近に感じながら起き上がると、俺は目の前の少女に向かって叫さけんだ。

「無事で良かった！　はじめまして下しも野つけ巧馬です！　ずっと前から愛あいしてました！」

「な――なんだお前は！　急にどこから湧わいて出た？」

　一いつ瞬しゆん前までの凜りんとした表情はどこへやら、ぎょっと目を丸くするライダーガール。まあ、いきなり第三者が飛びついてしかも告白してきたのだから無理もないが、きょとんとした顔もまた親しみやすくてキュートなことこの上ない。さらには、大きく開いたファスナーから覗のぞく胸の膨ふくらみは、至し近きん距きよ離りかつ正面から見るとそれはもう素晴らしく――。

「ほう。どこの誰だかは知らねえが、この状じよう況きようで邪じや魔ましやがるとは大した度ど胸きようだな」

「いえいえ、俺はただこのおっぱい、じゃなかった、ライダーさんを守ろうと――げっ！」

　つい相あい槌づちを打ちながら振り向いたその直後、背せ筋すじが凍こおり付く。今さらのように顔面を蒼そう白はくに染める俺を見下ろし、熊のような大男は墓石を担かついだままニタリと笑った。

「とりあえず潰つぶれとけ。一応術じゆつ者しやの端はしくれだろうし、こんなもんじゃ死なねえだろう」

「いやいやいや間違いなく死にます！　ええと、とにかく逃げるんだ美少女ライダー！　足痛いためてて戦えないんだろ？」

「なぜそれを？　と、というか変な名前で呼ぶな！　だいたいお前はどこの誰なんだ！」

「だから俺は下野巧馬だって名乗った、とか言ってる間に墓石が来――って。え？」

　と、思わず絶ぜつ叫きようしかけた時だった。

　ふいに周囲が暗転したかと思うと、あっという間に元の明るさを取り戻す。慌あわてて周囲を見回せば、すぐ目の前にはうろたえるライダーガールがぺたんと腰こしを落としていた。一方、視界の先数メートルのところでは、大男が今まさに墓石を地面に叩たたきつけているところだった。よくわかんないけど、一瞬のうちに移動して攻こう撃げきを回かい避ひしたらしい。間かん一いつ髪ぱつ、いや、二回避さけたんだから間二髪か。ふう、と安あん堵どの溜ため息いきを吐つけば、目の前のライダーはぱちぱちと目を瞬まばたいた。

「え？　い、今、何が起こったのだ……？　あの男と相対していたと思ったら」

「いや俺に聞かれても。って、待てよ？　もしかして今のは――！」

「ほんとにもうっ！　あの状況でいきなり告白する人がどこにいますか！」

　期待を込めて振り向くのと同時に、呆あきれた声が耳に届く。そうか、やっぱり芽め亜あだったか！　たった今、テレポートで俺たち二人ふたりを救ったばかりの夢む魔まは、ライダーガールを見つめ、申し訳なさそうに頭を下げた。

「うちの馬ば鹿かがお騒さわがせしてすみません。こういう人なので許してあげてください」

「いや、許すも何も、さっぱり状況がわからないのだが……。とにかく、これはわたしの戦いだ。余計な手出しは」

「駄だ目めです。そんな足で戦えるわけないでしょう？」

　再び構えようとするライダーを、芽め亜あが押しとどめて座らせる。芽亜って、小さい割にたまに威い圧あつ感かんあるんだよなあ、と眺ながめていると、厳きびしい視線が今度は俺おれに向けられた。

「それはそうと巧たく馬ま？　お願いですから、もう少し後先考えて行動してください！　たまたま二人ふたりのいた場所が木こ陰かげに入っていたから、影に同化して瞬しゆん時じに移動させられたものの」

「ごめん、何も考えてなくて……。でもほんとに助かったよ！　さすが俺の相あい棒ぼう！」

「そうでなかったら今ごろ――むぎゅ！　ちょ、ちょっと巧馬！　離はなしなさいっ！」

　感かん極きわまって抱きついた腕うでの中で、もがもがと激はげしく芽亜が暴あばれる。どうにか俺を振ふり払うと、頼たよれる相棒は息を荒あらげながら「そんな場合ですか！」と一声叫さけんだ。

「ライダーさんが無事だったのは良かったですが、それにしたって無計画すぎです！　巧馬のおかげで、あの人、完全に敵に回しちゃったんですよ！　ですよね、おじさん？」

「ん？　そりゃあ、邪じや魔まされたからにはお前らも敵だわな。しかし、今の奇き妙みような術じゆつからすると、嬢じようちゃんはアレか？　もしかして魔ま物ものか？」

「あ、はい――って、あっ！」

「何をあっさり認みとめてるんだ芽亜！　違うぞおっさん！　この子はあくまであくまでなく」

「そこまで悪あく魔まだ悪魔だって繰くり返すってこたあ間違いねえな。だとしたら――本気でお相手しねえとなああああッ！　うおおおおッ、降り来たれえええ、我わが守護霊ガーデイアンッ！」

「え？　た、ただでさえ熊くまっぽかったおじさんがさらに熊に？　ああもう――仕方ありません！　巧馬、早く妄もう念ねんを！」

　雄お叫たけびとともに毛深くなって牙きばを生やしたおっさんを前に、芽亜は再び俺を睨にらんだ。え、妄念？　なんでいきなり？　そう聞き返す間もなく、芽亜の顔がぐっと近づいてくる。紫むらさきがかった瞳ひとみと、少し紅こう潮ちようした白い肌が視界に広がり、ふいにどくんと心しん臓ぞうが跳はねた。子どもっぽい体型のせいもあって普段はあまり意い識しきしていないのだけど、思いっきり感かん謝しやした直後にこう間近に迫られると――。

「……なあ。芽亜って、近くで見るとやっぱり、その――かっ、かわいいな」

「かっ――？　い、いいいいい、今言うことですかそれ！　そ、そりゃあまあ、ちょっと嬉うれしかったですけど……そうじゃなくて！　いいですか、相手はお墓はかを振り回す怪かい力りきの祓ふつ魔ま師しですよ？　最低限の魔ま力りよくしかない今のわたしじゃ絶対勝てません！　ですから巧馬、妄念を」

「はは、その必要はないさ。後は私が引き受けた」

　焦あせりに焦る芽亜の言葉を、静かな声が遮さえぎった。丁てい寧ねいに調ちよう律りつされたピアノのような美声に、体が勝手に反応する。そうして目を向けた先、墓ぼ地ちのただ中に立っていたのは、軍服を思わせるコートをたなびかせた、スタイル抜ばつ群ぐんの陰おん陽みよう師じだった。いよー待ってました！　思わず手を叩たたく俺に、謙けん遜そんするような笑みを向けた後、鈴すず女めさんはぐるると唸うなる男を見み据すえ、言った。

「成り行き上、ここからは私がお相手しよう」

「がう？　がるるるるるるうッ……！」

「おや、言葉が通じないのかね。……ははあ、熊くまの霊れいに体を明け渡わたして、肉体を強化したわけか。降こう霊れいと憑ひよう依いを一いつ瞬しゆんで終わらせる手はずはなかなかだが、墓はか石いしを武器に使うのは頂いただけないね。仮にも祓ふつ魔ま師しなら、先人への畏い敬けいの念を忘れるべきではないよ」

「ぐるああああああああッ！」

　鈴すず女めさんの余裕が癪しやくに障さわったのだろう、熊化したおっさんが墓石を力任せに投げつける。数十キロの石せつ塊かいは唸うなりを上げて飛び、ターゲットへぶち当たる……はずもなく。

「全まつたく、対話の成立しない相手はこれだから。……飛べ、『白びやく緑ろく』」

　墓ぼ地ちに響ひびく涼すずやかな声。鈴女さんの左手首に刻きざまれた封ふう印いん紋もんが輝かがやき、白いトンボが実体化する。星ほし御み門かど家に伝わる式しき神がみの一つ、トンボ型の『白緑』は、透とう明めいの長い羽根をぶるんと震ふるわせ、美しい主人とともに姿を消した。墓石が空むなしく墓地の地面に激げき突とつするのを見ながら、おっさんとライダーガールは同時に驚おどろきの声をあげた。

「がるう……ッ？」

「え。消えた……？」

「出たぞ、自じ慢まんのテレポート！　鈴女さんが召しよう喚かんした、トンボ式神の能力だ！」

「なぜお前がそんなに自慢げに？　それより、式神とは――陰おん陽みよう師じが使うという使し役えき神しんか？」

「そのとおりだライダー！　そんでもって鈴女さんの手て駒ごまはあれだけじゃないぞ？　他ほかにも」

「――貫つらぬけ、『雌し黄おう』！」

　俺おれの解説を打ち消すように、落ち着いた声が再び響く。俺たち全員が声に釣つられて見上げた先、おっさんの上空五メートルほどの位置に現れた鈴女さんの右手には、大きな蜂はちが、尖とがった針を光らせていた。おお、と唸る間もなく、蜂の針の先から黄色い光が一直線に放たれ、おっさんの脳天に垂直に突き刺さる。瞬しゆん間かん、おっさんの目がぐるんと裏うら返がえり、ただでさえでかい口がこれ以上ないほど開かれた。

「が――あああああああッ！」

「……あらゆる防ぼう御ぎよを貫かん通つうし、純じゆん粋すいな痛いたみだけを与える『雌黄』の光。ものすごく痛いんですよね、あれ」

　苦く痛つうに耐たえかねて絶ぜつ叫きようするおっさんを同情気味に眺ながめながら、芽め亜あがぼそりとつぶやいた。体験者ならではの心のこもった感想と同時に、鈴女さんは軽やかに着地し、おっさんは「がは」と息を吐きながら派手に土つち煙けむりを上げて倒れる。どうやら気絶してしまったらしい。ライダーガールと俺と芽亜が怯おびえまくったのがあほらしくなるような、あっさりした決着であった。

「すごいですね……！　一瞬で勝っちゃうなんて」

「さすが鈴女さん！　そんな強いところもまた素す敵てきです！　結婚してください！」

「ありがとう、宵よい待まちくん。そして下しも野つけくん、気持ちは嬉うれしいが断るよ。それよりも、いきなり割り込んでしまって、君には申し訳ないことをした。もしも名めい誉よを傷付けたのなら――」

「よしてくれ。礼を言うのはこちらのほうだ。情けない話だが、わたし一人ひとりでは、そこにひっくり返っている大男に勝つどころか、張り合うことすらできなかった」

　命の恩人に丁てい寧ねいに頭を下げられ、ライダーガールはきっぱりと首を左右に振ふった。潔いさぎよい態たい度どに好感を持ったのだろう、鈴すず女めさんは優やさしく微ほほ笑えみ、自分の胸元に手を当てた。

「私は星ほし御み門かど鈴女、高校二年生。流派は星御門流陰おん陽みよう術じゆつ、ＥＸＩＴ――祓ふつ魔ま師し国こく際さい競きよう技ぎ会かいの委い任にんで、この村での術じゆつ師し連れん続ぞく失しつ踪そう事件について調べに来ている。こちらの二人ふたりは協力者で」

「さっきも名乗ったけど下しも野つけ巧たく馬ま、高一です！　末すえ永ながくよろしく！　こっちは相あい棒ぼうの悪あく魔ま」

「あ――悪魔……だと？」

「その紹介の仕方はどうかと思います！　え、ええと……ただいまご紹介にあずかりました、宵よい待まち芽め亜あです。中三で、その……悪魔です。正確には、夢む魔まなんですけど……って、いきなり言われても信じられませんよね」

「い、いや、そんなことはないぞ。さっきの能力も見たし、それに何より魔ま物ものが存在していることは、身を以もつて知って……伝え聞いてはいたからな。助けてもらったのだ、悪人ではないこともわかっている。――感かん謝しやする」

　顔を覗のぞき込む芽亜に向かって、ライダーガールが一礼する。えらくあっさり悪魔の存在を信じるんだなあ。まあ話が早くて助かるけど。そんなことを考えている俺おれたちを見回すと、ライダースーツの少女は、きっぱりと口を開いた。

「わたしは、羽う那な原ばら。羽那原、湧ゆうだ。苗みよう字じでも下の名前でも、好きなほうで呼んでくれ。学校は最近行ってないが、一応、高校一年生だ」

　よろしく、と再び頭を下げるライダー。へえ、湧か。ボーイッシュなイメージどおりの名前だな。何度か心の中で繰くり返すと、俺は「同い年だったのか！」と湧の手を取った。

「これはもう何かの運命だな！　湧のことは――そう！　ずっと前から愛あいしてた！」

「ず――『ずっと前から』？　もしかして、どこかで会ったことが……？　いや、そうだとしても、そ、そんなことを急に言われてもだな、その、困る！」

　照れているのか男に慣なれていないのか、恥ずかしげに視線を逸そらして顔を赤らめる湧である。凜り々りしい表情もかっこいいけど、照れた顔もかわいいなあ。そして大きく開いた胸元は何度見てもいいものだ。いやーこの村に来て良かったなあ！　誘さそってくれた鈴女さんに心の中で感謝を叫さけびながら、俺はグローブに包まれた手をさらに強く握にぎりしめた。

「困ることなんかないさ。さあ、俺と一いつ緒しよに愛という名のバイクにライドオンしよう！」

「わ、悪いが、言っている意味が全まつたく理解できない……。むろん、助けてもらったことは感謝しているし、礼をせねばとは思うのだが」

「お礼？　じゃあとりあえず胸元のファスナーをもっと下までぐいーっと大だい胆たんに」

「初対面の人に何を要求するんですか！　湧さんも湧さんです！　『そんなことでいいのか？』みたいな顔でファスナー下げないでください！　もっと自分を大事にしないと！」

　鼻息を荒あらくした俺おれを押しのけ……というか、突き飛ばすと、芽め亜あが湧ゆうをキッと睨にらむ。その勢いきおいに気け圧おされたのか、湧は「すまん」と謝あやまり、ファスナーをジーッと引き上げてしまった。

「ああ露ろ出しゆつが減ってしまった……！　でもまあ首まで覆おおったライダースーツは体のラインがくっきり出るからこれはこれでいいものですね鈴すず女めさん！」

「私に同意を求められても困るな。それはそうと羽う那な原ばらくん？　この村で起きた出来事について、話を聞かせてくれると助かるのだが」

「ああ、それくらいなら喜んで。貴女あなたたちは、そこの大男のような連中とは違うようだし、助けられた恩もあるからな」

　苦笑しながら立ち上がろうとした湧だったが、ふいにその足首がぐきりと音を立て、スレンダーな体がよろめいた。同時に、ぐっ、と短い悲鳴が漏もれる。とっさに後ろに回り込んでその体を支えれば、湧は「すまない」と申し訳なさそうな声を漏らした。何がすまないもんか。

「むしろ俺がありがとうだよ。引き締しまっていながらも女の子特有の柔やわらかさを併あわせ持った湧の体を密みつ着ちやくして支えられる喜びと来たらあたかも天にも昇るようなむぐぐぐぐ」

「恥ずかしいから黙だまってなさいっ！　……会長、湧さんの足、完全に捻ひねっちゃってるみたいですよ。話を聞くよりも先に手当をしないと」

　真まっ赤かな顔で俺の口を塞ふさぎながら、芽亜が提てい案あんする。鈴女さんは「そうだな」とうなずくと、俺と芽亜を見比べてくすりと笑った。え、何がおかしいんです？　芽亜と一いつ緒しよに視線でそう尋たずねれば、頼たよれる陰おん陽みよう師じは微ほほ笑えみながら言った。

「とっさに体の動く下しも野つけくんと、細かい気き遣づかいのできる宵よい待まちくんは、実にいいコンビだなと思ってね。相あい棒ぼうのいない私にはうらやましいよ」





　　　　





「ふむ、なるほど。この村に、古代の術じゆつ師しが残した『遺い産さん』が隠かくされているという情報がどこからともなく流出したのが、そもそものきっかけだったのだな。程ほどなくして、それぞれの情じよう報ほう網もうで噂うわさを聞きつけた連中が押し寄せてきた」

「この村出身で、『遺産』の『守り番』だったお祖父じいさんから、その『遺産』がいかに危ないかを聞かされていた湧さんは、祓ふつ魔ま師したちより先にそれを手に入れて隠そうとしたんですよね」

「でも手がかりもないもんで、そう簡単に見つかるはずもなく、探し回ってる間に祓魔師の連中はどんどん数が減っていった、と。で、とにかく早く見つけようと思って探し回ってたところを、さっきの熊くまみたいなおっさんに出くわして追われるハメになったわけか」

　墓ぼ地ちから少し歩いた先、村の外れの大きな古屋の軒のき先さきにて。鈴女さんと芽亜に続いて、聞かされたばかりの経けい緯いを繰くり返せば、縁えん側がわに腰こし掛かけた湧ゆうは無言でうなずいた。桶おけに汲くんだ井戸水で痛いためた足首を冷やしながら、ライダースーツの少女は俺おれたちを見回し、頭を下げた。

「重ね重ね、申し訳ない。助けてもらっただけでなく、バイクまで運んでもらってしまって」

「押してきただけだし、そこまで謝あやまられることでもないけどな。なあ？」

「そうそう。困った時はお互い様ですよ」

　にこやかに相あい槌づちを打つと、芽め亜あは縁側に腰を下ろしたまま、民家の中へ目を向けた。元は民宿だった建物を勝手に借りているとのことだったが、なかなか広くてしっかりした作りだ。むろん、三十年以上放置されていただけあって、板戸や畳たたみはひどく傷いたんでいたし、電気も完全に止まっているようではあったけど。湧が持ち込んだというランタンや寝ね袋ぶくろを眺ながめていると、ライダースーツの少女が不安げに口を開いた。

「その、何度も尋たずねて申し訳ないが……本当に、鈴すず女めたちは、他ほかの連中とは違うのだな？　助けられておいてこんなことを言うのは失礼だが、見ず知らずのわたしに協力してくれるというのが、どうも信じがたくてだな……。わたしがお前たちを騙だまして、利用しているという可能性もあるんだぞ」

「え。俺、湧に騙されてるの？」

「違う！　たとえばの話だ！　だがな、もしわたしが――」

「羽う那な原ばらくんの懸け念ねんはもっともだね。だが、心配はいらないよ」

　鈴女さんの静かな声が、湧の言葉を遮さえぎった。訝いぶかるように見上げた守り番の少女に優やさしい笑みを向けると、コート姿の陰おん陽みよう師じは穏おだやかに先を続ける。

「先ほども説明したように、こちらの目的は、村で起こった事じ態たいの把は握あくと、その原因となった呪じゆ具ぐ――『遺い産さん』を適正な管理下に置くこと。守り番の継けい承しよう者しやたる羽那原くんとは利害が一いつ致ちしているし、それに、君が裏うら切ぎろうとしたところで、私には勝てないだろうからね」

　そう言って不ふ敵てきに笑う鈴女さんである。式しき神がみたちと戦う場面を想定したのだろう、「それは確かに」と重たい声でつぶやいた湧に、俺は慌あわてて明るい声を掛けた。

「大丈夫大丈夫！　そんなことにはならないって！　つーか、湧は疑うたがいすぎだよ。一人ひとりで使命を果たそうとしてた健けな気げな女の子だぞ、手伝うなって言われても手伝うっての」

「そ、そういうものなのか……？」

「そういうもんだ！　というわけで湧！　俺とつきあってください！」

「何？　話の流れがおかしくないか？　そ、それにその……だから、そういうことは、一時の感情で決めるべきではないと思うので……ええと、少し、考える時間をだな」

「そこ、怪け我が人にんを口く説どかない！　湧さんも真ま面じ目めに相手しなくていいですよ」

　湧の手を握にぎろうとした俺をぐいっと押しのけ、間に芽亜が割り込んでくる。なんでいちいち邪じや魔まするんだよ。ぼそっとつぶやけば、小こ柄がらな割に気の強い相あい棒ぼうは「巧たく馬まがいちいち余計なことをするからでしょう」と俺を睨にらみ付け、そして湧へ向き直った。

「湧ゆうさんはいつからこの村に？　寝ね袋ぶくろとかを見ると、割と前からいたように思えますが」

「先月からだ。蕗ふき玉たま村むらに見み慣なれない連中が何人も向かったと、この近くに住む親しん戚せきから老人ホームの祖父に手紙が来たのが先週のこと。祖父は、『遺い産さん』の最後の守り番だったからな」

「最後の……？　ということは、湧の一族は、ずっとその役目を？」

「ああ。わたしの祖先は、三百年ほど前に日本に漂ひよう着ちやくした外国人でな。流る浪ろうの末にこの地に流れ着き、守り番の役を引き受けることを条件に、村に迎え入れられたと聞いている」

「漂着した外国人？　どっかで聞いたような――って、ああ。あのラテン語のお墓はかか」

　さっき、鈴すず女めさんのキリギリス型式しき神がみがそんな情報を読み取ってたっけ。ぽんと手を打ちながら尋たずねれば、湧は「なんだ、知っていたのか」と目を丸くした。言われてみればどことなく日本人離はなれした顔立ちの少女は、こくりと小さくうなずいた。

「そう。墓ぼ地ちにあるのがわたしの――羽う那な原ばら一族の初代の墓だ。詳くわしいいきさつは伝でん承しようされていないが、ともかく初代は守り番の役を担になって村の一員となり、その後も羽那原の家は『遺産』を守り続けてきた。村が無人となった時、その役目も終わったはずだったのだが……」

「今になって宝探しが始まるとは思ってなかった――だね？」

「ああ、鈴女の言うとおりだ。現役の守り番は祖父なのだが、車くるま椅い子す生活の老人を駆かり出すわけにもいかないし、その娘――つまりわたしの母親は、父ともども海外赴任中で当分戻れない。かと言って、見過ごすこともできないので」

「湧が一人ひとりで出向くことになったわけか。そんなもん、ほっときゃいい気がするけどなあ」

　事情はわかったが、どうも腑ふに落ちない。先祖代々受け継ついできた役目だからって、高一の女の子一人でやることじゃないだろう。湧が持ち込んだ湯ゆ沸わかしセットの火ひ加か減げんを調整しながらつぶやけば、民家の前に広がる森を眺ながめていた鈴女さんが、苦笑しながら口を開いた。

「下しも野つけくんの意見はもっともだが、術じゆつ者しやの家系というのはそういうものさ。受け継いできた伝統の重みは、当事者にしかわからない。私も似たような立場だから、気持ちはわかるよ」

「似たような立場……だと？」

「ああ、羽那原くん。我が家は代々陰おん陽みよう師じでね。先ほど使った式神も、祖先から受け継いだものだよ。君の家は――そうだな。六角棒を使うところを見ると、修しゆ験げん道どうから派生した一派かな。先の一戦で法ほう力りきを使っていなかったところを見ると、基本しか教わっていないようだが」

「え？　あ、ああ。そのとおりだ。祖父も母も、まさかわたしが『遺産』を守るハメになるとは思っていなかったのだろう。形式的に体術の基き礎そやいくらかの知ち識しきを伝えられただけで、祓ふつ魔ま師しのライセンスも持っていないが……しかし、よくそこまでわかるものだな」

　話してもいないことを言い当てられて驚おどろいたのだろう、湧がきょとんと目を丸くする。しげしげと見つめられた鈴女さんは「商売柄、これくらいはね」と微ほほ笑えみ、ライダースーツの新しん米まい術じゆつ師しへと向き直った。

「さて。では、二、三、質問させてもらうよ。君は、『遺産』の正体を」

「知らん」

　鈴すず女めさんの問いかけを、凜りんとした声がざっくり遮さえぎる。えらいシンプルな答である。しゅんしゅんと湯気を立て始めたポットを前に続きを待っていると、湧ゆうは静かに先を続けた。

「どんな形をしていて、村のどこに隠かくされているのか、何も知らんのだ。あれは人の手に余る危険なものだから、世に出してはいけない。わたしが知っているのは、それだけだ」

「そ、それだけ……？　いくらなんでも情報少なすぎないか？」

「下しも野つけくんの言うとおりだな。そう不ふ明めい瞭りようでは、守りようもあるまいし……む。待てよ？　これはもしや、村に伝わる子守歌が暗号になっていたりするパターンか？　だとすると嬉うれしいな。一度は挑いどんでみたかったのだ、その類たぐいの謎なぞに！」

「いや。単に、具体的なことを記した本が失われただけだ」

　期待混じりの推すい理りを湧にきっぱり否定され、鈴女さんは「そうか……」と肩を落とし、縁えん側がわに座り込んでしまった。どうやらこの人、その手のミステリーみたいな展開に密ひそかに憧あこがれていたらしい。露ろ骨こつにしょんぼりした鈴女さんに申し訳なさそうな目を向けると、湧は「本と言っても」と先を続けた。

「鍵かぎの掛かる、鋼こう鉄てつ製せいのしっかりしたものだったそうだ。当代の守り番しか見ることは許されなかったが、『遺い産さん』についての詳しよう細さいははっきり記されていた――と、祖父から聞かされている。もっとも、その祖父も、実際に本を見たことはないのだがな」

「ふーん。でも、どうしてなくなっちゃったんです？　鉄製ならずっと残りそうなのに」

「第二次世界大戦の最中に、寺の鐘かねなどと一いつ緒しよに、うっかり軍に供きよう出しゆつされてしまったのだ。当時の守り番だった曾そう祖そ父ふは徴ちよう兵へいされて日本にいなかったので、止めることもできず……終戦後に帰ってきて、それはもう愕がく然ぜんとしたと聞いている」

　そこまで語り、湧はやるせない溜ため息いきを落とす。なんとも空むなしい物語である。どうコメントしていいかわからずに芽め亜あと顔を見合わせていると、鈴女さんが「なるほど！」と凜とした声を発した。おお、さすが生徒会長、立ち直りが早い。

「ということは、今回の騒さわぎの発ほつ端たんとなった流出データは、その本の一部だった可能性が高いね。軍部の中にも祓ふつ魔ま術じゆつに詳くわしい人間はいたと聞くから、鍵の掛かった鉄製の本などという曰いわくありげなアイテムなら、念のために写しを取っていてもおかしくはない。ただ、まだ誰だれも『遺産』に辿たどり着いていないところを見ると、具体的な隠し場所までは誰にも知られていないようだが……どうだろう羽う那な原ばらくん。怪あやしいポイントはないのかな？」

「いかにも『遺産』が隠してありそうな場所、ということか……？」

　鈴女さんの問いかけを受け、湧がうーむと首を捻ひねる。いやしかし、そんな露ろ骨こつに怪しい場所があったなら、とっくに『遺産』は見つかってるだろうし――と、そう口を挟はさもうとすれば、湧はきっぱりとうなずいた。

「あるぞ」

「だろ？　そんな都合のいい場所が――って、あるのかよ！」

「ああ。村の外れの、崩くずれた洞どう窟くつだ」

　思わず突っ込んだ俺おれを受け流し、湧ゆうは目の前に広がる森へと目を向けた。その方向に洞窟とやらがあるってことらしいが――だとすれば、ですよ？

「じゃあ、ここでのんびりしている場合じゃないだろ。さっそく行ってみれば」

「巧たく馬ま、湧さんの話ちゃんと聞いてました？　崩れたって言ってたじゃないですか」

「ああ。芽め亜あの言うとおりだ。だいたい、入れるものならとっくに誰だれかが調べている」

　慌あわてて立ち上がった俺に、芽亜と湧の呆あきれた視線が突き刺さる。あ、なるほど、そういうことか。まあ、宝探しに来た村に洞窟があったら、普通は入ってみるもんなあ。一人ひとり遅れて理解する俺を前にして、湧は肩をすくめて苦笑した。

「元は奥の深い洞窟だったらしいがな。祖父の生まれる前に地じ震しんで崩ほう落らくしたとかで、少し入ったあたりで完全に先が塞ふさがれているのだ。いかにも怪あやしいのは確かなのだがな。残念だ」

「確かに、そりゃ残念だな」

　湧の言葉に相あい槌づちを打つ俺。まあ、湧の思いもわかるけど、『遺い産さん』が誰にも手に入らない場所にあるなら、それはそれでいいようにも思える。だったらもう気を取り直して俺と楽しい時間を過ごせばいいんじゃないかな！　そう声を掛けるタイミングを見計らっていると、ふいに鈴すず女めさんが湧を見み据すえて立ち上がり、そして不ふ敵てきに微ほほ笑えんだ。

「諦あきらめるにはまだ早いさ。さあ、洞ほら穴あなへ案内してくれたまえ」

「話を聞いていなかったのか？　重じゆう機きでもない限り、あの中に入るのは不可能で――」

「さて。それはどうかな？」






　第二夜　騙かたれオリオン





　そんでもって、古民家でのやりとりからだいたい三十分後。

　行ってもどうにもならないぞ、とこぼす湧ゆうを鈴すず女めさんが説き伏せて向かった洞どう窟くつ前にて、俺おれと湧と芽め亜あは、ぽかんと間抜けな顔をさらしていた。洞ほら穴あなを塞ふさぐ岩と土の壁かべには、直径二メートルほどのトンネルがぽっかりと穿うがたれ、小さな足あし跡あとがその奥へと続いている。ほんとに一人ひとりで大丈夫なのかな。道みち端ばたの大きな岩に腰こし掛かけつつ、足跡の主の身を案じていると、俺の隣となりに座っていた湧が何度目かの溜ため息いきを漏もらした。

「式しき神がみを使って、あっという間にトンネルを掘ほってしまうとはな……。さすがは名門陰おん陽みよう師じ」

「そこがＥＸＩＴランキング八位の実力ってやつなんだよ。どうだ参まいったか！」

「なんで巧たく馬まが自じ慢まんげなんですか。でも、やっぱり会長は凄すごいですよね」

　胸を張った俺をじろりと諫いさめつつ、芽亜がしみじみ感かん嘆たんする。その気持ちはよくわかるので、俺は「確かに」とうなずいた。巨大なムカデ型式神『唐棣はねず』の溶よう解かい液えきで岩や土を溶かしてトンネルを造り、光を放つホタル型の『朽くち葉ば』を従えて爽さわやかに去った鈴女さんの後ろ姿を思い出す。「変なガスとか溜たまってるかもですよ」と忠告したら「朽葉の光は、半径一メートル以内の有害な成分を浄化するから大丈夫」ときたもんだ。

「いろいろ万能すぎるよなあ、星ほし御み門かど家式神シリーズ」

「全まつたくだ。わたしを追っていた大男を一いつ蹴しゆうしただけでも驚おどろいたのに、こんなことまでできるとは。しかし、先ほどから、戦せん闘とうも調査も何もかも、全すべてを鈴女一人でこなしている気がするのだが……芽亜と巧馬には、いったい何の役目があるのだ？」

「う！　そ、それを聞かれると……。巧馬、何しに来たんでしょうね、わたしたち」

「強しいて言うなら暇ひまつぶしの話し相手じゃないかなあ。あと荷物運び」

　たいへん的確な湧の疑ぎ問もんに、小声にならざるを得ない芽亜と俺である。

　ちなみに、俺たち三人がここでぼんやり座っているのには、「足を痛いためている羽う那な原ばらくんを連れ歩くわけにもいくまい。それに、浄化の光で守れるのはせいぜい一人だから、三人はここで待っていてくれ」「いや俺だけでも行きますよ！　暗くら闇やみで鈴女さんと二人ふたりきりだなんてこれ以上の天国はむぐぐぐぐ」「迷めい惑わくですから待ってなさい！　会長、今のうちに」「いつもすまないな宵よい待まちくん」という経けい緯いがあるのだった。ああ、鈴女さんに同行したかったなあ。愚ぐ痴ちとともに拾ひろった小石を放り投げると、俺は「だが」と自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「そう！　湧と親交を深めるためには、この時間は絶好のチャンス……！　というわけで湧、足の怪け我がは大丈夫か？　添そえ木ぎも当てたし包帯も巻いたし、今は歩くのには支し障しようはないって言ってたけどさ、やっぱり無理は良くないぞ。帰りは俺おれがおぶっていくから――て、あれ？　湧ゆうかと思ったら芽め亜あ？」

「ええ。芽亜ですがそれが何か」

　満面の笑みを隣となりに向ければ、呆あきれ顔の芽亜と目が合った。いつの間にか俺と湧の間に割り込んで座っていたらしい。肩を抱こうとしていた俺の手を無む造ぞう作さに押しのけつつ、小さな相あい棒ぼうはやれやれと溜ため息いきを落とした。

「ほんとに油断も隙すきもない……！　巧たく馬まは、女の子なら誰だれでもいいんですか？」

「そ、そんなことはないぞ！　素す敵てきな女性にしか俺は惹ひかれない！　具体的にはおっぱ」

「具体的に言うんじゃありません！」

　冷え切った声がびしりと響ひびき、俺を黙だまらせる。はいすみませんと口をつぐみつつ、伸ばした手の行き先に迷っていると、芽亜の頭越ごしに湧がぼそりと口を開いた。

「なあ、芽亜。巧馬が相棒だと、その――大変だな……？」

「……お気き遣づかいありがとうございます」

「そんな言い方しなくてもいいだろ」

　きっぱり断言した相棒に、小さな声で言い返す。この性格になったのは六年前に芽亜の魔ま力りよくを浴びたせいだと思われるわけだし、だいたい、そこまで見み境さかいなく興こう奮ふんしてるつもりもないし。とかなんとか、ぼそぼそ反はん論ろんしてみれば、「ふーん」と冷たい声が返ってきた。

「会長と湧さんにでれでれしっぱなしのくせに、よく言えますね」

「そりゃあ、二人ふたりともすげえ美人だしかわいいしかっこいいから、興奮しないのは逆に失礼にあたるくらいで……。つーか、なんでそんなにけんか腰ごしなんだ？」

　俺に呆れるのはいつものこととは言え、芽亜が妙にさっきからツンケンしている気がしてならない。何か怒らせるようなことをしたっけか、と思い起こしてみたものの、ことさら変わったことはしていないよなあ。しかし理由がわからないとは言え、相棒がピリピリしていて楽しいはずもなく……というわけで首を傾かしげて尋たずねれば、芽亜は「知りません」と言いたげに顔を背そむけてしまう。と、不ふ穏おんな空気を感じたのか、湧が気まずそうに口を開いた。

「ええと……。もし邪じや魔まなようなら、わたしは席を外そうか？」

「へっ？　いいよいいよ」

「大丈夫です」

　おずおずと立ち上がろうとした湧を、二人同時に制する俺たち。その拍子に芽亜は俺と目を合わせたが、慌あわてて視線を逸そらすと「と、とにかく！」と声を発した。あ、話を戻したな。

「巧馬は女の人が出てくるとすぐにへらへらハアハアして『好きです』とか言うじゃないですか。それが情けないと、わたしはそう言ってるんです。自制心ないんですか？」

「あるよ！　それに、誰彼構わず興奮してるつもりはないってのに。じゃあそうだな、よし、こうしよう！　俺にも自制心があるってところを見せてやる」

「……へえ。どうやってです？」

「見てろ。次に魅み力りよく的てきなお姉さんと出くわしても、反射的に告白したりしない！」

　なんでこんな話になったのかよくわからないが、こっちにだって意地がある。拳こぶしを握にぎって宣言する俺おれを前に、湧ゆうと芽め亜あは顔を見合わせて小声を発した。

「立派な宣言だが、胸を張って誓ちかうことか？　人として当然の振ふる舞まいではないのか」

「巧たく馬まはちょっと例外ですから。でも、ほんとにそんなことできるんですか？」

　明らかに信じていない目が俺を見み据すえる。だから、相あい棒ぼうをもうちょっと信用しろよお前。胸を叩たたいて言い返そうとしたその時、ふいに聞き慣なれない声が割り込んできた。

「ありゃま。先客かい？」

「そのようですわね」

　耳に飛び込んできたのは、フランクな男の声と、そして柔やわらかく上品な美声だった。え、誰だれ？　声に釣つられて振り向けば、村へと続く細い道の上に、二人ふたりの人物が立っていた。

「どうやら、タッチの差で先を越こされたってところかな？　まったく、反省してくれよ、エオラ。君がゆっくりお茶していこうなんて言わなけりゃ、俺らが先に着いてたかも」

「ごめんなさい。ですけど文ふみ彦ひこ、『これ以上めぼしい情報は見つかりそうもないですし、一番怪あやしい洞どう窟くつをもう一度調べてみましょう』って私が提てい案あんしなければ、ここに来てみることもなかったわけでしょう？　その点は忘れないでくださいね」

「へいへい。しかし、まさか難なん攻こう不ふ落らくだったはずの洞窟にトンネルが開通してるとはね。偉グ大レなーるト精霊スピリツツもびっくりだ」

　向かって右側、中折れ帽を被かぶった青年が、やれやれと肩をすくめた。年ねん齢れいは三十歳の手前くらいか。男性にしては長めの髪かみに髭ひげを生やし、右手にはサラリーマンが使うような平べったい革のカバンを下げている。ストライプのワイシャツと黒のスラックスというフォーマルな服ふく装そうのくせに、ネクタイと襟えり元もとを思いっきり緩ゆるめているせいで妙にだらしない印象になっていたが、ぶっちゃけ、この人はどうでも良かった。問題はもう一人ひとりのほうだ。

「文ぶん献けんだけに名前を残すローカルな流派、日ひ和より見み人びとの残した『遺い産さん』……。どんなものなのか楽しみですわね。先を越されそうなのは、ちょっと残念。力尽くで奪うばうのは、あんまり好きじゃないのですけれど」

　相方の髭面の話を聞いているのかいないのか、おっとりと微ほほ笑えむのは、ブラウスの上に白衣を羽は織おった眼鏡めがねの女性だ。隣となりの男よりは若く見えるので、たぶん二十代前半だろう。明るい色の長い髪をゆったりとリボンでまとめ、胸元には銀色のペンダントが揺ゆれている。

　ゴジラだかティラノサウルスだかを模もしたペンダントはちょっと変わった趣しゆ味みではあったが、男心をくすぐるし、そして何より、あの笑顔！　見ている者の心をとろかすような穏おだやかな笑みは、気を抜けばふにゃっと崩くずれてしまいそうな温あたたかな声と相まって、俺の心を鷲わしづかみにして離はなさなかった。ああ愛いとおしい！

さらに言えば、薄うす手でのブラウスに短めのタイトスカートにストッキングという、スタイルがくっきり出る着こなしがまた素晴らしすぎた。胸のサイズこそ鈴すず女めさんに劣るものの、柔やわらかなラインが醸かもし出す大人の魅み力りよくはまぎれもなく至高であり最高だひゃっほう。

　……って、この人はなんなんだ？　今さらながら疑ぎ問もんが浮かぶ。眼鏡めがねと白衣という取り合わせは医者を思わせるが、学校医って可能性もあるな。こんな先生がいれば、毎日でも保ほ健けん室しつに通うのに……！　あらどうしたの下しも野つけくん？　先生、実は僕、先生のことが以下省略――と、そこまで考えるのに要した時間はゼロコンマ以下二秒。次の瞬しゆん間かん、俺おれは地面を蹴けったかと思うと、白衣の女性の手を取って話しかけていた。

「初めまして先生！　俺、下野巧たく馬まって言います！」

「あらあら。これはご丁てい寧ねいにありがとうございます。私、エオラ・オーエンと申しますわ。本業はいちおう古生物研究者ですから、先生と言えなくもないですが」

「古生物？　ああ、だから恐きよう竜りゆうのペンダントなんですね！　似合ってます！」

「まあ、嬉うれしいですわ。これ、大だい英えい博はく物ぶつ館かんの標本をモデルに、縮しゆく尺しやくだけ変えて作ってもらったもので――って、いけない、いけない。今は学者ではなくて、『呪術医メデイスンマン』だったこと、忘れてしまうところでした」

　うふふ、と軽やかに苦笑しながら、エオラと名乗った眼鏡の古生物学者さんは、緑のプレートをポケットから取り出して掲かかげて見せた。『ＥＸＩＴ』の四文字と、四桁けたの数字が刻きざまれたそれを、俺は思わずぽかんと見つめた。

「え。ＥＸＩＴのライセンス？　ってことは――祓ふつ魔ま師しなんですか？」

「はい」

　きっぱりうなずくエオラさん。その手元のライセンスに記された数字、すなわち全世界の祓魔師およそ五万人の中での強さランキングは、千五百四十二番。全体の中では上位ではあるものの、どうにかこうにか勝てたサニーが七百番台だったことを思うと、そこまで恐おそれるレベルでもない。まあそもそも戦いたくなんかないですが！　心の中で自分に反はん論ろんしながら、俺はエオラさんを見つめたまま「でも今、メディスンマンって言いましたよね」と首を傾かしげた。

「メディスンって薬でしょ？　なのに祓魔師なんですか？」

「メディスンマンとは、北米のシャーマンのことですわよ。動物の精せい霊れいの声を聞き、その力を借りることのできる、祓魔師としては由ゆい緒しよ正しい流派なのです」

「へえ、よくわかりませんがすごいんですね！　それはそうと、近くで見ると笑顔がよりいっそうキュートです！　俺、エオラ先生のことずっと前から愛あいしてましぐぼごふっ！」

　唐とう突とつにベルトが後ろに引っ張られ、変な音が口から漏もれた。力任せに引かれながら振ふり向けば、真まっ赤かになった芽め亜あがこめかみを震ふるわせながら立っていらっしゃった。わあ怖こわい。

「……もう反射的に告白しないって二分前に誓ちかったのはどこの誰だれですか？」

「え？　あ、ごめん！　つい体が勝手に！　俺、ああいうお姉さんだけには弱くって」

「ほとんどの女性に弱いくせに何を今さら！　というかですね、でれでれしてる場合じゃないでしょう！　ね、湧ゆうさん？」

「……ああ。先ほどの口ぶりからすると、どうやら彼らも噂うわさを聞きつけてやってきた祓ふつ魔ま師しらしいからな。『ヒヨリミビト』だったか、わたしたちの知らない情報も持っているようだったが――『奪うばう』と明言されては、打ち解けて話を聞くというわけにもいくまい！」

　芽め亜あの問いかけにうなずき返すと、湧は背中に装そう着ちやくしていた六角の棒を引き抜いて身構えた。芽亜もまた地面をぐっと踏ふみしめ、いつでも魔ま力りよくを使えるようにスタンバイ中だ。双方の距きよ離りは三メートルほど。臨りん戦せん態たい勢せいに入ったまま、じりじりと間合いを取る湧と芽亜を前に、帽子に髭ひげの男はあからさまに肩をすくめた。

「おや。そちらの少年は俺おれのパートナーを口く説どいたってのに、お嬢じようさん方は俺に求きゆう愛あいしてくれないのかい？　麦わら帽子にワンピースの小こ柄がらなレディーは、もろに俺のタイプなんだけどなあ」

「え。わ……わ、わたしですか？」

　まさかここで自分が指名されると思っていなかったのだろう、芽亜がきょとんと目を丸くする。そりゃそうだろう、俺だって驚おどろいた。

　言っちゃなんだが芽亜は実年齢よりもかなり若く見える、要するに小学生高学年体型プラス童どう顔がんの持ち主である。面倒見の良い性格や人ひと柄がらに惹ひかれるならまだしも、見た目に惚ほれたと明言されることはほとんどないに違いない。しかも相手は明らかに成人式をとっくに終えた感じの男なわけで。これはもしかして噂に聞くロで始まってリとコの後にンが続くタイプの方でしょうか。そんなことを考えながら見つめていると、男は「そうそう、挨あい拶さつがまだだったね」と笑い、帽子を取って丁てい寧ねいに一礼した。

「初めまして、リトル・プリンセス。わたくしたち、ＥＸＩＴ所属の祓魔師にして、『高度に進歩した魔ま術じゆつは、科学と区別が付かない』のフレーズでおなじみ、学究集団『篦へら鹿じか亭てい』の実じつ働どう隊たいの者です。知ってるかな、『篦鹿亭』？　流派や出自に関係なく、広く自由な視点から魔術を研究してるグループなんだけど」

「ああ。なんか聞いたことあるような」

　そんな名前の組そ織しきが手つかずの秘ひ宝ほうや秘ひ術じゆつを欲しがってるってことを、さっき鈴すず女めさんが言ってたっけ。思い出しながらうなずけば、髭面の青年は「そりゃ話が早い」と歯を見せて笑い、尻しりポケットからライセンスを取り出した。こっちのランキングは八千百一。こいつも意外と低いなと胸をなで下ろす俺の視線の先で、男は再び芽亜に向き直った。

「俺の名前は、埴は生にゆう文ふみ彦ひこ。流派は審さ神に者わ。あ、審神者ってのは、降こう霊れいや神かみ憑がかりを取り仕切る神官のことね。というわけで、よろしく」

「は、はあ……。わたし、夢む魔まの宵よい待まち芽亜で――って、あっ、また夢魔って言っちゃった！　ええと、悪あく魔まではありますが、ＥＸＩＴの外部協力者ですからね！　いきなり退治するのは」

「大丈夫。魔ま物ものと見たら襲おそいかかるような、そんな野や蛮ばんな術じゆつ者しやじゃないからさ、俺おれたち」

「あ、そうなんですか？　それは失礼しました。そうそう、こっちがわたしの契けい約やく者しやの、下しも野つけ巧たく馬まです」

　身構えながらも挨あい拶さつを返し、仲間の紹介までしてしまう芽め亜あである。うん、いいやつだ。で、そんな芽亜を見て、文ふみ彦ひこと名乗った青年は「夢む魔まねえ」と妙に興きよう味み深ぶかげにうなずくだけだし、その隣となりではエオラさんがひまわりのような笑みを浮かべているし、どうにも調子が狂くるう。

「なあ湧ゆう。この人たち、ほんとに敵なのか？」

「ぬ？　いや、わたしに聞かれてもだな」

「うーん。敵か味方かって言われれば、敵ですわね。残念ですけれど」

　困こん惑わく気味の湧の声に、エオラさんがいきなり割り込んだ。物ぶつ騒そうな内容には似つかわしくない優やさしい声を保ったまま、白衣の美人は「うふふ」と笑って先を続ける。

「だって、私たち『篦へら鹿じか亭てい』と下しも野つけさんたちとは」

「そこはどうぞ下の名前で！　親しん密みつっぽくお願いします！」

「はい、じゃあお言葉に甘えますね。ええと――そう、私たちと巧馬くんたちとは、ライバルでしょう？　それで、そちらの様子を見る限り、まだ『遺い産さん』は手に入れてないと見ましたが、違いますか、巧馬くん？　うふふふ」

「いいえ、違いませーん、エオラさん。えへへへへ」

「何を釣つり込まれて返事しているのだ！　緊きん張ちよう感かんを持て緊張感を――くっ！」

　この上なくでれでれと応対する俺を押しのけ、湧が一歩進み出たが、すぐに苦痛に顔を歪ゆがめる。どうやら足がまだ痛いたむらしい。無理するなと声を掛けたものの、それをきっぱり無視し、守り番の跡あと継つぎでもあるライダーガールは、鋭い瞳ひとみをエオラさんたちへ向けて叫さけんだ。

「何がライバルだ、お前たちと一緒にするな！　わたしの目的はあくまで『遺産』の保ほ護ごだ！　あれは絶対に世に出してはいけないと、そう伝え聞いている。だからこそわたしは――」

「へえ。君の家系はお宝の監かん視し役やくだったのか。でもさ、結局のところ、『遺産』が欲しいって点では、俺たちと一いつ緒しよだよね？　そっちはあくまで守りたい、俺たちは研究対たい象しようとして手に入れたい。このままじゃ、議ぎ論ろんはいつまでたっても平行線だ」

「そして、意見がぶつかった時には、互いの術じゆつの粋すいを尽くして戦うのが、術者の――祓ふつ魔ま師しのセオリーでしょう。うふ、手て加か減げんはしませんわよ？」

　湧の言葉を文彦とか言う男が遮さえぎり、にこやかに微ほほ笑えむエオラさんが続く。いや俺たちは祓魔師じゃないんですけども。そう心の中で叫びつつ、俺たちは青い顔を見合わせた。最強の切り札である鈴すず女めさんは洞どう窟くつ探たん検けんから帰ってくる気配がないし、この村はまるごと携けい帯たいの圏けん外がいだから呼び出す手段もない。「湧担かついで全力で逃げようか」と提てい案あんしたら、湧はものすごい剣けん幕まくで俺を睨にらんだ。

「馬鹿を言うな！　『遺産』を奪うばうと公言している相手を前に逃げてたまるか！」

「落ち着いてください！　気持ちはわかりますが、それだけじゃどうにもなりません！　わたしは未み熟じゆくな夢む魔まですから大した力もありませんし、巧たく馬まもただの素人しろうとです。湧ゆうさんが術じゆつを使えるなら別ですけど……」

　と、そこで芽め亜あはいったん言葉を句く切ぎり、「そうじゃないですよね」と言いたげに湧を見つめた。童どう顔がんの割に威い圧あつ感かんのある視線を向けられ、ライダーガールは悔くやしそうに口ごもる。

「た、確かにわたしは、祓ふつ魔ま師しとしては未熟だが、だが、あれを――羽う那な原ばら家の力を使えば……！　いや、しかし、あれだけは……！」

　何を迷っているのか、逡しゆん巡じゆんの言葉を漏もらす湧。小声なうえに早口だったのでよく聞き取れなかったが、要するに「わたしは戦力にならないよ」ということらしい。だよなあ。足も捻ひねってるわけだし。そう内心でうなずくと、俺おれは芽亜と顔を見合わせた。

「……どうする？　やっぱり逃げるか？」

「簡かん単たんに逃がしてくれるでしょうか……？　会長が戻ってきてくれればいいんですが」

「それは俺も思ったけど、そんな幸運そうそうないぞ。呼びに行ってる余よ裕ゆうもないし。……まあ、ランキング四桁けたなら、頑がん張ばればなんとかなる気もするけど」

「相手の術もわからないのに、そこまで気楽になれません。しかも向こうは二人ふたりですよ？」

　じりじりと後退しつつ、情けない相談を続ける俺たち。双方の距きよ離りは五メートルほどだ。できればもっと離はなれたいところだが、これ以上下がると洞どう窟くつにぶち当たるのだ。鈴すず女めさんが掘ほったトンネルはあるが、真っ暗で細い穴の中に逃げ込むのもどうかと思う。さあどうしよう。

　と、そんな具合に戸と惑まどう三人を前に、エオラさんは文ふみ彦ひこと一いつ瞬しゆん、視線を交わすと、一歩前に進み出た。白衣のポケットから琥こ珀はく色いろの指ゆび輪わを取り出し、慣なれた手つきで右手に装そう着ちやくしていく。一方、文彦のほうは相あい棒ぼうの陰かげに隠かくれるように後退し、手にしていたカバンから、タブレット式のパソコンを取り出した。タッチパネルとモニターが一体化したシンプルな本体に、カメラだかなんだかゴテゴテとパーツがくっついている。

「そんじゃま、始めるか、エオラ」

「ええ。今日きようもよろしくお願いいたしますわね、文彦」

　二人にとってはいつものことなのか、短い言葉を交わし、文彦は手元のパソコンにくっついたカメラを起動させると、目の前に立つエオラさんに向け――って、え？　エオラさんが前ぜん衛えいで文彦のほうが後こう衛えいなのか？　予想外のフォーメーションに戸惑う俺たちの前で、カメラの隣となりに接続されたレンズから細いレーザーが伸び、エオラさんの体をスキャンしていった。

「よし、ポゼッションチェック、オッケー。いつでも行けるぜ、エオラ」

「はい、ありがとうございます。でも、せっかく本物の悪あく魔まさんがいらっしゃるのですから、芽亜ちゃんの出方を見てからにしませんか」

　相棒にそう言葉を返すと、エオラさんは俺たちを見つめて「どうぞ」と言いたげに微ほほ笑えんだ。待ってやるからそっちの手札を見せてみろ、ということらしい。とりあえず湧を庇かばいながら、俺おれは相あい棒ぼうへ問いかけた。

「あんなこと言われてるけど……戦うしかないんじゃないのか？　つーか勝てそうか？」

「うーん……。ざっと見た感じ、エオラさんも文ふみ彦ひこさんも、呪じゆ力りよくの量だけならそんなに大したことはないんですよね。会長やサニーに比べると一割以下ですから、なんとかなりそうにも思えますが……どんな術じゆつを使うかわからないのがネックですね」

「エオラは、メディスンマン――北米のシャーマンの一種と言っていたな。おそらく、動物の精せい霊れいの力を借りて戦う術じゆつ者しやだろう。先ほどわたしが襲おそわれた大男と同じタイプだ」

「ああ、あの熊くま男おか。さすが守り番の跡あと継つぎ、詳くわしいな！　素す敵てきだ、湧ゆう！　俺とつきあって」

「この状じよう況きようで口く説どくんじゃありませんっ！　って、それよりも、何を仕し掛かけてくるにせよ、このままじゃ魔ま力りよくが足りずに応戦できませんし……仕方ないですね。巧たく馬ま、妄もう想そうを」

　思わず湧の手を取った俺を制しながら、芽め亜あがシンプルな指示を飛ばす。うん、まあ確かにそれしかないと俺も思うけど。

「簡かん単たんに言うなよ。あのな、妄想ってのは出せと言われて出るもんじゃなくて」

「……『もしもエオラさんみたいな美人が家庭教師で自分に好意を持ってくれたら』」

「自然と湧わき出る――先生っ！　僕もう先生のことで頭がいっぱいで数式なんか覚えられません！　本気なんです！　なら、続きは、次のテストで学年一位を取ってからですわね？　はい！　そして一週間後のことである！　先生、僕は、僕はやりましたよ！　だから」

　芽亜がぼそっとつぶやいた一言で反射的に妄想が浮かび、ナレーション付きで口から漏もれていく。それを聞きつけた芽亜は「扱あつかいに慣なれてきた自分がちょっとイヤです」とつぶやくと、俺の襟えり首くびを摑つかんで自分の顔の前に引き寄せた。

　整ととのった顔立ちと上気した白い肌、そして紫むらさきがかった双そう眸ぼうが一気に視界に広がり、俺の胸がどくんと熱あつくなる。いったい何をしているんだと言いたげな湧の顔が見えたが、あいにく説明しているヒマはない。スタイルこそ好みから外れるものの、芽亜はこうやって近くで見ると正直かなりかわいいわけで――。

「……なあ。何度やっても緊きん張ちようするな、これ」

「なっ、何を顔赤くしてるんですか！」

「だって仕方ないだろ！　つい、こないだ鈴すず女めさんと戦った時の、再さい契けい約やくの」

「わーっ！　あれを思い出すのは禁止って言いましたよね！　こっちまで恥ずかしく」

「ど、どうした二人ふたりとも……？　何をするのか知らないが、急げ！」

　わたわたと言葉を交わす俺たちに、湧の呆あきれた檄げきが飛ぶ。うん、確かにそうだ！　俺が無理矢理照れを抑おさえ込むのと同時に、芽亜は紫の瞳ひとみをこちらに向け、叫さけんだ。

「口と目を閉じなさい！　行きますよ！」

　真まっ赤かな顔で一いつ喝かつすると、芽亜は自分の額ひたいを俺のおでこに押しつけた。ひやりと冷えた感かん触しよくが伝わるのと同時に、契約者たる俺と、夢む魔まである芽亜とを魔力のトンネルが繫つなぎ、燃もえ盛さかる妄もう想そうのエネルギーが、電流のように芽め亜あへと流れ込んでいった。

「あうっ……！　来ました！」

「うお！　さすが戦せん闘とう前、毎晩の食事とは勢いきおいが段違いだな！」

「仕方ないでしょう――って、目を開けない！」

「あっ、はいすみません！　……しかし、別にいいだろ、減るもんじゃなし」

「だ、だって、恥ずかしくて……！　とか言ってる間に、ご、ごちそうさまでした」

　エネルギーの補ほ充じゆうは一いつ瞬しゆんで終わり、芽亜の額ひたいが離はなれていく。毎日の食事タイムとは違い、妄想のついでに体力までもごっそり吸い取られたせいで、手足に力は入らない。目を開けながらぺたんと土の上に腰こしを落とすのと同時に、芽亜の体を紫むらさき色いろの光が包んで弾はじける。ぶわっと広がった魔ま力りよくの奔ほん流りゆうから、慌あわてて顔を庇かばいながら見上げれば、そこには夢む魔まとしての姿へと変わった芽亜が、俺おれと湧ゆうを庇うように立っていた。俺の妄想を力に変えて凜り々りしく身構えるその姿は、まさしく――。

「えーと。……『先生』なのか？　今回は？」

「なんでわたしに聞くんですか。この姿を想そう像ぞうしたのは巧たく馬までしょう」

　ものすごく不本意そうに答える芽亜である。その鼻の上には、小さな眼鏡めがねがちょこんと乗っかっていた。長い髪かみはアップにまとめられ、右手には伸び縮ちぢみする指示棒を握にぎっている。スリットの入ったタイトスカートからはストッキングに包まれた脚あしが、そして第二ボタンまで外されたブラウスの胸元からはブラがしっかり覗のぞいていた。背中にコウモリのような羽が二枚、ちょこんと小さく伸びていることを除のぞけば、いかにも先生らしいスタイルだった。

「ふむ。教師と言われればそう見えるが……しかし、微び妙みようにいやらしい着こなしだな」

「す、好きでやってるんじゃないですからね！　ぜんぶ巧馬が悪いんです！」

　俺の隣となりでぽかんと見入っていた湧が、素直かつ的確な感想を漏もらし、教師モードの芽亜は真まっ赤かな顔で反はん論ろんする。まあ、芽亜の変身が俺の妄もう念ねんに因よるものなのは確かだが、そこまで言わなくてもいいだろう。妄想を失って冷え切った頭でそんなことを想おもいながら、俺は小さく肩をすくめて声を漏らした。

「おやおや。黙だまって聞いていれば、ずいぶんひどい物言いだね、子こ猫ねこちゃん」

「こ、『子猫ちゃん』……？　芽亜のことか？　どうした巧馬、頭でも打ったのか！」

「ご心配には及ばないさ、ライダーガール。俺の頭は、冬の星空のように澄すみ切っている。だから、そう。今の俺のことは、巧馬ではなく――オリオンとでも呼んでくれ」

「おい何を言っている、しっかりしろ！　芽亜！　巧馬の様子が変だ！」

「いや、あのですね湧、これはいつものことなので……」

　湧が目を丸くして驚おどろき、芽亜は説明するのがめんどくさいのだろう、げんなりと声を落とす。そんな俺たちのやりとりを前にして、文ふみ彦ひこは手元のモニターを見ながら「お嬢じようちゃんの放出魔力が一気に上がった？」と唸うなった。あのパソコン、魔力探たん知ち装そう置ちも付いてるらしい。盛りだくさんな機き械かいだなあと感心していると、文ふみ彦ひこは興きよう味み深ぶかげな声を漏もらした。
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「へえ……。妄もう念ねんを吸収して、それに応じた容よう姿しに変わることで、一時的に力を底上げするのか。さすが夢む魔ま、器用な能力だ。あと、無理して先生ぶってる感じがかわいいねえ。実に良い！　さっきのワンピースも似合ってたけど、これはこれでまた素す敵てきだなあ」

「文彦？　趣しゆ味みや嗜し好こうは個人の自由ですが、ほどほどになさってくださいね？　芽め亜あちゃんたちが準じゆん備びを終えた以上、こちらもそろそろ……ね？」

「おっと失しつ敬けい」

　エオラさんに向かって苦笑いを浮かべると、文彦は手元のタッチパネルをトンと叩たたいた。さっきまでのスキャニング用レーザーとは異なる青い光が、エオラさんの体の各部に――手足の先に向かって放たれる。いきなりの強い光に思わず眼を細めた俺おれたちの前で、二人ふたりの術じゆつ者しやは交互に声を張り上げた。

「―― オウ・ネイ・スラ・ナア偉大なる祖霊から分かたれし兄弟よ、ヒー・オオ・ウエイ・ジーかつて大地を統べた竜たちよ！」

「―― ナウ・ゴウ・ジョウ・サア・ナ道しるべを持たぬ我らに、ウィ・ユウ・ザウ・ゴウ・セイ・バその角と牙と爪で先を示せ！」

　おそらくは呪じゆ文もんであろうそのフレーズをエオラさんが言い終えた瞬しゆん間かん、その右手に装そう着ちやくされた指ゆび輪わが光を放った。同時に、白衣を纏まとったメディスンマンの体がびくんと震ふるえたかと思うと、タイトスカートから伸びた細い脚あしが、とん、と地面を――。

「憑ひよう依いっ、完了！　行きますよ、トニオ！」

「えっ？　と、トニオって誰だれ――って、うそ！　急に目の前に？」

「驚おどろいてる場合か芽め亜あ！　トンネルの中の影でベールを作って防ぐんだ！」

　五メートル近い距きよ離りをひとっ飛びで詰つめながら、エオラさんが空中で右手を大きく振ふりかぶる。おいちょっと待て、どんな身体能力だ！　驚く俺おれと湧ゆうの眼前で、教師モードの芽亜は、トンネルまわりの影を慌あわてて手元に吸い寄せた。暗くら闇やみや日ひ陰かげを操あやつり形を与える、夢む魔まの特とく殊しゆ能力だ。瞬しゆん間かん、両手を大きく広げた芽亜の前に紫むらさき色いろのベールが広がり、白衣のメディスンマンの攻こう撃げきを受け止める――と、俺はそう思ったのだが。

「ふふ、バリヤーですかあ？　反応は速いですけど、惜おしいです」

「え？　惜しいってどういう――」

「こういうことですわ！　嚙かみ砕くだけっ、アラン！」

　ばりん、と、ベールの割れる音が無情に響ひびく。軽やかに着地しながら突き出されたエオラさんの細い右手が、あっけなく闇のベールを砕いたのだ。まさかの展開に、芽亜が一瞬絶句する。

「噓うそ！　サニーの歌にだって耐えたベールが一撃で……？」

「うふ。私のスペックが大したことないからって油断しましたわね？　憑ひよう依いさせた精せい霊れいの特性を理解し、力を的確に集中すれば、これくらいはできるのです」

「そ、そんな……！」

「落ち着け相あい棒ぼう！　すぐに二発目が来るぞ、残った影を固めて右手を攻めろ！」

「わかってますよ！」

　俺の檄げきを受け、相棒の手元の暗闇が再び収しゆう束そくする。あっという間に槍やり状じように凝ぎよう固こした闇を、芽亜はぐうんと振りかぶった。その姿を前に、エオラさんが「へえ」と驚く。

「すぐに攻めに転じる機き転てんは立派ですわね。素人しろうとかと思っていましたが、けっこうベテランさんなのかしら？　でも、やっぱり残念」

「残念？　って、さっきから、なんでそんな余よ裕ゆうを！」

「余裕じゃなくて計算です。防ぎなさい、ステファニー！」

　おっとりした口調とともにエオラさんが突き出した左の手の平が、芽亜の突きを受け止めた。

　いや、正確には、左手に到達する数十センチ前で、あっけなく止められた。勝ち誇ほこるエオラさんの両手をよく見れば、ぼんやりとした光に包まれていたが、どうやらあれがベールを砕いたり槍を止めたりしているらしい。などと分析している間にも、尖とがった槍はぼきりと折れ、黒い霧きりとなって消えてしまった。

「なんで？　どうしてこんなに簡かん単たんに――？」

「うふふ。隙すきあり、ですわね」

「きゃあっ！」

　立ち尽くした芽亜を、エオラさんの右手があっけなく吹き飛ばす。軽やかに吹っ飛んだ相棒を俺の目の前で受け止めたのは、湧だった。すみません、と頭を下げる眼鏡めがねモードの夢魔に向かって、ライダースーツの少女はぶんぶんと首を左右に振ふった。

「謝あやまるのはこちらのほうだ。『遺い産さん』を守るのは本来であればわたしの役目なのに、足を痛いためている上にろくに術じゆつも使えない自分が情けない……！」

「そ、それは仕方ないですよ！　困った時はお互い様です！」

「子こ猫ねこちゃんの言うとおりだな。というか、今は謝ってる場合じゃないと思うがね。向こうさんの術を破らないことには、ヘタすりゃここでジ・エンドだ。ランキング四桁けたと思って侮あなどってたが、なかなかどうして馬ば鹿かにできない強さだね」

「しかし、なんだあの技は？　精せい霊れいを憑ひよう依いさせたはずなのに自じ我がを失ってもいないし……あれが本当にメディスンマンの術なのか？」

　俺おれの声に応じた湧ゆうは、芽め亜あをそっと立たせながら眉まゆをひそめてつぶやいた。その凜り々りしい視線の先を追ってみれば、自じ慢まんげに立つエオラさんの二の腕うでから指先までを覆おおうように、薄うすい緑色の光がぼんやりと動物の顔のような形を作っているのが見て取れた。

　右手には大きく裂さけた口の猛もう獣じゆう、そして左の手には盾たてのように広がった襟えりを持つ奇き妙みような獣けもの。さっきは全体像が摑つかめなかったが、止まっているとよくわかる。なるほど、そういうことか。そりゃ強いはずだと呆あきれていると、俺たちの視線を浴びたエオラさんが自慢げに微ほほ笑えんだ。

「ふふーん、驚おどろきましたかあ？　この子たち、私の自慢の精霊なんですわよ」

「精霊……？　その怪かい獣じゆうの指人形みたいなのが、ですか？」

　エオラさんの言葉を受け、芽亜がぼそりと問い返す。確かに、構こう造ぞうは、手を突っ込んで口をパクパクさせる人形っぽい。しかし、動物の霊の力を借りるのがシャーマンでありメディスンマンだと聞いていたが、とんでもない精霊を選えらんだもんだ。洞どう窟くつ前にへたりこんだまま分析すると、俺はやれやれと頭を振って口を開いた。

「……その精霊。恐きよう竜りゆうか」

「ご名答です！　正しくは、右手の子が攻こう撃げき担当の異なりし竜アロサウルスのアラン、左の子が防ぼう御ぎよ担当、棘の有る竜ステイラコサウルスのステファニーですわね。ほら、皆さんにご挨あい拶さつ！」

　ぱあっと微笑むメディスンマンである。屈くつ託たくのない声を受け、両手の二大怪獣――いや、恐竜が、ガアッと吼ほえた。その光景に芽亜はぎょっと驚いて目を見開くと、不安げに隣となりの湧と顔を見合わせた。

「きょ、恐竜？　それって、あの恐竜……ですか？」

「まあ、あの恐竜だろうな」

　うろたえる相あい棒ぼうにざっくりした答を返すと、俺は改めてエオラさんの両手に宿った精霊を眺ながめた。精せい悍かんで巨大な顎あごのアロサウルス、大きな襟えり飾かざりと角つのが目立つスティラコサウルス。どちらも子ども向けの恐竜図ず鑑かんの常連で、実際、小一の頃ころに愛あい読どくした図鑑で何度も何度も見た顔だ。あの当時は恐竜も怪獣もごっちゃになっていて、よく空想の中で巨大ヒーローと戦わせたりしてたっけなあ。思わず懐なつかしんでいると、静かな声が割り込んできた。

「君の説明は簡かん略りやくすぎるね。恐きよう竜りゆう――即すなわち、約二億五千万年前に地上に姿を現し、一億五千万年の長きにわたって生せい態たい系けいを支配したものの、隕いん石せきの激げき突とつによる環かん境きようの変化に耐たえきれずに絶ぜつ滅めつした陸りく生せい爬は虫ちゆう類るいの総そう称しよう。それくらいは説明しないと」

　肩をすくめてそう告げたのは文ふみ彦ひこだ。俺おれたちの視線を一身に浴びながら、パソコンを構えた髭ひげ面づらの男は、自じ慢まんげに説明を続ける。

「あるものは三十メートル級の巨体を誇ほこり、あるものは獲え物ものを引き裂さく牙きばや爪つめを育て、またあるものは身を守る盾たてを得た。俺たちの目から見れば異い形ぎようとしか思えない形質を、数千万年掛けて追求した、実にアメージングな連中だよ。その生物としてのスペックは、あらゆる現生動物を遥はるかに超こえる。エオラは、そんな奴やつらをオーラとして実体化させるメディスンマンなのさ。オーラの大きさは自在に変わり、恐竜の力を振ふるうってわけだ」

「そうなのです。みんな、いつもは化石から削けずりだした指ゆび輪わの中で眠っているんですけど、呼べばいつでも出てきてくれるんですわよ？　ちなみに、さっきの大ジャンプは、傷ト付ロけオるド歯ンのトニオの力を借りたのでした」

　文彦の説明を補ほ足そくするように、エオラさんが言い足した。同時に、その細い脚あしから緑の光がぶわっと抜け出し、羽毛を生やした尖とがった顔と引き締しまった体が浮かび上がった。なるほど、これは確かに脚きやく力りよくが凄すごそうだ。納なつ得とくする俺たちの前で、恐竜の力を身に纏まとう祓ふつ魔ま師しは嬉うれしげに説明を続ける。本ほん職しよくの古生物学者だけあって、その口調は実に流りゆう暢ちようだ。

「化石の欠片かけらがあればどんな恐竜でも呼び出すことはできますが、この子たちが一番よく言うことを聞いてくれるのです。あ、トロオドンってご存じでしたか？　ステノニコサウルスって名前のほうが有名かしら？　足が速いのはもちろんですが、知能も高い種で、絶ぜつ滅めつせずに進化を続けていれば人間に近い存在になったという学説も――」

「馬ば鹿かな……！　いくつもの霊れいを同時に身体の各部に宿していると言うのか？」

　エオラさんの解説を、湧ゆうの声が遮さえぎった。背中に装そう着ちやくしていた六角棒を握にぎりしめながら、ライダースーツの新米祓魔師は震ふるえる声で先を続ける。

「祓魔師についての知ち識しきは、少しは持ち合わせているつもりだ。シャーマン系統の術じゆつを使う術じゆつ者しやは、降ろした霊に身体のコントロールを明け渡わたすはず。なのに、どうして……！」

「うん、いい着眼点だ。そこで、審さ神に者わたる俺の登場ってわけさ」

　口を挟はさんだのは文彦だ。手にしたパネル型のパソコンをぽんぽんと叩たたくと、帽子を被かぶった審神者は「一応これでも役に立ってるんだよ」と自じ嘲ちようした。

「本来、メディスンマンは一人ひとりで憑ひよう依い術じゆつを使うんだけど、降こう霊れいを取り仕切る神官――審神者の能力を機き械かい的てきに増ぞう幅ふくしたレーザーで霊の憑依する部位を限定してるのさ。これぞ俺の十大発明の一つ、部位特定憑依装置ピンポイント･ポゼッション･システム、略してＰＰＳ！　かくしてエオラは自じ我がを保ったまま愛あいすべき恐竜たちを各部に宿らせることができるわけ」

「……なるほどな。片方がサポートに徹てつすることで、もう一人の戦力を跳はね上げるってわけか。考えたもんだな」

「お褒ほめにあずかり光栄だけど、できれば芽め亜あちゃんから言われたかったね。ちなみに、ＥＸＩＴランキングはあくまで術じゆつ者しや単体での戦力が基き準じゆんだから、コンビネーションありの実戦ではあんまり信用しないほうがいいぜ」

「そういうことですわね」

　フレンドリーに文ふみ彦ひこが微ほほ笑えみ、その前では恐きよう竜りゆうの力を体の各部に宿したエオラさんが「いつでもかかってきなさい」と言いたげに佇たたずんでいる。予想以上の強敵に、どうしたもんかと頭を回転させていると、ふいに湧ゆうが「ふざけるな！」と叫さけんだ。おいおいどうした。

「術を機き械かいで増ぞう幅ふくし、しかも他流派の術者に使う……だと？　お前たちも先祖から術を受け継ついだ祓ふつ魔ま師しだろう！　そんなことが許されるとでも――」

「あ。もしかして、伝統を重んじろとか、そういう話？　その手の古い考え方、俺おれたちには関係ないんだよね。そういう頑かたくなな態たい度どが、魔ま術じゆつの発展を妨さまたげてるって思わない？　エネルギーの単位どころか名称すら統一されてないんだぜ、この業界」

「禁きん忌きに捕とらわれたままだと、進歩はありませんものね。探求して解析して応用する！　それがタブー無用の学究集団『篦へら鹿じか亭てい』のモットーなのですわ！　もっとも、タブー無用とは言うものの、過度に傷きず付つけるつもりはありませんから、その点はご安心くださいませ」

　文彦の解説を受けて満面の笑みを浮かべると、エオラさんは「というわけで」と身を低く構えた。その身に纏まとったオーラが一ひと際きわ強く発光し、背せ筋すじを悪お寒かんが走り抜ける。へたりこんだままの俺が「来るぞ！」と叫んだその瞬しゆん間かん、エオラさんは既すでに芽め亜あの前に立っていた。速い！　くそ、トロオドンの脚きやく力りよくか！

「この地に眠るヒヨリミビトの『遺い産さん』は――必ず頂ちよう戴だいいたします！　えーい！」

「え――きゃああああっ！」

　アロサウルスの形のオーラを纏った細ほそ腕うでが、力強く振ふり抜かれる。芽亜は慌あわてて腕をクロスに組んでガードしたが、闇やみのベールを失った小こ柄がらな体が、恐竜の力に耐たえきれるはずもない。悲鳴とともに教師モードの夢む魔まはあっけなく吹っ飛ばされて宙に舞まい、森の中へと落下した。

「あら、少し力を入れすぎましたかしら。でも、逃がしませんわよ？」

　脚あしに纏ったオーラを唸うならせ、白衣のメディスンマンが芽亜を追って森へと消える。そして遅れることゼロコンマ数秒の後、湧がハッと我われに返って叫んだ。

「しまった、芽亜が！　くそ、待っていろ！」

「落ち着け湧！　俺の相あい棒ぼうはあれくらいなら大丈夫だ！」

　慌てて森へ向かおうとしたライダーガールを、俺の声が呼び止める。しかし、と言いたげに振り向いた湧に向かって、洞どう窟くつ前に座り込んだままの俺は「芽亜なら大丈夫」と繰くり返した。ほとんど日ひ陰かげのないこことは違い、木陰だらけの森の中は、闇や影に溶け込める夢魔にとっては有利な場所。エオラさんに勝つのは無理でも、逃げるだけなら簡かん単たんなはず。湧が行ったところで足手まといになるのが関の山である。それよりも、当面の問題は……！　俺おれはごくりとつばを飲み込み、にこやかに肩をすくめる帽子の男へ視線を向けた。

「ありゃま、エオラ行っちゃったか。俺、戦うのは苦手なんだけど」

　そう。問題は、この男、文ふみ彦ひこの存在だ。このチーム、戦せん闘とうは主にエオラさんの担当で文彦は後こう衛えいのようだが、それを言うならこっちだって、足を痛いためた湧ゆうに、体力と妄もう想そうを根こそぎ吸われて動けない俺という、極きわめて情けない布ふ陣じんだ。鈴すず女めさんがひょっこり戻ってきてくれれば問題なしだが、あいにくその可能性は極めて低い。さあどうする俺？　悩んでいる間にも、髭ひげ面づらの男はそっとパソコンを地面に降ろすと、首元のネクタイを引き抜いた。

「ま、相方に任せっきりってわけにもいかないし、こっちはこっちでやりますかね。……オン・アビラウンケンソワカ」

　ぼそりとつぶやかれた呪じゆ文もんとともに、ネクタイがギュッと収しゆう縮しゆくして細い剣に姿を変える。ＣＧのような変形に驚おどろいたのだろう、俺の隣となりで六角棒を構えていた湧がぎょっと目を見開いた。

「ネクタイが剣に……？」

「正しくは、剣をネクタイにしてたんだよ。こいつは、俺の師し匠しようの秘ひ蔵ぞう宝ほう具ぐ、『八やつ握かの剣つるぎ』に与えられた神性を読み解いてコピーしたレプリカでね。まだまだ試作品だけど、本物の三割程度の威い力りよくは出せる。オカルトエンジニアとしては、割と自じ慢まんの一品だぜ？」

　宝具をいじくり回すとは何ごとだって、師匠には破は門もんされちまったけどさ。聞かれてもいないことを言い足しながら、複ふく製せいの宝剣をヒュッと振ふり抜く自じ称しようオカルトエンジニアである。剣がブウンと唸うなって発光するのを見つめつつ、俺は「なるほどな」とうなずいた。

「部ぶ分ぶん憑ひよう依いシステムに魔ま力りよくレーダー、レプリカの宝剣……。魔ま術じゆつを解析して機き械かい化かするのがあんたの特技ってわけか。さすがはタブー無用の学究集団だな」

「イエース。『篦へら鹿じか亭てい』にいると、世界中の呪じゆ具ぐをいろいろ解析できるからね。俺みたいな不届き者には居い心ごこ地ちが――って、のんびり話してたらエオラに怒られちまう。それじゃ、そろそろ始めるか？　あ、俺、女の子相手でも手て加か減げんはしない主義だからね、あしからず」

「くっ……！」

　フェンシングのような構えを取る文彦を前に、六角棒を手にした湧が歯を嚙かみしめた。足を痛めた自分では、まともに戦っても勝ち目はないと理解しているのだろう、ボーイッシュな横顔は苦く渋じゆうと悔くやしさに充みち満みちていた。気持ちはわかるが、ろくに動けない俺だって役立たずっぷりでは負けてはいない。強しいて言うなら、妄想を吸われて冷え切った頭が唯ゆい一いつの武器と言えなくもないが、果たしてどれほど役に立つんだか怪あやしいもんだ。「落ち着け」と湧に声を掛けながら、俺は必死に頭ず脳のうを回転させる。そんな俺と湧を見比べると、しびれを切らした文彦は肩をすくめながら一歩前へと踏み出した。

「どうした？　来ないのかい？　芽め亜あちゃんだけに戦わせるのは酷ひどいと思うけどね、俺」

「そ、それは、確かに……！　そうだ、魔ま物ものである芽亜があんなに堂々と自分の力を使っているのだ、わたしが臆おくしてどうする……！　かくなる上は――」

「は・は・は・は・は！　はーっはははははははは！」

　意を決した湧ゆうの言葉を打ち消すように、俺おれの笑い声が洞どう窟くつ前に轟とどろいた。いきなりの大声に、ぎょっとして文ふみ彦ひこが立ち止まり、破れかぶれで何かを仕し掛かけようとしていた湧もきょとんと目を丸くする。二人ふたりの視線を一身に受けながら、俺はできる限りふてぶてしく笑った。

「まさかここまで計画通りに運ぶとはね！　思わず声が出てしまったよ、失しつ敬けい！」

「――『計画通り』だって？　あのさ。適当なこと言うんじゃないよ、君」

「た……巧たく馬ま？」

　文彦が細身の剣を携たずさえたまま肩をすくめ、そして湧が絶句した。全まつたく事じ態たいが理解できないのだろう、棒を構えた守り番の少女は、へたったままの俺を見下ろすと、不安げな声を発した。

「……お前、いきなり何を言い出したんだ？　どうかしたのか？」

「どうかしているのは確かだな。湧がキュートだからかな？」

「きゅ、キュート……？　ふ、ふふふふふ、ふざけている場合か！　いいか、今は――」

「大丈夫」

　困こん惑わくを深める湧に、俺はしっかり言い切った。虚きよを突つかれたように黙だまり込んだライダーガールを見上げ、「大丈夫」と繰くり返す。

「湧は、必ず俺が守る」

　そうはっきりと告げた瞬しゆん間かん、湧は「え」と目を見開き、絶句した。さっきまでの俺――つまりは普段の下しも野つけ巧馬とのギャップに戸と惑まどっているのか、次の言葉が続かない。まあ無理もないよな、と自じ嘲ちようすると、俺はこちらを眺ながめていた文彦へと視線を向けた。待たせたね、と笑いかければ、剣を手にした青年は不ふ審しんそうに肩をすくめた。

「待たされるのは構わないけど、それよりさっきの発言の説明が欲しいね。この状じよう態たいの、いったいどこが『計画通り』なのさ？　今の君たちは言っちゃなんだが俺の相手じゃなさそうだし、芽め亜あちゃんだって、エオラに敵かなわなかったんだぜ。これはさ、どう見ても」

「この村で祓ふつ魔ま師しが何人も消えたことは知ってるかい？」

「こっちの勝ち――って、何をいきなり？　そりゃさすがに知ってるけどね。犯人は鳥の羽根飾りを付けた怪かい人じんだって噂うさわの、アレだろ？　俺もエオラも実物は見てないけど、この村で出くわした祓魔師からそんな話は聞いたよ」

　唐とう突とつに俺が投げかけた疑ぎ問もんを受け、文彦が訝いぶかるように眉まゆをひそめる。いいぞ、話に乗ってきた！　鳥の羽根飾りの怪人なんて話は初耳だったが、今は素直に驚おどろくべきタイミングではない。なぜか頰ほおを薄うす赤あかくしていた湧に「安心しろ、落ち着け」とアイコンタクトを送ると、俺はニヤリと笑って口を開いた。さあ、ここからが正念場だぞ、下オ野リ巧オ馬ン！

「――だったら。その犯人が俺の相あい棒ぼうの夢む魔まだってことは知ってたのかな？」

「な――！」

「なんだって……？　いや、しかし、消えた祓ふつ魔ま師しの中にはそれなりの手て練だれもいたはずだ。エオラに圧倒されるような彼女が、そんな連中を――」

「それも演技だったとしたら？　一対一の状じよう況きようを作るため、森へおびき出したことにも気づかなかったのか？　このご時世には珍めずらしい純じゆん正せいの悪あく魔まが、あんな簡かん単たんに吹っ飛ばされるはずがないだろう！　ああ、騙だましてすまなかったな、湧ゆう。そして諦あきらめろ埴はに生ゆう文ふみ彦ひこ！　今ごろはお前の相方は、他の連中同様、霊れい力りよくを吸い尽くされて消えてるさ！　助けに行くなら今のうちだ！」

「……君ね。ハッタリもいい加か減げんに」

「はっ！　ハッタリなものか！」

　自信満々に断言する俺おれである。むろん全部大おお噓うそなのだが、この際ハッタリでやり過ごすほかに手はない。頼たのむから引っかかってくれよと念じながら大笑していると、文彦は一いつ瞬しゆんだけ不安げに視線を森へと向けたが、すぐに小さく首を振ふって俺へと向き直った。

「あのかわいい夢む魔まのスペックが未知数なのは認みとめるよ。なにしろ本物の魔ま物ものと相対したのは初めてだからね、データが足りていないのは確かだ。だが、今の君たちが無力なことは変わりないだろう？　守り番の彼女は怪け我が人にんの上に法ほう力りきも使えないようだし、巧たく馬まと言ったかな？　

君に至っては、力を与えたおかげでろくに動けないんだから――」

「違うな。動く必要がないんだよ」

　きわめて的確な文彦の推すい論ろんに、再び不ふ敵てきに切り込む俺。さすが自称エンジニア、冷静な分析だったが、ここで「はいそうです腕うでを突いて上体を起こしてるだけでも精せい一いつ杯ぱいなんです」と白状するわけにもいかない。地面に置かれた魔ま力りよく探たん知ち装そう置ち付きのパソコンを視界の端はしに確かく認にんしつつ、俺は静かに先を続けた。

「『遺い産さん』を探させている俺の式しき神がみを呼び戻せば、レプリカの宝ほう剣けんなんか敵じゃないからな」

「式神？　陰おん陽みよう師じの使う使し役えき神しんのことかい？　君がそんなものを使うようには見えないが」

「そんなふうには見えない、か。術じゆつ者しやは見た目で判断できないってのは基本だろ？」

「言うねえ。だけど、そんな式神がいるのかどうかは、レーダーの探たん査さ範はん囲いを広げればすぐにわかることで――って、えええええっ？　地下十メートルに特大の反応？」

　傍かたわらの地面に剣を突き立ててパソコンを持ち上げた文彦だったが、その声がいきなり裏うら返がえった。反応の正体は言うまでもなく洞どう窟くつ探たん索さく中ちゆうの鈴すず女めさんとその式神なのだが、正直に話す馬ば鹿かがどこにいる。さあ、ここまでくればあと一押しだ。

「わかったろう、埴生文彦！　今のお前に残された選せん択たく肢しは二つだけだ！　ここで俺の式神に打ち倒されるか、それともおとなしく立ち去るか！」

「え？　いやしかし、まさか、そんなはずは――」

「迷っている暇ひまがあるのかな？　そうそう、今ならまだ急げば相方の命はなんとか救えるかもしれないが、その確かく率りつもどんどん下がっていることを忘れずに――」

「……くっ！　まあ、君らの魔ま力りよくの波動は記録済みだし、今日きようのところはこれで良しとするか！　覚えてなよ少年、勝負は預けた！」

　じわじわ煽あおる俺おれの言葉を遮さえぎり、文ふみ彦ひこが悔くやしげに叫さけんだ。もともと判断は早い性格なのだろう、剣を摑つかんでネクタイ状に戻すと、帽子の審さ神に者わはパソコンとカバンを抱えて地面を蹴ける。ワイシャツの背中はあっという間に遠ざかり、木々に隠かくれて見えなくなった。よし！

「なんとか作戦成功。だな」

「……す、凄すごいな、巧たく馬ま。よくもまあ、あれだけポンポンと出任せが……！」

　溜ため息いきをこぼすのと同時に、ずっと傍ぼう観かんしていた湧ゆうが感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。すっかり感心したのだろう、目が大きく見開かれたままだ。大したことじゃないさ、と謙けん遜そんすれば、スレンダーなライダーガールはぶんぶんと首を左右に振ふった。

「大したことだ、間違いなく！　黙だまって見ていることしかできなかったわたしが情けない！　いや、だがしかし芽め亜あは大丈夫なのか？　二人ふたりを相手にすることになるのでは？」

「安心しな。夢む魔まは影を伝って瞬しゆん間かん移い動どうできるからな、木こ陰かげだらけの森の中なら、逃げる手段には事欠かないさ。エオラさんに勝てるとは思わないが、逃げおおせることは確かだよ」

　思い出したように慌あわて始めた湧に、なだめるように声を掛ける。やれやれ、一時はどうなることかと思ったが、とりあえずは助かったか。安あん堵どの溜息をほっと落とせば、緊きん張ちようが解とけた反動か、上半身を支えていた腕うでの力がふわっと抜けた。ぐらりと俺の体が揺ゆれ、後頭部を地面にぶつける――かと思いきや。

「お、おい！　しっかりしろ巧馬！」

　すかさず伸びた湧の腕が、俺をしっかり支えてくれた。細いながらもしっかりとした二本の腕に抱えられながら、俺は目の前でこちらを見つめる凜り々りしい瞳ひとみに向かって笑いかけた。

「ありがとう、湧。しかし、こういうのはむしろヒロインの役どころなんだがね。……あと、さっきも言ったが、できれば今の俺のことはオリオンと呼んでくれると」

「冗談を言っている場合か！　お前、全然体に力が入ってないぞ？」

「おや、俺を案じてくれるのかい、キュートなライダーガール？　ありがとう、嬉うれしいよ」

「きゅ――キュート？　だから、じょっ、冗談はよせと言っているだろう……！」

「冗談なものか。今、俺の前にいるのは、凜々しくて勇ゆう敢かんで優やさしい、最高にキュートな女性じゃないか。違うのかい？」

「わ、わわわわわ、わたしに聞くなっ！　慣なれていないのだ、こういうのは！」

　湧の顔が一気に赤くなった。恥ずかしいから俺から離はなれたいのだろうが、俺の上体を抱きかかえているもんだから手を離すわけにもいかず、必死に目を逸そらす湧である。普段の俺なら勢いきおい任せに抱きつくところだが、あいにく今の俺は自分で言うのもなんだが冷静な紳しん士しなので、女性を困こん惑わくさせるのは避さけたい。というわけで俺は「もう大丈夫だ」と微ほほ笑えみ、湧の腕をそっと振り払うと、地面に手を突こうとしたのだが。

「お？」

「お、おい、しっかり――って、あ！」

　まだ腕うでに力が戻っていなかったらしく、俺おれの上体がガクンと揺ゆれる。それを見た湧ゆうは俺を再び支えようと、慌あわてて両手を伸ばしたが、照れのせいか焦あせりのせいか、俺ごと盛大に転げてしまう。ぐるんと天地がひっくり返り――次の瞬しゆん間かん、俺は湧と相対していた。

　より具体的に言えば、地面に伸ばした俺の両手の間にこちらを向いた湧の顔があり、お互いの鼻先の距きよ離りは二十センチほどしかなかった。不ふ可か抗こう力りよくとは言え、割ととんでもない体たい勢せいである。文字通り目と鼻の先にある湧の顔に向かって、俺は「すまない」と苦笑した。

「女性に対してこれはないよな。危うく事故でキスしちまうところだった」

「え？　い、いや、悪いのは、わっ、わたしだから……」

　気の強そうな眉まゆの下、大きな瞳ひとみがぎょっと大きく見開かれ、ただでさえ赤かった肌がいっそう色いろ濃こく染まっていく。全まつたく、間近で見れば一ひと際きわキュートだな。震ふるえる腕でどうにか体を支えつつ眼前の少女に見入っていると、湧は視線を逸そらしたまま小声を発した。

「本当に、すまない……。戦いでは全く役に立たなかった挙あげ句く、巧たく馬まを支えることすらできないなんて、わたしはとんだ役立たずだ……！」

「そう自分を責めるもんじゃないぜ、ライダー？　アクシデントとは言え、こんなふうに湧と見つめ合えるなんて、幸せすぎて怖こわいくらいさ。これが夢ゆめなら、ためらわずに抱き締しめてキスするところだがね。湧はどうだい？」

「え？　わ、わたし……？　それは――って、ば、ばばばばばばっば、馬ば鹿かを言うなっ！　わ、わわわ、わたしはそんな、キスなんてその、考えたこともまだ」

「おっと。こいつはすまない」

　おろおろと言葉を紡つむぐ湧を前に、俺はきっぱりと首を横に振ふった。「え」と静止した少女に向かって、落ち着かせるように笑いかける。

「レディーに恥を搔かかせたんじゃ、男として失格だね」

「巧馬……」

　熱ねつっぽい瞳を向けられ、俺は「オリオンだってのに」と笑い返した。正直、体を支える腕はほとんど限界だったが、いつものパターンならそろそろ体力と性格が元に戻るはず。湧の上に覆おおい被かぶさってしまう前に戻ってくれよ、と俺は自分で自分に願った。

「正直、そうなっちまうと、さすがに今の俺でも自じ我がを保つのは難むずかしいかも――お？　とか言ってる間に、やっと来たか？」

「き、来たって何が……？」

「そりゃ、いつもの回復タイムだよ。ようやく体が――」

　なにげなく湧に答えた直後、俺はぴたりと静止した。腕や足に力が、そして心に熱あつい妄もう念ねんが戻ってくる。で、そんな状じよう態たいの俺にとって、ボーイッシュな美少女が間近で照れながらこちらを見つめているという状じよう況きようは、あまりに甘かん美びかつ素す敵てきなものであるわけで。

「湧ゆうーっ！　好きだあああああああっ！」

「え。待て！　いきなりテンション変わりすぎだ、お前！」

　俺おれがほとんど発作的に湧を抱き締しめようとしたのは、もはや無理のないことであった。だって湧かわいいし近いしかっこいいし胸元からは膨ふくらんだアンダーシャツが覗のぞいたりしているんだから仕方ない！　というわけで全力で抱きついた俺だったが、その両手は一いつ瞬しゆん遅れて我われに返った湧によって、しっかり摑つかまれてしまう。

「さすが現役の守り番、寝転んだままでも強い――って、なんでガードするんだよ！　さっきまでいい感じだったのに！」

「あ、あれは相手がその、オリオンだったからだ！　巧たく馬まではなく！」

「いやいや同一人物だよ？　ちょこっとテンション変わっただけ！」

「どこがちょこっとだ！　もうほとんど別の人格だったではないか！」

　地面の上に横たわったまま、不毛な言い争いを続ける俺たちである。しかしこれ、傍はたから見れば俺が湧を押し倒してるようにしか見えないよなあ。ふとそう思った、その時だ。

「……ふう。ようやくエオラさんを撒まけましたよ。もう少ししたらサニーもこちらに着くはずですし、会長が洞どう窟くつから戻ってきたら迎むかえに――って」

　眼鏡めがねにタイトスカートにコウモリの羽を生やした小こ柄がらな人影が森の中から現れたかと思うと、俺たちを見つめて静止した。同時に、俺と湧もまた、無言にならざるを得なかった。

　……うん、そうですよね。そりゃこの光景見たら驚おどろきますよね。

「あ、あのな芽め亜あ！　これはその」

「そう、そうだ！　わたしたちは決して」

「湧さんに何やってるんですかああああああっ！」

　おずおずと声を発した俺たちの弁べん解かいを、芽亜の怒ど声せいが打ち消した。びくんと震ふるえて押し黙だまってしまった俺と湧に向かって、小さな夢む魔まはずんずんと迫ってくる。

「足の悪い湧さんを押し倒すだなんて……！　巧馬はそういうことはしないと思ってましたが、見み損そこないました！　最低！　人でなし！　悪あく魔ま！」

「いやこれには深い事情がだな！　しかし、悪魔が悪魔って悪口言うのはどうかと」

「つ、つい出ちゃったんですよ！　だいたいですね、こっちは必死でエオラさんから逃げ回ってたのに、いったい何をしてたんですか！　心配して損しました！　大損です大損！」

　こめかみを怒りに震わせながら、歩み寄ってくる芽亜である。その姿がいつもより大迫力に見えたのは、先生スタイルのせいだろうか。しかし芽亜って結構眼鏡が似合うんだな。

「真ま面じ目めな性格が強調されるからかな。これはこれで」

「話を聞いているのですかっ！」

「新しい魅み力りよくが――はいすみません聞いております先生！」

「先生じゃありません！」







　第三夜　風呂とパジャマの夜





「そーかそーか、湧ゆうはあの自じ称しようオリオンにぐらっと来ちゃったわけかあ。あやうくキスしかけたって場面はぜひ生で見たかったなあ！　湧ってさ、しっかり者に見えるけど、意外とムードに流されちゃうタイプなのかな？　なのかな？」

「……知らん」

　日ひ暮ぐれ時どき、古びたランプの灯ともされた古民家の囲い炉ろ裏り端ばたにて。

　ギターを抱えたＴシャツ姿の少女に笑いかけられ、アルミカップを手にした湧は恥ずかしげに赤い顔を背そむけた。その反応が楽しかったのか、ギターの少女は「答えてよー、減るもんじゃなし」と追い打ちを掛けようとしたが、そこに土間の台所から優やさしい声が投げかけられた。

「そのへんにしておこう、サニー。僕ら、湧さんの家に泊めてもらってるんだからさ。家主さん困らせちゃ追い出されちゃうよ。すみませんね、湧さん」

「いや、ここは別にわたしの家ではないが……。ただ、ちょっとした手入れと掃そう除じをしただけだ。元は民宿だったらしくて部屋も多いし、露ろ天てん風ぶ呂ろも一人ひとりには過ぎた広さだからな。わたしだけで使うのはもったいないと、常々思っていたくらいだ。追い出したりする気はないぞ」

「ありがとうございます。でもサニー、やっぱり困らせるのはほどほどにね」

「はーいはい。持じ郎ろうが言うならやめておきます。せっかくの自家用露天温泉、入れないのは困るもんね」

　鍋なべの火ひ加か減げんを見ていた少年、つまり持郎が落ち着いた声で諭さとせば、ギターの少女ことサニーはあっさり沈ちん静せい化かした。手て慣なれた感じのやりとりに、土間の上がりかまちに腰こし掛かけていた俺おれは、思わずぼそりとつぶやいた。

「なんでサニーは持郎の言うこと素直に聞くんだよ。俺に対しての態たい度どと違いすぎるだろ」

「楠くすのき先せん輩ぱいの言ってることが正しいからです。ね、会長」

「うむ。その点、下しも野つけくんはそうでもないことが多いからな」

　すぐ近くでリュックの中身を確かく認にんしていた芽め亜あと、洞どう窟くつ探たん検けんの結果を手帳に書き付けていた鈴すず女めさんとが、容よう赦しやないコメントを返してくる。そりゃまあそうなんですけどね。小声でつぶやきながら、俺はやれやれと溜ため息いきを吐ついた。

　――洞窟前でのエオラさんプラス文ふみ彦ひことの一戦から、約二時間後。どうにか二人ふたりの強敵を退けた俺たちは、「予想外に奥が深かったので、続きは明日あしただ」と洞窟から戻ってきた鈴女さんに顚てん末まつを報告。その後、一日三本しかないバスと徒歩とでやってきたサニーと持郎を迎え、今日きようの宿――すなわち、湧が寝ね泊とまりしているこの民家へと転がり込んだ。

　元々は野宿の予定だったのでテントも持ってきていたが、屋根と床があってしかも温泉まで湧わいている宿があると聞けば、拒こばむ理由は何もない。鈴すず女めさんやサニーや湧ゆうが、あと芽め亜あもが同じ屋根の下で入浴することを思うだけで俺おれの妄もう想そうは止とどまるところを知らず、女性陣じんに露ろ骨こつに引かれたほどである。とにかく、そんなわけで我われ々われは湧の誘さそいに乗っかり、今は夕食の準じゆん備び中ちゆうなのであった。主に持じ郎ろうが。

「なあ持郎。俺もなんか手伝おうか？」

「気持ちは嬉うれしいけどさ。巧たく馬ま、竈かまどとお鍋なべでご飯炊たいたことないでしょ？」

　枯れ枝をくべて火の勢いきおいを調節しながら、持郎が肩かた越ごしに振ふり向いて尋たずねる。むう、それは確かに。素直にうなずいた俺を見て、ちょっと変わった服ふく装そうの趣しゆ味みを持つ友人は「だよね」と爽さわやかに微ほほ笑えんだ。

「今夜はレトルトのカレーだから、他ほかにしてもらうこともないしね。それに、巧馬や宵よい待まちさんは、いろいろ大変だったんだろ？　おとなしく待っててくれればいいよ」

　そう語る持郎の服装は、「女物は寮りようの中だけ」という自主ルールに基づき、ふわっとしたパーカーとハーフパンツという中性的な取り合わせであった。見み慣なれたセーラー服ではないが、華きや奢しやな体つきのせいもあり、女性に見えなくもないのが恐おそろしい。さすが普ふ段だんから体格維い持じに余よ念ねんのない男だ。感心しながらその背中を眺ながめていると、囲い炉ろ裏り端ばたからしみじみとした声が届いた。

「ほんと、腰こし細いよねえ、持郎。うらやましくなっちゃうよ」

「いやいや。スタイルならサニーの圧勝だろ？　というかなんで男と競きそってるんだ」

　ぽろん、と悲しげにギターを爪つま弾びきながら溜ため息いきを吐ついたサニーに、俺は呆あきれた声を返した。へそ出しＴシャツとショートパンツに覆おおわれた――と言うほど覆われてもいないが――サニーのプロポーションは、柔やわらかみのある胸や太もものラインといい、きゅっと絞しまった腰といい、いつものように最高だった。活動的な短い髪かみや、人ひと懐なつっこく明るい笑顔も文句なし。

「ああ！　やっぱサニーはかわいいなあ……！　誰だれかと比べて落ち込んだりする必要は全然ないと思うぞ。芽亜が言うなら、わからんでもないけどさ」

「む。どういう意味ですか巧馬」

「え？　そりゃ――って、具体的に言うと怒るだろ」

「まあまあまあまあ！　芽亜は充分かわいいじゃんか。湧もそう思うでしょ？」

「えっ？　そ……そうだな。うむ。悪くはないと思うが。愛あいらしい……と言うか」

　いきなり賛同を求められ、コーヒーを飲もうとしていた湧は目を丸くしながらもうなずいた。その肩をサニーの手が「でしょー」と親しげにばんばん叩たたく。その強引なフレンドリーさに、湧は明らかに困こん惑わくしていたが、幸い、嫌いやがっている様子はなかった。さすがサニーさん。

「相変わらず、初対面の相手と打ち解けるのはめちゃくちゃ早いな」

「まあ、やっつけようとした悪あく魔まをあっさり友達認にん定ていした人ですからね……。しかし巧馬、会ったばかりの敵に告白する人がそれを言うのはどかと思いますよ？　しかも、出で会あい頭がしらに告白しないって約束した直後に」

「なんだよそれ。……もしかしてエオラさんのことか？」

　ぼそりと指し摘てきしてきた芽め亜あに言い返せば、「言われなければわかりませんか？」と静かな声が返ってくる。その抑おさえた口調の醸かもし出す迫力に、俺おれの背せ筋すじがぞくりと冷えた。見た目は小さくてかわいくてもやはり純じゆん正せいの悪あく魔まである。約束をあっさり破ったという負い目もあって、俺は背中を丸めると、言い訳がましく小声を発した。

「その……確かにあれは情けなかったとは思うけどさ。いや、俺だってちゃんと自制しようとしたんだぞ？　ただ、エオラさんが予想外にストライクど真ん中だったもんだから」

「ふむ。時に下しも野つけくん。ちょっといいかな？」

　今日きようの記録を手帳に書き付けていた鈴すず女めさんが、ふいに口を挟はさんできた。はいはい、なんでしょう。芽亜への言い訳を中断して向き直れば、軍服風コートの陰おん陽みよう師じは右手のペンをくるくる回しながら「『篦へら鹿じか亭てい』を名乗った二人ふたりのことだが」と続けた。

「彼女たちは、この村の『遺い産さん』のことを、『ヒヨリミビトの遺産』と言ったのだな？　何度も同じことを聞いて申し訳ないが、確かく認にんしておきたくてね」

「ええ、間違いなくそう言ってました。俺、これでも記き憶おく力りよくは悪くないですからね。お姉さん系の美人が絡からんだことなら特に！　ああ美人だったなあエオラさん……！」

「さすが巧たく馬まだねえ。でもさ、そのヒヨリミビトって、そんなに大事なキーワードなの？　聞いたことない名前だし、マニアックな術じゆつ者しやか流派なんだろうなーと思ってたんだけど」

　グッと親指を立てて俺を褒ほめつつ、サニーが首を捻ひねる。その疑ぎ問もんは湧ゆうも抱いていたようで、ライダースーツの守り番見習いはうんうんと静かにうなずいた。

「祖父からもそんな名前は聞かされていないしな。そもそも、それは一体なんなのだ」

「平たく言えば、天てん候こうを操あやつる魔ま術じゆつ師しだよ」

　湧の問いかけに、あっさり応じる鈴女さん。何かを思い出そうとしているのか、少し上を眺ながめながら、鈴女さんはぽつりぽつりと先を続けた。

「日ひ和より見み人びと。四し国こくや山さん陰いん地方の一部にのみ記録が残る、極きわめてマイナーな流派だよ。幅広い情報源を持つ『篦鹿亭』がそう言ったのなら、間違いはないだろうが……それにしても驚おどろきだな。とっくの昔に廃はい絶ぜつしたはずの名前を、こんなところで聞くとは」

「廃絶……？　割と需じゆ要ようのありそうな術なのに、ですか？　天気をコントロールできるなんて、農業にはすごく役に立ちそうですが」

　しみじみと語られた解説に疑問を挟んだのは芽亜だったが、それには俺も同感だった。少なくとも妖よう怪かいや悪あく霊りよう退治専門の祓ふつ魔ま術じゆつよりは使い勝手はいいだろうに、なんで廃すたれたんだか。芽亜と顔を見合わせながら首を傾かしげていると、鈴女さんはどこか寂さびしげに苦笑した。

「確かに、需要は多かったろうね。雨雲を呼び寄せ、雨を降らせる日和見人は、日照りに苦しむ農村にとっては救世主だったろうから。だが、それ故ゆえに、彼らの術じゆつは廃すたれたのだよ」

「なんでそんな――って、あ！　そっか、雨雲を集めるってことは……」

「そう、サニーくんの気づいたとおりだ。あるエリアに雨を降らせるということは、つまりは周辺地域の雨を奪うばうことに他ほかならない。貴き重ちような水を奪われた周辺の人々がどんな反応を示すか、考えてみればわかるだろう？　天てん候こう制せい御ぎよという行こう為いそのものが、産うぶ土すな神がみへの不ふ敬けいと見られたこともあったのだろうね。かくして彼らは――いや、その頃ころはすでに『彼』もしくは『彼女』の一人ひとりだけだったかもしれないが――定住できないまま放ほう浪ろうし、術を封ふう印いんすることを決意したと聞く。なんとも空むなしい話だな」

「その、最後の日ひ和より見み人びとが辿たどり着いたのが、この村だったと……？」

　神しん妙みような顔で聞いていた湧ゆうが、ぽつりと声を発した。おそらくは、とうなずく鈴すず女めさん。

「その可能性は高いだろう。墓ぼ地ちを見てもわかるように、この蕗ふき玉たま村むらは、わけありの人々が流れ着く先だったようだからな」

「はー、なるほどなるほど。じゃあ、その『遺い産さん』ってのは一体なんなんです？」

「推すい測そくでしかないが、日和見人の術を封じた呪じゆ具ぐではないだろうか。優すぐれた術じゆつ者しやの中には、自身の能力や術を特定の器に転写できる者もいるからな。自身の力ゆえに追われた日和見人が、その能力を厭いとい、封じたとすれば、わざわざ守り番を置いたことも納なつ得とくできる」

「そっかなあ。自分の子孫に守らせりゃ良かったんじゃないの？」

　そう口を挟はさんだのはサニーである。問いかけられた鈴女さんは、質問が多くて答え甲が斐いがあるね、と微ほほ笑えんだ。

「跡あと継つぎがいなかったのかもしれないが、日本に漂ひよう着ちやくした羽う那な原ばら家のご先祖に同情したのではないかと思いたいね。流れ者に寛かん容ような村とは言え、それは日本の中でのこと。排はい斥せきされかけていた外国人にあえて役目を与えることで、村に住むことを認みとめさせた……という理由はどうだろう？　日和見人の能力が史実どおりなら、村でもかなりの影えい響きよう力りよくはあったはずだからね」

　静かな口調で答えると、鈴女さんは俺たちをぐるっと見回した。もう疑問が出ないことを確かく認にんしたのだろう、我われらが頼たよれる生徒会長は、聞き慣なれた明るい声に切り替かえ、笑う。

「さて、あとは明日あしただな。あの洞どう窟くつの奥まで行ってみれば、何か見つかるだろう。枝分かれしていたので全部は探たん索さくできなかったが、大体の場所の目星は付いているからな」

「お、いいねえ宝探し！　明日はあたしと持じ郎ろうも一緒に行くからよろしくね！」

　自信ありげに微笑んだ鈴女さんにサニーが続き、しんみりしていた空気が気楽なムードを取り戻す。頼りにしてるよ、とサニーに笑いかければ、芽め亜あがどんより俺おれに続いた。

「そうですね……。またあの二人ふたりが出てきたら、わたしじゃ歯が立ちませんから。今日きようは、エオラさんから逃げるだけで精せい一いつ杯ぱいでしたし……」

　そこで言葉を句く切ぎると、芽亜は大きな溜ため息いきを落とした。エオラさんに全まつたく敵かなわなかったことに、かなりショックを感じているらしい。相手が強かったんだから仕方ないよ、と声を掛ければ、小さな相あい棒ぼうはふるふると首を横に振ふった。

「やりあってみてわかりましたが、あの人は、強いと言うより、上う手まいんですよ。会長やサニーのような膨ぼう大だいな力ちからを持っているわけでもないのに、霊れい力りよくを的確に配分し、確実に相手の動きを封じてくる。ああいう戦い方があるなんて、初めて知りました。完敗でしたけど……」

「だからそう落ち込むなっての。それを言うなら、俺おれたちだって文ふみ彦ひこを追い払うのがやっとだった――っと、そうだ。湧ゆう、あの時、こうなったらとかなんとか言ってただろ。あれ、何をするつもりだったんだ？」

「え？　い――言っていたかな、そんなこと？」

　軽い気持ちで尋たずねれば、湧はきょとんと目を丸くして、そして露ろ骨こつに顔を背そむけた。はっきり言ってたと思うんだけど、そこまで狼ろう狽ばいされると追求しづらい。もしや代々伝わる恥ずかしい必殺技的なものだろうか。たとえば服を脱ぎ捨てて――などと勝手に妄もう想そうを膨ふくらませていると、芽め亜あに「えい」と頭を叩たたかれた。

「顔がいやらしいです。また妄想してましたね？　大事な話の最中に、どうしてそう……」

「この性格は仕方ないっての。それに、そこまで深しん刻こくぶる必要もないだろ？　今日きようは確かに苦戦したけど、明日あしたはサニーも持じ郎ろうも、何より鈴すず女めさんもいるんだから。ですよね？」

　しょぼんと落ち込む芽亜を励はげましながら同意を求めれば、頼たよれる陰おん陽みよう師じは手にした手帳をパタンと閉じ、「頼ってくれてありがとう」と微ほほ笑えんだ。ああ美しい。

「もっとも、祓ふつ魔ま術じゆつには相性もあるから絶対に勝てるとは――と、そうそう、忘れるところだった。そのエオラという祓魔師は、メディスンマンだったのだな？」

　ぽんと手を打ち、俺に向き直る鈴女さん。どこまでも凜り々りしい瞳ひとみに吸い込まれそうになりながら、俺は「ええ」とうなずいた。

「本人がそう言ってましたから。しかしどうしてまたエオラさんのことを――って、もしかしてエオラさんと鈴女さんのどっちが美人かって話ですか？　だとしたら、それは難むずかしい質問ですね……。鈴女さんは『ザ・理想の頼れるお姉さん』として至高の域いきだし、エオラさんもほんわか系眼鏡めがね美人としては追つい随ずいを許さないレベルでしたから。ほら、最高値ってベクトルの本数だけ存在するわけじゃないですか」

　そこでいったん言葉を切ると、俺は改めて囲い炉ろ裏り端ばたの女性陣じんを見回した。鈴女さんが「ちょっと確かく認にんしたかっただけなのだがね」と苦笑していたが、みんなそれぞれ最高なのは間違いない。比べたりなんかできるはずがないのである。

「そうなんだよなあ。サニーはフレンドリーな性格とダイナミックなプロポーションがこの上なくワーオって感じだし、湧はスレンダーかつクールビューティーなところがぐっとくる」

「え、そう？　へへへ。ありがとねー」

「ぐ、ぐっとくるのか？　正直、その手の魅み力りよくはないほうだと自負しているのだが……」

「あるある、すごいある！　そんでもって芽亜は――えーと。かわいい……よな？」

「なんでわたしだけ疑ぎ問もん形なんですか」

　食器の準じゆん備びをしていた芽め亜あが、ぼそりと小声を発した。

　いやしかしそう言われても。鈴すず女めさんやサニーと違って、芽亜はなんかこう別べつ枠わくなのである。見ただけでテンションが上がったり興こう奮ふんしたりということはないけれど、いてくれると安心するし楽しいし、頼たよれるし気楽に話せるし肌はだ綺き麗れいだし目も綺麗だしええとその。などと考えているうちに例によって気恥ずかしくなってきたので「それはそれ、これはこれだ」とか適当なことを言いながら目を逸そらしていると、台所から不満げな声が投げかけられた。

「ねえ巧たく馬ま。僕は褒ほめてくれないの？」

「あ、ごめんごめん。持じ郎ろうも――って。あのな。お前、俺おれに好かれたいのか」

　うっかり流れで愛あいを叫さけびそうになったぞこのやろう。呆あきれた目線を向けてやれば、女じよ装そう癖へきのある友人は「全然」とはっきり言い切った。

「僕、嗜し好こうはノーマルだからね」

「知ってるけど、いつの間にか男も行けるようになったのかと思ってびっくりしたんだよ」

「そんなことより、そろそろご飯が炊たけるから、お茶と食器の準備してもらっていいかな？」

　俺の文句を受け流しながら、爽さわやかに告げる持郎である。はいはいと適当に返事をすると、俺はよっこらしょと立ち上がった。なんだかんだで盛りだくさんな一日だったので、腹はしっかり減っているのだ。

「さあ食うぞ！　で、飯食ったら風呂だな風呂！　いいよな風呂！」

「なんでそんなにわくわくしてるんですか」

　キャンプ用の食器を並べつつ、芽亜が不ふ審しんげに問いかけてきた。強しいて言うなら本能だ。いや、覗のぞくつもりはもちろんないけども、それでもやはり美少女と風呂という取り合わせは少年の胸を熱あつくするものなのであり、これはもう仕方ないのでありました。たーのしーみだー。




　　　　




「アンタリオン、ソクメツサク、ビラリヤビラリ、ソクメツメイ、ザンザンキメイ……」

　ランプの照らす囲い炉ろ裏り端ばたに、持郎が唱となえる呪じゆ文もんが響ひびく。柱にもたれた楽な姿し勢せいを取ってはいるものの、両手の指はしっかり印を結んでおり、何語かわからない怪あやしい呪文が終わる気配もない。ほんと、いつまで続くんだろうなあ、これ。げんなりと術じゆつを続ける友人に向かって、俺は「おい」と呼びかけた。

「もうそろそろこの金かな縛しばりを解いてもいいんじゃないか？　友人をもっと信用しろよ」

「さっきもそう言ったよね、巧馬。で、それを信じた僕が術を解いたら、巧馬はどうしたんだっけ？　弾はじかれたようにお風呂へ向かって駆かけ出したんじゃなかった？」

「ぐぬ！　そ、それは――だってまさか女性陣じんがみんな一緒に風呂行くとは思ってなかったわけで、今ごろ風呂場がどんな天国になってるかと思うと、つい体が勝手に動いて……。でも、だがしかし、もう大丈夫！　今度こそ俺おれは自制する！　だから金かな縛しばりの解かい除じよを」

「まったく信用できないから駄だ目め」

　ざっくりした無情な声が、俺の懇こん願がんを断ち切る。風呂場へ駆かけ出そうとしたポーズのまま固まる俺を前に、持じ郎ろうはやれやれと肩を落として溜ため息いきを吐ついた。

「僕だって、先生から習った大事な術じゆつを、こんなふうに使いたくはないんだからね。そもそもこの呪じゆ禁ごんの術は――」

「その話は前に聞いたよ。実は祓ふつ魔ま師しだった塾じゆくの先生が、自分を守るためだけに使えって教えてくれた術なんだよな。だったらここは初心に返って俺を解き放つべきじゃないか？　というか俺は決して風呂を覗のぞこうとしたんじゃないぞ！　祓魔師失しつ踪そう事件の犯人がこの村のどこかにいるわけだろ？　武器を失って無む防ぼう備びになる露ろ天てん風呂でみんなが襲おそわれたら大変だから」

「はいダウト。会長は体の中に式しき神がみを封じてるんだから、お風呂でも問題なく強いよ。歌で戦うサニーも同じだし、暗くら闇やみを媒ばい介かいに力を使う宵よい待まちさんにとっては、夜空の見える露天風呂は有利な場所だよね。湧ゆうさんだって棒術習ってたんでしょ？　金縛りしか使えない僕が言うのもなんだけど、明らかにみんな巧たく馬まより強いよ」

「ぐぬぬ！　それはまあそうだけど、いや」

「だから言いくるめようとしても駄目だってば。サニーや宵待さんから、巧馬をちゃんと見張っててねって頼たのまれた以上、僕にも責任があるんだよ。というわけで続けるけど、恨まないでね？　ソクメツメイ、ザンザンキメイ、ザンキセイ……」

　問答無用で再開される金縛りの呪じゆ文もん。同時に、俺の体を固定する謎なぞの力が一ひと際きわ強まり、完全に身動きが取れなくなる。どうあっても解放してくれるつもりはないらしい。

「うう……。今ごろ風呂場ではめくるめく肌色パラダイスが繰くり広げられているかと思うと、悔くやんでも悔やんでも悔やみきれない……！　満天の星の下の鈴すず女めさんとサニーのおっぱい祭りだけでも最高だってのに！　スレンダーな湧までいるという素晴らしさ！　あ、いや、もちろん覗きに行くわけじゃないが、警けい備びの途中でうっかり見えたりする可能性はゼロじゃない！　なのに！　なのにどうして俺はこんなところで！」

「かわいい恋人忘れてるよ。あんなに守ってあげるって言ってたのにさ」

「友に足止めを喰くらっているのか――って、あのな、持郎。芽め亜あとはつきあってるわけじゃないっての。そりゃ、何かあったら守らなきゃとは思ってるよ？　なんつーか、ええと……大事な存在なのは間違いないから」

　ぼそぼそとつぶやきながら、俺は先日のグラウンドでの対決を思い出していた。芽亜の持つ『リヴァイアサンの鍵かぎ』を危険視した鈴女さんが、芽亜を退治しようとしたあの一件だ。あの時の俺は、自分で言うのもなんだけど、意外なくらい真剣だった。まさか俺が鈴女さんに刃向かうとは思わなかった、とつぶやけば、持郎は嬉うれしそうに「なんだ」と笑った。

「宵よい待まちさんのこと、やっぱり大事に思ってるんだ。巧たく馬まは素直じゃないなあ」

「なぬ？　いや、そ、それはその、あくまで相あい棒ぼうとしてで、いや確かにかわいいんだけど――って、ああもう！　恥ずかしくなるからこの話はおしまい！　つーか持じ郎ろう、お前も一応男だろ？　豪ごう華かキャスト勢せい揃ぞろい状じよう態たいの風呂を見たいとか混ざりたいとか思わないのかよ！」

「思わないって言えば噓うそになるよね。サニーかわいいしさ」

　照れくさくなってきたので強引に話を変えれば、持郎はけろりと応じた。なんだ、やっぱりそうなのか。だよなとうなずく俺おれを見て、印を結んだままの友人は「でも」と首を振ふった。

「お風呂覗のぞくのは良くないよ。人として」

「だから覗きじゃないってのに――って、待てよ。『人として』ってことは、悪あく魔まと契けい約やくして体質が変わった俺は厳げん密みつには『人』じゃないから、オッケーだったり……？」

「違います。どんな屁へ理り屈くつこねても無む駄だだからね」

　呆あきれた声でそう告げると、持郎は「さあ、次の反はん論ろんは？」と言いたげに肩をすくめた。相変わらず弁の立つ男だ。こいつの言うことは確かに全面的に正しいのだけど、だからと言ってこのままおとなしく時が過ぎるのを待つのはいくらなんでも空むなしすぎる。とかなんとか、金かな縛しばられたままうーむと悩んだ、その時だ。

　廊ろう下かの先の風呂場から、ガタンと激はげしい音が響ひびいたかと思うと、一いつ瞬しゆん遅れて、耳をつんざくような叫さけびが轟とどろいた。

「――きゃあああっ！」

「いい加か減げんに諦あきらめなよ巧馬――って、え？　何、今の」

「芽め亜あの声だ！　何かあったのか！」

　ハッと振ふり向いた持郎が反射的に印を解き、俺の体が解放される。おわ、とつんのめった俺を無視し、持郎は「まさか」と不安げな声を漏もらした。

「巧馬が言ったみたいに、祓ふつ魔ま師し失しつ踪そう事件の犯人が……？」

「噂うわさをすれば影ってか？　縁えん起ぎでもないこと言うな！」

　一気に不安が胸の中から沸わき上がり、気が付けば俺は廊下に飛び出していた。薄うす暗ぐらい板張りの廊下を全力疾しつ走そうして突き当たりの脱衣所に飛び込み、屋外の風呂場に通じる引き戸に手を掛ける。力任せに戸を開きながら、俺は思わず絶ぜつ叫きようした。

「芽亜！　大丈夫か芽亜！」

「は、はい！　羽根飾りを付けた怪かい人じんが襲おそってきたのですが、会長がすぐに追い払ってくれましたから……！」

「羽根飾りの怪人？　それって文ふみ彦ひこのやつが言ってた失踪事件の犯人だよな！　鈴すず女めさんにサニーに湧ゆうも大丈夫なのか？」

「ええ！　みんな無事で――って。え……？」

　ふいに、風呂場の敷しき居いを挟はさんだ向こうで、芽亜が絶句した。それに続き、薄暗がりの湯気の中から、聞き慣なれた声が次々と響ひびいた、その瞬しゆん間かん。

「た――巧たく馬ま？」

「なぜ」

「お前が……！」

　きょとんとこちらを見み据すえる少女たちを目の当たりにして、俺おれは言葉を失っていた。

「お……おおおおおおお……！」

　意味を成なさない唸うなりが、喉のどの奥から迸ほとばしる。

　満天の星の下、ほのかなランプの光と立ち上る湯気の中に浮かび上がるのは、息が止まるほど美しい四人の姿だった。立ち姿があまりに凜り々りしい鈴すず女めさんを筆頭に、風呂の縁ふちに足をかけて警けい戒かいするサニー、湯船の中に立つ湧ゆう、そうそう、目の前にぽかんと立ち尽くす芽め亜あも！

　みんなタオルを持ってはいたものの、そんな小さな布きれは大いなる魅み力りよくの前には圧倒的に役に立たないことは言うまでもない。特に鈴女さんのような豊かなプロポーションの持ち主においては。実際、ボディラインははっきりくっきりと表出していたし、肩や胸元や太ももはしっかり視界に映っている。白い肌には式しき神がみを扱うための星形の封ふう印いん紋もんがいくつも記されていたが、それは決して鈴女さんの魅み力りよくを損そこなうものではなかった。全部ひっくるめて最高なのだ。

　むろんサニーのやんちゃなプロポーションや湧のスレンダーな肢し体たいもまた至高だったのは言うまでもないし、芽亜は芽亜でその……ごにょごにょ。とまあ、そんな光景を目にした時間はゼロコンマ数秒だけだったが、最大級の感動を胸の奥に刻きざみ込むには充分すぎる時間で、俺おれは神に感かん謝しやを叫ばずにはいられなかった。ありがとう神よ！
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「しかし悪あく魔まの契けい約やく者しやが神様にお礼言うのはどうなんだか――って、そんなことより！　ああ、みんな、すげえ綺き麗れいだ……！　いや綺麗なんてもんじゃない！　この感動を表す言葉を、俺はどうして持ち合わせていないんだ！　くそ、どう言えばいいんだこれ！　なあ芽め亜あ！」

「え？　わたしに聞かれても――じゃなくてっ！　いっ、いいい、いつまで見てるんですか！　早く出て行きなさい！　今すぐにっ！」

　いつものノリで反応した直後、芽亜が我われに返って絶ぜつ叫きようした。もともと茹ゆだっていた肌を照れと怒りでいっそう赤くしながら、凄すさまじい目つきで俺を睨にらむ夢む魔ま。と、その大声で湧ゆうやサニーもようやく状じよう況きように気づいたのか、ハッと顔を見合わせた。

「芽亜の言うとおりだ！　と、とりあえず！　早急に立ち去れ！　一刻も早く！」

「そうだよそうだよ！　たっ、巧たく馬まはさ、確かにエッチでスケベで女の子大好きだけど、こんなことする人じゃないと思ってたのに！　ほら、鈴すず女めもぽけーっとしてないで怒る！」

「え？　あ、ああ。うん」

「……あれ？　鈴女さんどうかしました？　なんか声に張りがないような」

「む？　実はだな。先ほどの怪かい人じん相手に式しき神がみを出そうとしたのだが、出なかったのだ。あの怪人は私に接せつ触しよくしただけで逃げていったから良かったものの……不可解だ。実に。先代から式神を受け継ついでからというもの、こんなことは一度もなかったのだが」

「え。そうなんですか？　今日きようはトンネル掘ほらされて疲れたからお休み、とかですかね」

「うーむ。そうなのだろうか？　なあ、宵よい待まちくんはどう思う？」

「わたしは式神のことはあんまり――って、会長、話は後です！　巧馬もふんふんうなずきながらお風呂に入ってくるんじゃありません！　去りなさい！　可か及きゆう的てき速すみやかに！」

「え？　あ、はいすみませんすぐ出て――ぎゃーす！」

　両目を紫むらさきに光らせて芽亜が叫さけび、固形化された暗くら闇やみが俺を脱衣所まで張り飛ばす。変身もしてないのにこれだけの力を使えるとは、かなり怒ってるのは間違いない。ごめん、とひたすら繰り返しながら、目の前の引き戸を力一杯閉めれば、自然と大きな溜ため息いきが落ちた。

　……ふう。未いまだに収まらない胸の動どう悸きを深呼吸で抑える。と、いつの間にか目の前に立っていた持じ郎ろうが溜息を吐ついた。

「お帰り、巧馬。止める間もなく風呂場に飛び込んでいくから、びっくりしたよ」

「つい体が勝手に動いたんだよ。でもまあ、みんな無事で良かった！　それに、みんなすごく良かった……！　ああ、まぶたを閉じれば甦よみがえる、あの一いつ瞬しゆんの風景よ！　この胸に滾たぎる感動を、俺は一生忘れないと堅かたく誓ちかったのだった。続く！」

「続くなっ！　て言うか忘れなさい今すぐに！」

　拳こぶしを握にぎりしめて熱あつく語れば、扉を隔へだてた向こうから芽亜の怒ど声せいが飛んできた。どうやら聞こえていたらしい。しまった、と口を押さえる俺おれの前では、腕うでを組んだ持じ郎ろうが「ちゃんと謝あやまらないとね」と苦笑していたのであった。はい。




　……なお、この後、風呂から上がってきた女性陣じんは、日中の疲れのせいもあってか早々と寝ね袋ぶくろ担かついで就しゆう寝しん部屋に向かってしまった。湯上がりモードのみんなはそれはもう魅み力りよく的てきだったが、ひたすら部屋の隅すみで土下座していた俺としてはこの時間のことはあまり思い出したくないので、描写を省略させていただきます。風呂場に飛び込んで凝ぎよう視ししたことは謝ります。謝りますからそんな目で見ないでください。お願い。許して。




　　　　





「ここでいいだろ……じゃない、いいですかね。中からは見えないし、あんまり遠く行くのも危ないし……危ないですし」

　時間は流れて夜中の十時。月明かりの下、Ｔシャツ姿の俺がハンドライトを片手に尋たずねれば、隣となりを歩く小こ柄がらな人影はこくりとうなずき、障しよう子じの前の縁えん台だいに腰こしを下ろした。日中はちょうどいい気温だったけど、夜になるとさすがに少し肌寒いな。あたりを見回しながらそんなことを思っていると、縁台に座った芽め亜あはぺこりと小さく頭を下げた。

「でも、すみません、巧たく馬ま。わざわざ外まで連れ出しちゃって。もしかして寝てました？」

「いや、まだ起きてたから……じゃなくて、起きてましたから大丈夫、です。それに、エネルギー足りてないだろうなとは思ってましたので。晩飯は食べてたけど、妄もう想そうは別腹だろ……別腹ですよね？」

「そうなんですよ……。普段なら一晩くらい我が慢まんできるんですけど、今日きようはエオラさんとの戦いでだいぶ魔ま力りよくを使ったでしょう？」

　ですから、もう我慢できなくて。小さな声で付け足すと、パジャマ姿の芽亜はそっとお腹なかを撫なでる。その恥ずかしげな仕草に――そして初めて見るその装よそおいに、俺は思わず見入っていた。

　セクシーで露ろ出しゆつ度どの高いお姉さんをこよなく愛あいする俺としては、ふんわりゆったりチャイルディッシュなパジャマは守しゆ備び範はん囲い外がいもいいところなのだけど、小柄で童どう顔がんな芽亜の場合はそれが逆に作用するらしい。夢む魔まだけに寝ね間ま着きが似合うのか、子どもっぽいかわいさが強調されるのか、なんだか妙にドキドキするのだ。いつもはサイドで結んでいる髪かみを下ろしているのも新鮮で、胸の高鳴りを後押しする。というわけでハンドライトを手にしたままぽーっと固まっていると、芽亜はきょとんと首を傾かしげた。

「どうしたんです？　いつまでも立ってないで、座ったらどうですか？」

「え？　ああ。そうだな――ではなくて、そうですね。隣、失礼いたしますでございます」

「は、はあ、どうぞ。……それはそうと、どうしてさっきから敬語なんですか？」

　縁えん台だいにおずおず腰こしを下ろせば、芽め亜あは不ふ審しんそうに俺おれを見上げて尋たずねた。相変わらず、隣となりに座ると小ささが際立つなあ。余計なことを思いながら視線を逸そらし、俺はぼそりと小声を発した。

「だってほら、あ、あのこと、まだ怒ってるだろ……で、ございましょう？」

「あのこと？　それって――ああ」

　きょとんと首を傾かしげた芽亜だったが、すぐに俺の言わんとしていることに思い至ったらしい。白い頰ほおを薄うす赤あかく染めて目を背そむけると、消え入りそうな微かすかな声で「おふろ」とだけつぶやいた。はい、正解。

「……イエス、ザッツライトなのでございます。ちゃんと反省してるんですよという意味合いを込めて、なるべく丁てい寧ねいに喋しやべるようにしておりますので奉たてまつり候そうろう」

「いつの時代の何人ですか。やりづらいのでいつもどおりでいいですよ」

「あ、そう？　マジで？」

　そう言ってくれるのなら話が早い。けろりと普段のタメ口に戻る俺を見て、芽亜は「ほんとに反省してるんですか」と呆あきれた後、申し訳なさそうに先を続けた。

「頭ごなしに怒ったわたしたちも悪かったとは思いますけど……。楠くすのき先せん輩ぱいに事情は聞きましたが、巧たく馬ま、あの時、心配して来てくれたんですよね？　その……わたしのことを」

「いきなり相あい棒ぼうの悲鳴が聞こえたんだ、そりゃ何があったんだと思って見に行くよ。まあ、風呂場に飛び込んだ瞬しゆん間かん、何もかも忘れて見入ったのは確かだけども！」

　目を閉じれば――いや、目を閉じたりしなくても一瞬のうちに甦よみがえるあの素す敵てきな光景よ。どこを取っても最高な鈴すず女めさんを筆頭に、サニーの健康的かつ柔やわらかなボディライン、そしてスレンダーに引き締しまった湧ゆうの肢し体たい！　ちんまりした芽亜もまた別方面の魅み力りよくに溢あふれていたのは言うまでもない。感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしながら、俺は「ああ」と星空を仰あおいだ。

「できることならあんな鬼き気き迫った状況じゃなく、もっと平和なムードで見たかったなあ……！　そう、『胸大きいんですね。いいなあ』『そういう貴女あなたもかわいいわよ。ほらほら、うふふ』『きゃっ、やだあ』みたいなやつが！　いかにベタでありがちな展開と言われようが！」

「いや、ベタも何もそんなやりとりは見たことないですが――って、巧馬、そのまま」

　妄もう想そうを実じつ況きようする俺に呆れた視線を向けていた芽亜が、急に身を乗り出してきた。思わず固まる俺の顔を小さな手が引き寄せて固定し、芽亜の顔がぐんぐん迫ってくる。ああ、妄想を吸収するってことか。一テンポ遅れて気づいた俺に、芽亜は「目を閉じて」と短く告げた。

「あ、ごめんごめん。……しかし、毎晩やってることなのに、何度やっても緊きん張ちようするな」

「わ、わたしも同じです……！　って、毎回毎回、同じこと言わないでくださいよ。余計緊張しちゃうんですからね……？」

「へいへい。しかし、それはこっちの台詞せりふでもあるような」

「私語禁止！　……で、ではその、いただきます」

　目をつぶった俺の耳に抑おさえた声が届くのと同時に、額ひたいにひやりとした感かん触しよくが伝わってきた。芽め亜あがおでこを押し当てたのだろう。俺おれの中の妄もう想そうが、電流のように芽亜に向かって流れ込んでいくのがわかる。そして意味もなく息を止めて待つこと数秒の後、接せつ触しよくしていた額ひたいが離はなれ、芽亜の小さな声が聞こえた。

「ご、ごちそうさま」

「いえいえ、お粗末様でした」

　適当に答えながら目を開けば、恥ずかしげな芽亜の顔がすぐ前にあった。おでこタッチの照れが残っているのだろう、顔を薄うす赤あかく染めたままの相あい棒ぼうは、俺を見上げてぼそりと告げる。

「……ありがとうございます。今日きようの妄想、おいしかったです」

「え。そ、そう？　そういうのは自分じゃわかんないんだけど」

　まあ、喜ばれたのだから悪い気はしない。座高の低い芽亜に合わせて曲げていた背中をぐーんと伸ばしながら尋たずねれば、芽亜は「おいしかったですよ」と繰くり返し、俺から目を背そむけてしまった。その整ととのった横顔を――元に戻りかけていた肌がかあっと赤く染まっていく様を見ていると、なぜかこっちまで胸の鼓こ動どうが昂たかぶってくる。これはいかん。何がいかんのかよくわからないがこれはいかん！　ぶんぶん頭を振ふると、俺は強引に話を変えることにした。

「そう言えばええと、何か聞かなくちゃと思ってたことが――あ、そうだ！　鈴すず女めさん！」

「え。会長ですか？」

「そうそう。ほら、風呂場で式しき神がみが出ないとかなんとか言ってたろ？　あれからずっと土下座してたもんで詳くわしく聞けなかったんだけど、どうなったのか気になってたんだ」

「あの後も何度か試していましたが、結局、召しよう喚かんできなかったみたいですよ」

　俺の問いかけを受け、芽亜が肩をすくめて応じる。なんでまたそんなことに、とつぶやく俺のすぐ隣となりで、小さな相棒は「わたしにもさっぱりですが」と首を捻ひねった。

「会長が言うには、先日、わたしたちと戦った時にフルパワーで暴あばれたせいかも、だとか」

「俺たちと戦った？　……ああ、こないだのグラウンドでの一戦か」

　異界への扉を開く鍵かぎの魔ま力りよくを吸収し、人呼んで――というか、俺呼んで「四月三十日の女神」へと変わった芽亜とのバトルを思い出す。なるほど、あれか。何匹もの式神を入れ替かわり立ち替わり召喚した上に、最後はばかでかい竜まで出してたからなあ。

「あの時にパワー使いすぎた弊へい害がいが、今になって出てきたってことか。要するにガス欠？」

「それくらいしか理由は考えられないと会長は分析してました。だとしたら、一晩ゆっくり休めば、元通りに召喚できるようになるはずだ、とも」

「そっか。だったらいいけど」

　良かった良かったとうなずくと、俺は胸をなで下ろした。不安そうにしている鈴女さんは見たくなかったが、そういうことなら安心だ。祓ふつ魔ま師し失しつ踪そう事件の犯人らしき怪かい人じんが出たりはしたものの、誰だれも被害を受けてないし、今日のところは結果オーライ――。

「って、オーライじゃねえぞ！」

「わっ！　なんですか急に」

「風呂を襲おそった怪かい人じんだよ。そいつのこと、すっかり忘れてた！」

　怒ったり怒られたり感かん激げきしたりでうやむやになっていたが、放っておいていい話題ではないだろう。いきなりの大声に驚おどろく芽め亜あへと向き直ると、俺おれは勢いきおい込んで問いかけた。

「羽根飾りの怪人って言ってたけど、どんな奴やつだった？」

「頭に、わさわさした羽根飾りを付けていましたね。こう、ネイティブアメリカンの呪じゆ術じゆつ師しみたいな。ラグビーボールのような仮面を被かぶり、すっぽりしたマントで全身を覆おおっていましたから、性別や年ねん齢れいは何もわかりませんでしたけど」

「羽根飾りに仮面にマントなあ。目立ちたいんだか忍びたいんだかどっちなんだ？」

「わたしに聞かれても……。あの業界の着こなしは、常じよう識しきで判断できませんからね」

　俺の呆あきれた声を受け、芽亜が力なく肩をすくめた。確かに言われてみればそのとおり。全身タイツの覆ふく面めん男おとこやタトゥーだらけの半裸スパッツなど、今までにやりあった祓ふつ魔ま師しのことを回想しつつ、俺は「そいつのファッションセンスはともかくとして」と続けた。

「結局、何しに来たんだ？」

「それもさっぱり。会長と一いつ瞬しゆんだけ組み合って、すぐ退散しちゃいましたからね」

「鈴すず女めさんと組み合ってすぐ逃げた……？　なんでまた？　式しき神がみを出されてびびった――ってのはナシか。式神は出せなかったんだから。その間、芽亜とかサニーは何もしなかったのか？」

「身構えた頃ころにはもう逃げた後だったんですよ。ほんと、なんだったんでしょうね」

「なんだったんだろうな」

　二人ふたり揃そろって首を捻ひねる俺と芽亜である。そいつが一連の事件の犯人だとすれば、他ほかの祓魔師同様に襲おそってはみたけれど、強そうなメンツだったから諦あきらめたってことか？　いや、それにしたって退散するのが早すぎる。ひとしきり戦って「これは不利だ」と判断して引き上げたならともかく、まだ誰だれも何もしていないうちに逃げているのだ。だとすると……？　しばらく悩んでみたものの、納なつ得とくできる答は結局何も浮かばなかったので、俺は推すい理りを諦めた。

「わかんないんだから仕方ないよな、うん！　被害がなくて良かったってことでいいや」

「なんですかそのまとめ方」

「いいだろ別に。みんな無事で安心したってのは本音なんだから！」

　冷たい視線で俺を見上げる芽亜に言い返すと、「芽亜の悲鳴が聞こえた時は、めちゃくちゃ心配したんだからな」と付け足した。と、芽亜は、一瞬きょとんと目を丸くすると、恥ずかしげに口を開いた。

「あの……巧たく馬ま？　き、聞こう聞こうと思ってたんですが……それ、本当なんですよね？」

「それ？　芽亜を心配したってことか？　そりゃそうだよ、相あい棒ぼうなんだから」

「そ、そうですか。それは――やっぱり、わたしの身に何かあると、契けい約やく者しやの巧馬も巻まき添ぞえになるから……？」

　訝いぶかるように、もごもご尋たずねる芽め亜あである。ああ、言われてみればそんな設定もあったっけ。かりかりと頭を搔かくと、俺おれは「そこまで考えてなかった」と苦笑いを浮かべた。

「あの時、ちょうど持じ郎ろうと失しつ踪そう事件の犯人の話をしてたんだよ。そしたら、そのタイミングで芽亜の悲鳴だろ？　やばい、と思ったら勝手に体が動いてたんだ」

「巧たく馬まはいつもそうですよね。……湧ゆうさんも勢いきおいで飛び出して助けちゃうし」

「ほっとけるか、あんなの。つーか、なんでそんな言い方するんだよ。今回も、勢い任せではあったけど――って、言っとくけど、風呂を覗のぞくきっかけができたとか、そういう下心はなかったからな！　疑うたがうならもういっぺんおでこくっつけてもいいぞ！　ほら！」

「誤ご解かいがあるようですが、わたしは心を読めるわけじゃありませんから。吸収した妄もう想そうの、おおまかなイメージがわかるだけです」

　縁えん台だいに飛び乗って身を乗り出した俺を、芽亜がやんわり受け流す。あ、そうなのか。「それは失礼しました」と座り直せば、パジャマ姿の夢む魔まは唐とう突とつに咳せき払ばらいを響ひびかせ、言いづらそうに口を開いた。ん、なんだ？

「その……ええと！　あ、ありがとうございます！　しっ、心配してくれて！」

「へっ？　いや……はあ。どういたしまして」

　いきなりの語気に圧倒され、俺は思わず頭を下げた。そのままおずおず目線を上げれば、芽亜は「やっと言えました」と胸をなで下ろしていた。……なるほど、どうやら俺にありがとうを言うタイミングをずっと見計らっていたらしい。相変わらず悪あく魔まのくせに律りち儀ぎな奴やつだ。

「というか、感かん謝しやされるようなことでもないだろ。今回の調査に芽亜を強引に巻まき込んだのはそもそも俺なんだし、心配するのは当然だ」

「そのこともお礼言わなくちゃと思ってたんですよ。バイト代、ありがたいですから」

「確かに、鈴すず女めさんがその話をしたとたんに乗り気になってたもんな。何か買いたいものでもある――はっ！　まさかジェイムズあたりに借金押しつけられたりしてるんじゃなかろうな！　そんでもって『返せねえってんなら、わかってんだろうなァ、お嬢じようちゃん？』『は、はい……』みたいな展開が待っているとでも？　いかん、それはいかんぞ芽亜！　女の子は絶対に不幸になっちゃ駄だ目めなんだ！　そういうのは馬ば鹿かな男の役回りであってだな」

「勝手に妄想を膨ふくらませて説教しないでくださいよ。心配してくれるのは嬉うれしいですが、そういう事情じゃないですから。ほら、わたし、少し前までは《あちら》に移住するつもりでしたから、私物ほとんど処分しちゃったでしょう？　で、こっちの世界に残ることにした以上、服とか日用品とか買わなきゃいけないんですよ」

　でも、あんまりお金がなくて。慌あわてて言い足す芽亜の声に、俺は「ああ」とうなずいていた。俺の家だってそう金持ちではないけれど、身寄りゼロの芽亜のほうが圧倒的に苦労してるのは間違いないのだ。お袋さんであり超美人な夢む魔まの夕ゆう星づつさんはウロボロスのマークを持った祓ふつ魔ま師しに殺されているし、後見人としてはジェイムズがいるものの、あの眼鏡めがねのガーゴイルは自分勝手でマイペースで適当で、どう見ても経済的な援えん助じよとかできそうもないボンクラである。学費や寮りよう費ひは奨しよう学がく金きんがあるとは言え、それ以外にもいろいろお金はいるわけで。目の前に座る小さな夢む魔まの横顔を眺ながめながら、俺おれはぽつりとつぶやいた。

「……ほんと。奨しよう学がく生せいは大変だよな」

「わたし中学生ですけど！」

「そういう意味じゃない！」

　しんみり同情しただけなのに、なんで怒られにゃならんのだ。小こ柄がらな体格と童どう顔がんにコンプレックスがあるのは知ってるけれど、それにしたっていきなりキレすぎだろう。呆あきれた声で言い返せば、芽め亜あはようやく勘かん違ちがいに気づいたのか、顔を背そむけて「そんなことより！」と叫さけんだ。あ、話を変えたな、こいつ。

「と、とにかくですね！　そういう意味では、誘さそってもらって感かん謝しやしているのです。学校を休む必要もない、割の良いバイトでしたから」

「日給三万だもんなあ。まあ、中三と高一のバイト代としては明らかに高いよな」

　鈴すず女めさんが言ってたみたいに、悪あく魔まとその契けい約やく者しやを雇やとうには安い気もするけど、貧乏学生としては贅ぜい沢たくは言えない。そもそも俺は鈴女さんと一緒にいたかっただけなので、金が出るだけで充分だしな。うんうんとうなずいていると、芽亜は俺に向き直った。縁えん台だいに置いたハンドライトの灯あかりの中、夜風に長い髪かみを揺ゆらしながら、小柄な芽亜が口を開く。

「ですからね。わたし、無理矢理巻まき込まれたわけじゃありませんから、謝あやまらなくていいですよ。わたしが服を買いたいとか言ってたのを覚えてて、それで誘さそってくれたんでしょ？」

「いや全然そんなつもりは。鈴女さんが『契約者の能力は悪魔がいなければ意味がないし、むしろ宵よい待まちくんの力が欲しい』って言うもんだから、頭下げて頼たのみ込んだだけだ」

「……あ、そうでしたか」

　けろりと答える俺を見て、芽亜がかくんと肩を落とす。「考えすぎて損しました」と溜ため息いきを吐つく横顔に、すみませんと頭を深く下げれば、苦笑混じりの声が耳に届いた。

「ほんと、わたしたち、いつもこんなやりとりばっかりですよね。巧たく馬まは謝ってばかりだし、

わたしは呆れて溜息ばっかり。……巧馬のほうが年上なのに」

「ぐぬ！　そ、それを言われると、なんとも申し訳ございませんとしか……。そう言えば芽亜、契約した時、もっと頼たよれる男が良かったって言ってたよな。やっぱり、まだそう思って」

「それは、もう諦あきらめました」

　ぼそぼそと語る俺の言葉を、さっぱりした声が断ち切る。それに釣つられて顔を上げれば、小さな夢魔は俺を見み据すえて「今は、巧馬がいますから」と微ほほ笑えんでみせた。見み慣なれた苦笑いとは異なる、何かを吹っ切ったような爽さわやかな笑みに、俺は思わず息を吞のみ――呼吸を止めた。

　――どうしよう。かわいい。

　いや、どうしようとかいう話ではないのだけれど！　だが！　だがしかし！

　俺おれの困こん惑わくにあわせて、どくん、と大きく心しん臓ぞうが揺ゆれ、徐々に脈みやく動どうのペースが上がっていく。

その間も、俺は相あい棒ぼうの微ほほ笑えみから目を逸そらすことはできなかった。芽め亜あはあまり笑わない性格なので、ストレートな笑みはそもそもレアではあるのだが――それより何より、芽亜の笑顔はとにかくかわいかったのだ。めちゃくちゃに魅み力りよく的てきだったのだ。それだけだ。

　いつもの寮りようとは違って、澄すんだ夜空が背景だってこともあるのだろうか。今まで感じたことのない勢いきおいで、「守ってやんなきゃ」という保ほ護ご意い識しきと、「頼たよらせてもらいます」という依い存ぞん心しんとが、俺の理性を押し流していく。風呂場であの光景を見た時のように瞬しゆん間かん的てきに昂たかぶることはなかったが、胸と頭とその他全身が、じわーっと熱あつくなっていくのが止まらない。やばい！　なんだこれ！　そんな俺に気づいているのかいないのか、パジャマ姿の小さな相棒は、笑顔を真顔に切り替えると――ああ、もっと見ていたかったのに――思い出したように話を変えた。

「そうそう。明日あしたのことなんですけどね？　洞どう窟くつで『遺い産さん』を回収しなくちゃいけないですが、また邪じや魔まが入ると思うんですよ」

「え？　あ、ああ……」

「湧ゆうさんから聞いたんですけど、文ふみ彦ひこさんでしたっけ？　あの人、巧たく馬まに言いくるめられて退散する時、わたしたちの魔ま力りよくの波動は記録済みだって言ってたんですよね。ということは、こっちの居場所は筒抜けってことでしょう？　あの人、レーダー持ってましたから……。だったら、それを逆手にとって――って。巧馬、聞いてるんですか？」

「はあ。聞いてはいるが聞き流してしまっています」

「しっかりしてくださいよ！　さっきまでしゃんとしてたのに、どうしたんです？」

「だって、笑った芽亜があまりにかわいくて。もっと笑えばいいのにな」

「っ！」

　思わず素直に応じれば、俺を睨にらんでいた芽亜はぎょっと目を見開いた。次の瞬間、白かった肌が真まっ赤かに茹ゆで上がり、ものすごい速さで視線が逃げていく。パジャマの小さな背中を俺に向けながら、芽亜は「もう！」と一声叫さけんだ。

「まっ、真ま面じ目めに話を聞いてると思ったら……！　ふざけるのはやめてくださいっ！」

「へっ？　いやいや、ふざけてなんかないぞ！　本気も本気、超本気！　笑った芽亜は、か」

「いいですってば！　巧馬の好きなタイプは、会長とかサニーみたいな背の高くてスタイルのいい女の子でしょう？　毎晩妄もう想そうをもらってるんですからよく知ってます！」

「む！　それはそうだけど――でも、芽亜はなんかこう違うんだよ！　たとえばほら、俺はカレーが好きだけど、旅行は楽しいだろ？　そんな感じだ！」

「さっぱりわかりません」

「だよなあ。俺もそう思う」

　肩かた越ごしに振ふり返って断言する芽亜を前に、俺は思わずうなずいていた。我われながら喩たとえがヘタすぎる。もうちょっと上う手まい表現を持ち合わせていればいいのだけれど――とかなんとか数秒間悩んだ後、俺おれは「要するに！」と声をあげた。びくっと振り返る芽め亜あを見み据すえ、胸の鼓こ動どうを必死に抑おさえながら、先を続ける。芽亜が何を思おうがそれは芽亜の自由だけれど、俺が感じてることまで否定される筋すじ合あいはない。そこははっきりさせないと。

「俺は芽亜のことをかわいいって思ってるのは確かだからな！　特に、さっきの笑顔は最高だったんだから、それだけはしっかり言っとくぞ！　……だいたい、そのことは今まで何回か言っただろ？　忘れたのか？」

「そ、それはまあ……覚えていますけど……」

　恥ずかしさが頂点に達しつつあるのだろう。どうにか俺を直視しないように視線をせわしく泳がせながら、赤い顔の芽亜がもごもごと言葉を紡つむぐ。消え入りそうな声で「忘れるはずないです」と言い足すと、パジャマ姿の相あい棒ぼうはいきなり縁えん台だいから立ち上がった。

「じゃ、じゃあ、今夜はこれで失礼します！　お休みなさい！」

「はい？　いや待った！　まだ話は終わって――」

「え？　きゃっ！」

　とっさに手を摑つかんで引けば、芽亜の軽い体はふわりと揺ゆれ、障しよう子じに向かって倒れ込んだ。つい力を入れすぎてしまったのか、思ってた以上に芽亜が軽かったのか、あるいはその両方か――って、考えてる場合じゃない！　障子に突っ込みそうになった芽亜の手を、慌あわててぐいっと引き寄せる。と、パジャマを纏まとった小さな体たい軀くは、すとんと俺の腕うでに収まった。

「ひゃっ」

「おわ」

　なぜか、お互い小声が漏もれた。

　妙に気まずい沈ちん黙もくを三秒きっかり続けた後、腕の中をおずおずと見下ろせば、もともと小さい体をいっそう縮ちぢこまらせた芽亜と目が合い――その瞬しゆん間かん、かあっと胸が沸ふつ騰とうした。軽い。小さい。そしてかわいい。芽亜に対する思いが一気にわーっと盛り上がり、本能的に抱き潰つぶしそうになる。いやしかし、さすがにそれは駄だ目めだぞ下しも野つけ巧たく馬ま！　必死に自分を抑えていると、腕の中の芽亜がぽそりと微かすかな声を発した。

「……巧馬？　今の、本当ですか？」

「へっ？　今のって？」

「で、ですから、その……。か、か、かわ……」

　かわかわ、と何度か繰くり返したあと、芽亜は消え入りそうな声で「かわいい、って」と言い足した。それを聞いた瞬間、俺の顔がかーっと赤くなったのは言うまでもない。なんちゅうことを聞くんだ、この悪あく魔まは！　恥ずかしいだろう！

「ああもう――だ、だから、嘘うそなんか言うわけないってのに！　……つーか、芽亜はすぐそれを聞くな。ほんとなのかって」

「え。そうですか……？」

「そうだよ。そんなに俺おれが信用できないか――って、信用できないよな」

　感情の赴おもむくままに動く妄もう想そう全開人間なんて、信用できないに決まってるだろう。自分で自分に突っ込むと、俺は「ごめん」と苦笑した。それを聞いた芽め亜あは「全まつたくですよ」といつものように溜ため息いきを漏もらす――かと、思いきや。

「そんなこと、ないです」

　腕うでの中から返ってきたのは、予想外の一言だった。え？　きょとんと聞き返す俺の視線の先で、俺の腕に抱かれながら、小さくて軽くて頼たよれて、そして大事な相あい棒ぼうは「そんなことないですよ」と繰くり返す。

「なんだかんだ言っても、巧たく馬まは信用できる人です。わたし、ちゃんと信じてるんですよ？　なのに、ついつい『本当ですか』って聞き返しちゃうのは、わたしの悪い癖くせですね。……ごめんなさいは、わたしの台詞せりふです」

　そうとだけ告げると、芽亜は俺の腕をきゅっと摑つかんだ。小さな指からジャージへ、そして俺へと、熱ねつがかあっと伝わっていく。恥ずかしげに身じろぎした芽亜の胸元で、ボタンの隙すき間まから白い肌がちらりと覗のぞいた。瞬しゆん間かん、俺の理性がぐらりと揺ゆれたのは言うまでもない。

　あ。もしかして今の芽亜、下着を着けてないのか……？　と、一度そう思ってしまえば最後、気にしないようにしていた胸のなだらかな膨ふくらみが、とんでもなく魅み力りよく的てきに見えてくる。いやしかし、芽亜も芽亜だ。振ふり払って立ち上がればいいものを、なんで真まっ赤かな顔のまま俺の腕に抱かれてるんだ！　もうこの子ったら！　小こ悪あく魔まか！　そうだよ！　激はげしく自問自答することでごまかそうとしたものの、理性崩ほう壊かい一秒前状じよう態たいの俺にそんな手が通じるはずもなく、冷たい夜風もいっこうに俺たちを冷ましてくれやしない。

　さあ、ここは抱き締しめていいかって聞くべきなのか、それとも無言でぎゅーっと行くべきなのか！　逡しゆん巡じゆんを続ける俺の耳に、ふと、ムーディーなメロディが届いた。

「え？　これは……」

「……音楽？」

　しっとりとしたラブシーンを演出するような甘い調べが、ゆったりと俺を……いや、俺たちを包み込んでいく。その旋せん律りつに先せん導どうされるように、俺は、芽亜をぎゅっと抱き締め――。

「ギターの音？　さてはっ！」

　――られなかった。

　いきなり俺の腕を振りほどいた芽亜は、弾はじかれるように縁えん台だいの上に立つと、目の前の障しよう子じを摑んで開いたのだ。え、急にどうしたの？　おろおろしながらも、俺は芽亜に続いて開いた障子の中へと目を向け……そして、全すべてを理解した。

「あちゃー。見つかっちゃったか」

「うん。そりゃギター弾ひけば感づかれるよね」

「だ、だから止よせと言ったのだ」

「ムードを盛り上げて後押ししようという意図は、悪くなかったのですがねえ」

　無人のはずの部屋に佇たたずんでいたのは、それはもう見み慣なれた顔の四人だった。パジャマ姿でギターを抱えた少女、ゆったりとした浴衣ゆかたの少年、Ｔシャツ姿のスレンダーな少女、そして最後に執しつ事じ服ふくの眼鏡めがねの男。他ほかの三人はともかくとして、なんでお前がいるんだ、眼鏡。というか皆さん、ここで何を？　一いつ瞬しゆん前まで盛り上がっていた気持ちはどこへやら、冷え切った口調でそう尋たずねようとすれば、俺おれの隣となりで仁王立ちしていた芽め亜あが先に口を開いていた。

「サニーに楠くすのき先せん輩ぱいに湧ゆうさん、ジェイムズまで！　こん、こんこんこんこんこん」

「キツネみたいだね」

「大きなお世話です！　って、こんこん、こんなところで――な、何してるんですか……！」

「何って言われてもなあ。親友が男の子と一いつ緒しよに夜中に出て行ったら、見物しに――じゃない、見守りに行くのが友の務つとめだよ。寮りようでおなじみの遮しや音おん結けつ界かい使ったから、音は漏もれてなかったでしょ？　鈴すず女めは呪じゆ力りよくを回復するって言って早く寝ねちゃったけど、あとの二人ふたりは起きてたからさ。そりゃ誘さそうよね」

「……僕はやめようって言ったんだけどね。結局最後まで見ちゃってごめん」

「す、すまない芽亜、それに巧たく馬ま！　だが、『開放感に誘いざなわれ、熱あつく激はげしく絡み合う二人！　ほとんど十八禁の世界がそこに！』と言われると、好奇心を抑おさえきれずに……！」

「とまあ、そんな具合に三人が盛り上がっていたところに、様子を見に来た私、ジェイムズが加わり、今夜二人はどこまで行っちゃうかについての賭かけが始まったというわけです。芽亜の後見人として当然の行動ですね、ええ。ちなみに私は『ミスター下しも野つけ巧馬が暴ぼう走そうして芽亜に張り倒される』にベットしておりました」

「僕は『案外、何ごともなく終わる』で。湧さんはけっこう激はげしい路線に賭けてたよね。たしか『どちらからともなく上着を脱ぎ、巧馬の手が」

「わーっ！　やめろ持じ郎ろう！　その先は言うんじゃない！」

「で、あたしは『燃もえるようなキスを延えん々えんと』に賭けたのでしたー！　途中まではいい感じだったんだけど、巧馬が意外と紳しん士しでさ、先に進まなかったでしょ？　じれったくなって、つい遮音結界解かい除じよしてギター弾ひいちゃったんだよねえ。ムード盛り上がるかなあと思ってさ」

　鬼のような形ぎよう相そうの悪あく魔まこと芽亜に睨にらまれてもなお、へらへらと応対する四人組である。申し訳なさそうにしているのは湧だけで、あとの三人は反省する素そ振ぶりすらないあたりが潔いさぎよい。しかしサニーも持郎も湧も、ジェイムズとは初対面のはずなのに仲良くなるの早すぎませんか。呆あきれた視線を向けてやれば、そんな一同を代表するかのように、自じ称しよう芽亜の親友が笑った。

「ごめんね巧馬。せっかくいいところだったのに邪じや魔ましちゃってさ。でもでも、さっきの見てる限り、あとちょっとだよ！　次のチャンスは逃しちゃ駄だ目め！　がんばれ！　以上、ネオドルイドのありがたい託たく宣せんでした！」

「だそうですよ、ミスター下しも野つけ巧たく馬ま。しかし、この近くで用事があったので顔を出してみたのですが、まさかこんな面白いものが見られるとは……。いきなりギターの音が聞こえてきたのに、不自然だと思わなかったのですか、貴き君くんは？」

「うるせえジェイムズ！　盛り上がったらああいう音楽がどこからともなく聞こえてくるものかと思ったんだよ！　ほら、あんな雰ふん囲い気きになったのは生まれて初めてだったからよくわかんなくてだな……！」

「おお、貴君は予想を超こえる馬ば鹿かですね！　素晴らしい、握あく手しゆしてください！」

「黙だまれ！　モテない男はだいたいこんなもんだ！」

　思わず逆ギレ気味に言い返す俺おれ。だがジェイムズは俺をするりと受け流すと、思い出したように上着のポケットに手袋をはめた手を突っ込んだ。

「そうそう、忘れておりました。この家の裏、ちょうど浴場の外あたりで、面白いものを拾ひろったのですよ」

　そう言うとジェイムズはライトの光の中に手を差し出す。怒りを抑おさえながら白い手袋の上に目を向ければ、そこに乗っかっているのは、大きさ五センチほどの物体だった。色は赤で、円筒がくびれたような形をしているそれは、どう見ても……。

「……なんだこりゃ。瓢ひよう箪たん？」

「ええ、ミスター下野巧馬の言うとおり、瓢箪です。ですが、正しく呼ぶならば、『紅べに瓢ひさ箪ご』ですね。大陸の仙人や道士の使う宝ほう具ぐでございます。古くは『西さい遊ゆう記き』の金きん角かく銀ぎん角かくの兄弟が使ったことで有名ですが――って、百聞は一見にしかずですね。とりあえず中をご覧らんください」

　途中で説明するのが面倒になったのか、ジェイムズは瓢箪の先せん端たん部ぶに刺さっていた蓋ふたを引き抜くと、丸い口を俺たちへと向けた。いやしかしご覧くださいと言われても、こんな小さなものの中に何が入ってると言うのか。芽め亜あと顔を見合わせていると、サニーが「どれどれ」と瓢箪に手を伸ばした。

「中には何が――って。え？　うそ？　すごい広い！　しかも何か浮いてるし……あれ？　もしかして、これ全部、人？」

　瓢箪の口を覗のぞいたサニーの声がいきなりひっくり返った。ちょっと待った、「人」ってなんだよ。そう問う間もなく、サニーは「ほら！」と瓢箪を俺の手に押しつけてくる。慌あわててその口へ目を近づければ、なるほど確かに中には宇宙か夜空のような暗い空間が広がっていた。どういう仕組みか知らないが、体積十センチほどの見た目とは裏腹に、中はめちゃくちゃ広いらしい。そこにふわふわと漂ただよっているのは、サニーの言うように、無数の人間で――。

「――んっ？　あの熊くまの毛皮のおっさん、昼間に湧ゆうを襲おそってた奴やつか？　よく見ると、他ほかのもおかしな格好してるし……もしかしてこれ全部、失しつ踪そうした祓ふつ魔ま師し……？」

「でしょうね。これが事件の真相です」

　俺が思わず漏もらした言葉を受け、ざっくりうなずいたのはジェイムズだった。見せてくれとせがむ湧ゆうに瓢ひよう箪たんを手て渡わたしながら「どういうことだ」と問おうとすれば、執しつ事じ服ふくのガーゴイルはそれより早く先を続けていた。

「この紅べに瓢箪ひさごは、術じゆつ師しを中に吸引し、その霊れい力りよくを吸収する宝ほう具ぐなのですよ。あ、ちなみに流派によっては力のことを霊力ではなく呪じゆ力りよくや法ほう力りきと呼んだりしますが、本質的には同じもの。一方、我われ々われ魔ま物ものにおいても、魔力や妖よう力りよくなどの名めい称しようが混在――って、話が逸それましたね。要するに、おそらく失しつ踪そう事件の犯人は、どこかで手に入れたこの宝具を使い、村を訪れた祓ふつ魔ま師しを次々に吸いこんでいたのでしょう。ライバルの動きを封じるだけでなく、その力まで奪うばうことができるのですから、実に頭の良いやり方です」

「待った、ジェイムズ！　これ、風呂の外で拾ひろったんだよね？　じゃあ、落としたのは」

「サニーはいいところに気づきますね。ええ、浴場の外に落ちていたということは、これはほぼ間違いなく、羽根飾りの怪かい人じんの残したもの。逃げる時に落としたのでしょう。芽め亜あたちが遭そう遇ぐうしたというその怪人はやはり、祓魔師連れん続ぞく失しつ踪そう事件の犯人だったと言えますね」

　順番に瓢箪の中身を覗のぞく俺おれたちを見回してそう告げると、ジェイムズは「門外漢の私が解決してしまいましたね」と苦笑した。いやそれは別にいいんだけども――と口を挟はさもうとすれば、それより早く芽亜が不安げに声を発した。

「これ、中の祓魔師たちはどうなるの？　やっぱり、もう助からない……？」

「いえいえ。同じタイプの呪具を昔見たことがありますが、これはそこまで物ぶつ騒そうな宝具ではありません。中の連中は力を吸い取られて仮か死し状じよう態たいになっているだけですよ。引っ張り出すにも技術が要いりますので私には無理ですが――星ほし御み門かど嬢じようでしたっけ？　あの陰おん陽みよう師じのお嬢さんなら、その手の術じゆつの使い手に知り合いがいるのではないでしょうか」

　けろりと答えるジェイムズである。まあ確かに鈴すず女めさんならそういう知人はいそうではあるなあ。無言で納なつ得とくしていると、ややあって持じ郎ろうが「えーと」と口を開いた。

「まとめると、被害者の人たちはみんな助かるんだよね。で、犯人がこの瓢箪を落としていった以上、失踪事件はもう起こらない……と言うより、起こせない」

「だよねえ。そのへんのことは、明日あした鈴女に伝えれば、ＥＸＩＴ本部に連絡してくれるだろうしね。となると、このあとやんなきゃいけないのは――」

「――『遺い産さん』の回収だけだな。在あり処かの目星は鈴女が付けてくれたのだ。あとは、あの『篦へら鹿じか亭てい』の二人ふたりが出てきさえしなければ……」

　サニーののんびりした声を受け、静かに応じたのは湧だった。その深刻なつぶやきに、俺と芽亜は黙だまって視線を交わした。まあ、湧の気持ちはわかるけど。

「間違いなく邪じや魔ましに来ますよね、あの人たち」

　言いづらそうに芽亜が小声を発した。だよなあ。






　第四夜　また会う日まで





「すげえ！　予想外に広い！　そして意外と明るい！」

　縁えん側がわでのあれこれから一夜明けた翌日。静まりかえった空間に、俺おれの大声が響ひびき渡わたった。

　わんわんと自分の声が反はん響きようしていくのを聞きながら、俺はハンドライト片手に洞どう窟くつの中を見回した。昨日きのう鈴すず女めさんの式しき神がみが掘ほったトンネルから入って、蛇だ行こうし、時に枝分かれする通路を歩くこと約三十分。辿たどり着いたのは、予想外に広々とした空間だった。

「歩いた方向と距きよ離りから考えると、位置的には、村の真ん中の丘の下になるのか？」

「下と言うより、内側ですね。丘をくりぬくように、この場所が存在しているみたいです」

　俺の漏もらした問いかけを受け、芽め亜あが答えた。なるほどなーとうなずきつつ、俺は高い天井を見上げた。丸く穿うがたれた岩がん壁ぺきには、人工なのか天然なのかはわからないが、小さな穴がぽつぽつと開いており、そこから差し込む細い光は、ただでさえ現実離ばなれした空間をいっそう幻げん想そう的てきに見せていた。薄うす暗ぐらいのではっきりした広さはわからないが、ざっと見み積つもったかぎり、体育館より床面積が広く、体育館より天井が高いのは間違いない。体育館しか比ひ較かく対たい象しようが浮かばないあたりが情けないが、それはまあおいといて。

「狭せま苦くるしいところだと思ってたけど、とんでもないな！　電気引っ張ってきたら、充分に住めるぞ、ここ。こんなに広いって、湧ゆうは知ってたのか？」

「いや、わたしも驚おどろいているところだ……。丘の下に、こんな空間があったとはな」

　俺の声に、大型の懐かい中ちゆう電でん灯とうを手にした湧が感かん嘆たんしながら静かに応じる。その自然な足の運びを見る限り、昨日捻ひねった足はもう痛いたまないらしい。ライダースーツに包まれたスレンダーな体を前に、良かったなと喜んでいると、芽亜が鈴女さんへと声を掛けた。

「すごいですね、ここ……。会長は、昨日、どのあたりまで調べたんですか？」

「えっ？　あ、ああ、うん。こんな広い場所までは、来ていなかった……かな……？」

　そう答えた鈴女さんの声は、明らかに落ち着きがなかった。目線はきょろきょろ泳いでいるし、普段はピシッと伸びている背せ筋すじも露ろ骨こつに縮ちぢこまっている。軍服風の星ほし御み門かど家御ご用よう達たしコートは昨日同様かっこよかったが、それを着ている当人がおどおどしすぎて挙きよ動どう不ふ審しんだ。こんな鈴女さんは初めて見るなあと心の中でつぶやくと、俺は気き遣づかうように尋たずねた。

「大丈夫ですか？　やっぱり、式しき神がみはまだ出ないんですよね……？」

「そ、そうなんだ、下しも野つけくん！　一晩眠れば霊れい力りよくが回復して召しよう喚かんできるだろうと思っていたが、朝から何度試しても、うんともすんとも反応がなくてだな……。どうしたものか？」

「え？　いや俺に聞かれても。でも、原因がわからないと気になりますよね」

「それもあるのだが……むしろ、いざと言う時に式しき神がみが使えないという、この状じよう況きようがだな。とにかくもう、不安で不安で仕方ないのだ！　いつ襲おそわれるかわからないのに！」

　怯おびえるように告げると、鈴すず女めさんは不安げに周囲を見回した。そこに「大丈夫です、みんないますから」と落ち着いた声を掛けたのは、隣となりに寄より添そっていた芽め亜あだ。長身の陰おん陽みよう師じの背中を安心させるように撫なでながら、ワンピース姿の夢む魔まは俺おれと顔を見合わせ、つぶやいた。

「……まさか、会長がこんな気弱になっちゃうとは思いませんでしたね」

「確かになあ。普段が無敵な分だけ、反動が出ちゃったってことなんだろうけど」

「す、すまない！　自分でも情けないと思うのだが、どうしても……」

「何を言ってるんですか！　困った時はお互い様、今日きようは俺が守ります！　何かあったら――いや、むしろ何もなくても、この下しも野つけ巧たく馬まの胸に飛び込んできてください！　さあ！」

「い、いいのか！　助かる！」

「だっ、駄だ目めですよ会長！　巧馬も腕うでを広げて迎え入れようとしない！」

　すかさず俺と鈴女さんの間に割り込んだ芽亜が、二人ふたりをぐいっと引き離はなす。ああくそ、せっかく鈴女さんを抱き留とめる、初めてのチャンスだったのに！　思わず「けち」とつぶやけば、芽亜は「エッチ」と言い返す。そんな俺たちを見て、湧ゆうが心細そうに溜ため息いきを吐ついた。

「むう。このメンバーで、本当に大丈夫なのだろうか……」

「悩まない悩まない。物事は、なるようにしかなりませんからね」

　軽い口調とともに、白手袋に執しつ事じ服ふくの優やさ男おとこが暗くら闇やみの中から現れた。この空間に入るなり、岩肌に手を当てて何かを調べていたジェイムズだ。これでメンバーは全員である。ちなみにサニーと持じ郎ろうは別行動中。あの二人のことだから、上う手まくやってるとは思うけど……などと案じていると、ジェイムズが手袋を直しながら口を開いた。

「ここ、元来は自然の洞どう窟くつのようですが、魔ま術じゆつ師しが補ほ強きようした跡あとがありますね。この村は異人や排はい斥せきされた人々の流れ着く先だそうですが、その中でも、特に人目を避さけた術じゆつ者しやの一派が、ここに住んでいたのかもですね。魔力を帯びた誰だれかが住んでいた気配も残っていましたので」

「気配……？　ジェイムズさんだったか、そんなものがわかるのか？」

「ええ、ミス羽う那な原ばら湧。ガーゴイルは竜の眷けん属ぞくですが、建物の一部から生まれた魔ま物ものでもありますからね。建築物や住居に染み付いた痕こん跡せきを感知できるのです。あ、それと」

　私のことは呼び捨てで構いませんよ。穏おだやかに言い足すと、ジェイムズは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一礼してみせる。頭を下げられ、湧は「これはご丁てい寧ねいに」と応じると、俺に話しかけてきた。

「魔物の割には、なかなか紳しん士し的てきな人なのだな」

「騙だまされるな湧！　だいたい週一で知人を見捨てて逃げるような男だぞ、こいつ」

「もしもし聞こえてますよ？　自分がモテないからって、噓うそを吹き込むのはやめていただきたいですね。芽亜、古い知り合いとして、今のは違うと証言をお願いします」

「……ジェイムズがすぐ逃げるのは本当のことじゃない。わたしが会長と戦った時も、ＥＸＩＴのライセンスを見せられた瞬しゆん間かんに飛び去ったくせに。そうでしたよね、会長？」

「え？　ど、どうだったかな。うう、心細すぎて記き憶おくすら曖あい昧まいになってきた……」

「ちょ、会長！　気を確かに！　しっかりしてください！」

　ふらついた鈴すず女めさんを、芽め亜あが慌あわてて抱き留とめた。女子にしては長身の鈴女さんを小さな芽亜が支えるのはなかなか大変そうだったが、手を貸すと怒られるので見ているしか仕方ない。やがて湧ゆうの力を借りて鈴女さんを直立させると、芽亜は大きく息を吐き、俺たちを見回した。

「早く『遺い産さん』を回収して戻りたいですね。会長、そろそろ限界ですし」

「ああ、先を急ごう。いつ邪じや魔まが入るかもしれん。警けい戒かいは怠おこたらないようにな」

　芽亜の声を受け、湧が――妙にわざとらしく、大きな声で――うなずく。そして俺おれが「了解」とでかい声で続けようとした、その時だ。

「うふ。そうはいきませんわよ」

「道案内ご苦労様。さーて、あとは大人に任せてもらおうか」

　聞き覚えのある声が二つ、俺たちの会話に割り込んできた。ふにゃっと骨抜きにされるような柔やわらかい美声と、そして妙にフレンドリーな成人男性の声。誰だれだっけと思い出すまでもない。反射的に振ふり向けば、天井から差し込む細い光の中に、白衣の女性と帽子の男の姿が浮かび上がる。「やはり出たか！」と短く叫さけぶ湧の声を聞き、恐きよう竜りゆうのペンダントを首に提さげた白衣の美人は悲しげに頰ほおに手を当てた。ああ、眼鏡めがねの似合うおっとり顔は今日きようもやはり麗うるわしい。
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「出たか、なんて、お化けみたいな言い方しないでくださいね。あ、私のこと覚えてますか？　初めましての方もいるのかしら。『篦へら鹿じか亭てい』所属のメディスンマン、エオラ・オーエンと申します。どうぞ、お見知りおきを」

「覚えております、お久しぶりです！　貴女あなたに心を打ち抜かれた男、下しも野つけ巧たく馬まです！　ああエオラさん、貴女はどうして暗い洞どう窟くつの中でもなお春の日だまりのように美しいのか……！」

「ありがとうございます。巧馬くんはほんとにお上手ですわね。嬉うれしくなっちゃいます」

「いやそんな！　俺おれはただ真実を口にしているだけです、だからあわよくばぐほっ！」

「こらっ！　警けい戒かいしなさい！　昨日きのう、全然敵かなわなかった相手なんですよ！」

　本能的に駆かけ寄ろうとしたタイミングで芽め亜あにベルトを摑つかんで引っ張られ、俺の喉のどから奇妙な呼吸音が漏もれる。ごほごほとむせかえっていると、ソフト帽に髭ひげ面づらの男――文ふみ彦ひこは、手にした改造パーツまみれのパネル型パソコンを指で叩たたき、芽亜を見つめて「よう」と笑った。

「礼を言うよ、小さな悪あく魔まのお嬢じようさん。君のおかげで、俺たちは日ひ和より見み人びとの遺い産さんの眠る地へと到達できた。君のナビゲートのおかげさ」

「ナビゲート？　やっぱり、わたしの魔力の反応を追って……？」

「ご名答。昨日のドタバタの最中に記録しておいた甲か斐いがあったってもんさ。そうそう、それと、そこの少年？　昨日はよくも騙だましてくれたね。何が『今ならまだ相方の命はなんとか救えるかもしれない』だか。エオラに聞いたら、芽亜ちゃん、防戦一方のあげくに逃げたって話じゃないか。地下の霊れい力りよく反応も、あれ、君の式しき神がみじゃないだろ」

　レーダーでもある兼用パソコンを手に、じろりと俺を睨にらむ文彦。どうやら昨日のハッタリはもう通じないらしい。芽亜にベルトを摑まれたまま、俺は「うるせえ」と言い返した。

「騙されるほうが悪いんだろ」

「言うねえ。だが、確かに君の言うとおりだ。噓うそやペテンに頼たよろうが、魔ま術じゆつと技術の限りを尽くして戦おうが、誰だれにも文句は言われない」

　文彦のフランクな笑みとともに、その手元のパソコンに接続されたポインターからレーザーが伸びる。エオラさんはペンライトを文彦に手て渡わたし、一歩前へと進み出た。恐きよう竜りゆうの霊が宿った指ゆび輪わを三つ、しなやかな指に装そう着ちやくしながら、眼鏡めがねの似合うメディスンマンは「ごめんなさいね」と苦笑した。

「守り番の方には申し訳ないですけど、日和見人の遺産はいただきますわね。とっくに途絶えたはずの流派の遺物は、ロストテクノロジーの塊かたまり。見逃すことはできませんわ」

「そういうこった。ま、取った取られたはこの業界じゃありふれた出来事だからな。どんな結果になろうが、恨みっこなしってことで一つよろしく！」

　文彦の声とともに、エオラさんの指輪から三体の恐竜が半透明の姿で躍おどり上がった。実体のない牙きばを打ち鳴らし、透明な角つのを振ふり立てて猛たける精せい霊れいを、メディスンマンが優やさしくなだめる。

「よしよし。アランもステファニーもそれにトニオも、落ち着いてください。昨日、芽亜ちゃんと決着を付けられなくて悔くやしいのはわかりますけど――」

　今から続きができるんですから。そう言いたげなエオラさんの微ほほ笑えみを向けられ、三大恐きよう竜りゆうは揃そろって盛大に咆ほう吼こうした。実体はなくてもさすがに恐竜、迫力だけはものすごい。びりびりと洞どう窟くつの空気を揺ゆるがす叫さけびを前に、鈴すず女めさんは「ひゃっ」と小さく声をあげ、慌あわてて俺おれの陰かげに隠かくれる。シャツの背中をそっと摑つかまれ、心しん臓ぞうが思わずどくんと跳はねた。

「ああ鈴女さんが俺を頼たよっている……！　これが夢ならいっそ――って感動してる場合じゃない！　おい、またあの恐竜コンボが来るぞ！　どうする？」

「とりあえず私は逃げます。皆さんの無事を祈っていますよーいますよーいますよー……」

　きっぱりと言い切ると、ジェイムズは三センチほどのドラゴンへと姿を変え、闇やみの中へと飛んでいった。無む駄だなエコーを響ひびかせながら去るあたり、芸が細かいと言えなくもない。

「しかし、期待を裏うら切ぎらない逃げっぷりだなあ。一周回って尊そん敬けいしそうだ」

「吞のん気きなことを言っている場合ではないぞ、巧たく馬ま！　向こうが来るなら迎むかえ撃うつまでだ！」

「駄だ目めです湧ゆうさん、棒術で戦える相手じゃありません！　ここはわたしが！」

　六角棒を引き抜いて構えた湧を制し、芽め亜あが前へ歩み出た。何か言いたそうな湧を片手で遮さえぎりながら、頼れる相あい棒ぼうは肩かた越ごしに振ふり返ってうなずいた。

「計画通りですから、大丈夫。巧馬、妄もう念ねんを！　準じゆん備びはできていますね？」

「ああ！　こんなこともあろうかと、『憧あこがれの先生は実は悪あく魔まだったの巻』を妄もう想そう済みだ！」

　相棒の問いかけを受け、親指を立てて言い放つ。具体的には、胸と腰こしだけを隠した露ろ出しゆつ度ど満点のコスチュームで長手袋にブーツ装そう備び、外した眼鏡めがねを手にしてセクシーに微笑みながら――と解説を始めた俺を、芽亜は「恥ずかしいから具体的に言わなくていいです」と黙だまらせた。

「悪魔ということは、初めて変身した時と同じような感じですよね……？　まあ、変身したらわかることですし――とにかく行きますよ！　早くおでこを！」

「お、おう！　いつでも」

「待った……！　はっ、離はなれないでくれ！」

「来い――って、ちょ？　す……すすすすすすす、鈴女さん？」

　芽亜におでこを突き出そうとしたところ、背中に柔やわらかな何かがぎゅっと密みつ着ちやくしてきて、思わず声がひっくり返った。高二とは思えない二つの胸の膨ふくらみが、心臓の鼓こ動どうさえもが伝わるほどにぐいぐいと背中に押しつけられ、俺の理性を押し流していく。駄目だ気持ちよすぎます鈴女さん！　もういっそこのまま死んでしまっても構わない！　いやしかし！　とか身み悶もだえる俺の耳元で、無敵の陰おん陽みよう師じ兼生徒会長は震ふるえる声で「すまない」と告げた。

「ほ、本当にすまない、下しも野つけくん……！　だがもう怖こわくて怖くて仕方ないのだ！　これでも私はそれなりの経験を積んだ祓ふつ魔ま師しだ、相手の力量は感覚的に判断できる。あの二人ふたり、一人ひとり一人ひとりなら中の上だが、それぞれの能力を効果的に組み合わせてレベルを格段に引き上げている！　式しき神がみがフルに使えるのなら、楽しめそうな相手だが――だが、今の私は……ああっ！」

　その先は恐おそろしくて言葉にならない、と言いたげに唸うなると、鈴すず女めさんは一ひと際きわ強く俺おれに抱きついた。命を狙ねらわれてるわけじゃなし、そこまで怯おびえなくてもとは思ったが、そんなことを口にできる余よ裕ゆうなどあるはずがない。くいこむ細い腕うでが、耳に届く熱あつい吐と息いきが、そして何より圧着する二つのおっぱいが、俺の理性をリアルタイムで浸しん食しよく中ちゆうなのだ。

「ああ、鈴女さん！　俺、こんなにも服が邪じや魔まだと思ったのは生まれて初めてです！」

「そ、そうだろう？　普段はＥＸＩＴランキング一桁けた台などと言っても、式しき神がみが使えなくなっただけでこの様ざまとはな……！」

「ですよね！　なんで俺シャツなんか着てきたんだろう！　くそっ！」

「ああ、情けないと笑ってくれ！　だが……だが、もう少しこのままで！」

　全まつたく通じ合う気配のないまま、それぞれの思いの丈をぶつけ合う俺たち。そんな様子が面白かったのか、いつの間にか恐きよう竜りゆうの霊れいのピンポイント憑ひよう依いを終えていたエオラさんがにこにこと微ほほ笑えんだ。

「わあ、全然会話が嚙かみ合ってませんわね。師匠チーフが悪あく霊りように憑つかれた時を思い出して、懐なつかしくなっちゃいます」

「……ま、俺も男だから、少年の気持ちはわからんでもないけどさ。しかし、かわいい相あい棒ぼうに俺たちの相手を押しつけて自分は美人とトリップするってのは、ちょっといただけないね。男としてっつーか、人としてどうなのかねえ」

「か、返す言葉もありません……」

　敵である文ふみ彦ひこにしみじみ同情され、芽め亜あは気まずげな顔で目を逸そらした。その小さな肩を、これまた同情気味にそっと叩たたいたのは、六角棒を手にした湧ゆうだ。

「役に立たないわたしが言うことでもないが……ドンマイだ、芽亜」

「……お気き遣づかいありがとうございます」

　もごもごと声を掛ける湧、ぼそりとつぶやき返す芽亜。むろん俺と鈴女さんはまだ密みつ着ちやく中ちゆうである。もはや戦せん闘とう直前とは思えない空気になりつつある大だい洞どう窟くつで、エオラさんは文彦に向き直って苦笑いを浮かべた。

「うーん。なんだか、戦うムードじゃなくなっちゃいましたわね。今日きようはちゃんと決着付けようと思って、気合入れてたのですけれど」

「しかし、どうしたもんかね。この際、さっさと『遺い産さん』探して引き上げようか。別にバトルしに来たわけじゃないしさ、今なら邪じや魔まされない気が――」

「おおっと！　そこまでだあっ！」

　文彦ののんびりした声に、唐とう突とつな叫さけび声が割り込み、そしてジャーンとギターの音が轟とどろいた。

　誰だれだ、と文彦がペンライトをかざして叫び、芽亜と湧が慌あわてて声の方向へと視線を向けた。それに遅れることコンマ数秒、天国一歩手間状じよう態たいだった俺も鈴女さんと一緒に振ふり向けば、そこに立っていたのは――。

「わーっはっはっは！　日ひ和より見み人びとの遺い産さんはすでにあたしたちがいただいた！」

　――ライトの光をスポットのように浴びながら笑う、ギターを担かついだ少女だった。

「ぬかったな！　まさか芽め亜あたちが囮おとりで、本命の別べつ働どう隊たいがいたとは思うまい！　お前たちが芽亜の魔ま力りよくを追ってくることを見み越こして既すでに探たん索さく済みのルートへ誘ゆう導どうし、その隙すきにあたしと持じ郎ろうが本命の別ルートでお宝を手にする作戦は、まんまと成功したようだな！　ふはははは、実に愚おろかなり、えーとなんだっけ、『トナカイ団』！」

「サニー、『篦へら鹿じか亭てい』。あと、台詞せりふが全体的に悪役っぽくない？」

「そうそう、そのヘラジカだ！　そして悪役っぽいのはわざとなのだ！　なぜなら一度こういうのをやってみたかったからな！　裏うらでこっそり行動するのはどうにも性に合わないのだ！　というわけで皆さんもご一いつ緒しよに！　ぬわーっはっはっは、地球はもはや我われ々われのものだ！」

　俺おれたちからも『篦鹿亭』コンビからもほぼ同じ距きよ離りを取りながら、笑い続けるギターの少女。その隣となりには、おとなしそうな少年がハンドライト片手に苦笑していた。むろん言うまでもなくサニーと持郎の二人ふたりである。

　しかしさすがはストリートミュージシャンで現軽音部だけあって、サニーの声はよく響ひびく。その隣で苦笑する持郎は、フリスビーのような円えん盤ばんを持っているようだけど、あれが『遺産』なのだろうか、もしかして……？　とかなんとか、鈴すず女めさんと顔を見合わせながら首を傾かしげていると、ぽかんと呆あつ気けに取られていた芽亜が我われに返って「こらーっ！」と叫さけんだ。

「何考えてるんですかサニー！　『遺産』を回収できたら、地上に戻るはずだったでしょう？　なのに、のこのこ出てきて、しかも全部喋しやべっちゃうなんて！　計画を忘れたんですか？」

「今け朝さ決めたことくらい覚えてるよ。あたしと持郎が宝探ししてる間、そっちはトナカイ団を引きつけておいて、適当なところで芽亜の闇やみに同化する力でみんなまとめて逃げる。だよね？」

「そうです――って、だーかーら！　なんで言っちゃうんですかっ！」

「ま、全まつたくだ！　土ど壇たん場ばで台無しにしてどうする！」

　フランクな笑顔をたたえるサニーに向かって、芽亜と湧ゆうが呆あきれた声で叫んだ。うん、その気持ちはよくわかる。せっかく上う手まく行っていたのに、ここでサニーが出てきて全部説明したら意味がない。……まあ、鈴女さんに抱きつかれて意い識しきが飛びかけたのは予定外だったけど、ああいうハプニングは大だい歓かん迎げいなので問題なし、ということで。できればずっと続いても良かったくらいだ。いつの間にか密みつ着ちやく状じよう態たいが解かい除じよされたことを心の端はしで悔くやみつつ、芽亜に同意していると、すたすたと俺たちの近くまでやってきたサニーは「だってさあ」と肩をすくめた。

「せっかく手に入れた『遺産』だよ？　ざまあみろって自じ慢まんしたいじゃん」

「そ……そんな理由で来ちゃったんですか？　楠くすのき先せん輩ぱいも止めてくださいよ！」

「ごめんね宵よい待まちさん。でも、僕もちょっと面白そうかなって」

　これまた悪びれることなく微ほほ笑えむ持郎くんである。この二人、奔ほん放ぽうと真ま面じ目めのコンビかと思っていたのだが、実は意外と似たもの同士なのか。そりゃ気が合うはずだよな、と納なつ得とくしていると、黙だまって経けい緯いを見守っていたエオラさんがおずおずと口を挟はさんだ。

「つまり――その円えん盤ばんが、『遺い産さん』なのですわね？」

　おっとりした問いかけが大だい洞どう窟くつに静かに響ひびき、それを聞いた湧ゆうと芽め亜あが「ほら言わんこっちゃない！」と言いたげに頭を抱えた。だがしかしサニーはと言えば、臆おくするどころか嬉うれしげにニッと微ほほ笑えむと、持じ郎ろうから円盤を受け取り、高らかに声を張り上げた。

「そのとーり！　さあレディースアンドジェントルメン、どうぞじっくりご覧らんあれ。これこそが――この村に隠かくされていた禁きん断だんの呪じゆ具ぐ！　人呼んで日ひ和より見み人びとの遺産だあーっ！」

　はい拍手、と言い足しながら、俺たちを見回すサニー。その手に掲かかげられているのは、大皿サイズの丸い板だ。裏表に同心円状の線が刻きざまれており、中央部に空あいた丸い穴には細い金属のパーツが取り付けられている。さすがは失われた流派の魔ま術じゆつ師しが残したものだけあって、どう使うんだかさっぱりわからないが――それはそれとして。改めてじっくり円盤を眺ながめながら、俺おれは静かに口を開いた。

「意外に地味だな。もっとこうビカビカ光った宝石とか厳いかめしい杖つえとかごっつい古文書とか、そういうのを期待してたのに。なあ芽亜？」

「ですね――って、巧たく馬ま、何を言わせるんですか！　代々守ってきた湧さんに失礼ですよ？」

「いや、わたしも実際地味だと思った。……本当にこれが『遺産』なのか？」

「お、おそらくは……。微び量りようながら呪力を帯びているからな……。すまない、式しき神がみが使えれば――『生き成なり』さえ召しよう喚かんできれば、確かめることもできるのだが……」

　湧の訝いぶかるようなつぶやきに、鈴すず女めさんが恐おそる恐る応じる。陰おん陽みよう師じがそう言うのなら間違いはないだろうけど、それにしたって地味な外見だ。さびれた博物館の倉庫に転がってそうだよな、と誰だれに言うともなく口にすれば、サニーは「だよねえ」と同意してくれた。

「でもさ、『日和見人の力ここに眠る』って書かれた箱に入ってたんだから、もう間違いないと思うんだよね。それに、大事なのは見た目じゃなくて魔術的な価値でしょ？」

　円盤を俺へと押しつけながら、背中に回していたギターをぐるりと構えてエオラさんたちに問いかけるサニー。おいちょっと待て、今度は何を始めるんだ。顔を見合わせる俺たちを前に、血気盛んなネオドルイドは「言っとくけど、止めても無む駄だだよ？」と不敵に告げた。

「こっちに合流したのは、このためでもあるんだからさ。メディスンマンの巫ふ術じゆつを審さ神に者わの力とメカで補ほ強きようした恐きよう竜りゆうコンボ、この目で見たかったんだよね。というわけで――『篦へら鹿じか亭てい』のお兄さんアンドお姉さん！　これが欲しけりゃ、いざ尋じん常じように、あたしと勝負だ！」

「いや。いらん」

「ですわねえ」

「でしょでしょ？　ちなみにあたしはＥＸＩＴランキング七百六十七番、ネオドルイドのサニー・ハルシオン！　いざ尋常に――って、いらないのっ？」

　ノリノリだったサニーの肩がガクンと下がり、ギターのストラップがずり落ちた。よほど驚おどろいたようだが、そりゃそうだろう、俺おれたちだってびっくりだ。なんでいきなり……？

「はっ！　まさか、サニーがかわいいから戦いたくない、とか？　だったら筋は通る！」

「通らないよ」

　そういうことかと拳こぶしを握にぎって納なつ得とくする俺に、文ふみ彦ひこの呆あきれた声が投げかけられた。やるせなく首くび筋すじを搔かきながら、髭ひげ面づらの審さ神に者わはやれやれと苦笑する。

「俺たちはこれでも情け無用の学究集団『篦へら鹿じか亭てい』だぜ？　そんな理由で手心を加えたりはしないさ。それに、ギターの君は確かにかわいいけどね、俺の好みは君たちの中で言えば芽め亜あちゃんだ！　ここだけは譲ゆずれない」

「は、はあ。それはどうも……」

　首を傾かしげつつ会え釈しやくを返す芽亜を、でれでれ眺ながめる文彦である。そんな相あい棒ぼうに、エオラさんは「そんなだから彼女ができないのですよ」と冷淡に告げると、俺たちへと――いや、俺の手にした『遺い産さん』へと視線を向け、口を開いた。

「急な心変わりに驚いてらっしゃるようですわね。ここで退散してもいいのですが、昨日きのうご迷めい惑わくを掛けたこともありますし、ご説明しておきますわ。理由は簡かん単たん。その『遺産』には価値がないと判断したからです。ね、文彦？」

「ん？　ああ、そういうこった。一目見てわかったよ。そいつは、古代の方ほう位い盤ばん。方位磁じ石しやくと星座早見表が一緒になった、季節の推すい移いを確かめるための道具だ。歴史的には価値もあろうが――俺らにとっちゃ、なんの意味もない、単なる古道具さ」

「単なる古道具……？　でも、鈴すず女めさんは呪じゆ力りよくの反応があるって言ったぞ？」

「確かに微び量りような呪力を帯びてはいるけどね、古びた人工物にはよくある現象だよ。九つ十く九も神がみって知ってるかい？　あれは、こうやって溜たまった呪力が何かのはずみで意思を持ったケースさ。怨おん霊りようや幽ゆう霊れい同様、物の場合でも存在が古いほど力は蓄ちく積せきされていくからね。百年生きた付つく喪も神がみより千年越ごしの怨霊の方が強いのは、そのためさ」

　思わず口を挟はさんだ俺を流りゆう暢ちような解説で黙だまらせると、文彦は「以上、豆まめ知ち識しきでした」とにやつき、隣となりの相棒に無言でバトンタッチした。それを受け、エオラさんは穏おだやかに口を開いた。

「術じゆつ師しが自身の能力や術を物体に転写する場合、術の威い力りよくに応じた器が必要となるのはご存じですか？　日ひ和より見み人びとの伝でん承しようどおり、天てん候こうを操あやつるなどという大だい規き模ぼな術を封じたのなら、もっともっと大きな器でなければなりませんし、帯びた呪力も桁けた違ちがいのはず。なのに――」

　そこで言葉を句く切ぎると、エオラさんは黙って首を左右に振ふった。お前らの持ってるそれはしょぼすぎる、と言いたいらしい。まあ確かに地味だなーとは思いましたけどね、と手元の円えん盤ばんを見つめていると、ふいに湧ゆうが「ふざけるな！」と叫さけんだ。その剣けん幕まくに一同がびくっと震ふるえる中、ライダースーツの少女は絞り出すような声を発した。

「それがただの方位盤であるのなら、どうしてわたしは――いや、わたしの一族は、それを守ってきたのだ？　『遺い産さん』の危険性について詳しよう細さいに記した本は、そして、決して世に出してはならないというあの決まりは、一体……？　やはり、本物の『遺産』がどこかにあるのでは」

「残念ですけど、それは違いますわ。守り番の末まつ裔えいさん」

　湧ゆうが漏もらした疑ぎ問もんにエオラさんがすかさず切り返す。なぜだ、と言いたげに見つめる湧に、眼鏡めがねの似合うメディスンマンはおっとりとした微ほほ笑えみを返した。

「日ひ和より見み人びと――天てん候こうを操あやつると言われた術じゆつ師しの道具であったことは間違いないでしょう。方ほう位い盤ばんは四季の推すい移いを確かめるための道具。そこに、ある程度の知ち識しきが加われば、季節の移ろいを先読みすることも可能だったはず」

「だな。ではここで質問。むかーし、ある男が――まあ、女だったかもだけどどっちでもいいか、とにかくその誰だれかさんが、もうすぐ雨が降りやすくなるだの暑くなるだのと言ったとするよな。それを聞いた気象の知識の乏とぼしい人たちは、どう感じると思う？」

「――そうか！　『この人物は天候を操るのではないか、そうに違いない。だとすれば、なんと恐おそろしい力の持ち主だろう』……！」

「「あっ！」」

　文ふみ彦ひこのクイズに即答したのは鈴すず女めさんだった。その震ふるえる声を聞いたとたんに、芽め亜あと湧がハッと顔を見合わせた。次いでサニーがぽんと手を打ち、持じ郎ろうも「なるほどね」と小さくうなずく。え、わかってないの俺おれ一人ひとり？

「ちょっと待て、みんな理解が早い！　なあ芽亜、どういうことなんだ？」

「せ、説明しますから、すがりつかないでくださいよ！　……ですからね巧たく馬ま。たとえば、巧馬がある村に住むことになったとしてですね。そこで普通に知識を披ひ露ろうしただけなのに、こいつはとんでもない力を持ってる危険な奴やつだと思われちゃったらどうします？」

「村一番の美人に一いつ緒しよに逃げてくれと口く説どく。断られたら土下座」

「あなたは巧馬ですかっ！」

　真ま面じ目めに答えたらものすごく理り不ふ尽じんに怒られた。反はん論ろんしたくはあるけれど、言い返せばさらに呆あきれられるのは目に見えている。なので「だって俺だし」などと小声で不満を訴うつたえていると、持郎が「いいかな？」と助け船を出してくれた。

「ありがとう持郎！　持つべきものは同性の友人だよなあ……！　まあ異性の恋人のほうが欲しいけど――って、いかんいかん脱線した。えーと、つまりどういうことなんだ？」

「だからさ。妙な力を持ってると疑うたがわれて困ったなら、それを手放す芝しば居いをすればいいってことだよ。力を使ったと思われた時に持ってた道具をもったいぶって封ふう印いんして、絶対に手を触れてはならんぞ、なんて言い残したら完かん璧ぺきだよね」

「……道具を封印？　触れるなって言い残す？　待てよ、それってつまり――」

「はい。そういうことですわ」

　俺がようやく理解するのと同時に、エオラさんが微笑んでうなずいた。それに続くように、文ふみ彦ひこがやれやれと肩を落とす。

「天てん候こうを操あやつる能力者なんて、そもそも実在しなかったんだよ。何百年も前の誰だれかさんのハッタリに、俺おれたちは振ふり回されてたってわけだ。とんだ徒と労ろうだね。……まったく、これなら、人魚伝説でも追っかけてたほうがマシだったなあ」

　全員に言い聞かせるようにはっきりと告げると、帽子の似合う審さ神に者わはこれ見よがしに大きな溜ため息いきを落とす。やるせない声が大だい洞どう窟くつに響ひびく中、俺たちはぽかんと顔を見合わせていた。




「……なんか、ものすごくあっさり解決したよな。まあ、みんな無事だったのは良かったんだけど、未いまだに拍子抜けしたまんまだよ」

「わかります」

　大洞窟での集団がっかりタイムから二時間後、湧ゆうが寝ね泊とまりしている元民宿の縁えん側がわにて。冷めたコーヒーをすすりながら気の抜けたような溜息を漏もらせば、隣となりに座っていた芽め亜あがしみじみうなずいた。家の中からは、湧やサニーたちが賑にぎやかに撤てつ収しゆうの準じゆん備びを進める音が聞こえてくる。「これでよし」と聞こえたので、長引いていた湧の荷造りもそろそろ終わるようだ。

　――ちなみに、エオラさんと文彦とは、洞窟を出たところで別れた。トンネルの中で、祓ふつ魔ま師し失しつ踪そう事件の犯人が落としたであろう瓢ひよう箪たんのことを伝えたら、二人ふたりともえらく驚おどろいてたっけ。詳くわしく聞けば、あの二人は何年か前に中国で同じタイプの宝ほう具ぐを回収し、『篦へら鹿じか亭てい』の倉庫に収めたことがあるそうだ。「量産されていたんですわね」と興きよう味み深ぶかげにつぶやくエオラさんの横顔は、それはもう美しかったです。

「あーあ。せっかく戦う理由もなくなったんだし、もっと話したかったなあ……」

「あ。またエオラさんのこと考えてますね」

　空を見上げながらの独り言を聞きつけ、芽亜が呆あきれた声でつぶやく。こくりと素直にうなずくと、俺は冷ややかな目をこちらに向けている相あい棒ぼうへと向き直った。

「そういや芽亜、洞窟から戻ってくる間、ずっとエオラさんと喋しやべってたよな。なんの話をしてたんだ？　あ！　もしかして俺の噂うわさだったりは」

「しません、残念ながら」

　悪あく魔まらしい冷れい酷こくな一言が、俺の期待を打ち砕くだく。だよなあ、と苦笑する俺の隣で、芽亜は「戦い方のコツを、ちょっと」と言い足した。

「あの人、そう多くない呪じゆ力りよくをすごく上う手まく使ってるって話はしたでしょう？　それで、わたしも魔力が少ないほうですから……」

「なるほどなー。先人からアドバイスしてもらおうと思ったわけだ。で、どうだった？　とっておきのテクニックとかもらえたのか？　それとも極ごく秘ひ事じ項こうだから駄だ目め、とか」

「隠かくすものじゃないけど、歩きながら教えられるほど簡かん単たんでもないって言われちゃいました。ただ、エオラさんとしても、悪魔やそのエネルギーについては興味があるみたいで。もし機き会かいがあればじっくり話してみたいです、とも言ってくださいましたけど」

「いい人だなあ……！　ってまさか、エオラさんの連絡先を聞いたのか？　ならばぜひ」

「巧たく馬まには教えませんからね」

　教えてくださいと土下座しかけた俺おれを、芽め亜あの言葉がすかさず制する。むう、残念。仕方なく縁えん台だいに座り直すと、俺はやるせなく溜ため息いきをついた。

「ま、戦わなくて済んだだけでも良かったとするか」

「そうですよ。『遺い産さん』の件もとりあえず一段落しましたし、無事に終わって何よりです」

「……肝心の犯人は野放しだけどな」

　苦笑しながら相あい槌づちを打てば、芽亜は「確かに」と肩をすくめた。失しつ踪そう事件の犯人、つまり羽根飾りの怪かい人じんについては、結局なんの手がかりも摑つかめないままなのだ。ただ、『遺い産さん』も奪うばわれて困るようなもんでもなかったし、失踪した祓ふつ魔ま師しも見つかったし――といった事情を考こう慮りよした結果、「もう放っておいてもいいんじゃなかろうか」という結論に落ち着いたのであった。

ＥＸＩＴ本部の代理人であり、最大の戦力であった鈴すず女めさんが式しき神がみを出せなくなってしまった以上、無む駄だに追う必要もないだろう、というわけだ。

　なお、あの瓢ひよう箪たんは鈴女さんが持って帰ることになった。従い兄と弟こに仙せん術じゆつの専門家がいるので、中の連中を引っ張り出してもらうんだとか。さすが祓魔師界の名門星ほし御み門かど家、いろんな親しん戚せきがいるもんだ――と回想しつつ感心していると、ぶるるるるとエンジン音が聞こえてきた。

「お、湧ゆうのバイクの音？　ってことは、もう積み込み終わったのか」

「みたいですね。見送らないと」

　芽亜が俺を見上げて声を掛ける。だな、とうなずくと、俺はよっこらしょと立ち上がった。歩いて玄関へと回れば、荷物をわさわさとくくりつけたバイクの前に、ヘルメットを抱えた湧の姿があった。相変わらずライダースーツが絵になる少女は、いったんエンジンを止め、俺と芽亜、そして見送りに出てきていた鈴女さんやサニーに持じ郎ろうを見回してつぶやいた。

「すまないな。先に帰ってしまうのは、なんだか心苦しいのだが」

「そこは気にするなって」

　申し訳なさそうにつぶやく湧に苦笑を返す。もともとは二泊三日で調査の予定だったので、明日あしたの午後に暮くれ六むさんとガーニーに迎むかえに来てもらう手はずになっていたが、もう村に残る理由は特にない。しかし携けい帯たいも圏けん外がいで電話もないこの村から迎えを頼たのむこともできないし、帰る手段はサニーたちが来る時に使ったバスしかないわけで。で、そのバス停までは歩いて一時間かかるらしいが、一日三便しかないバスはどのみちあと三時間は来ないので、急ぐ理由は何もないのだった。「のんびり帰るよ」と肩をすくめていると、芽亜が思い出したように湧へ問いかけた。

「そう言えば……。湧さん、結局、『遺産』はどうしたのですか？」

「ああ。悩んだが、持って帰ることにしたよ。そもそもわたしは、これを回収しに来たのだからな。ただの古道具だと知らされた時は動どう揺ようしてしまったが、わたしの祖先を村に迎むかえ入れるための口実に使われたものだと思えば、日ひ和より見み人びとを恨むこともできないさ。それに」

　実際に危険なものであるよりは余よ程ほどいいだろう？　そう言い足す湧ゆうの顔付きは、それはもうさっぱりと爽さわやかだった。どうやらこの短時間でショックから立ち直ったらしい。

「さすが湧！　かっこいいなあ見み惚とれるなあスレンダーだなあ凜り々りしいなあ……。ああ、やっぱり別れるのが惜おしくなってきた！　なあ、もうちょっとキャンプしていかないか？　そしてあわよくば混浴する仲に」

「駄だ目めですよ巧たく馬ま！　湧さんだって学校があるんですから」

　思わず伸びた俺おれの手を、芽め亜あがすかさず脇わきから摑つかむ。有無を言わせぬ厳きびしい視線で俺を睨にらむ小さな夢む魔まを前にして、サニーがにやにやと笑った。

「悪魔のくせに真ま面じ目めだよねえ、芽亜は。ま、そこがいいんだけど」

「だよね。じゃあ湧さん、気を付けて――って、ほら、会長も何か言わないと、ですよ？」

「え？　あ、ああ……そうだな、うん！　ええと――き、気を、付けて」

　持じ郎ろうに促うながされ、鈴すず女めさんがおどおどと別れの言葉を述べる。式しき神がみはまだ戻らないようで、弱気モードはいまだにしっかり継けい続ぞく中ちゆうだ。顔色は青白いままだし落ち着きはないし、見てるほうまで不安になってくる。ガス欠みたいなものらしいから、近いうちに元通りになるはず――と、そう思いたいのだけど。震ふるえっぱなしの凄すご腕うで陰おん陽みよう師じを前に、早く元気になってくださいと願っていると、ふいに湧が深々と頭を下げた。

「本当に――本当に世話になった。わたしだけでは、『遺い産さん』を回収することはどう考えても無理だった。守り番として――三百年間、『遺産』を守り続けてきた羽う那な原ばらの家を代表して、礼を言わせてもらう。ありがとう」

　短い髪かみが爽やかに揺ゆれ、きっぱりとした声が静かな村に染み入っていく。そして、なんだか気恥ずかしい時間が数秒間続いた後、真っ先に口を開いたのは芽亜だった。

「あ、あの、湧さん？　気持ちはありがたいのですけど、わたしたち、そこまで言われるようなことはしてないですよ？」

「したさ。それに、芽亜のような魔ま物ものがいると知ったことも、個人的には――いや、羽那原の血を継つぐ者として、大きな収しゆう穫かくだ。上う手まく説明できないが、晴れ晴れとした気分だよ」

「晴れ晴れ……？　よくわかりませんけど、実際、今回一番頑がん張ばったのは湧さんですよ。そこは間違いありません。ですよね、会長？」

「そ、そうだな。羽那原くんの情報がなければ、『遺産』には辿たどり着けなかったし……」

「だよねえ。あたしと持郎なんか温泉入ってただけだもん」

「だけってことはないと思うけどなあ……。みんな自分の役目を果たして頑張った、ってことでいいんじゃないかな？」

　的確に話をまとめると、持郎は俺に「だよね」と同意を求めてくる。こういうところはソツのない男だなあと感心しつつも、俺おれは素直に賛同できなかった。自分で言うのもなんだけど、役に立ってない自信があるのだ。

「正直、活かつ躍やくしてないからなあ、俺……」

「え。そうだっけ」

「そうなんだよサニー。いいか、鈴すず女めさんは熊くま男お倒してトンネル掘ほったし、芽め亜あはエオラさんと戦っただろ？　サニーと持じ郎ろうは『遺い産さん』を見つけてるし、途中で逃げたジェイムズでさえ、瓢ひよう箪たんを拾ひろって失しつ踪そう事件を解決してるんだぞ。それなのに俺は全然」

「いや、そんなことはないぞ」

　しょんぼりとこぼした俺の愚ぐ痴ちを、湧ゆうの声が遮さえぎった。え、と顔を上げた俺を、真っ正面から見つめると――その頰ほおが薄うす赤あかく見えるのは気のせいだろうか――スレンダーで凜り々りしいライダーガールは「そんなことはない」と繰くり返した。

「巧たく馬ま。お前は昨日きのう、わたしを守ってくれただろう。わたしはしっかり覚えているぞ。洞どう窟くつの前で、ろくに戦えないわたしを、お前は――巧馬はしっかり守ってくれたではないか！」

「へっ？　洞窟前？　そう言えばそんなことが……って、文ふみ彦ひこをハッタリで追い払っただけだぞ、あれ。実際に戦ったわけでもなんでもないし」

「それ、何度聞いても信じられないんだよねえ。ほんとに巧馬だった？　よく似てる別人か、容よう姿しだけそっくりに化ける魔ま物ものじゃないの？　ドッペルゲンガーとかシェイプシフターとか」

「いねえよそんな奴やつ！　俺です！」

　疑うたがい深げに口を挟はさんできたサニーに、俺はすかさず反はん論ろんした。「ほら、あの時は妄もう想そう吸われて自じ称しようオリオンになってたから」などと説明していると、湧が再び口を開いた。

「とにかく……そ――そういうわけだから、役に立っていないなどと言うな！　確かに、それ以外では誰だれ彼かれ構わず興こう奮ふんしていたり、夜中に芽亜と抱き合っていた記き憶おくしかないが」

「抱き合ってない！」

「抱き合ってません！」

「え。そうだったか？　まあ、だから――ええと、なんだ！　わたしを庇かばってくれた巧馬は、頼たのもしかった、ということが言いたいのだ！　術じゆつや力に頼たよらず相手を退散させるなど、わたしには思いも寄らなかった。あの時の巧馬は、なんというか、その――すごく……」

　言ってるうちに恥ずかしくなってきたのだろう。最初は張りがあった声はぐんぐん小さくなっていくし、顔はどんどん赤くなっていく。見てるこっちまで照れさせながら、湧は俺を見み据すえ、消え入りそうな声で「かっこよかったぞ」と告げ――え？

「ちょ、ちょっと湧！　今、なんて？　肝心なところがはっきり聞こえなかった！　てか、いちおう聞き取れたんだけど、もう一回！　お願い！」

「やめろ！　手を取るな！　ああもう、恥ずかしいっ！　最後だからと思って言ってはみたが、やっぱりやめておけば良かった……！」

　俺おれの手をブンと振ふり払うと、湧ゆうは手にしていたヘルメットを慌あわてて被かぶり、顔を隠かくしてしまった。ああ！　そして、そのままバイクにまたがった湧は、焦あせりながらエンジンを掛け――。

「そ、それじゃあ、わたしはこれで！　芽め亜あもみんなも、世話になった！」

「あっ、はい。巧たく馬まがいろいろご迷めい惑わくをお掛けしてすみませんでした」

「え。いや、だから、そんなことはないのだが――って、ああもう、とにかく、じゃあなっ！」

　――そのまま走り去ってしまったのだった。さようなら俺の恋！

「って、諦あきらめられるかそんなもん！　ちょっと待ったあ！　女の子からあんなこと言われたの初めてなんだぞ、もう一回くらいいいだろう！　おおーい、せめて連絡先だけでもー！」

　全力で吼ほえながら、俺は思わず駆かけ出していた。むろん人の足でバイクに追いつけるはずもないのだが、それでも追わずにいられないのが男の性さがなのである。正確にはモテない男の性なのである！　そう内心で叫さけびながら走る俺の背中に、友人たちの生ぬるい声が届いていた。

「いい走りっぷりだねえ。うんうん、綺き麗れいにオチが付いた！」

「それはひどいよサニー。でも確かに、これで一件落着だね」

「え？　いや。まだ私の式しき神がみが戻っていないのだが……。ああ、このままだったらどうしよう！　どうすればいいと思う宵よい待まちくん？」

「だ、大丈夫ですって、会長！　ちょっと疲れが溜たまっただけなんでしょう？　だったら、明日あしたか明後日あさつてにはきっと元に戻りますから！　ね？」

　すがりつく鈴すず女めさんを必死に励はげます芽亜。その言葉が果たして真実であったかどうかは数日後に判明することになるのだが、それはまた別の物語である。

「というかそんなことより湧だ湧！　なあ！　俺たちまだやり直せるはずだから！　だから――カアアアアアアアムバアアアアアアック！」

「うるさーいっ！」







　第五夜　其そは万ばん神しんを観み殺ころす瞳ひとみなり





「えーと、集会室と研修棟の来月のスケジュールはこれで全部だから、あとは……」

「なあなあ芽め亜あ。『校庭にミステリーサークルを描いて宇宙人を呼ぶ会』から夏休み中のグラウンド使用申しん請せい出てるんだけど、受けていい？」

「却きやつ下かです！　グラウンドはただでさえ運動部が奪うばい合ってるんですからね」

「ちぇー。面白そうなのになあ。部長も美人だし」

「あんな怪あやしげな部に一ひと月つきも貸したら、わたしたち運動部総そう出でで殺されますよ」

　窓の外から様々な部活の掛け声が流れ込む、放課後の生徒会室。会計の席で古びたパソコンに何やらカタカタ入力しながら、芽亜が呆あきれた声を漏もらす。俺おれは「へーい」とやるせなくうなずき、机の上に山と積つまれたサークルからの申請書の束たばに目を向けた。今日きようはかなり頑がん張ばって整理したつもりだったが、まだこんなに残ってるのか。はふーと疲れた溜ため息いきを落としていると、芽亜が「そう言えば」と俺に声を掛けた。

「第四グラウンドの使用日程表、まとめてくれました？　学がく務む係がかりから今日中に必ず出せって催さい促そく来てましたけど」

「ラグビー部がまだ申請書出してないんだよ。牛小屋の修理に行くついでに取ってくる。というわけでちょっくら出てきます」

「わかりました、行ってらっしゃい――と言うと思ったら大間違いですよ！　そんな噓うそに騙だまされるとでも？　巧たく馬まが事務仕事が苦手なのは知ってますけど、今はこっちが優ゆう先せんです」

「噓じゃないっての。ここんとこデスクワークに掛かりっきりで雑務係やれてないから、サークルからの修理依頼が山ほど溜たまってるんだよ！　というわけで俺は牛小屋へ」

「駄だ目めです。だいたい、学校に牛がいるわけないでしょう」

「ほんとだよ！　お前はまだこの御ご仰ぎよう学園の無駄なサークル数を知らないからそういうことが言え――って、おい芽亜。電話だぞ、電話」

「わ、わかってますよ。はいもしもし、こちら生徒会室――ええっ？　牧ぼく畜ちく研究会の牛小屋から種付け用の牛が逃げ出して学内を暴ぼう走そう中ちゆう？　通りがかりの闘とう牛ぎゆう部ぶが引きつけているが、撃げき破はされるのも時間の問題だ、早くなんとかしてくれ……？」

「なっ！　ほら見たことか！　いただろ、牛！」

「巧馬静かに！　もしもし、今、悲鳴が聞こえましたが大丈夫ですか！　もしもーし！」

　反射的に叫さけんだ俺を制し、芽亜が受話器に呼びかける。その間にも、どっかのサークルがロボが逃げただの窓が割れただのと仕事を持ち込んできたりして、放課後の生徒会室はたいへん忙しいのだった。




「……はふう」

「……ふへえ」

　日ひ暮ぐれ時どきの生徒会室に、芽め亜あと俺おれの溜ため息いきが重なって響ひびいた。よほど疲れたのだろう、芽亜は会計のデスクにぺたんと上半身を投げ出していたが、疲れ切っているのは俺も同じだ。のしかかる疲労感に押しつぶされそうになりながら、俺は誰だれに言うともなく声を漏もらした。

「この生徒会って、こんなに忙しかったんだな……」

「……ですね」

　実感のこもった俺のつぶやきに、芽亜がへろへろと応じる。どうやら俺以上に疲れが溜たまっているらしい。「お疲れ」とねぎらうと、俺は椅い子すの背もたれに体重を掛けて背中を伸ばした。

　もっとも、忙しい忙しいと言ってはいるが、最近になって生徒会の仕事が急に増えたわけではない。蕗ふき玉たま村むらへ出かける前と比べても、ほぼ同じか少し減ってるくらいである。それなのになぜこんなに俺と芽亜が消しよう耗もうしているかと言うと、それは――。

「……す、すまないな。二人ふたりとも……。本来は、せ、生徒会長の、私の仕事だと言うのに、全すべて押しつけてしまって……」

　ふと、俺の思考を遮さえぎるように、おどおどした声が耳に届いた。

　それに釣つられて顔を上げ、窓まど際ぎわの生徒会長席へと目を向ける。と、そこには、沈みつつある夕日を背景に、でかいぬいぐるみを抱えた女子生徒がちょこんと椅子に腰こし掛かけていた。

「ようやく生徒会室まで来られるようにはなったものの、やはり、式しき神がみがいないと不安で不安で……結局、何も手に付かない有様なのだ……。そもそも生徒会の仕事が多いのは、私が気軽に引き受けたからなのに……！　今は、ただ居るだけで、なんの役にも立たなくて、心から申し訳なく思う……！　哀あわれで役に立たない私をどうか許してくれ！」

　震ふるえる声を絞り出して告げたのは、言うまでもなく我われらが生徒会長、星ほし御み門かど鈴すず女めさんその人である。艶つやのある長い黒くろ髪かみや、高二とは思えないメリハリの利いたプロポーションは健けん在ざいだったが、先日までまっすぐ伸びていた背せ筋すじは不安げに丸められ、自信に満ちていた瞳ひとみは子こ鹿じかのように弱々しい。ああ守ってあげたい！　いつものように胸を熱あつくしながら、俺は「謝あやまらないでくださいよ」と首を振ふった。

「俺らだって生徒会のメンバーなんだから、働はたらくのは当然です。なあ芽亜？」

「ええ。それにしても会長、今まで一人ひとりでこれだけの仕事こなしてたんですよね……。改めて尊そん敬けいします。すごいです、ほんと」

「そうそう！　それに鈴女さん、ちょっとずつ良くなってるじゃないですか！　蕗玉村から帰ってきてから一週間は、家からも出られなかったのに、今は生徒会室に来られるようになったわけですし。さすがは世界八位のランカーだと」




「巧たく馬ま！」

「感動を――って、あ！」

　失言だったと気づいた時は遅かった。芽め亜あの指し摘てきを受けて慌あわてて口を押さえた俺おれの視線の先で、鈴すず女めさんは「それは先日までの話だろう」と弱々しく応じた。

「今の私は、ＥＸＩＴランキング四万九千四百位の、弱く愚おろかな女に過ぎないのだから……」

　床ごと沈み込むんじゃないかと思えるくらい重たい声とともに、鈴女さんは式しき神がみぬいぐるみを一ひと際きわ強く抱き締しめる。しまったなあ。鈴女さんのライセンスの数字が日ごとに増えている――つまりランクが下がっていることは、俺だって知ってたはずなのに。ぬいぐるみに泣きそうな顔をうずめる元世界八位ランカーを前に、俺は「すみません」とうなだれた。

　ちなみに鈴女さん愛用のＬＬサイズのぬいぐるみ、星ほし御み門かど家の式神の一体、クワガタムシ型の『浅あさ黄ぎ』を模もした特製品。手芸部の持じ郎ろうくんが「気休めになれば」と手作りしたものである。ごつくていかめしいモデルをがんばってデフォルメしたのはわかるのだが、女性に渡わたすならもっとかわいくしろよと思わなくもない。あからさまに虫だし。

「まあ、鈴女さんは気に入ってるみたいだから、俺がどうこう言うことじゃないんだけど。それにしても、気合の入った抱き締めっぷりだよなあ……。畜ちく生しよう、ぬいぐるみになりたい！　そしてあわよくば食事やベッド、さらにはお風呂を一いつ緒しよに――」

「あ、おいしそうな妄もう想そう――で、ではなく！　巧馬、会長が怯おびえるから妄想の実じつ況きようはやめてください。あと、そもそもお風呂にぬいぐるみ持ち込む人はいませんよ」
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　芽め亜あの静かな声が、俺おれの独り言を遮さえぎった。「おっと」と慌あわてて口を押さえた俺をじろりと睨にらむと、クールな会計さんは鈴すず女めさんに向き直り、気き遣づかうように声を掛けた。

「あの村から帰って二週間経たつのに、まだ戻らないんですよね、式しき神がみ。呪じゆ力りよくが回復すれば使えるようになるって聞いてましたけど……そんなに長く掛かるものなんですか？」

「い、いや、そんなはずは。普通ならせいぜい一晩か二晩で――たとえ力をフルに使い切ったとしても、三日もあれば回復できるのだ。式神たちが弱ったと言うより、いなくなったとしか思えないが、どうしてそんなことになったのか、馬ば鹿かな私にはさっぱり……！　特とく殊しゆな呪具を使えば可能かもしれないが、そんなものがそうそう転がっているとも思えないし」

　そこで不安げに言葉を句く切ぎって首を横に振ふると、鈴女さんは巨大なクワガタに巻き付けた腕うでに一際力を込めた。要するに、原因は皆目見当が付かないんだよーということらしい。あまりに不安げなその姿を前に、俺は芽亜と顔を見合わせることしかできなかった。

　まあ、正直なことを言えば、式神なんかがいなくても日常生活には全まつたく支し障しようはないだろうし、鈴女さんの魅み力りよくが下がるわけでもないので、もっと気楽に構えればいいように思う。実際、何度かそう言ってみたのだけれど、鈴女さんの「自分は式神がいないと何もできない役立たずなのだ！」という思い込みを溶かすことはできなかったのだった。全然そんなことないんだけどなあ。銃を奪うばわれたガンマンとか刀をなくした侍ってのはこんな感じなのかも、と寂さびしいことを思いつつ、俺はよっこらしょと席を立った。

「とりあえず、帰りましょうか。そろそろ暗くなりますし。芽亜ももう出られるだろ？」

「ええ。今日きようの仕事は一通り終わっていますから――あ、そうだ。巧たく馬ま、第四グラウンドの使用日程表、どうなりました？　絶対に今日中って言われてましたけど」

「え」

　思い出したような芽亜の問いかけに、立ち上がってカバンを肩に掛けていた俺は固まった。……ああ、そう言えばそんなものもあったっけ。背せ筋すじがさーっと冷えていくのを感じながら、俺は「しまった」と額ひたいを叩たたいた。

「忘れてたー！　作るだけ作って出してない！　学がく務むのおっさん、また怒り狂ってるんだろうなあ……。ど、どうしよう、芽亜？」

「謝あやまって出すしかないでしょう。一いつ緒しよに行ってあげますから」

「マジで？　助かったよ芽亜！　さすがは悪あく魔ま！」

「褒ほめ言葉になってないですよ、それ。……で、会長はどうします？　学務でお説教聞いてからだと、だいぶ遅くなっちゃいますけど」

　一緒に来ますか、それとも先に帰りますか？　芽亜にそう問いかけられ、帰り支度を終えていた鈴女さんは「一緒に」と反射的に答えかけたが、すぐに口を閉じた。そして沈ちん黙もくすること十秒の後、弱気モードの生徒会長は、意を決したようにつぶやいた。

「ひ――一人ひとりで！　帰る……」

「ですよねー。なるべく早く終わらせますから――って、一人で？　ほっ、本気ですか鈴すず女めさん！　あの長い道のりをたった一人でなんて、そんな無む謀ぼうな！」

「オーバーすぎますよ巧たく馬ま。会長の家、校門のすぐ傍そばじゃないですか。……でも会長、ほんとに大丈夫ですか？」

　俺おれと芽め亜あの不安な視線が鈴女さんへと突き刺さる。ぬいぐるみを抱えた生徒会長は、ちらちらと目線を泳がせていたが、やがて顔を上げ、震ふるえる声でこう告げた。

「……がんばる」

　簡かん潔けつきわまる文章が、生徒会室に静かに響ひびく。その四文字を絞り出すのにどれほどの勇気が要いったことか。俺は思わず感動し、そして鈴女さんの手を取っていた。

「頑がん張ばりましたね、ほんと頑張りましたね鈴女さん！　ああくそ、かわいいなあもう！　一回だけ、一回だけでいいから抱き締しめていいですか！」

「ひいっ……！」

「ちょっとこら、やめなさい巧馬！　会長泣きそうじゃないですか！」




　　　　




「全まつたく、なーにが『これからは気を付けるように』だ！　そもそもアレは学がく務むの仕事なのに、鈴女さんが好意で引き受けてたんだろ？　だいたいあのおっさんはいつもいつも」

「もう。いつまで怒ってるんですか巧馬」

　学務室に書類を提てい出しゆつした帰り道。昇しよう降こう口ぐちに通じる一階廊下ろうかを歩きながらぶつくさ怒りを漏もらす俺の隣となりで、芽亜がやれやれと溜ため息いきを吐ついた。そうは言うがな、と見下ろした先で、制服姿の相あい棒ぼうは小さな肩を大おお仰ぎようにすくめ「もっとも」と付け足した。

「なんでわたしが巧馬の管理まで任されなくちゃいけないんだ、とは思いましたが」

「だよな？　あれは言い過ぎだよな？　『下しも野つけは盛さかってばかりで頼たよりないからね、宵よい待まちがしっかり監かん視ししておくこと』って！　俺は発情期の動物かっつーの」

「その評価はうなずけないこともないのですが……。でも、巧馬も巧馬ですよ？　わたしより年上なんですから、ああいう場面ではしっかり言い返して――」

「あらま。どっかで見た顔やと思たら」

「おやおや、我わが級友、芽亜じゃないか。生徒会の仕事かい？」

　ふいに、聞き慣なれない声が二つ、芽亜の小言に割り込んできた。それに釣つられて顔を上げれば、階段から下りてくる二人ふたりがフランクに手を振ふっていた。関西弁の小こ柄がらな子と、すらっとした中性的な少女の二人である。どうも、と芽亜が会え釈しやくを返しているところを見ると、どうやらクラスメートらしいが、それにしたってなかなかインパクトのある人たちだ。なにせ、関西弁の子は白いＴシャツの上に落語家みたいな羽は織おりを羽織っていて、しかも下げ駄た履ばきだし、もう一人ひとりはまっとうな制服ではあったが、頭にシルクハットが、そして肩には白い鳩はとが乗っているのだ。思わずぽかんと見入っていると、二人ふたりは同時に首を捻ひねった。

「なんや、えらいびっくりしてはりまんなあ。どないしはったんやろ」

「まだ手品も見せていないのにね。小こ春はるのつまらない落語を聞いたせいかな？」

「黙だまらんかいイリュージョン。お前の手品こそ誰だれも驚おどろかへんやろが」

「まあまあ二人とも」

　いきなり口こう論ろんを始める二人の間に、慣なれた感じで芽め亜あが仲ちゆう裁さいに入る。妙に和わ気き藹あい々あいとした口げんかを前に、俺おれは「ごめん」と頭を搔かいた。

「意表を突いた着こなしで、ちょっとびっくりしちゃって。あ、そうそう、そんなことより、俺、下しも野つけ巧たく馬まです！　二人とも芽亜の友達だよな？　紹介してくれよ」

「……この二人はクラスメートです。あくまでも！」

「ははは、芽亜は相変わらずシャイやなあ。こっちは勝手に友人認にん定ていしてるんやけども。ウチは落語研究会おちけんの笑しよう酔すい亭てい小春。以後、よろしくお頼み申します」

「初対面で芸名を名乗るのはどうかと思うよ、小春？　ちなみにボクはマジック同好会所属、イリュージョン黄き桜ざくら！　よろしくね、噂うわさの下半身先せん輩ぱい！」

　肩に鳩を乗せたまま、どこからともなく造花を取り出して微ほほ笑えむイリュージョン。かわいい笑顔ではあったものの、「いや、そっちも芸名だろ！」と突っ込むべきなのかどうなのか。助けを求めて芽亜を見たが、いつも頼たよれる相あい棒ぼうは無言で首を横に振ふるだけだった。自じ称しよう笑酔亭とイリュージョンの二人は、そんな俺たちをにまにま微笑んで眺ながめていたが、ややあって顔を見合わせ、うなずきあった。

「ほなウチらはぼちぼち退散しましょか。行くでペテン師、ドロンと消えてみい」

「君こそ、噺家はなしかを名乗るなら退場にあわせてお囃子はやしくらい鳴らしてみたまえ。ではでは」

　軽やかに悪あく態たいを交わしつつ、二人が廊下ろうかを歩き去っていく。なんだ、一いつ緒しよに帰れるのかと思ったのに。落らく胆たんしつつ手を振ると、俺は「こっちも行くか」と芽亜に話しかけた。

「しかし、ずいぶん濃こい友達がいるんだな、芽亜。授業中もあんな感じなのか？」

「おおむねは。……あと、小春とイリュージョンはあくまでクラスメートですからね」

　ぼそりと言い放った芽亜の言葉に、俺は歩きながら苦笑した。ちょっと前までは友達は必要ないとか言ってた芽亜だが、気軽に言葉を交わせる友人はちゃんといるんじゃないか。安心したぞと笑いかければ、芽亜は小さな肩をすくめて首を振った。

「少し前、サニーがわたしのクラスに編へん入にゆうしたことは知ってるでしょう？　その巻まき添ぞえで、わたしまで一気に知人が増えたんですよ」

「……ああ、納なつ得とく。今の二人、確かにサニーと気が合いそうだ」

「そうなんですよ。それにサニーって、女子だけじゃなくて男子にも人気ありますし」

「だろうな！」

　昇しよう降こう口ぐちへ通じる廊下ろうかを歩きながら、深くうなずく俺おれである。あの家出してきたギタリストは、中三とは思えないプロポーションの持ち主で、しかも着こなしがエロい――もとい、セクシーで、しかも誰だれにでも気さくという逸いつ材ざいだ。これで人気が出ないわけがない。

「もしもサニーに魅み力りよくを感じないって抜かしてみろ、俺はそいつを許さない！　あ、でも、サニーに手を出す奴やつがいたらそれはそれで許さない」

「なんて自分勝手な」

「悪あく魔まの契けい約やく者しやなんだからそれくらいはいいだろ。サニーがかわいいのは確かなんだから。あのスカッとした性格、そしてあの柔やわらかで豊ほう満まんなボディラインを前にすると俺は――って、そうそう、それで思い出した。さっきの続きだ」

「さっきの？　……巧たく馬まが年上のくせに情けないという話題ですか？」

「それはもういいの！　もっと前の話！」

　冷たくこちらを見上げる芽め亜あを、ちらっと見下ろし言い返す。肩に掛けたカバンのストラップを掛け直しながら「ほら、学がく務む室しつに行く途中の話だよ」と告げれば、芽亜は首を横に振ふった。

「それならもう充分です。あれだけ聞かされたんですから。……会長に前のようにしっかり者に戻ってほしいという話でしょう？」

「そうそう、それそれ！　なぜならばだな」

「巧馬は堂々として頼たのもしい会長が好きだから」

「そのとおり！　あ、もちろん」

「今の気弱な会長が駄だ目めだと言ってるわけではないけど、かわいそうで見ていられない」

「う、うん。だからだな」

「どうにか式しき神がみを復ふつ活かつさせるか、気を取り直してもらう方法を考えたい。以上ですね？」

「……はい」

　全部先取りされてしまい、素直にうなずくことしかできない俺。まあ、あの村から戻って以来、この話題は何度も何度も繰くり返しているので、芽亜が丸暗記しているのも無理はない。しかし、そんな冷たい言い方しなくたってよかろうに。鈴すず女めさんがどうなってもいいのかよ。思わず小声でつぶやけば、芽亜は大きな溜ため息いきを落とし、そしてキッと俺を見み据すえた。意志の強さを感じさせる紫むらさきの瞳ひとみで俺を黙だまらせながら、律りち儀ぎで生き真ま面じ目めな夢む魔まは「そんなわけないでしょう」とはっきり言った。

「不安な気持ちはわたしだって同じです。心配に決まってるじゃないですか。ですけど、心配だ心配だって言ってるだけじゃ何も解決しないでしょう？　違いますか？」

「……違うかって言われりゃ違わないけどさ」

「ですよね？　なのに、巧馬、最近そればっかり言ってますよね。生徒会室での空あき時間でも、夜に妄もう念ねんをもらう時も、巧馬の部屋でサニーたちと話してる時も――鈴女さん鈴女さんって、会長の話ばっかり」

　と、そこまでをはっきり言い切ると、芽め亜あは「ふん」と俺おれから顔を背そむけてしまった。え、なんでそんなに怒ってるんだ？　困こん惑わくしながらそう尋たずねようとしたものの、ちょうど昇しよう降こう口ぐちに着いてしまった。「わたし、こっちですから」と中等部の靴くつ箱ばこに向かう小さな背中を見つめながら、俺は腕うでを組んで首を捻ひねることしかできなかった。




「――なあ、ほんとに何を怒ってるんだ？」

　外灯がぽつぽつ灯ともり始めた学内道路で、俺は芽亜へと問いかけた。どこの部活もそろそろ終わる時間なのだろう、様々なユニフォームの生徒が行き来している。鈴すず女めさんは無事に家に帰れただろうかと声には出さずに案じつつ、「さては」と続ける。

「お前は馬ば鹿かなんだから人の心配より先に自分の将来のことでも考えろと？」

「違いますよ。もういいじゃないですか、その話は」

「よかないよ。事情もわからず気分悪くされたら気になるのは当然だろ？　確かに、芽亜に怒られるのはいつものことだし、慣なれてるけどさ」

「そこは慣れないでください」

　だから学がく務むでも馬鹿にされるんですよ、とでも言いたげな冷たい視線が突き刺さる。はいすみませんと頭を搔かけば、芽亜は溜ため息いきを一つこぼし、そしてぼそりと口を開いた。

「……でも、さっきはわたしも大人げなかったですね。ごめんなさい」

「え？　いや、別に、謝あやまれって言ったわけじゃないんだけど」

「それと」

　きょとんと応じた俺を無視し、芽亜の言葉はまだ続く。俺に視線を向けないまま、小さな相あい棒ぼうは、これまた小さな――そして、どことなく気恥ずかしそうな声で、先を続けた。

「それとですね。わたし、他人を心配するのをやめろなんて、そんなふうに思ったことはありませんよ。女の子限定とは言え、とっさに誰だれかを助けちゃうのは、巧たく馬まの数少ないいいところなんですから」

「数少ないは余計だよ。……というか、俺、そんなにほいほい女の子助けてるかなあ」

「河原かわらでゴーレムに銃口を向けられた時、わたしを担かついで逃げたのは誰でしたっけ？」

「……はい俺です」

　くすっと微ほほ笑えんで俺を見上げた相棒に、苦笑しながらうなずく俺。そう言えば、あれが芽亜と契けい約やくするきっかけだったっけ。そっか、最近の出来事だと思ってたけど……。

「まるで二か月ほど前のことのようだな」

「まるでも何も二ふた月つき前の出来事ですが」

「しんみりした言い方をしてみたかったんだよ！　しかし、あの時の俺、芽亜を庇かばったんだよなあ……。ここんとこ守ってもらうのが基本だから、なんだか新鮮だ」

「ほんとですよ。他ほかの女の子は助けるくせに、すぐにわたしに頼たよるんですから。ほら、この間も、あの村のお墓はかで」

「お墓？　……ああ、湧ゆうと会った時か。はい、あの時もお世話になりました」

　芽め亜あに頭を下げながら、あのボーイッシュなライダーガールのことを思い出す。意志の強さを感じさせるまっすぐな瞳ひとみ、スレンダーで引き締しまったボディライン、それでいて意外と立派な胸。いったん意い識しきしてしまえば、思い出は尽きることなく心の中を埋めていく。思わず「どうしてるかな」とつぶやけば、同時に、芽亜がぽつりと言葉をこぼした。

「……ですからね？　別に、女の子助けちゃ駄だ目めって言ってるわけじゃないんです」

「どうしてるんだろうな、湧。連絡先か、せめて、どこの学校かだけでも聞けてりゃなあ」

「ただ、わたし、巧たく馬まのこと守ってばっかりじゃないですか。わたしだけ頑がん張ばってるの、ばかみたいです。たまには、その……」

「うん。別れ際ぎわの言葉からすると、俺おれ、そこまで嫌きらわれてなかったと思うんだよ」

「わ、わわわ、わたしだってですね――って。……巧馬？　聞いてます？」

「むしろあれは俺に惚ほれ――はい？　何を？」

　不意打ちのような詰きつ問もんが、俺の自問自答を断ち切った。俺に何かを言おうとしていたらしいが、あいにく全然頭に入っていない。すいません考え事してました、と素直に謝あやまると、俺はおずおずと問いかけた。

「で、なんの話だった？」

「もういいです。ふん」

「え？　いや、よかないだろ。そんなに怒ってるのに」

「怒ってないです。呆あきれてるだけです。ふんだ！」

　あからさまに視線を背そむけてしまう芽亜。そうこうしているうちに空気がどんどん重くなっていき、嫌いやな汗が背中に流れる。どうやら怒らせてしまったのは確実のようだが、あいにく今の俺には雰ふん囲い気きを緩かん和わする術すべがない。サニーでもいれば適当に茶化していつものムードに戻してくれるのだけど、そういうノリの知人がそのへんにいたりしないものか！　さっきのイリュージョンたちでもいいんだけどなあ、などと実に情けなくも都合の良いことを考えながら、俺はあたりを見回した。

「部活終わりの学生がこれだけうろうろしてるんだから、一人ひとりくらいは――お？　あの背の高いツナギの背中はもしかして！　助かった、噂うわさをすれば拾ひろう神あり！」

　微び妙みように間違ったことわざを叫さけびながら、俺はぶんぶんと右手を振ふった。暮くれ六むさーん、と名前を呼べば、大学棟へと繫つながる通路の脇わきに立っていた大おお柄がらな女性が「ん？」と振り返った。

「なんだ、誰かと思ったら巧馬じゃん。お久しぶり。元気？」

「それはもう！　たとえ病気でも暮六さんに会えたら完治しますよ」

　作業用の手袋を掲かかげてのフランクな挨あい拶さつに、満面の笑みを返す俺。それを見ると、車を愛あいする自動車部員にしてグレムリンの血の混じった先祖返りフラツシユバツク、林はやし暮くれ六むさんは「相変わらずだねえ」と笑いながら近づいてきた。

「よう、お二人ふたりさん。芽め亜あも調子は良さげかな？」

「はい、おかげさまで。九つ十く九も神がみのガーニーもお元気ですか？」

　暮六さんに話しかけられ、芽亜はそつのない言葉を返しながら微ほほ笑えんだ。さっきまでのイライラした態たい度どがスッと消えているあたり、さすが年上の俺おれより大人扱いされるだけのことはある。自分を棚たなに上げてしみじみ感心していると、小こ柄がらな夢む魔まは大おお柄がらなグレムリンの子孫を見上げて首を傾かしげた。しかし体格差の激はげしい二人だな。

「まあ芽亜が小っちゃすぎるんだけど」

「心の声が漏もれてますよ巧たく馬ま。それで暮六さん、今日きようはどうなさったんですか？　大学の人がこっちに来るって珍めずらしいように思いますが」

「ちょいと後こう輩はいに用があってさ。待ち合わせ中」

　そう言うと暮六さんはツナギの胸元に手を突っ込み、ごつい懐かい中ちゆう時ど計けいを引っ張り出した。反射的に胸を覗のぞき込もうとした俺を制服を摑つかんで制しつつ、芽亜が小さく首を傾げる。

「後輩？　ここでお待ちということは、中等部か高等部の方ですか？」

「そ。高一だから、巧馬と同い年だね。昔っからバイク好きな奴やつでさ、十六になったとたんに免許取って乗り回してたんだけど、こないだコケちゃったらしくて」

「事故ったってこと？　暮六さんの後輩なら女の子ですよね、大丈夫だったんですか？　あ、男ならどうでもいいですが」

「わお、正直だねえ巧馬は。確かにあいつは女の子で、足を捻ひねったくらいでぴんぴんしてるよ、おめでとう」

「ああ、二つの意味で良かった……！　で、どんな人なんです？　近くに住んでるんですか？　趣しゆ味みは？」

「がつがつ聞くねえ。えーと、ボーイッシュな感じのやつでね、住んでるのは、人魚伝説だかなんだかが伝わるマニアックな秘ひ境きよう――って、そこはお祖じ父いちゃんの実家で、今は近くに住んでるんだっけか。趣味はもちろんバイクだね。転んだマシンもちゃんと走ってるんだけど、念のため点検してほしいってことでさ。自動車部きってのエンジニアたるこの暮六姉さんに、点検とオーバーホールを頼たのんできたってわけだ。はっはー、参まいったか！」

　頼たよられたことが嬉うれしいのだろう、暮六さんが誇ほこらしげに腕うでを組む。自信に溢あふれたそのポーズを前に、俺と芽亜は訝いぶかしげな顔を見合わせていた。高一で、バイク好きで、ボーイッシュで、そんでもってお祖父さんが人魚伝説の残る秘境の出身で、最近事故って足を捻った少女。

「……なあ芽亜。これとよーく似た話に心当たりがあったりしないか？」

「わたしも同じこと考えてました。でも、そんな偶ぐう然ぜんが……？」

「ん？　どったの二人とも、神しん妙みような顔しちゃって――とか言ってる間に待ち人来たり」

　不ふ審しんげに俺おれと芽め亜あを見回していた暮くれ六むさんが、ふいに俺たちの後方に向かって手を振ふった。どうやら待ち合わせ相手の登場らしい。まさかな、と首を捻ひねりながら振り向く俺たちの傍かたわらで、暮六さんは「やっと来たか」と待ち人に向かって進み出た。

「遅いぞ、羽う那な原ばら！　あんたのマシンだけどさ、フェンダーの奥のシャフトが一本折れかかってたんだよね。部品取り寄せてるからさ。もーちょい預からせて頂ちよう戴だいな」

「わかりました、お願いします。暮六さんにはいつもお世話にな」

　お世話にな。極きわめて礼儀正しかった言葉が、いきなり途切れてしまった。凜り々りしい双そう眸ぼうが俺と芽亜を捉とらえたまま動かず、小さな口はぱくぱくと開閉するのみだ。よほど驚おどろいているようだったが、あいにくそれはこっちも同じである。

　活動的なショートカットに、意志の強さを感じさせる瞳ひとみ。引き締しまったスレンダーボディは見み慣なれた制服に包まれていてもなおその魅み力りよくを隠かくしていない。考えてみれば、どこの学校とも聞いていなかったし、俺たちだってどこの生徒とも言っていなかったわけで、こういう可能性は確かにあった。あったのだが、だがしかし、まさか――。

「な……なぜだっ！」

　先に口を開いたのは湧ゆうだった。大きく目を見開いたまま、震ふるえる指を俺たちに向けると、日ひ和より見み人びとの遺い産さんの守り番であり、暮六さんの後こう輩はいでもあった少女は「なぜだ！」と繰くり返した。

「なぜ！　蕗ふき玉たま村むらにいたお前たちが――巧たく馬まと芽亜が、御ご仰ぎよう学園の制服を！」

「いやいやいやいや！　それはこっちの台詞せりふだよ！　な、なあ芽亜？」

「え、ええ……。まさか湧さんが同じ学校に通っていたとは思っていませんでした」

「ありゃま、知り合いだったか？　つーか湧、あんたもあの村にいたわけ？　だったら鈴すず女めにも会ったんでしょ？　生徒会長の顔くらい覚えときなよ」

「鈴女が生徒会長？　ああ！　言われてみれば全校集会で見た顔と同じだ！」

「気づくの遅っ！」

　今さら衝しよう撃げきを受ける湧に、思わず突っ込む暮六さん。俺もそう思います、と同意を示しつつ、俺は湧から目を離はなすことができなかった。あのぴったりしたライダースーツも良かったけど、ブレザー姿も実に素す敵てきだ。特に短めのスカートから伸びる引き締まった脚あしの美しさときたらもう！　ああ、と一声唸うなりをあげると、俺は湧の手を取った。

「会いたかった……！　会いたかったよ、湧！　ここで会ったが――って、え？」

　もとい。湧の手を取ろうとしたら避さけられた。猛もうスピードで暮六さんの後ろに回ってしまった湧を見つめ、俺はおろおろ問いかける。え、なんで？

「なんで逃げるんだよ！　もしかして湧、俺のこと忘れたのか？」

「わ、忘れるはずがないだろう！　だいたいさっき名前を呼んだではないか！」

「そっか。じゃあやっぱり覚えててくれたんだ！　そう、俺だよ！　一いつ緒しよに『遺産』を守った巧馬――別れ際ぎわに『超かっこよかった、惚ほれ直した』と告白してくれた、あの巧馬だ！」

「え。湧ゆうさん、そんなこと言ってましたっけ？」

「……マジ？　湧、あんたこれに告ったの？」

「し、してません！　していないし言ってもいない！　事実を捏ねつ造ぞうするな、巧たく馬ま！」

「捏造って！　ま、まあ確かにちょっと話を膨ふくらませたかもだけど……でも！　かっこよかったって言ってくれたのはほんとだろ！　なんで逃げるんだよ！」

「し、仕方ないだろう！　わたしの中ではあの出来事はもはや思い出で、巧馬も割と美化されつつあったのだ！　それがまさかこんなところで再会するなんて、心の準じゆん備びが」

「へっ？　心の準備がどうした！」

「う――うるさいうるさいうるさいうるさいうるさーい！　今のは忘れろ！」

　大おお柄がらな暮くれ六むさんに隠かくれるように、顔を真まっ赤かにした湧が逃げ回り、俺おれがそれを追いかける。ぐるぐると続く追いかけっこを興きよう味み深ぶかげに眺ながめながら、ツナギの似合う自動車部員さんは「なんだかなあ」と溜ため息いきを吐ついた。

「若いねえとは思うけど、アタシの周まわりでやらんでもよかろうに。アタシゃ公園の植木か」

「……ですよね」

「ねえ。わかってくれるのは芽め亜あだけだ――って、あれ、どしたの？　なんか不ふ機き嫌げんだけど」

「え。そ、そんなことないですよ？」

「ほんとに？　あからさまに仏ぶつ頂ちよう面づらだけど」

　ぶんぶんと首を振ふる芽亜に、暮六さんが問いかける。小さな夢む魔まはしばらく黙だまっていたが、ややあって顔をうつむけ、ぼそりと声を発した。

「……ちょっと、そんなことあります。巧馬の、ばか」

「芽亜、今何か言ったか？　ごめん声が小さくて聞こえなかった！　つーかそれより今は湧だ湧！　なぜ逃げる湧！　ずっと前から愛あいしてた巧馬だよ！　俺だ！　結婚してくれ！」

「きっ、気が早すぎるだろう！　確かに、再会を願ったこともあったが、会いたかったのはあくまでオリオンであって――ええい！　とにかく顔を見せるんじゃない！　去れ！」

「やだ！　せめて理由を言ってくれよマイスイートキューティクルライダー！」

「そ、それはもちろん、見ていると思い出して照れるから……って、何を言わせる！　あとキューティクルってなんだ！」




　　　　




「なるほどねー。そんなことがあったわけだ」

　湧と運命的かつあまり美しくない再会を果たしたその数日後の夕方、寮りようへと向かう河原かわらの道にて。最近の俺と芽亜のいろいろを聞かされ、ギターケースを肩に掛けた制服姿の少女が肩をすくめて声を発した。軽音部の練習を終えたばかりのサニーである。生徒会の用事を終えて帰ろうとしたら、ちょうど校門のところで出くわしたもんで、一いつ緒しよに帰ることになったのだ。

　ちなみに芽め亜あは、鈴すず女めさんを自宅の自室まで送っていくという大事な任にん務むの最中だ。俺おれも行きたかったが二人ふたりがかりで「駄だ目め」と言われてしまっては仕方ない。昨日きのうは芽亜が生徒会を休んでいたので、一緒に帰らない日が二日続いたことになる。休んだ理由は聞いてないけど、友達と遊びにいったとか、そんなとこだろう。

「まあ、友人も順じゆん調ちように増えてるみたいだし、それはいいことなんだけど……」

　なんだか芽亜に距きよ離りを取られてると言うか、へそを曲げられてる気がするんだよなあ。ふくれ面の相あい棒ぼうを思い出しつつぼそっとつぶやけば、隣となりのサニーが「そう言えば」と口を開いた。

「会いたかった湧ゆうと再会できたんでしょ？　電話番号くらいは聞けたの？」

「……全然。芽亜は教えてもらってたけど。あ、ついでに暮くれ六むさんからも聞いてたな」

「へえ、そうなんだ。じゃあ、あたしは芽亜にまとめて聞こうっと。あ、でも、芽亜って、ここんとこちょっと機き嫌げん悪いから、教えてくれないかも」

「……機嫌悪い？　最近の芽亜って、やっぱり、そうなのか？」

「親友の目から見ても、あんまり良くはないね」

　残念そうに苦笑するサニーの声に、俺は思わず「むう」と唸うなった。同じクラスで同じ寮りようの友人からもそう見えるってことは、やっぱり俺の思い込みじゃなかったらしいが、理由が皆かい目もくわからない。なんでまた、と首を捻ひねって腕うでを組めば、自じ称しよう芽亜の親友は呆あきれた声を漏もらした。

「どうしてわかんないかなあ……。あのね巧たく馬ま。芽亜って女の子なんだよ」

「何を急に？　それなら前から知ってるし、つーか男だったらびっくりだぞ」

「そういうこと言ってるんじゃないの」

　きょとんと問い返した俺の言葉を、きつい声がばっさり遮さえぎる。強い口調に気け圧おされて思わず押し黙だまった俺を、ブルーの瞳ひとみで一いつ瞬しゆんキッと見み据すえると、サニーは再び話し始めた。

「最近の巧馬、芽亜以外の女の子のことばっかり気に掛けてるでしょ。巧馬の性格はあたしも知ってるけど、ここ最近はエスカレートしてるよね。四六時中鈴女のこと気にしてるし、昨日は湧にアタックしたらしいしさ。それだよ」

「……はい？」

　いきなり「それだよ」と言われてもどれがそれなのかさっぱりだ。わかりやすくお願いします、と小声で告げれば、サニーは大おお仰ぎように溜ため息いきを吐ついて「一言で言えば」と口を開いた。

「ジェラシー。あるいは嫉しつ妬と。合わせて言うならジェラシット！」

「なんで合わせて言う必要が」

「なんとなくね」

　はにかむように微ほほ笑えむサニーである。夕日に照らされるその笑顔はそれはもう魅み力りよく的てきだったが、告白している場合ではない。眉まゆをひそめて首を捻ると、俺は「んー」と再び唸った。

「ジェラシーねえ。それってつまり、俺が鈴女さんとか湧のことばっかり気にしてるから、芽め亜あがヤキモチ妬やいてるってことか？　でも、芽亜、俺おれのことが、その……好きってわけでもないんだろ？」

「ずいぶん直球に聞くなあ。それはさすがに親友のあたしにも答えられないよ。でもね、どう言ったらいいのかな……。うん、自分だけ扱いが違うのがすっきりしないんだと思うよ」

「自分だけ？　――ああ、そう言えば」

　サニーの発言をオウム返しに反はん復ぷくすれば、ふいに先日芽亜がこぼしていた言葉が甦よみがえった。しっかり聞いていなかったが、確か「わたしだけ守ってばっかり」とか、そんなこと言ってたような。思わず口からこぼれたそれを聞きつけ、サニーは頭の後ろで腕うでを組んで笑った。

「なーんだ、しっかり理由聞いてるんじゃない！　要するにそういうことだよ、芽亜の不ふ機き嫌げんの原因って。そりゃ女の子だもん、完全にお守もり役にされちゃえば腹も立つよね。自分は巧たく馬まのためにせっかく昨日きのうも――」

「ん。昨日もどうしたって？」

「えっ？　そっか、これ言っちゃ駄だ目めなのかな？　ええとあのねなんでもない！　そ、それより巧馬！　巧馬だってさ、芽亜のこと、嫌きらいなわけじゃないんでしょ？　ね？」

　慌あわてて口を押さえたと思ったら、いきなりストレートな質問が飛んできた。あからさまに話を変えたなと感じつつも、俺は「それはその」と目を逸そらさざるを得なかった。顔と体がほんのりと熱あつくなっていくのを感じながら、ぼそぼそと微かすかな声を発する。

「嫌いなわけがないだろ。……でもな、あいつはなんか違うんだよ。同じようなことを前にも言ったんだけど、サニーとか鈴すず女めさんみたいに、会っただけで『わーっ』と熱くなったりはしないんだ。その代わりに、こう、ほんのりじわじわと、遠赤外線みたいな熱ねつがだな……」

「遠赤外線？　またよくわかんないたとえが来たね」

「だから、コタツ系というか弱火の湯ゆ沸わかしというか――って、ああもう！　自分で何言ってるのかわかんなくなってきた！　とにかくだな、芽亜はあくまで相あい棒ぼうなんだから」

「要するに、女の子として見てないってこと？　他ほかの男に取られてもいいの？」

「え」

　意表を突く問いかけに、俺は一いつ瞬しゆん固まった。いやまあ考えてみればごく自然な質問なのだが、その可能性は想定していなかったのでシミュレーションができていない。えーとえーとと思考回路をぐるぐる回すこと数十秒の後、俺はぽつりとつぶやいた。

「……それはなんかいやだな。勝手だとは思うけど」

「うむ。正直でよろしい！」

　ふいにサニーの手が俺の背中をばーんと叩たたいた。ギターやってるだけあって腕の力が強いのか、叩かれた場所がびりびり痺しびれる。俺は「痛いたいよ」と思わず睨にらんだのだが、サニーは全まつたく悪びれることなく、にこにこと微ほほ笑えんだままである。くそ、かわいいな。

「要するにね、巧馬は芽亜に気き遣づかいが足りないんだよ。だから、まずはちゃんと謝あやまって、それから『ありがとう』って言わないと。そう思ってないわけじゃないでしょ？」

「ああ。実際、言われてみると俺おれが悪かったんだなって思うしな。さっそく今夜にでも」

「え？　どう切り出していいかわからない？」

「はい？　いや、そんなことは一言も――」

「そうだよねえ。鈍どん感かんで奥手でシャイな巧たく馬まくん的には何かイベントチックなきっかけがあったほうがいいよね、うんうん」

　俺の話を全まつたく聞かずに勝手な相あい槌づちを打つと、サニーは制服のポケットから小さな紙片を取り出し、俺に「はい」と手て渡わたしてきた。ノートの四分の一サイズのそれに目を落とせば、妙に凝こった字体が躍おどっていた。

「……『音楽系サークル合同ライブのお知らせ』？」

「そ。毎月一回、研修ホール借りて、土曜の夜にやってるんだって。軽音部って、サークルの中にいくつもバンドがあるんだけどね、それが全部出るのと、あとはブラバンとかジャズとかいろいろ。中高部だけじゃなくてね、大学のサークルからも何人か来るんだよ」

「へー。これ、サニーも出るのか？　編へん入にゆうしたばっかりの新入部員なのに」

「そこはほら、実力と経験がものを言ったわけですよ。……って、実際は、アコギやってた先せん輩ぱいが受験で抜けたからさ。その穴埋めなんだけどね」

「いやいや、それでも大したもんだよ。行っていいの？」

「御ご仰ぎよう学園の生徒だったら誰だれでもオッケー、もちろん入場無料だよ。予算の関係でチラシは小さいけどさ、満足度は高いって評判らしいよ？　先輩に聞いた話では、隠かくれたデートスポットでもあるんだとか」

　と、そこでサニーはまっすぐ俺に向き直り、チラシを摑つかんだ俺の手をぎゅっと握にぎった。ギタリストらしいしなやかで強きよう靱じんな指から熱ねつが伝わり、かあっと胸が熱あつくなる。思わず告白しそうになった俺を、ブルーの瞳ひとみでまっすぐ見つめ、芽め亜あの親友は「ただし」と告げた。

「必ず芽亜を誘さそって来ること！」

「芽亜？　それって――あの芽亜か？」

「他ほかにどの芽亜がいるのさ。だって、にぎやかしでもなんでもお客さんは多いほうがいい――じゃなくて、ライブに来た帰りに芽亜に謝あやまってもらうのが目的なんだからさ。いつも顔合わせてる場所でなんとなく謝るよりも、スペシャルな場でちゃんと言ったほうが絶対心に残るから、効果は抜ばつ群ぐんだと思うよ。もし一人ひとりでライブ来たらずーっと口利いてやんない」

「それはあまりにひどくないか！　気軽に話せる貴き重ちような女の子がいなくなってしまう！」

「だから、ちゃんと芽亜を誘えばいいんだってば。それに巧馬、なんだかんだ言って女の子の知り合い多いくせに――危ないっ！」

　ふいにサニーの口調が一変した。

　どうしたんだと尋たずねる間もなく、細い手が俺にぎゅっと抱きつき、そして強引に押し倒す。地面にぶつかる激はげしい痛いたみと、柔やわらかい胸がぐっと押しつけられる至福の感かん触しよくとが、後ろと前から襲おそう中、俺おれは反射的に目の前の少女を抱き締しめようと――。

「ああ！　なんだかよくわからないが俺もサニーのことが」

「しっ！」

　サニーの声とともに、ひゅおん、と風切り音が響ひびいた。たった一いつ瞬しゆん前まで俺たちの頭があった場所を薙なぐように、鎌かまのような刃物が振ふり抜かれるのが目に映うつる。え、何これ？

「ちょ、ちょっと待った！　どういうこと？」

「敵だよ！」

　わけもわからずうろたえる俺を突き放し、サニーが跳はねるように起き上がる。敵？　敵ってなんだ？　困こん惑わくしつつ慌あわてて体を起こせば、俺たちの首を狙ねらって刃物を振るったばかりの誰だれかさんが、ちょうど目の前に立っていた。

「……なんだ、こりゃ」

　呆あきれたような声が漏もれてしまったが、それも無理はないと思う。

　なにしろ目の前にいるのは、椰や子しの実をくりぬいたような仮面で顔を隠かくし、後頭部からはサンバカーニバルめいた羽根飾りをわさわさ伸ばして、全身をマントで覆おおっているという、とんでもなく奇妙な姿の怪かい人じんなのだ。両手に武器を装そう着ちやくしているのか、マントの裾すそからは、鎌だか爪つめだかよくわかんない物が三本ほど伸びていた。なんなんだ、こいつ？

「……『仮か面めん舞ぶ踏とう会かいとサンバカーニバルの両方に行こうとしてどっちつかずになった人』？」

「それだ！　って、そんなわけないよ！　というかこいつ、あの村のお風呂で見た……！」

「あの村？　待った、そ、それってもしかして――羽根飾りの怪人か？　なんでここに？」

「わかんない！　わかんないけど間違いないよ！　あの時は暗くてよく見えなかったけど――こいつは確かにあの時の怪人だ！」

　サニーがギターケースを降ろしながら鋭く叫さけぶ。どうやら武器のギターを取り出そうとしているらしい。さすがは祓ふつ魔ま師し、わけのわからない相手にもひるまないのは頼たのもしい。というわけで全身全ぜん霊れいをこめて「よろしく」と頭を下げていると、羽根飾りの怪人改め怪人マスクドサンバは「フムン」と男だか女だかはっきりしない声を発した。あ、名前は今考えました。

「一いち撃げきで仕し留とめて口を割らせるつもりが、襲しゆう撃げきの気配に気づいたか。フムン、残念」

「たまたま、外灯の上で爪を振りかぶってるのが見えたからね。危ないところだったよ。……で、あたしたちになんの用？　こう見えてもあたしだってライセンス持ってる祓魔師なんだ。ネオドルイドの名に掛けて、やるってんなら相手になるよ」

「フムン、威い勢せいのいいことだ。だが、真っ当な戦せん闘とうなど、蒙もう昧まいなる愚ぐ者しやの所しよ業ぎようよ」

「も、もうまいなるぐしゃのしょぎょう……？　てめえ、何語だ！」

「日本語日本語。馬ば鹿かのやることって意味だよ、巧たく馬ま」

　怪人に指を突きつけ叫んだ俺の隣となりで、サニーがぼそっと指し摘てきした。あ、それは失礼しました。思わず頭を下げる俺おれをよそに、ギターを構えたネオドルイドは怪かい人じんを見み据すえて不敵に笑う。

「不意打ち失敗したからすぐ逃げるってこと？　それはちょっと虫が良すぎない？　せめて素す性じようと目的くらいは教えてもらわないとさ」

「そうだそうだ！　なんで今になって俺たちを襲おそったりするんだよ！」

「フムン。その質問には回答の必要性を覚えないな」

　俺たちの問いかけを断ち切るように、マスクドサンバが肩をすくめて告げる。それにしたって奇き妙みようなやつだ。見た目も言動ももちろんクエスチョンマークだらけなのだが、声にもかなり違い和わ感かんがある。まるで無理して変な声を出しているような……と眉まゆをひそめる俺の視線の先で、怪人はふいに拳こぶしを突き上げ、哄こう笑しようした。

「聞くが良い、ネオドルイドの娘よ。お前と正面からやりあうつもりは確かにない。だが、安心せよ。戦せん闘とうという、お前の望みは叶かなえられるであろう」

「どういうことかな。きみ以外の誰だれかが戦ってくれるってこと？　それに、口を割らせるって言ってたけど、何かを聞きたいんでしょ？　殺しちゃったら聞けないよ」

「フムン、あいにく深しん慮りよは無用。生きた人は噓うそを吐つくが、霊れい魂こんは真実のみを語るであろう？」

「……えーと、つまり、俺たちを殺して幽ゆう霊れいになったところで、じっくり話を聞くと……？」

「察しが良いな！　左様、お前たちの相手は――こいつだ！　《古き良き時代の復権プライミーバル・リバイバル》！」

　いかにも悪役めいたそんな台詞せりふとともに、握にぎりしめていた何かを足下に叩たたきつけるマスクドサンバ。次の瞬しゆん間かん、怪人の足下に光を放つ亀き裂れつが開き、ぐわっと大きく広がって俺たちを飲み込む。視界が一瞬ブラックアウトし、河原かわらの感かん触しよくがどこかに消えた。なんだこれ！

「ちょっと待った、まだ心の準じゆん備びが――わぷ！」

　いきなり口と鼻に塩しお辛からい水が流れ込んできて、俺は思わずむせかえった。視界が青緑の液体で満たされ、耳がつーんと痛いたくなる。一瞬前まで河原にいたはずなのに、どうやら今は水中にいるらしい。そう気づくのと同時に、サニーの声が耳に届いた。

「巧たく馬ま、大丈夫？」

「ああ、なんとか！」

　ショルダーバッグを投げ捨て、じたばたと平泳ぎで水面に出れば、すでに立ち泳ぎで浮上していたサニーと目が合った。ギターケースを担かついだまま泳ぎ続けているあたり、なかなか器用なギタリストである。感心しつつ口に入った水をごぼっと吐き出すと、俺は改めて目の前の祓ふつ魔ま師しに問いかけた。

「な、なあサニー、何をされたんだ？　まわり全部が海なんだけど……テレポートか？」

「ううん、たぶん共きよう感かん呪じゆ術じゆつの一種だよ。精せい霊れいなんかの記き憶おくをベースに異空間を作り出して、そこに相手を引きずり込むっていう、シャーマニズム系の高等魔ま術じゆつ。普通、かなり手間の掛かる儀ぎ式しきが必要なはずなんだけど、一瞬でやってのけるなんて……」

　あのお祭り仮面、かなり凄すご腕うでの術者だよ。周囲を警けい戒かいしつつ、そう言い足すサニーである。どうやらサニーはサニーであいつの名前を勝手に付けたらしい。しかし「お祭り仮面」は和風すぎやしませんか。とかなんとか、そんなことを考えつつも、俺おれは眼前の光景から目を離はなすことができなかった。と、その視線に気づいたのか、サニーがぼそりとつぶやいた。

「……巧たく馬ま。目線がエッチだよ」

「し、仕方ないだろう！」

　沈まないよう泳ぎながらも、俺はきっぱりうなずいた。泳ぎにくいのでブレザーを脱ぎ捨てたのだろう、濡ぬれた薄うすいブラウスはしっとりとサニーの肌に貼はり付いており、豊かなボディラインがあからさまに剝むき出しなのだ。いや、俺だって、そんな場合じゃないとはわかってはいる。いるのだけれどこれはしかし！　自問自答を垂たれ流しながらも目を逸そらさない俺を、サニーは冷たく眺ながめていたが、ややあって溜ため息いきを一つこぼした。

「こんな相あい棒ぼう連つれて頑がん張ばってる、芽め亜あの苦労が身に染みるなあ……。とにかく巧馬、まだ気を抜かないほうがいいよ。あいつの――お祭り仮面の術じゆつは、まだ終わってない」

「え？　俺たちをこの海ワールドに放り込むのが、マスクドサンバの術なんだろ？　あ、マスクドサンバってのはサニーの言うところのお祭り仮面で」

「どっちでもいいよ！　それより巧馬、あいつ、『お前たちの相手はこいつだ』って言ってたの覚えてる？　だから――」

「――キシャアアアアッ！」

　サニーの声に割り込むように、甲かん高だかい叫さけびが轟とどろいた。肉食系の怪かい鳥ちようを思わせる怒ど号ごうに、本能的に背せ筋すじが縮ちぢみ、首が勝手に声の方角へと向けられる。曇くもりのない青い空を見上げれば、太陽の中にぽつんと黒い点が浮かび、それが急速に大きくなって――。

「鳥？　でかいコウモリか？　いや、あれは」

「潜もぐって巧馬！」

「ドラゴわぷ！」

　サニーにいきなり頭を押さえられ、俺は急速に沈み込んだ。空気が漏もれないよう口を閉じながら見上げれば、水面すれすれで、ワニのように巨大な口がガチリと閉じるところだった。あれに挟はさまれていたら、と思った瞬しゆん間かん、冷え切っていたはずの背筋がさらに冷たくなる。さしわたし六メートルほどの羽を広げた異い様ようなシルエットが飛び去るのを確かく認にんすると、俺たちは慌あわてて水面に浮上した。

「げほ！　なんだあれ！　ドラゴンか！　ドラゴンなのか！　ドラゴンだよな！」

「正確には、その一種のワイバーンだよ。ワニっぽい顔、コウモリみたいな翼つばさ、鷲わしそっくりの足……。本物を見たのは初めてだけど、たぶん間違いないと思う。それにしても、とっくに姿を消したはずの古竜を、使つかい魔まとして使し役えきするとはね。すごいな、お祭り仮面」

　立ち泳ぎを続けながら、しみじみ感心するサニー。素人しろうとの俺にはどのくらいの偉い業ぎようなのか今ひとつピンと来ないのだが、専門家がすごいって言うんだからすごいのだろう。強引に納なつ得とくすると、俺おれは「それより」と慌あわてて尋たずねた。ワイバーンだかなんだかはいったん飛び去ったようだが、今にも戻ってくるに違いない。悠ゆう長ちように解説を聞いている余よ裕ゆうはないのだ。

「マスクドサンバがすごい魔ま術じゆつ師しなのはよくわかったけど、俺たちはこれからどうすりゃいいんだ？　水に潜もぐればとりあえずは逃げられるかもだけど、いつまでも続けてられないぞ！」

「わかってる。おそらく、この空間の主はあのワイバーンだから、あいつを倒すしかないよ。そうすれば、あたしたちはさっきまでいた河原かわらに戻れるはずだから」

「なるほどそうか――って！　どうやって倒すんだよ、あんなもん！」

　一いつ瞬しゆん納なつ得とくしかけた直後、俺は思わず叫さけんでいた。

　サニーは確かに強いのだけど、お得意のギター攻こう撃げきはある程度の長さの曲を聴きかせないと意味がないので、ヒットアンドアウェイ戦法のワイバーンには効くかどうか怪あやしいし、それより何より足場のない場所でギターなんか弾ひけるわけがない。そんでもって俺にはなんの力もないのであった。

「手て詰づまりじゃないか……！　ああサニー、こうなったら、どうかその胸の中で死なせて」

「大丈夫。ネオドルイドを舐なめちゃ駄だ目めだよ」

　悲観のあまり抱きつこうとした俺をぐいっと押しとどめ、サニーが明るく告げる。え、と目を丸くした俺に向かって、ギターを担かついだ祓ふつ魔ま師しはニッと笑った。

「ＥＸＩＴのランキングって、オールラウンダーなほどランクが上って知ってた？　どんなシチュエーションで、どんな魔ま物ものとでも戦える祓魔師であるほど認みとめられる仕組みなんだよ」

「はー、なるほど。ってことは、ランキング三桁けたのサニーには、こんな状じよう況きようでも」

「キシャアアアアアアアアアアアアッ！」

「戦う術すべがあるのか――って、のんびり聞いてる場合じゃない！　また来るぞ！」

　再び轟とどろいたワイバーンの怒ど声せいに、俺の声が裏うら返がえる。ぐんぐん接近する禍まが々まがしいシルエット。また潜るしかないか、と叫んだ俺だったが、それを制したのはサニーだった。

「巧たく馬ま。あたしを肩車して立ち泳ぎできる？」

「へっ？　まあ、ちょっとの間なら……」

「それで充分！　肩借りるよ！」

　ビッと親指を突き立てて笑うと、サニーは軽やかに俺の肩に飛び乗ってきた。背中にどんと――失しつ敬けい、とんと軽い体重が乗っかり、スカートから伸びた白い脚あしが顔の左右に突き出される。柔やわらかくも嬉うれしい感かん触しよくに、俺の胸の鼓こ動どうが一気に三倍に跳はね上がったのは言うまでもない。むっちりとして柔らかで、それでいて引き締しまった白い太ももが、俺の肩に乗っかって、顔を左右から挟はさみ込んでいるのだ。我われを忘れるなというほうが無理な話である。

「え。え？　サニー、何これ？　なんのご褒ほう美び？　ドラゴンに嚙かまれる前に、幸せすぎて死んじゃうぞ俺！　ああ、しっとりと温あたたかい……！」

「う、動かないでよ！　ていうか、そういうこと言わないの！　意い識しきしないようにしてたのに恥ずかしくなるでしょ！　それに――照しよう準じゆんがずれるから！」

　照れの入った声で俺おれを黙だまらせると、サニーはギターの入ったままのケースを引っ張り上げ、バズーカのように肩に担かつぐ。細長い先せん端たん部ぶを向けた先からは、あのワイバーンが接近中だ。

　猛もう禽きん類るいを思わせる尖とがった爪つめや、ぎらぎらと並んだ巨大な牙きばは、改めて見るといかにも強そうで痛いたそうだ。ドラゴンなら知り合いにも一匹いるのだが、あのストラップサイズのガーゴイルとはスケールも迫力も段違いである。背せ筋すじを凍らせながら、俺は思わず叫さけんでいた。

「なあサニー！　ほんとに大丈夫なのか！　太ももで挟はさんでもらったお礼に、俺が囮おとりになってもいいけど」

「だーいじょうぶ、ネオドルイドに任せなさい！　『瞼まぶたを閉じよ、其そは万ばん神しんを観み殺ころす瞳ひとみなり』」

　サニーの厳おごそかな呪じゆ文もんとともに、ギターケースの先端部に光が灯ともった。おお、と唸うなって見上げる先で、光はどんどん大きくなっていく。どうやらエネルギーをチャージしているのだろうと気づいた時にはしかし、ワイバーンが既すでに数メートル先にまで迫っていたわけで――。

「キッシャアアアアアアアアアアアッ！」

「来たああああああっ！」

「開けっ！　《バロールの魔ま眼がん》ッ！」

　俺の悲鳴を打ち消すように、サニーの叫びが異空間に響ひびく。同時に、ギターケースの先に充じゆう塡てんされていた光が堰せきを切ったように発射された。直径数十センチの雷かみなりか、あるいは極ごく太ぶとのプラズマかレーザーのような光の束たばがワイバーンに炸さく裂れつし、ばかでかい図体を焼き尽くしていく。

「すげえ！　なんだこのビーム砲！」

「ビームじゃなくて可視化した魔ま力りよくだよ！　それにしてもさすがワイバーン、一いつ瞬しゆんで吹っ飛ぶかと思ったけど、しぶといなあ。よーし、出力上げちゃうよ！」

　サニーの声に応じ、ビームが一ひと際きわ太くなる。おお、と息を吞のめば、同時に「きしゃあっ」と断だん末まつ魔まの叫さけびが轟とどろいた。それだけを言い残すと、翼つばさを広げたドラゴンは完全に消しよう滅めつし――そして、周囲の海もまた消えた。

「お？　いきなりさっきの場所？　って、急に地面が戻るとバランスが……！」

「おっとっと」

　見み慣なれた河原かわらに唐とう突とつに帰されてよろめく俺から、サニーがひょいと飛び降りる。ふらつきながらあたりを見回せば、海底に沈んだはずのカバンやサニーの上着が目の前に落ちているのが目に入った。服もまったく濡ぬれていないし、不ふ思し議ぎなこともあるもんだ。

「つまり、今のは全部幻げん覚かくだったってことか？」

「んー。というより、異空間が消失した時点で、あっちで体験したことがリセットされる仕組みなんだよ。向こうでドラゴンに食べられてたら、あたしたちはそのまま消えてたはず」

　恐おそろしいことをサラッと言ってのけながら、サニーは担かつぎ上げていたギターケースを降ろした。ごんぶとビームの余よ韻いんなのか、ギターケースの先せん端たんから上る細い煙けむりをフッと吹くと、頼たよれるネオドルイドは俺おれに向き直ってニッと笑った。

「ほら大丈夫だったでしょ？　今のがあたしのとっておき、《バロールの魔ま眼がん》。消しよう耗もうが激はげしいからほいほい使うわけにはいかないけどね、たいがいの魔ま物ものは一いち撃げきだよ。見直した？」

「そりゃもう！　あんな大技持ってたなんて初めて知った……ん。待てよ。そう言えば、俺と芽め亜あがサニーと戦った時も使おうとしてなかったか、今の」

　確か芽亜にギターの弦げんを切られた後、「こうなったらバロールの魔眼で！」とかなんとか言ってたような。うろ覚えの記き憶おくを頼りに尋たずねれば、ドラゴン殺しをやってのけたばかりの軽音部員は、決まり悪そうに苦笑した。

「……あ、覚えてた？　ほら、あの時は魔物イコール危険な存在だと思い込んでたからさあ。やー、今になって思えば、使わなくて良かったねえ」

「全まつたくだよ」

　カラッとした笑顔を前に、俺はげんなりうなずいた。あんなもんを喰くらっていたら、俺も芽亜も一撃で消し飛んでいたに違いない。サニーの上着を拾ひろって手て渡わたしながら、俺は改めて自分の強運に感かん謝しやした。

「まあ運が良いのか悪いのかは微び妙みようだけどな。ここんとこ週一ペースで死にかけてるし、終わったと思った事件はまだ続いてるっぽいし――って、そうだ、マスクドサンバは！」

　今さらのように慌あわてて周囲を見回すも、あの目立つ怪かい人じんの姿はどこにもなかった。俺たちを海に引っ張り込んで、そのまま逃げたらしい。それにしてもあいつ、いったい何しに現れたんだか。恨まれる覚えは全まつたくないんだけどなあと首を捻ひねっていると、サニーは河原かわらに落ちていた石の欠片かけらを拾い上げ、「見つけた」とつぶやいた。

「見つけたって、その薄うすっぺらい石を？」

「ただの石じゃなくて、ワイバーンを召しよう喚かんした素体。呪じゆ力りよくの反応が残ってる。こんな小石をベースにあの大物を具現化させて、しかも異空間まで一気に生成するなんて……。すごいな」

「さっきから感心してばっかりだな、サニー。マスクドサンバ、そんなにすごいのか？」

「まあね。術じゆつ式しきをぎゅーっと圧あつ縮しゆくするテクニックを使ってるのか、桁けた違ちがいの力があるから強引に術を発動させられるのか、どっちにしたって凄すご腕うでなのは確かだよ。今日きようのところは引き上げてくれたみたいだから、とりあえずは安心だけどね」

　そう言ってしみじみと溜ため息いきをこぼすと、サニーはギターケースのストラップを肩に掛け、「帰ろっか」と微ほほ笑えんだ。だな、とうなずいてカバンを拾ひろい、俺たちは並んで歩き出した。

「あー疲れた。たまにサニーと一いつ緒しよに帰れると思ったら、あんなのが出てくるとはなあ。でも、サニーがいてくれて良かったよ。一人ひとりだったら間違いなく死んでたし」

「どういたしまして。こっちこそ、バロールの魔眼使う時、支えてくれてありがとね」

「いやいや、戦力にならないんだからあれくらいはやらないと。むしろ俺としてはありがたかったし、またやりたいくらいだよ。ああ、今甦よみがえる太ももの感かん触しよく！」

「……巧たく馬まのエッチ」

　思わず拳こぶしを握にぎって力説すれば、ブルーの瞳ひとみが俺おれを睨にらんだ。すみません、と頭を下げる俺を見て、サニーは小さく肩をすくめると、思い出したように話を変えた。

「それより巧馬。あの話忘れてないよね？　ほら、ライブの」

「ライブ？　ああ、サニーの出るやつか。芽め亜あ誘さそって来いって話だよな。もちろん覚えてるけど……なんでそこまで芽亜と俺のこと気き遣づかってくれるんだ？」

「そりゃあ、あたしがいいやつだからさ」

　知らなかったの、と言い足し、サニーは自じ慢まんげに胸を張る。自分で言うのかよとは思ったが、それは確かにそのとおり。苦笑しながらも、俺は深くうなずいていた。

「サニーはほんとにいいやつだもんなあ。そして胸も立派だもんなあ」

「まあね！　そうそう、あとさ、お祭り仮面のことも調べないとね」

　自慢げにニッと微笑むと、サニーは再び話題を変えた。「調べるって何を」と首を傾かしげた俺を、頼たよれるネオドルイドは大きな瞳でキッと見み据すえて口を開く。

「正体、目的、その他なんでも。あ、ワイバーンから攻めてもいいかもね。あんな使つかい魔まを召しよう喚かんする術じゆつ師しなんかほとんどいないだろうし」

「犯人を特定する手がかりになるってことか？」

「そ。あたしも適当に探ってみるから、巧馬もぼちぼち調べてみてよね」

　夕日の染め上げる河原かわらをのんびり歩きつつ、軽い口調でサニーが告げる。謎なぞの怪かい人じんに殺されかけた直後とは思えないノリだったが、そこがこのギタリストのいいところなんだろうな、うん。そんなことを考えながら、俺は「了解」とうなずいた。寮りようはもうすぐそこだ。




「って。どうやって調べりゃいいんだ、こんなの」

　ワイバーンの一件から数時間後。夕食を終え、がらーんと静かになった男子寮の食堂で、俺は溜ため息いきをこぼしていた。さっきは気軽に「了解」とか答えてしまったが、考えてみれば俺にはそんな知ち識しきは全まつたくないわけで。ネットか図書館でなんとかなるようなもんでもなかろうし、じゃあ誰だれかに聞くしかないのだが。

「誰に聞けばいいんだか。もうすぐ芽亜が妄もう想そう吸いに来るからその時に……でも、あいつ、悪あく魔まのくせに案外知識はないからなあ。解説するのはいっつもジェイムズだったけど、あの眼鏡めがねは普段どこにいるかもわかんないし、連絡先も聞いてないし……」

　むう、と難むずかしい声がこぼれた。机の上には、ルーズリーフに描かれたワイバーンの絵が置いてある。誰かに説明する時に、口だけではわかりにくいかと思って描いてみたもので、正直そこそこの出来だとは思う。思うのだけど、肝心の見せる相手がいないのだ。

「鈴すず女めさんなら詳くわしそうだけど、今は余計な心配掛けたくないし……」

「あれ？　巧馬、まだ残ってたんだ」

　俺おれの独り言を聞きつけ、食堂の奥の台所から出てきた持じ郎ろうが声をあげた。寮内での私服としておなじみのセーラー服の上にエプロンを重ね、両手をタオルで拭ふいている。どうやら本日の皿洗い当番は終了したらしい。待っててくれたの、と近づいてきた友人に、俺はひらひらと手の平を振ふってみせた。

「待ってたわけじゃないけどな。これ描いてたら結構時間掛かったんだよ」

「何そのコウモリみたいなの。さっき河原かわらで巧たく馬またちを襲おそったっていう、あれ？」

「襲う、とな？　なかなか、のっぴきならん話だな」

　渋い声とともに顔を突き出してきたのは、サングラスと白しら髪がの似合う、老年の白人だ。ムダにでかいので見み慣なれない人はぎょっとするが、こう見えて男子寮の管理人である。タメ口オーケーの気さくな爺じいさんで、ちなみにサニーの祖父でもあるのだが、それはこの際関係ない。前掛けで手を拭ぬぐうと、爺さんは俺の描いた絵をしげしげと眺ながめた。

「怪かい獣じゆうの絵か？　悪くはないデザインだが、デッサンの基き礎そがなっとらんな」

「上う手まい絵を描きたいわけじゃないよ。つーか爺さんには関係ない話だから」

「そう邪じや険けんにするな。こう見えてもわしは昔、怪獣映画のスタッフだった男だぞ」

「え？　管理人さん、前は博物館で働はたらいてたって言ってませんでした？」

「博物館にもいたし、戦車にも乗った。美容師だった時期もあるし、木こりだったこともあるぞ。老人は歴史を持っとるからな。それにしても……」

　持郎の問いかけに応じながら、爺さんは俺の絵を手に取り、そして難むずかしげに顔をしかめた。どうしたんだろうと持郎と顔を見合わせていると、爺さんはバリトンの効いた声を漏もらした。

「……どこかで見たことがあるな、こいつ」

「マジで？」

　思わず大きな声が出た。考えてみればこの爺さん、祓ふつ魔ま師しではないものの――少なくともサニーはそう言っていた――仮にもネオドルイドの肉親なわけで。その手の知ち識しきがあってもおかしくはない。俺は椅い子すから立ち上がり、「どこで見た？」と尋たずねたが、爺さんはそれに答えることなく、大きく肩をすくめて首を左右に振ふる。

「すまん、思い出せん。どこかで見たのは確かなんだがなあ。思い出したら教えるよ」

「えー、なんだよそのオチ！」

「まあまあ巧たく馬ま。それより、そろそろ部屋に戻ったほうがよくない？」

　落らく胆たんする俺をなだめると、持郎は小声で「宵よい待まちさんが来てる時間だよ」と付け足した。え、もうそんな時間？　 慌あわてて食堂の壁かべの時計に視線を向ける俺に、持郎は穏おだやかな声で続けた。

「なんだかよく知らないけどさ。夕食の時に聞いた話だと、宵待さんを誘さそわなくちゃいけないんでしょ？　待たせないほうがいいと思うよ」

「そ、そうだな！　サンキュー持郎！　それじゃ爺さん、何か思い出したら携けい帯たいに――って、俺の番号知ってたっけ？」

「管理人だから当然だ。安心したらとっとと行け、レディーを待たせるんじゃない」

　腕うでを組んで微ほほ笑えみながら、爺じいさんが渋い声で告げる。女子寮りようの芽め亜あが毎夜俺おれの部屋に通っていることを知りながら黙もく認にんしているのは、正直管理人としてどうかと思うのだが、今はそこを突っ込んでいる場合ではなかった。




　……で、その後どうなったかと言うと。

　結けつ論ろんだけ言えば、俺の部屋で待っていた芽亜は、予想外にあっさりと誘いを受けてくれたのだった。部屋に飛び込みながら「芽亜！　お待たせ！　ライブ行こう！」と勢いきおい任せに誘ってしまった時は失敗したと痛つう感かんしたが、どうやら芽亜は芽亜でサニーからチラシをもらっており、俺を誘って来なけりゃ絶交だと言われていたらしい。

「……要するに、俺たち二人ふたりとも、サニーに焚たきつけられたってことか？」

「み、みたいですね……」

「うんうん、良かった良かった。後は仲直りするだけだね。がんばって」

　溜ため息いきをこぼしつつ顔を見合わせる俺たちを眺ながめ、いつの間にか俺の後ろに立っていた持じ郎ろうが満足げにうなずいた。その反応、さてはお前全部知ってただろう。二人揃そろって睨にらんでやれば、サニーと仲の良い呪じゆ禁ごん士しさんは、何も言わずに軽やかに微笑んだのであった。策士どもめ！







　第六夜　七千万年の復讐





「以上、アンコールにお応こたえしての新曲『ＧＥＫＩＳＯＵ』でしたッ！　つーわけで、今月の合同ライブはここまでだ！　それじゃあみんな、また来月！　外はもう真っ暗だからな、交通ルール守って帰りやがれコンチクショウ！　そう！　赤は――『止まれ』だあああッ！」

　スポットライトの当たる演台の上、エレキギターを抱えた派手な衣い装しようのお兄さんが、お約束らしいフレーズを大声で叫さけんだ。サニーの所属する軽音部の部長にして本日最後の演奏者、ＤＹＮＡＭＯダイナモこと大おお竹たけさんである。大竹さん、男子寮りようでは物静かで控ひかえめな先せん輩ぱいなのに、ステージの上ではずいぶんはっちゃけるんだなあ。感かん嘆たんしながら他ほかの観客に混じって拍手を送れば、壇だん上じようのギタリストはふいに深く一礼し、それに応じて客席の照明がぱあっと灯ともった。ざわざわと帰り支度が始まる中、熱ねつ気きの冷めやらぬ観客席の一角で、俺おれはパイプ椅い子すに腰こし掛かけたまま隣となりの芽め亜あと顔を見合わせ、口を開いた。

「来て良かった……！　来て良かったな！　なあ芽亜！」

「え、ええ……！　すごく良かったです」

「だよな！　正直、中学高校レベルだと思ってあんまり期待してなかったし、サニー見に来たようなもんだったんだけど、いい具合に予想を裏うら切ぎられたっつーか」

「ですよね！　サニーがしっとりした曲弾ひくのも予想外でしたけどすごくいい歌でしたし、それにそれに、あのジャズのお姉さん――」

　と、芽亜はふいにそこで押し黙だまってしまった。どうやら、いつになく熱あつくなっている自分に気づいたらしい。わざとらしく咳せき払ばらいを挟はさむと、いつも真ま面じ目めな相あい棒ぼうは「ええ、良かったですよ」と一言告げた。おそろしく照れ隠かくしの下へ手たな悪あく魔まである。

「つーか、今さら冷静なフリしたところでムダだと思うんだけども。俺、ずっと隣にいたんだから、芽亜がどんだけ盛り上がってたかは知ってるぞ？　『みんな一いつ緒しよにー！』って煽あおられた時の食いつきっぷりとか、いやほんとすごかった」

「ほ、ほっといてくださいよ！　あれはその、勢いきおいに流されたと言うかですね……」

　真まっ赤かな顔のまま、ぶつぶつと言い訳を始める芽亜。俺や周囲に釣つられて熱くなってしまったのがよほど恥ずかしいらしいが、何もそこまで必死にならなくてもよかろうに、とは思う。

「でも、そんなところが逆に子どもっぽくてかわいいような気も」

「こ、子どもっぽくて悪かったですね！　ふんっ！」

　思わず口から漏もらした言葉を聞きつけ、赤い顔を背そむける相棒。身長と体型にコンプレックスを持ってるから子ども扱いは厳げん禁きんだったっけ、と思い出した時はもう遅かった。頰ほおをふくらせたまま、椅い子すの下のカバンを取り出す芽め亜あを前に、俺おれは額ひたいに手を当て反省した。あちゃー。

「芽亜への気き遣づかいが足りないって、こないだ言われたところだろ、俺。サニーがわざわざライブに招待してくれたんだから、芽亜にちゃんと謝あやまらないと……」

「え。わたしに、何か……？　すみません、よく聞こえなかったのですが」

「あ、ああ……。いやまあ、そんなかしこまった話でもないんだけども――」

「おお。聞き覚えのある大声だと思ったら、やっぱり君たちか」

「――そう、聞き覚えのある大声だと思ったら俺たちなんだ……って。誰だれだよ、もう！」

　ふいに客席の後ろからフランクな声が割り込んできた。こっちが珍めずらしく真ま面じ目めな話をしようとしてるのに、邪じや魔ましやがるのはどこのどいつだ！　軽く苛いら立だちを覚えつつ後ろの席へ向き直れば、ストライプのワイシャツ姿の青年が、片手を掲かかげてにやついていた。

「よ。また会ったね、少年」

　短い口くち髭ひげと長めの髪かみ、リーマン風の平たいカバン。ネクタイをだらしなく緩ゆるめ、頭には中折れ帽を乗っけている。明らかに中学生でも高校生でもない容よう貌ぼうで、そんな知り合いはほとんどいないはずなのだが、人を食ったようなその笑みにはどこかで見覚えが……。

「そうか！　日ひ和より見み人びとの遺い産さんを狙ねらってた、ええと――トナカイ団のハニワ文ふみ男お！」

「『篦へら鹿じか亭てい』の埴は生にゆう文ふみ彦ひこね。誰だよ、その古こ墳ふんを踏ふんづけて回りそうな男は」

「そうだったっけ。それは失礼しました。と、そんなことよりエオラさんは？」

　このおっさんが来てるということは、その相あい棒ぼうの白衣で眼鏡めがねで笑顔の優やさしい、あの素す敵てきなお姉さんもいるはずだ、そうに違いない！　期待に胸を膨ふくらませて周囲を見回す俺だったが、文彦は黙だまって首を左右に振ふった。

「申し訳ないが、あいにく今日きようは俺一人ひとり。四六時中一いつ緒しよにいるわけじゃないからね」

「えー！　だったら、百歩譲ゆずってエオラさんのほうが来るべきだと思う！」

「わかりやすく理り不ふ尽じんだね君は。それはそうと、芽亜ちゃんも久しぶり――ってほど久しぶりでもないか。どう、元気？」

「はい、おかげさまで」

　親しげに文彦に笑いかけられ、礼れい儀ぎ正しく頭を下げる芽亜。そう言えばこの男、芽亜みたいな女の子がタイプなんだっけ。危き機き感かんを覚えた俺は「ちょっと待った！」と二人ふたりの間に割り込んだ。今から真面目に謝ろうとしてるのに、その相手を口く説どかれてたまるか、この野や郎ろう。そんなよくわからない思いを籠こめ、俺は文彦をキッと睨にらんだ。

「だいたい、なんでこんなところにいるんだよ。このライブ、学内の人間しか入れないはずなのに……はっ！　さてはあんたも湧ゆうみたいに実はここの学生？　てめえ、何なん浪ろうだ！」

「あのですね巧たく馬ま。そんなわけないでしょう」

「だよなあ。俺、大学院まで出たし」

　まさかと思って叫さけんでみれば、ステレオで否定されてしまった。あ、やっぱり？　しょぼんと押し黙だまれば、文ふみ彦ひこは芽め亜あと顔を見合わせて溜ため息いきを吐つき、恥ずかしそうに苦笑した。

「今日きようは就しゆう職しよく活動だよ。ここの高等部で臨りん時じ講こう師しの募集してたから、その面接に来た帰り。オカルトエンジニアとか名乗ってても、収入がないと死んじまうだろ？　エオラは大学の研究室で助手やってるからいいけど、俺おれはいまんとこ無職だからさ」

「む、無職……？　お仕事って、祓ふつ魔ま師しじゃないんですか？　それに、『篦へら鹿じか亭てい』って有名な組そ織しきみたいでしたから、そこからお給料が出てるものかと」

「あいにくそうでもないんだよ、芽亜ちゃん。祓魔業で食ってけるのは一ひと握にぎりの上級ランカーだけだし、篦鹿亭は好き者が集まって作ったサークルだから、研究成果や発明品の収入で運営経費を賄まかなうのが精一杯。持ち出しこそないけど、給料なんてそんな」

　お手上げのポーズを示す文彦である。祓魔師業界もなかなか世せ知ち辛がらいんだなあと同情すれば、現在無職のオカルトエンジニアさんは「こりゃどうも」と髭ひげを撫なでた。

「と言っても、好きで選んだ道だから、それほど辛つらくはないさ。古今東西の魔ま術じゆつを解析したり、それを応用したアイテムを開発するのは、俺にとって何よりも楽しいし、エオラだって同じだよ。だから彼女は、ＥＸＩＴ運営委員会から研究員として来ないかって何度誘さそわれても断って――っと。そうそう、先にこれを言っておかないと」

　ぽんと手を打ち、文彦が芽亜に向き直る。また口く説どくつもりかと警けい戒かいしていると、髭面のエンジニアは帽子を取り、そして丁てい寧ねいに頭を下げた。

「先日は付き合ってくれてありがとう。生徒会まで休んでもらって、すまなかったね。おかげで、貴き重ちようなデータが取れた」

「あ、あの、文彦さん？　できればそのことは……！」

　露ろ骨こつに目を丸くした後、芽亜は慌あわてて人差し指を立てて「しーっ」と唸うなった。どうやらかなり動転しているようだったが、あいにく驚おどろいてるのはこっちも同じだ。生徒会を休んだって、俺とサニーがワイバーンに襲おそわれた前の日か？

「それってつまり……あの日に文彦に会ってたってことか？」

「え？　ええと巧たく馬ま、それはですね――」

「否定しないのか、おい！　そんな――まさか芽亜！　よりにもよってこんな三み十そ路じのロリコンの髭面と二人ふたりきりで逢あい引びきを……？　文彦、あんたもあんただ！　大人のくせに年とし端はもいかない少女に手を出すなんて！　そもそもエオラさんはどうした！　卑ひ怯きよう者もの！　色しき魔ま！」

　頭の中がぐるぐる回り、考えがまとまらない。ほとんど人ひと気けのなくなった客席で、二人を見比べながら問いかければ、芽亜が「落ち着いてくださいよ」と俺の手を摑つかんだ。

「考えすぎです、巧馬！　わたしからエオラさんにお願いしたんですよ。ほら、蕗ふき玉たま村むらで話したって言ったでしょう？　戦い方のコツとか、じっくり教えてもらいたかったって」

「エオラさんを泣かせるようなら俺が――って。え……？」

　芽亜の言葉に、俺は目を丸くした。まあ確かに、事件が一段落したあと、エオラさんとそんな会話を交わしていたことは知っているけど――そんな理由だったら、なんでそれを先に言ってくれなかったんだ？　思わず尋たずねれば、芽め亜あは恥ずかしげに目を逸そらし、言った。

「だ、だって、なんの成果もなかったら、かっこ悪いじゃないですか……。それに、エオラさんと会うって言ったら、巧たく馬ま、絶対に付いて来て邪じや魔ましたでしょう？」

「そんなことは――あるな。で、どうだったんだ？　何かいいこと教えてもらったのか？」

「ええ、一応。力の流れをイメージとしてとらえるコツなどを……。妄もう念ねんをただのエネルギーとして受け入れるんじゃなくて、その思念の持つ特性を把は握あくして生かすことで、変身後の能力にも幅が出るはずだって、メディスンマン流の思考法を教えてもらいました」

　エオラさんとのやりとりを思い出しながら、どこか照れくさそうに語る芽亜。そっか、俺おれの知らないところでも、そんな風に頑がん張ばってたのか。あらためて尊そん敬けいの念が湧わき上がるのをしみじみ感じていると、文ふみ彦ひこは「疑うたがいは晴れたかな」と苦笑した。

「全部、芽亜ちゃんの言うとおり。俺はアドバイザーとして同席しただけだよ。というか、君は芽亜ちゃんの相あい棒ぼうなんだからさ。まず信じてあげないと」

「そ、それはわかってるけど……」

「ならいいさ。あと、俺は二十四だし、エオラとはつきあってるわけじゃないからね。彼女はあくまでパートナーだし、俺、年上のお姉さんには興きよう味みないし」

「予想外に若い！　つーかエオラさんのほうが年上？　そしてエオラさんがフリーなら俺にもチャンスが」

「ないですよ」

　拳こぶしを握にぎりしめた俺に、芽亜の冷たい言葉が突き刺さる。そんな俺たちを前に、文彦は「楽しそうだねえ」と言いたげに微ほほ笑えみ、そして一息挟はさんで口を開いた。

「ここで会えてちょうど良かった。今から時間あるかな？」

「え。わたしですか？　これといった予定は、ありませんけれど……」

「そっか。そりゃ良かった。ならさっそく」

「ちょおっと待ったあ！　結局芽亜を連れ出す気か！」

　一いつ瞬しゆん前に「相棒を信じろ」とか言った口でいきなり芽亜を口く説どくのか！　お前は俺か！　よくわからないツッコミを内心で叫さけぶと、俺は「芽亜を連れてくって言うのなら」と先を続けた。

「今度は――今度は俺も一いつ緒しよに行くからな！」

「いいよ。芽亜ちゃんに興味があるのは否定しないけど、今回は君にも来てほしいんだ」

「いや、いくら断っても俺は絶対にだな――え？」

　文彦の予想外の返答に、思わず肩がかくんと落ちる。……えーと、いいの？





　　　　





「って、もったいぶって誘さそうから、高そうな店にでも連れてってくれるのかと思ったら」

　芽め亜あの隣となりの席でグラスに入った水を飲みながら、俺おれは聞こえよがしにつぶやいた。と、向かい側に腰こし掛かけた文ふみ彦ひこが、「おや」と紙コップを持つ手を止めた。

「なんだ、学食はご不満かい？」

「いえ、そんな不満だなんて……。ですよね、巧たく馬ま」

「イヤってことはないけどさ。おごってもらうのに贅ぜい沢たく言うつもりもないし。ただ――ほら、いつも食ってるわけだから」

「その『いつも食ってる』って雰ふん囲い気きがいいんだよ。学校を出ちゃうと、たまにこのムードが懐なつかしくなる時があるんだな。シンプルな味付け、飾りっ気のない机、雑ざつ談だんする学生たち！」

　いいねえ、実にいい。紙コップに入ったコーヒーを傾けながら、文彦は学生食堂を見回した。大学と中高等部の間に位置するこの食堂は、学園の生徒なら誰だれでも使える施し設せつで、俺もちょくちょく利用している。昼間にバイトしているウエイトレスさんが、たいそう愛あい想そが良くてかわいいのだ。

「エプロンとポニーテールの組み合わせはなんだか妙にグッと来るんだよなあ……。何回聞いても名前すら教えてくれないんだけど、いつかはきっと」

「……巧馬？　どうでもいいですが、早く食べないと冷めちゃいますよ」

「こう、エプロンごと君をぎゅっといただき――へっ？　あ、そうか」

　明めん太たい子こスパゲッティをもぐもぐやっていた芽亜の溜ため息いき混まじりの一言に、俺はハッと我われに返った。いかんいかんと自分で自分を叱しかると、俺は大盛りスペシャルカツカレーに向き直った。

「こういう機き会かいでもないと贅沢はできないもんな。いただきます！」

「お金出してもらえるって聞いたとたんに大盛りにしましたよね、巧馬。いじきたない」

「すかさずサラダセットに紅茶とデザートまで追加した芽亜がそれを言うか！　いつもは単品に水だろ、芽亜」

「し、白ご飯とお醬しよう油ゆで二時間粘ねばった人に言われたくないですよ！　いくらウエイトレスさんが美人だからって、あれは軽い営業妨ぼう害がいでしたよ？　それに先週なんて、うどんを」

「まあまあ、二人ふたりとも」

　俺と芽亜との口論に、呆あきれた声が割り込んできた。コップを机に置くと、髭ひげ面づらの青年は俺たちを見回し、「本題に入っていいかな」と苦笑した。あ、そう言えば、話があるって誘われたんだっけ。どうぞどうぞと促うながせば、文彦は小さくうなずき、そして神しん妙みように口を開いた。

「――実は、エオラのことなんだ」

「「エオラさん？」」

　俺おれと芽め亜あの声が重なった。あの眼鏡めがねの似合う美人教師風おっとりお姉さんの身に何かあったのだろうか。だとしたらなんとかしてあげたいのは言うまでもないが――しかし、なんでこの男は、部外者でちょっと関わっただけの俺たちに相談を持ちかけてきたんだか。わけがわからないままの俺と芽亜を前に、文ふみ彦ひこは静かな口調で先を続けた。

「蕗ふき玉たま村むらでの、日ひ和より見み人びとの遺い産さんを巡めぐる一連の出来事は、君たちも覚えているだろ？　結局、『遺産』の正体は、なんの霊れい験げんも魔ま力りよくもない方ほう位い盤ばんだったってことでオチが付いたんだけど……あの村から戻って以来、どうもエオラの様子がおかしいんだよ」

「おかしいって……どういう風にですか？」

「うーん……。言動が奇き妙みようってわけじゃないんだ。ただ、あの方位盤に妙に固こ執しつしてるんだよ。俺の前ではそんな素そ振ぶりは見せないが、篦へら鹿じか亭ていのデータベースを検けん索さくしまくった形けい跡せきが残ってるし、ここんとこ、単独行動も多くてさ。何してるのか教えてくれないし……」

「はあ、なるほど。でも、それだけじゃ――」

　怪あやしいとまでは言い切れないのでは？　そう口を挟はさもうとすれば、すかさず文彦は「根こん拠きよが弱いって言いたいんだろ」と切り返してきた。はい、そのとおりです。思わず口ごもった俺を前に、文彦はやれやれと頭を振ふった。

「むろん、俺だってそんな理由でパートナーを怪しんだりはしないさ。でも、篦鹿亭の倉庫の利用者履り歴れきを確かく認にんしてたら、おかしなことに気づいてね」

「倉庫……？　それって、このへんにあるのか？」

「いや、本部の地下だけどね。取り出し口に転てん移い魔ま法ほうが掛けてあるから、メンバーなら誰だれでもどこからでもアイテムを出し入れできるんだよ。誰かが回収したアイテムを研究に使うことも多いからさ。で、その倉庫の履歴を見たら――エオラのＩＤで、二つのアイテムが持ち出されていることがわかったわけ」

　文彦の声がどんどん重たくなっていく。話の先は読めないが、あまり楽しい展開は期待できそうにない。カツをごくんと飲み込むと、俺は芽亜と顔を見合わせた。

「二つのアイテム……？」

「ああ。まず一つは、紅べに瓢ひさ箪ご。ご存じのとおり、相手を吸引して異空間に閉じ込める中国伝来の呪じゆ具ぐだ。こいつが持ち出されたのは、先月半ば。あの村に行くことが決まったのと同じ頃ころだ。そしてもう一つは、六ろつ甲こう壇だんの吸きゆう引いん符ふさ。術者の体から使し役えき神しんを強引に奪うばい取る、小さなお札なんだけどね。こいつは君たちに出会った日の夜に、引き出されていたんだ。この二つは、言うまでもなく」

「ちょ、ちょっと待った！」

　気が付けば、俺は大声を出して文彦の言葉を遮さえぎっていた。少し離はなれた席の学生が反応するのを視界の端はしに捉とらえながら、俺は「紅瓢箪って」と続けた。

「羽根飾りの怪かい人じん……マスクドサンバが風呂場を襲おそった時に落とした、アレだよな！　あ、マスクドサンバってのはあの怪かい人じんのことなんだけど――とにかく、あいつが使った瓢ひよう箪たんは、エオラさんが持ち出したものってことか？」

「そ、それに、使し役えき神しんを奪うばうお札って言いましたよね？　それを使えば、会長から」

「ああっ！　そうか！　式しき神がみをまとめて強ごう奪だつできる……！」

　芽め亜あの漏もらした言葉を受け、俺おれは思わず手を打った。ってことは、鈴すず女めさんが式神を呼び出せなくなったのは、エネルギー切れでもなんでもなくて――風呂場で怪かい人じんに接せつ触しよくした時、式神を全部盗まれてたから？　だとすると鈴女さんの不調の理由も納なつ得とくできるが――。

「つまりエオラさんがマスクドサンバの正体で、祓ふつ魔ま師し連れん続ぞく失しつ踪そう事件の犯人ってことか？　言われてみれば、同じくらいの背丈だけど、さすがにそれだけで疑うたがうのは……！　いや、でも――あ、そうだ！　エオラさん本人には聞いたのか？」

「それとなく聞いたさ。知らない、の一点張りだった。噓うそを吐ついてる顔じゃなかったし、信じたいのももちろんだけど――でも、あの怪人が使っていたアイテムを、エオラが持ち出したことは間違いないんだ。……誰だれにも言わず、こっそりと」

　重い言葉を吐き出しながら、文ふみ彦ひこはやれやれと頭を振ふった。そんな、と絶句する俺の隣となりで、芽亜が静かに切り返す。

「エオラさんが一連の犯人か、関係者だとして――どうしてそんなことを？　あの村の『遺い産さん』は、なんの力もない方ほう位い盤ばんだったわけでしょう？　凄すごいアイテムかもって思い込んでいたのだとしても、『遺産』の正体が判明した後にサニーや巧たく馬まを襲おそう意味はありませんよね」

「なんだって？　そんなことまで……？」

　いったん言葉を句く切ぎると、文彦は温ぬるくなったコーヒーをあおった。どんどんシリアスな空気になってきたが、カレーをこのまま冷ましてしまうのはもったいない。というわけで雰ふん囲い気きを壊こわさないよう気を付けながらもがつがつカレーを食べ進めていると、文彦は「よく食えるね」と呆あきれ、そして再び口を開いた。

「怪人の正体がエオラにせよ別人にせよ、『遺産』に固こ執しつするからには理由があるはずなんだ。巧馬たちを襲ったのも、おそらくは方位盤の在あり処かを無理矢理聞き出すためだろうから」

「なるほど……。でも、理由ってなんですか？」

「それはまだ俺にもなんとも。ただ、あの方位盤をじっくり分析してみれば、何か摑つかめるかもしれない。だから、あれを調べさせてくれないか？　君たち、あの村から持って帰ったろ」

「ひゃい？　たひかにもっへかへりまひたは」

「食べながら喋しやべるんじゃありません！　……ええ、確かに持って帰りましたが、わたしたちの手元にはないですよ。今は湧ゆうさんが家に保管しているはずです」

「だよなあ。しかし、湧の家ってどこなんだ？　うちの生徒ってことは、この近くか？」

「ええ。ご両親が海外に赴ふ任にん中ちゆうとかで、川向こうのマンションで一人ひとり暮ぐらししてるって言ってました。部屋は、集合ポストに『羽う那な原ばら』って書いてあるからすぐわかる、と」

　カレーを頰ほお張ばりながらの俺おれの問いかけに芽め亜あが答える。それを聞いた俺が「へえ」と相あい槌づちを打とうとした瞬しゆん間かん、傍かたわらに置かれていた文ふみ彦ひこのカバンの中から、翼つばさを備そなえた何かがいきなり飛び出した。大きさはだいたいカラスほどで、体の色はオレンジ色。尖とがった口や長い尾はいかにも鳥っぽかったが、翼の数だけが普通の鳥とは明らかに違っており――。

「っていきなりなんだ！　鳥か？」

「鳥の翼は二枚ですよ！　でも、これは、その倍――！」

　芽亜の言葉のとおりだった。鳥の倍、四枚の翼を持つそいつは、甲かん高だかい声を響ひびかせると、開け放たれた出入り口から猛もうスピードで飛び去ってしまう。いきなりの怪かい鳥ちようの出現と退場に、食堂がざわつく中、俺は思わず芽亜と顔を見合わせることしかできなかった。

「えーと……今の、何？　つーかなんでカバンの中から？　手品か？」

「そ、そんなわけないでしょう……！　低級な魔ま物ものか、使し役えき神しんの一種かと」

「違う。小さな略奪者ミクロラプトルだ」

　困こん惑わくする芽亜の言葉を打ち消しながら、文彦が驚きよう愕がくの声を漏もらした。え、何それ？　俺たちがきょとんと見つめる先で、髭ひげ面づらの青年は頭ず痛つうを抑おさえるかのように頭を叩たたき、呻うめくようにつぶやいた。

「白はく亜あ紀き前期に生息した、小こ型がた恐きよう竜りゆうの一種だよ」

「待った。恐竜って全部大きいんじゃないの？」

「あのね巧たく馬ま。怪かい獣じゆうじゃないんだから、サイズはいろいろさ」

「あ、そりゃそうか。ヒーローとか巨大ロボと戦ってるイメージがあったもんで、つい。なあ、この気持ち、芽亜はわかってくれるよな？　変身ヒーローも怪獣もでかいもんだよな」

「え？　わたし的には、人間サイズだと思うのですけど……。変身と言ったら、女の子がひらひらしたかわいい服に変わって、悪い奴やつを魔ま法ほうとかで――って、そんなことより！　今の鳥みたいなの……恐竜ということは、エオラさんのですよね？」

　脱線しかけた話を元に戻しながら芽亜が叫さけぶ。その声を聞き、文彦は静かにうなずいた。

「……ああ。間違いなく、エオラの使う精せい霊れいの中の一体だ」

「もう一回待った！　エオラさんの使うのって、あの三匹だけじゃないの？　ほら、角つの生えたのと、ゴジラみたいのと、あと足が速いのと！」

「スティラコサウルスとアロサウルス、それにトロオドンのことかい？　戦う時に憑ひよう依いさせるのがあの三体ってだけで、エオラの持ち駒ごまはもっと多いよ。今の鳥もどき――ミクロラプトルは、化石の欠片かけらを素体に生前の姿を具現化させて、様子見に使ってたんだが……まさか、俺のカバンに仕込まれてたとはね。さすがは年上、俺より一枚上うわ手てだったってことか」

　きつく拳こぶしを握にぎりしめ、文彦が悔くやしげに自じ嘲ちようする。鳥だかなんだかわかんないものが飛び去ったせいで、学食内はざわついていたが、あいにく説明している暇ひまはない。上手だったってどういうことです、と芽亜に視線で尋たずねられ、文彦はやれやれと頭を振ふった。

「俺おれが方ほう位い盤ばんを先に手に入れようとしていることに気づき、ミクロラプトルの憑ひよう依いした化石の欠片かけらをカバンに忍ばせておいたんだよ。聞くべき情報をキャッチすれば、精せい霊れいは具現化して主の元へと報告に戻るって仕組みだ。信じたくはなかったが、これで間違いない。こんな手を使える術じゆつ者しやは、俺の知る限り一人ひとりだけだからね。やはり、怪かい人じんの正体は――」

「さらに待った！　確かに怪あやしいけど、マスクドサンバがエオラさんだって決めつけるのはまだ早いだろ！　あいつは、俺とサニーにワイバーンけしかけてきたし、いきなり俺たちを海に引きずり込んだんだぞ！　エオラさんがそこまでするような人とは――ん？　電話？」

　文ふみ彦ひこに食い下がる俺のポケットの中で、ふいに携けい帯たい電話がぶるぶると震ふるえた。ああもう、誰だれだよこんな時に！　苛いら立だちながら引っ張り出せば、液えき晶しよう画面には「男子寮りよう管理人」の六文字が表示されている。サニーの祖じ父いさんがなんの用だ？

「もしもし、巧たく馬まですが？　夕食のことなら、今日きようはいらないって連絡したはずだけど……それに、今ちょっと立て込んでて」

「ん？　そうか？　ワイバーンとやらの素す性じよう、思い出したから、忘れないうちに教えてやろうと思ったんだがな。ほら、こないだお前が食堂で絵を描いたアレ」

「ありがたいけど後にして――って前ぜん言げん撤てつ回かい！　爺じいさん、切るな！」

　受話器を置こうとした爺さんに、俺は慌あわてて呼びかけた。今ちょうどそいつの話をしてたところなんだ、とは言えなかったが、情報が欲しいことは言うまでもない。息を潜ひそめて答を待てば、電話の向こうから渋い声が返ってきた。

「忙しいようだからざっくり話すがな。あれはワイバーンでもドラゴンでもないぞ？　ありゃ、年老いた悪魔アンハングエラだ」

「へっ？　いや、でもサニーはワイバーンだって……。つーか、それ何？」

「白はく亜あ紀きに栄えた翼よく竜りゆうの一種だよ。プテラノドンくらいは知ってるだろう、あれのお仲間だ。

知らなければドラゴンの仲間と思っても無理はないがな、自然史博物館で働はたらいていた時に化石を見たことがあるから間違いない。それにしても巧馬、お前、あんなものを一体どこで」

「――ごめん、また後で」

　爺さんの話を遮さえぎり、震える指で通話終了ボタンを押す。いつの間にか携帯電話の近くに集まっていた芽め亜あと文彦に向き直り、「聞いた？」と目線で尋たずねれば、二人ふたりは揃そろってうなずいた。

「文彦さん。そのアンハンなんとかも、やっぱりエオラさんの……？」

「……ああ。エオラの化石コレクションの一つだ。巧馬たちを海に引きずり込んだってのは、メディスンマン流の共きよう感かん呪じゆ術じゆつだろうな。精霊の記き憶おくをベースに擬ぎ似じ的てきな異空間を作り出すんだよ。ただ、呪力の消しよう耗もうが極きよく端たんに激はげしいし、相手の命を奪うばいかねないから、エオラは使わなかったはずなのに……！」

　そこで言葉を句く切ぎると、文彦はギリッと歯を嚙かみしめた。あの怪人がエオラさんである可能性は、今や、おそろしく高い。高いのだが、その行動原理が全まつたく理解できず、それ故ゆえに苦しくて仕方ないのだろう。その気持ちは俺おれにもわかる。数回会っただけだが、エオラさんが平気で他人の命を奪うばう人とは思えなかったし、あの方ほう位い盤ばんにそこまで固こ執しつする理由もさっぱり――。

「って、方位盤だ！」

　自分で自分を怒ど鳴なりつけ、俺はハッと立ち上がった。わけがわからないのだろう、ぽかんと見つめる芽め亜あに向かって、「方位盤だよ！」と繰くり返す。

「エオラさんだかマスクドサンバだかは、あの方位盤を狙ねらってるんだろ？　そんでもって、さっきの鳥もどきは、それが湧ゆうの家にあるって知っちゃったんだぞ！　だから」

「――あ！　湧さんが危ない！」

　俺の言葉を先取りし、芽亜がさっと顔色を変えた。




　　　　




「いやー、一時はどうなることかと思ったけど、間に合って良かったな！」

　月明かりと非常灯の照らす、川かわ縁べりのマンションの屋上にて。ほっと安あん堵どの息を吐きながら声を掛ければ、六角棒を構えていた湧が鬼おにのような形ぎよう相そうで振ふり向いた。

「どこがだっ！　来てくれたのはありがたいが、結局、『遺い産さん』は奪うばわれてしまったのだぞ！　三百年間あれを守り続けてきたご先祖様に、申し訳が立たないではないか！　だいたい、あの怪かい人じんは何者なのだ！」

「それはまだなんとも。たぶんエオラさんじゃないかなーと思うんだけど、個人的には、そうであってほしくないなと」

「ええい、はっきりしろ！」

　俺を見み据すえて怒る湧の服ふく装そうは、あの見み慣なれたライダースーツだ。暮くれ六むさんに修理を頼たのんでいたバイクを引き取って帰ってきたところを襲おそれたんだとか。スレンダーな湧にはぴったりしたスーツがよく似合うなあ、うん。余計なことを考えつつおとなしく怒られていると、俺の隣となりに立っていた芽亜が「まあまあ」と間に入ってくれた。

「そう怒らないでくださいよ、湧さん。巧たく馬まも悪気があって言ったわけではないですし……。それに、湧さんが無事だっただけでもわたしは嬉うれしいですよ？　電話が繫つながらなかった時は、もう、どうしようかと思いましたから」

「し、仕方ないだろう！　ちょうどあいつが部屋に押し入ってきたところだったのだ、電話になど出ていられるか！　代々守ってきた『遺産』を、あいつは無理矢理――！」

「まあまあ、気持ちはわかるけど落ち着きなよ。命あっての物もの種だねって言うだろ？　『これまで』ずっと受け継ついできた役目も確かに大事かもだけど、『今』と『これから』のほうがもっと重要なんだからさ。ほら、とりあえず頭を冷やして」

　芽亜に続いて湧をとりなしたのは、ネクタイを変形させた細身の剣を手にした文ふみ彦ひこだ。守り番の少女は「なんでお前に言われなければならんのだ」と言いたげに帽子に髭ひげ面づらの青年を一いつ瞬しゆん睨にらんだが、ややあって、俺おれに向かって頭を下げた。

「……すまない、巧たく馬ま。カッとなって言いすぎた」

「え？　いや、そんなもんで気が済むならいくらでも怒ど鳴なってくれりゃいいけどさ……」

　もごもごと言こと葉ば尻じりを濁にごす俺。実際、湧ゆうが苛いら立だつ気持ちもよくわかるのだ。それに、しおらしい湧より凜り々りしい湧のほうが好きだからなあ。というわけで「ほら、もっとしゃんとして」と湧を励はげまそうとすれば、そこに気味の悪い声が割って入った。

「……フムン。今の会話を聞く限り、お前たちは、我われからこの方ほう位い盤ばんを取り戻すことを諦あきらめたと解釈して良いのかな？　そうであるならば、これ以上無む駄だな力を消しよう費ひせずに済むので、大いに安あん寧ねいするのだが」

「んなわけあるか！　今すぐ引きずり下ろしてやるから覚悟しろ！」

　高い位置からの嘲ちよう笑しように、俺は反射的に言い返す。と、屋上の端はしの給きゆう水すい塔とうの上に腰こし掛かけていたマント姿の怪かい人じんは、大おお仰ぎように肩をすくめて苦笑した。まあ顔は仮面で覆おおわれているので表情はわからないのだが、おおむね間違いないと思う。マントの裾すそから伸びた長い爪つめに、湧の家の押し入れから奪うばった方位盤を引っかけたまま、怪人マスクドサンバは再び奇き妙みような声を発した。

「フムン。お前たちは威い勢せいこそ良いものの、それが見かけ倒しということは、既すでに了知済みであるのだよ。お前たちは先刻から我を追い回しているが、一度たりとも我を抑おさえては――いや、触ふれることすら成し得ていないではないか？　四対一という戦力差にもかかわらず！　全まつたく、手て駒ごまを使う必要すらないとはな！」

　仮面の下から伸びた羽根飾りを夜風に揺ゆらしつつ、怪人が俺たちを嘲あざけっている。実にカンに障さわる笑い声を浴びせられ、湧はギリッと歯を嚙かみしめた。

「うるさい黙だまれ……！　なんの思惑があるのか知らないが、『遺い産さん』は必ず取り返す！」

「だから落ち着けっての、湧ちゃん。……しかし、参まいったねこりゃ。正体を聞いてもはぐらかされるだけだし、捕つかまえて素す性じようを暴あばこうにも、こうすばしっこいとどうにもならない。まるで猫ねこか忍者を相手にしてる気分だよ」

　少し前までの不毛な屋上追いかけっこを回想しているのだろう、げんなりと肩を落とす文ふみ彦ひこ。なるほど、怪人のあのスピーディーな身のこなしは、確かに猫か忍者のようだ。上う手まいことを言うなあと感心していると、芽め亜あがちょんちょんと俺の袖そでを引いた。

「……巧馬、妄もう想そうを。今変身すれば、あいつが油断している隙すきを突けます」

「……恐きよう竜りゆう出されると厄やつ介かいだもんな。ほいきた、了解」

　相あい棒ぼうの小さな声での要よう請せいに、これまた小声で頷うなずく俺。このシリアスな空気の中でエロいこと考えろというのもたいがい無理な話なのだが、そうしないと戦えないのだから、今さらそこを怒っても仕方ない。それに、妄想の種なんて、ちょっとした会話の端はし々ばしやさりげない風景の中に、いくらでも転がっているものだ。

　というわけで、すうっと静かに息を吸って考えをまとめると、俺おれは芽め亜あを肘ひじで突き、指でマルを作ってみせた。オッケーの印だ。そして二人ふたり揃そろってそっと一歩下がり、静かにおでこを寄せ合おうとした時である。

「フムン。待つのも飽あいたな。そろそろ終わらせるとするか」

　非情極きわまる一言とともに、怪かい人じんが給きゆう水すい塔とうの上で立ち上がった。大きく振ふり上げた拳こぶしにバリバリと呪じゆ力りよくが注ぎ込まれていき――って、おい！

「その構え、アレだろ？　ちょ、ちょっと待った！」

「待てと言われて待つ馬ば鹿かがいるかね？　お前たちの相手は、この、重厚なる鉤爪バリオニクスで充分だ！――《古き良き時代の復権プライミーバル・リバイバル》！」

　耳みみ障ざわりな声をあげ、怪人が握にぎっていた何かを――おそらくは、霊れいを宿した化石の欠片かけらを、勢いきおいよくマンションの屋上に投げつける。やばい、またあの恐きよう竜りゆうプラス異空間が来る！　あの時はサニーのビーム砲で難なんを逃れたものの、今のメンツだとおそらく完敗だ！　ズタズタに引き裂さかれた自分を想像し、思わず身を引き締しめた、その瞬しゆん間かん。

「そうはさせませんっ！」

　威い勢せいの良い声とともに、芽亜の額ひたいが俺のおでこに押し当てられた。え、ちょっと待て！　今、一瞬余計なこと考えて――などと弁べん解かいする暇ひまもなく、妄もう念ねんのエネルギーが一瞬のうちに芽亜へと流れ込んでいき、俺の体から力が抜ける。頭が冴さえていくのを感じながらへなへなと崩くずれ落ちる俺の眼前で、やたらと頼たよれる相あい棒ぼうは、黒い闇やみをスパークさせながら床を蹴けった。

「――てえいっ！」

　屋上に凜りんと轟とどろく気合とともに、中空で夜の闇を固めた刃が一いつ閃せんする。キン、と乾いた音を立て、今にも具現化しようとしていた化石の欠片は、真っ二つに割れて床に落ちた。

「上う手まいぞ、芽亜！」

「そうか。具現化する前に素体を砕くだけば、霊は力を発はつ揮きできない！　やるね、芽亜ちゃん」

「チッ！」

　鮮やかな太た刀ち筋すじにその場の全員が息を吞のんだり舌打ちしたりする中、小さな夢む魔まは静かに屋上に着地する。手にした黒い小刀をそっと鞘さやに収めた相棒は、上半身をなんとか腕うでで支える俺を冷たい目で見み据すえ、そして静かに口を開いた。

「……さて、巧たく馬ま。この格好について説明してもらいましょうかニャ」

「猫ねこプラス忍者。服がボロボロになるってオプションはアクシデントでくっついた。あと、今の俺はオリオンな」

　猫耳に鉢はち巻まき、ノースリーブの着物に長い尻しつ尾ぽにミニスカートに網あみタイツ。しかも服はところどころが大きく裂さけているという、よくわからないスタイルの相棒を前に、俺は冷静な口調で答えた。妄念のネタ元は、言うまでもなく文ふみ彦ひこが口にした「猫か忍者を相手にしてる気分だ」というあの発言だ。そこから猫耳くのいちを妄想してたところに、今にも恐竜を出されそうになったもんで「ズタズタに引き裂さかれる、ただしお約束どおり服だけが！」という余計な要素がくっついてしまったというわけである。そう説明すれば、湧ゆうが深くうなずいた。

「……ああ、だから猫ねこで和服で、おまけに服がボロボロなのか」

「そういうことさ。――ところで、ここはやっぱり『また会えて嬉うれしいよ』と言っておくべきかな、ライダーガール？」

「え。そ、そんな、わたしだって嬉し――って！　もう騙だまされんぞ！」

　かあっと顔を赤らめると、湧は慌あわてて俺おれから目を逸そらしてしまった。「落ち着け湧、あれは結局のところ巧たく馬まなのだから」とかなんとか自分で自分に言い聞かせるスレンダーな背中を前に、つれないねえと溜ため息いきを吐つけば、文ふみ彦ひこが帽子を押さえて苦笑した。

「複ふく雑ざつな関係なんだね、君たちは……。それはそうと芽め亜あちゃん、一回でいいから『お命頂ちよう戴だいしますニャン』ってかわいく言ってくれないかな」

「却きやつ下かしますニャっ！　今は戦ってる最中なんですから、文彦さんももっと真剣にならニャいと――って、なんでこんな話し方ニャ……？」

「変身に使った妄もう念ねんの影えい響きようだろうな。エオラさんに力の使い方のコツを聞いたんだろう？」

「それはそうですが――って、ニャッ？　そっか、妄念のイメージが今までよりしっかり反映されちゃったってことですニャ……！」

「だろうな。ま、一いち撃げきで化石の欠片かけらを砕くだけたのも、猫と忍者の特性だろうから、そこはプラマイゼロってことで。それに……照れる必要はないだろう？　それはもうキュートだぜ、文字通りの子猫ちゃん」

「その呼び方は厳げん禁きんですニャッ！　ああもう、恥ずかしいニャ……！」

　穴があったら入りたい心ここ地ちなのだろう、芽亜は真まっ赤かになった顔を覆おおってしまう。毎度毎度俺のせいでおかしなコスプレさせて申し訳ないな。体がろくに動かないので心だけで謝あやまると、俺は「さてと」と落ち着いた声を発した。

「とりあえずは形けい勢せい逆転だな、おかしな仮面の怪かい人じんさんよ？　お得意の恐きよう竜りゆう召しよう喚かんプラス異空間への強制転送は、術じゆつの発動前に化石を砕ける俺の相あい棒ぼうがいる限り、発動することはあり得ない。さらには、あんたが乗っかってる給きゆう水すい塔とうは、降りる以外に逃げ場はない」

「……フムン。それで？」

　自身が不利になったのを悟っているのだろう、おなじみの奇き声せいにもどことなく神しん妙みような空気が漂ただよっている。文彦と湧が「この巧馬は何度見ても気味が悪いよね」「わ、わたしは、そんなに嫌きらいではないのだが……」「そう？　にしても、ずいぶん顔赤いよ」「黙だまれ！」とかなんとかささやき合うのを聞きながら、俺はマスクドサンバをまっすぐ見み据すえて先を続けた。

「こっちの要求は単たん純じゆんだ。まず、あんたの正体と目的を明かすこと。そんでもって『遺い産さん』を湧に返して降こう参さんしな。応じてくれれば――」

「愚ぐ問もんだな」

　怪かい人じんの言葉が、俺おれの提てい案あんをざくりと断ち切る。ほう、と小さく声を漏もらした俺に、つるりとした仮面を向けると、マスクドサンバはきっぱりと声を発した。

「言うに事欠き、『遺い産さん』を渡わたして降こう参さんしろだと？　フムン、笑止千万にも程ほがある。我われが背負いし大たい望もうを果たすまでは――そう、卑いやしき鼠ねずみの末まつ裔えいども、汚れた哺ほ乳にゆう類るいどもから、我らが大地を奪だつ取しゆするまでは！　我が屈くつすることなど、絶対に有り得ないと知るがいい――！」

　高らかな宣言が夜の屋上に響ひびき渡わたる。なんとも狂信的なその叫さけびに、芽め亜あや湧ゆう、それに文ふみ彦ひこが不安げに顔を見合わせる。そりゃそうだろう、今のは明らかにまともな人間の物言いではない。だがしかし――人間ではないとすれば？

　と、そこまで考えるのに要した時間はゼロコンマ数秒。妄もう念ねんを根こそぎ吸われて冷静になるのも悪くないなと自じ嘲ちようしながら、俺は「なるほどな」とうなずいた。

「――わかったぜ、あんたの正体」

「え。ほんとかい？」

「どういうことだ、巧たく馬ま――いや、オリオン！」

「正体って……やっぱり、エオラさんじゃニャいんですか？　って、もう、この口調！」

　三人の質問がほぼ同時に耳に届く。そう慌あわてるな、子こ猫ねこちゃんたち。せっかくの見せ場なんだから、さ。そんな気持ちをこめてゆっくり首を振ふると、俺は再び口を開いた。

「あいつがエオラさんだってのは、正解でもあり、また不正解でもあるのさ。そうだろう、マスクドサンバさん？」

「……フムン。その質問には、答える必要性を覚えないが」

「ノリが悪いね。だったら俺が言っちまうぜ？　あんたの正体は――」

　言葉を句く切ぎって息を吸う。場にいる全員が俺に注目しているこの感覚、なかなか悪くないね。小さく肩をすくめ、そして再び怪人を見み据すえる。確かく証しようこそないが、おそらくは九割九分間違いない。俺たちを哺乳類と呼び、恐きよう竜りゆうの霊れいを操あやつり、日ひ和より見み人びとの遺産に固こ執しつする、この仮面野や郎ろうの正体は――。

「そう――トニオだ！」

「「「……誰だれ？」」」

　俺の精一杯の叫びを受け、芽亜たちが三人揃そろって困こん惑わくした。まあ、聞き慣なれない名前ではあるから、その反応も無理はないか。一応、知り合いではあるんだけどな、と苦笑していると、ふいに文彦が「まさか」と声をあげた。お、どうやら気づいたらしい。さすがはエオラさんのパートナーだな、と感心しながら見据えれば、髭ひげ面づらの審さ神に者わは信じられないと言いたげに目を瞬まばたき、そしてごくりと息を吞のんだ。

「トニオってまさか――エオラがよく使ってた、三体の恐竜のうちの一体……？　トロオドンのニックネームのことかい？　あいつが怪人の正体だって？　いや、そんな」

「フムン！　正解だ！」

　文ふみ彦ひこの問いかけに割り込むように、怪かい人じんの叫さけびが轟とどろいた。俺おれを含めた一同の視線を一身に浴びながら、怪人はマントと仮面に手を掛け――そして、その二つを取り去った。

「――噓うそニャ」

　息を吞のんだ芽め亜あの声が静かに響ひびく。驚おどろくのも無理はなかった。マントの下から現れたのは、白衣を纏まとった柔やわらかな女性のボディライン。胸元では、恐きよう竜りゆうの頭ず蓋がい骨こつを模もしたペンダントが揺ゆれている。そして仮面に隠かくれていたのは――。

「やっぱり、な」

　露あらわになった異い形ぎようを前に、俺は静かにうなずいた。蛇へびを思わせる無感情で大きな目、耳元まで裂さけた口からは細かく尖とがった歯が覗のぞいている。皮ひ膚ふはエメラルドグリーンの鱗うろこだったが、頭とう頂ちよう部ぶから首くび筋すじに掛けては、クジャクの尻しつ尾ぽを思わせる羽毛がわさわさと伸びている。なるほど、あの羽根飾りは地毛なのか。道理であの部分だけ派手だったわけだ、と納得していると、文彦が震ふるえる声を漏もらした。

「その顔――まさか、恐竜人間デイノサウロイド……？」

「でぃ、でぃのさうろいど……？　それ、なんですかニャ」

「ああ、それは――って、その口調、どうも気が緩ゆるむね。耳と尻尾もぴこぴこしてるし」

「す、好きでやってるんじゃニャいです！　とっとと説明してくださいニャ！」

「はいはい。芽亜ちゃんも知っての通り、恐竜は地球に隕いん石せきが衝しよう突とつした影えい響きようで絶ぜつ滅めつしたんだがね。もし滅ほろばずに進化を続けていたら、人類並みに知能の高い種が生まれていただろうって研究結果があるんだよ。その研究過程で発表された進化形恐竜が、ディノサウロイドだ。もっとも、発表当時は今ほど恐竜の研究が進んでいなかったので、あんな羽毛はなかったがね」

「その研究の対象には、知能の高い恐竜が選ばれたんだろう？　エオラさんの使っていた三種のうちの一つ――トロオドンが」

「……ああ、そのとおりさ」

　俺の投げた疑ぎ問もんに、文彦がすかさず回答する。さすがは自じ称しようオカルトエンジニアにしてエオラさんの相あい棒ぼう、知ち識しきと理解力は大したもんだ。こりゃ説明役を譲ゆずってもいいかな、などと考えている間にも、文彦は怪人を見み据すえ、きっぱりと叫んだ。

「トニオ！　お前――エオラの体を乗っ取りやがったのか！」

「フムン、何を驚く？　メディスンマンはシャーマンの一流派であり、霊れいに体を明け渡わたすことこそ、シャーマニズムの神しん髄ずい。我われがこの体を使うのは当然であろう？」

「そりゃ普通のシャーマンの場合だろうが！　俺の術じゆつとの合わせ技を使ってたエオラは、自じ我がを保ったまま体の一部だけに霊を降ろしてたはずだ！　なのに、一体どうやってその体を乗っ取った？　いや、それ以前に、単なる恐竜のはずのお前が、どうして会話できるほどの知能を身に付けたんだ！」

「フムン、その答は自明だな。エオラが憑ひよう依いを解かい除じよする隙すきを突き、そのまま体に残っていただけのこと。最初は偶ぐう然ぜんだったがな。その後、この女の知覚や記き憶おくを通じて徐々に知ち識しきと知能を得た我われは、恐きよう竜りゆうの辿たどった末路を知り――そして、崇すう高こうなる目的に目覚めたのだ！　後のことは、言うまでもあるまい？　気づかれないよう、徐々にこの体へと浸しん透とうし……」

「……ちょくちょくマスクドサンバになって邪じや魔ま者ものを消してたってわけか。で、『遺い産さん』の在あり処かが判明したもんだから、今回は本気で合体して攻めてきた、と」

「フムン！　その通りだ小こ僧ぞう！　完全に憑ひよう依いし一体化した今、この女は我の手足！」

　もはや隠かくす気はないのだろう、マスクドサンバ――いや、トロオドンのトニオは、俺おれの言葉を受けて力強く断言した。そんな、と絶句する芽め亜あや湧ゆうを爬は虫ちゆう類るい独特の無む機き質しつな瞳ひとみで見下ろしながら、怪かい人じんは鎌かまのような爪つめの生えそろった手を、自身の胸に当てて笑った。なるほど、あの爪は武器かと思ったらああいう手だったわけか。

「この女――エオラは、自分の使し役えき霊れいを信用しきっていたからな。潜ひそむことは容よう易いであったよ。そしてもう一つ幸運だったのは、この体エオラが、『篦へら鹿じか亭てい』のデータベースの管理作業に当たっていたこと。旧日本軍の残していた写真の中に、日ひ和より見み人びとの遺産について詳しよう細さいに記した鉄製の本のデータを見つけた時、我がどれほど歓かん喜きしたか！　うっかり喜びすぎて、序文のデータを流出させてしまったほどだ！」

「うっかりデータを流出……？　待てよ、ってことは、今回の騒さわぎの元凶は、そもそも」

「フムン！　そう、全すべては我の手の平の上！」

　俺の問いかけを受け、胸を張る異い形ぎようの怪人。そこは威い張ばるところじゃないだろう、という全員の無言の突っ込みを受け流しながら、白衣を纏まとった恐きよう竜りゆう人にん間げんは嬉うれしげに先を続けた。

「天てん候こうを操あやつる術じゆつ者しやが、自身の能力を封じた呪じゆ具ぐ……！　これさえ手に入れれば、我わが目的は達せられる！　すぐにでも奪うばい取りたかったが、我がエオラの体を乗っ取ると、姿も声も変容してしまうだろう？　それではいかにも怪あやしまれるのでね、我はひたすら好機を待った。無む論ろん、先を越こされないように、手を回しながら！」

「そのために、紅べに瓢ひ箪さごを持ち出したんですニャ！　ライバルを消すために……！」

「ま、待て！　おかしいだろう！　『遺産』は、なんの力もない方ほう位い盤ばんだったのに――」

「おそらく、違うな」

　当然の疑ぎ問もんを口にした湧に答えたのは俺だった。どういうこと、と湧や芽亜に視線で問いかけられながら、俺は力なく溜ため息いきを吐ついた。

「何か特定の使い方があるんだよ。そして、湧の家に伝わっていた本のデータから、『遺産』の詳しよう細さいを知っていた奴やつだけが、最初からそれに気づいていた。だからこそ奴は、俺たちが『遺産』を手にする前に、鈴すず女めさんから式しき神がみを奪ったんだ。鈴女さんが動くことは、ＥＸＩＴ運営委員会から誘いを受けていたエオラさんなら知る機き会かいはあったろうし、星ほし御み門かど家の式神は、祓ふつ魔ま師し界では有名なはず。エオラさんがその能力を知っていてもおかしくはない」

「ニャるほど！　会長のキリギリス型式神なら、物の記き憶おくを読み取れますから、『遺産』の正しい使い方も、すぐわかりますもんニャ！　それが困るから、エオラさん――じゃニャくて、トニオは、わざわざトンネルを掘ほらせたあとに、邪じや魔まな式しき神がみを奪うばったわけですニャ！　――って、シリアスな場面なのに、わたしが一人ひとりで緊きん張ちよう感かんを損そこなっているニャー……」

　にゃーんと頭を抱えるくのいち装しよう束ぞくの芽め亜あさんである。たいへん申し訳ないとは思うが、今は何を言っても逆効果な気がする。破れた隙すき間まから見える背中がセクシーだよ、とか言った日には、おそらく本気で殴なぐられる。どうしたもんかと首を捻ひねっていると、トニオの嘲ちよう笑しようが俺おれたちの耳に飛び込んできた。

「フムン、素晴らしい、またも正解だ！　そう、その小こ僧ぞうの読みどおり、日ひ和より見み人びとの遺い産さんは方ほう位い盤ばんだけでは力を発はつ揮きしない。これはあくまで『遺産』の一部であり、起動スイッチなのだよ。天てん候こうを操あやつるほどの大がかりな能力を全すべて転写するには、それなりの容よう積せきが要いるだろう？　蕗ふき玉たま村むら地下に広がる大だい洞どう窟くつ、ひいては村の地形そのものが、『遺産』だったというわけだ！」

「ほう。さすがは秘ひ密みつの本を見ただけのことはあって、よく知ってるな」

「フムン、お褒ほめにあずかり光栄だね！　まあ、この知ち識しきは、そもそもエオラのものなのだが――我われがブロックしていたため、本人は思い出すこともなかったようだね！」

　全すべてが上う手まくいっているのが嬉うれしくてたまらないのだろう、怪かい人じんの奇き妙みような笑い声が夜の屋上に響ひびき渡わたる。甲かん高だかく耳みみ障ざわりな声を聞きながら、湧ゆうはギリッと六角棒を握にぎりしめていた。

「やはり『遺産』は封印し続けなければいけなかった……！　それは世に出してはいけないものだったのだ！　そうと知ったからには」

「フムン。そうと知ったからには、どうする気だね？」

「知れたこと！　守り番を継つぐ者として、『遺産』の悪用は絶対に許さない！　貴き様さまの目的がなんだか知らんが、もう逃げることなどできんと思え！」

「フムン。果たして――そうかな？」

　と、ふいにトニオは給きゆう水すい塔とうの上で俺たちに背を向け、そして中空に向かって威い勢せい良くその身を躍おどらせた。脚きやく力りよく自じ慢まんの恐きよう竜りゆうだけあって素晴らしいジャンプ力で――って、おい！

「馬ば鹿かやめろ！　その体はエオラの――！」

「そうだ！　いくら恐竜でも、屋上から飛び降りて無事で済むわけが」

　いきなりの突飛な行動に、俺たちは揃そろって息を吞のんだ。だが次の瞬しゆん間かん、マンションの陰から巨大な翼つばさが飛び出した。シルエット的にはコウモリか鳥だが、大きさが桁けた違ちがいだ。翼の端はしから端まではざっと見み積つもって十メートルで、その背には白衣の怪人がしっかり乗っかっている。背中の荷物を気にすることもなく悠ゆう々ゆうと羽ばたく巨体を見上げ、俺は小さく舌打ちした。

「追い詰つめたと思ったが……！　こんな隠かくし球だまを持ってやがったか」

「にゃっ？　ニャンニャンですかあれ！　いくらニャんでも大きすぎません？」

「白はく亜あ紀き後期の翼よく竜りゆうにして、史上最大の飛行生物、翼を持った蛇神ケツアルコアトルス……！　エオラのとっておきコレクションの一体だ！　しかし、エオラの実力じゃ、あれだけの大物を一瞬で具現化させるなんて無理なはずなんだが」

「――時に、おっさん。呪じゆ力りよくだか魔ま力りよくだかってのは確か、存在が古いほど蓄ちく積せきされるんだよな？　百年生きた付つく喪も神がみより千年越ごしの怨おん霊りようの方が強いってな具合に」

「あ、ああ、そうだ。例外もあるが、術じゆつ者しやや精せい霊れいのスペックは、基本的には積つみ重かさなった年月に比例する。だが――それがどうした？」

　なんで今そんな話を、と言いたげに文ふみ彦ひこが俺おれを見下ろす。悠ゆう々ゆうと夜空に舞まう巨大な影を見上げながら、俺は「なら」と静かな声で言い足した。

「今、エオラさんの体を操あやつってるあいつは……どれだけの年月を背負ってるんだ？」

「そりゃあトロオドンは白はく亜あ紀き後期の恐きよう竜りゆうだから、ざっと見積もっても七千万年分の――って、な――七千万年……？　そんなハイスペックな怨霊、聞いたことないぞ！」

　自分で口にした数字を耳にして、文彦はさっと顔色を変えた。同時に「フムン！」と自じ慢まんげな声が上空から響ひびく。

「ようやく我われの力を悟さとったようだな！　そう、少ない力をせせこましく使っていたエオラとは違い、我の呪力はほぼ無む尽じん蔵ぞうだ！　この力があれば、『遺い産さん』を起動させることも容よう易い！」

「やめろ馬ば鹿か！　そんなオーバーパワー、エオラの体が保もたないぞ！　これでも俺は彼女の相あい棒ぼうだ、メディスンマンとしてのスペックは知ってるが、おそらくそろそろ限界のはずだ！　すぐに体を解放しないと、お前も一緒に――」

「フムン！　そんなことは百も承しよう知ち！　だがしかし、この体はあと一晩は確実に保つし、それだけあれば充分だ！　さあ、もう話は終わりだ、愚おろかな現げん生せい人じん類るいどもよ！　お前たちの儚はかない栄えい華がが終わるのを――指をくわえて見ているが良い！」

　心の底から悪役っぽい台詞せりふが響く中、怪かい人じんの乗った巨大な翼よく竜りゆうは翼つばさを大きくはためかせた。飛行機のような巨体が一気に加速し、夜空の彼方かなたに飛んでいく。小さくなっていく影を見つめ、猫ねこ耳みみと尻しつ尾ぽをぴんと振ふり立てた芽め亜あが叫んだ。

「ああっ！　あいつ、逃げちゃいますニャ！」

「結局何をどうするつもりかはわかんなかったが、このまま見過ごしちゃまずいよね」

「おっさんの言うとおりだな。芽亜、闇やみに同化して追いかけられないか？」

「無理ニャ！　そろそろ妄もう想そうのエネルギーが限界で、元の姿に戻りそうニャんですから……。こういう時は会長――は式しき神がみないから頼たよれニャいし、そうニャ！　サニー呼んだら！」

「それは俺も思ったがな。ライブの打ち上げだから携けい帯たい切ってるって言ってなかったか」

「ニャー！　そうでしたニャー！」

　再びにゃーんと頭を抱える猫忍者さん。文彦は悔くやしげに右の拳こぶしを左手に打ち付けるだけで、そして俺は未いまだに動けない。そんな八方塞ふさがりな中、唐とう突とつに凜りんとした声が響き渡わたった。

「――わたしが、追う」

　そう言い放ったのは湧ゆうだった。手にしていた六角棒を投げ捨てると、ボーイッシュな少女は屋上の端はしに向かって駆かけていく。なぜかライダースーツの前のファスナーを開きながら全力で走る姿を前に、俺おれたちは困こん惑わくせざるを得なかった。

「ニャッ？　いや、気持ちはわかりますがニャ……。あと、ニャんで脱ぐんです？」

「そ、そうだよ湧ゆうちゃん！　あのスピードで飛ぶ相手を、どうやって追っかけると」

「無む論ろん――こうやって、だっ！」

　力強く言い切りながら、屋上の端の手すりに足をかけ、湧のスレンダーな体が舞まい上あがる。思わず、馬ば鹿か、と叫さけびそうになった――その、次の瞬しゆん間かん。

「え」

「な」

「うそ」

　俺たちは、揃そろって言葉を失った。

　脱ぎ捨てられたスーツの中から白い背中と細い腕うでが現れたかと思うと、その両腕に羽毛がざあっと生え広がり、大きな翼つばさへと変わったのだ。同時に、引き締しまった下半身が鱗うろこに覆おおわれ、魚を思わせるヒレが脚あしから生える。一瞬のうちに鳥と魚と人間を足したような姿に変へん貌ぼうした同級生は、気合もろともに両手だった翼を大きくはばたかせ、ついさっき飛び去ったばかりの巨大な翼よく竜りゆうを追って夜の空へと姿を消した。

「変身した……？　あの子も魔ま物ものだったのか？　どういうことだ、芽め亜あちゃん！」

「わ、わたしだってわかりませんニャ！　どうして湧さんが鳥人間にニャったのか――って、下半分がお魚だったから、えーと、鳥人間じゃニャくて……？　どこかで聞いたようニャ気が」

「――セイレーンだ。両手が翼になった西洋の人魚」

　困惑する文ふみ彦ひこと芽亜の言葉を、俺の声が遮さえぎった。同時に、頭の中に、今まで聞いた幾いくつもの声が甦よみがえっていく。

『先祖の誰だれかに魔物がいると、たまーにその血が色いろ濃こく出ることが――』

『――あちらの人魚では、両手が翼になったセイレーンなどが有名だね』

『日本の各地に伝でん承しようされている人魚は、マーメイドやセイレーンとは全然別種――』

『この村には、そんな魔物が三百年前に現れたという伝承が残って――』

『わたしの祖先は、三百年ほど前に日本に漂ひよう着ちやくした外国人で――』

『魔物である芽亜があんなに堂々と自分の力を使っているのだ、わたしが臆おくしてどうする』

　無関係だと思い込んでいた数々の要素が繫つながり、隠かくされていた事実を示していく。なんのことはない、最初から答は出ていたようなもんじゃないか。自じ嘲ちよう混じりにそうつぶやけば、文彦がハッと俺に顔を向けた。

「何かわかったのかい？　あの姿は確かにセイレーンだけど――やっぱり彼女は魔物ってことか？　いや、だとすると、初めて会った時に俺のレーダーが魔力を感知してるはずだが」

「レーダーが反応しなかったのも当然さ。湧は、セイレーンの血を引く『先フラツシユバツク祖返り』なんだ。基本はただの人間だからな」

　道理でみんな気づかないわけだよ。そう抑おさえた声で言い足せば、屋上を一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが包む。数秒後。ああ、と文ふみ彦ひこが納なつ得とくし、芽め亜あが訝いぶかるように口を開いた。

「ふ、『先祖返りフラツシユバツク』……？　それって、グレムリンの暮くれ六むさん、みたいニャ？」

「ああ。間違いなく湧ゆうの先祖――羽う那な原ばら一族の始し祖そは、セイレーンだ。時に子こ猫ねこちゃん、蕗ふき玉たま村むらで見た、湧の先祖の墓はかを憶おぼえているか？　あの時、鈴すず女めさんは何を読み取った？　そして、湧は自分の先祖のことをどう説明した？」

「ニャっ？　え、えーと、確か、三百年前にヨーロッパから渡わたってきた人がいたんですニャ。『遺い産さん』の守り番の役目を引き受けることを条件に、あの村に住まわせてもらった――でしたっけニャ？　でも、ニャんでいきなりそんなことを……？」

「説明は後だ。次の質問、あの村で人魚が目もく撃げきされたのはいつだった？」

「それは確か三百年前――って、ニャっ！　同じ時期……？」

　甲かん高だかい叫さけびとともに、芽亜の頭上で猫ねこ耳みみがぴーんと立った。ようやく真相に気づいたらしいな、と微ほほ笑えんでいると、文彦が「待った！」と口を挟はさんだ。

「つまり、湧ちゃんのご先祖様は、日本に漂ひよう着ちやくしたセイレーンだったと……？　確かに、人間に化けることくらいはできたろうが――なぜ正体を隠かくす必要があったんだ？　普通の町や村ならともかく、あの蕗玉村は、世間から追われた魔ま術じゆつ師しや祓ふつ魔ま師しの流れ着く先だぞ。妖よう怪かいも何体か住んでいたらしいし、そんな場所で、魔ま物ものとは言え充分な知能を備そなえたセイレーンが、わざわざ素す性じようを秘ひ密みつにする理由はなんだ？」

「簡かん単たんさ。セイレーンが人と魚の属ぞく性せいを備えた魔物――人魚だったからだ。あんたも祓魔師なら知ってるだろう？　日本における人魚と言えば……？」

「そうか……！　不老不死の妙みよう薬やく！」

　ようやく合点がいった。そう言いたげに、文彦が大げさに天を仰あおぎ、猫忍者モードの芽亜がはっと息を吞のむ。そんな二人ふたりの姿を見上げたまま、俺おれは静かに先を続けた。

「そういうことさ。いくら人外に寛かん容ような地でも、自分の肉が不老の薬だと信じられてる国で、素直に正体を明かせるお人ひと好よしはそういない。かくして、守り番の役目を引き受けることで村に居場所を獲かく得とくした羽那原一族は、ずっと自分たちの血に流れる秘密を隠し続けてきたわけだが――ずっと守ってきた『遺産』を悪用されることだけは許せなかったんだろうね。そんなわけで、三百年間の長きにわたって隠されてきた羽那原一族の秘密は、俺たちの目の前に姿を現すこととなったわけだ。――以上、今回の解決編でした」

　そこまで話すと、俺はいったん言葉を切った。深く息を吸った後、「何か質問は？」と付け足せば、ぽかんと呆あつ気けに取られていた芽亜は、ぱくぱくと口を開きながら声を発した。

「……すごい。巧たく馬まとは思えません」

「おい、なんだその感想。……まあ、俺だってこの冷静な自分にはかなり違い和わ感かんがあるんだが、もうそろそろ元に戻るはずだから、さ。だから子こ猫ねこちゃん、それまでの辛しん抱ぼう――とか言ってる間に、やっと来たか？」

　だらんと屋上に投げ出されていた脚あしや、上体を支えていた両りよう腕うでに、じんわり力が満ちてきた。妄もう想そうもろとも芽め亜あに送った体力が、ようやく回復してきたようだ。同時に、気味悪いほど冴さえていた思考回路がいい感じに鈍にぶり始め、いつもの調子が戻ってくる。そして一秒後、俺おれはよっこらしょと吞のん気きな声を漏もらしながら立ち上がっていた。

「お待たせしました、下しも野つけ巧たく馬まただいま復活！　いやー、今回はオリオンのおかげで一気に事じ態たいが解明されたなあ。我われながらよくやった！　これからも、ややこしい事件が起きた時は、あのモードになれば一発で――ってのんびり総そう括かつしてる場合じゃねえ！」

　思わず自分で自分に突っ込む俺。考えてみればまだ何も解決してないのだ。ああ、と頭を抱えながら、俺は傍かたわらの猫忍者こと芽亜に向き直った。普段の精神状じよう態たいで見ると、猫耳と尻しつ尾ぽや破れた着物はたいそうキュートかつセクシーだったが、感かん激げきしている場合ではない。

「今すぐ湧ゆうを追っかけるぞ、芽亜！　あの恐きよう竜りゆう野や郎ろうからエオラさんを取り返さないと！　それにそう、鈴すず女めさんの式しき神がみもあいつが持ってるんだよな？　こうしちゃいられない！」

「ま、待ってください！　わたしだって思いは一いつ緒しよですが、走って追いつくのは絶対に無理ですニャ！　それに、闇やみ雲くもにぶつかっても勝てる見込みはニャいですよ？」

　とりあえず駆かけ出そうとする俺を、芽亜が慌あわてて引き留とめる。「急に性格変わるんだから……」とやりづらそうにつぶやくと、小さな相あい棒ぼうは紫むらさきの瞳ひとみで俺を見上げた。

「だいたい、どこに行ったかもわからないんですニャ？」

「いや、わかるよ。レーダーでエオラ……いや、トニオの霊れい力りよく反応を追つい跡せき中ちゆうだ。この方向だと、おそらくは、始まりの場所――蕗ふき玉たま村むらだね。今すぐにでも『遺い産さん』を使うつもりだろう」

　いつの間にかパソコンを手にしていた文ふみ彦ひこが、モニターを見つめながらそう告げる。そうかなるほど！　俺は力強くうなずき、そして再び相棒を見み据すえた。

「それさえ聞けば充分だ！　行くぞ芽亜！」

「ニャーッ！　だからどうやって行くんですかニャっ！」

「え？　それはそうだな――あっ！　心当たりが一つあった！　そうと決まれば電話だ電話――って、番号聞いてねえ？　芽亜なら知ってるだろ、携けい帯たい貸してくれ！」

「ニャ？　って、ちょ、ちょっとストップ！　誰だれのことだかわかんニャいですけど、今は変身してるんですから！　そ、そんなところに携帯は入ってニャいです、エッチ！　というか、お願いですから落ち着きニャさい！　文彦さんも見てニャいで何か言ってくださいニャ！」

「いや。落ち着くのは、君たち二人ふたりだろ」

「そうですニャ！　わたしたち二人――って。ニャっ？」

　妙に静かな文彦の声に、芽亜はきょとんと目を見開き、俺を摑つかんでいた手をぱっと離はなした。いきなり解放された俺が勢いきおい余って転がったのは言うまでもない。ぎゃわーっと叫さけぶ俺の悲鳴を肩をすくめて聞き流すと、文ふみ彦ひこは芽め亜あと俺おれとを見比べ、そしてゆっくり口を開いた。

「俺に言わせりゃ、君たちは二人ふたりとも焦あせりすぎだよ。そんな必要もないのにさ」

「え。必要がないって、それは、どういう……？」

「そのまんまの意味だよ、巧たく馬ま。そりゃ、俺にとっては相あい棒ぼうの体が乗っ取られてるわけだから助けに行くつもりだ」

「だよな！　だったら俺も――」

「だけどさ。君たちにとっては違うだろ？」

　文彦のドライな一声が、俺の叫さけびを打ち消した。大人特有の乾いた目線で空を見上げながら、髭ひげ面づらの青年は自じ嘲ちようするように先を続ける。

「君たちにとって、これは、たまたま知り合った人間がたまたま関係者だっただけの話なんだ。関わらなければ、それでお終しまい。しかも、楽勝できるザコならともかく、相手は七千万年分の呪じゆ力りよくを蓄たくわえた超大物と来た。……つまり、どこをどう見ても、君たちが積せつ極きよく的てきに関わる理由はないんだよ。なのに――どうしてそう必死に関わろうとするんだい？」

「へ？　どうしてって――そりゃあ……なあ？」

「ニャ、ニャア……」

　文彦の問いかけを受け、俺たちは思わず顔を見合わせた。そんなもん、どうしてもこうしてもあるもんか。ぱちぱちと目を瞬まばたくと、俺と芽亜は交互に声を発した。

「エオラさん美人だし優やさしいし、助けたいなーと」

「お世話になりましたからニャー。湧ゆうさんだって放っておけませんし」

「そうそう。あと、鈴すず女めさんの式しき神がみだって取り戻さないと、あの人、気弱なままだしな」

　代わる代わる理由を口にする俺たち。しかし、口に出して言うようなことでもないだろうに、なんでわざわざそれを聞く？　揃そろって首を捻ひねりながら説明すれば、文彦はしばし黙だまって聞き入っていたが、ややあってククッと小さく噴ふき出した。

「……それだけの理由か、なるほどね！　悪あく魔まとその契けい約やく者しやが、そう言うとはなあ……いや、参まいったよ！　ほんとに参った。最高だ！」

　帽子の上から頭を押さえ、文彦は笑い声を漏もらし続ける。そこまで笑うことじゃないだろ、別に。ぼそっとそう言ってやれば、軽く涙目になっていた髭面の青年は、俺たちに向けて頭を下げた。

「ああ、気分を害したのならすまない。君たちが予想以上にお人ひと好よし……いや、善ぜん人にんだったもので、ついね。おかげで、俺も決心が付いたよ。初めて会った時から、もしかしてとは思っていたが、ほら、何かの罠わなって可能性もあるだろう？　口には出さないようにしながら、君たちを観かん察さつしていたんだが――うん。これなら間違いない」

「「……は？」」

　いきなりなんの話を始めたんだ、このおっさんは。先の読めない展開に、俺と芽亜の声が重なる。そんな俺おれたちを見比べると、魔ま術じゆつ学究集団『篦へら鹿じか亭てい』の一員にして、自じ称しよう優ゆう秀しゆうなオカルトエンジニアの青年は、むかつくほど爽さわやかな笑みを浮かべ、こう言った。

「君たちになら、あれを渡わたしても良さそうだ」
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　第七夜　月下の女王




「フムン！　船をも沈める歌声とやらでケツァルコアトルスを墜つい落らくさせ、消しよう滅めつさせたことは賞しよう賛さんには値しよう！　だが、しょせんは半はん端ぱな先祖返り、もはや魔ま力りよくも体力も残っていまい？　だいたいにして、セイレーンの能力は戦せん闘とう向きではないのだ。身の程ほどをわきまえるということを、少しは知っておくべきだったな！」

「うるさい黙だまれっ！」

　半はん壊かいした墓はか石いしが転がる蕗ふき玉たま村むらの墓ぼ地ちに、湧ゆうの叫さけびが轟とどろいた。台詞せりふこそ威い勢せいがいいものの、声にはほとんど覇は気きはない。白かった翼つばさは泥だらけで、下半身を覆おおう滑なめらかな鱗うろこもまた土にまみれてしまっている。そんな惨みじめな姿を前に、たった今、湧を張り倒したばかりのエオラ――いや、トロオドンのトニオは、細かい牙きばの並んだ口を開き、奇き妙みような声を発した。

「しかし、解げせぬな。なぜお前は我われの邪じや魔まをする？　先祖代々、馬ば鹿かの一つ覚えのように守ってきた『遺い産さん』の真価――見てみたいとは思わぬか？」

「ふざけるな！　そもそもお前は、『遺産』を使っていったい何を――」

「知れたこと。この母なる大地より、脆ぜい弱じやくで醜みにくいサルどもを一いつ掃そうするのよ」

　翼を折ってうずくまったままの湧の声を、トニオの叫びが打ち消した。なんだと、と絶句するセイレーンの少女を前にして、知性を得た恐きよう竜りゆうはいっそう高らかに声を張り上げる。

「そう！　これは、先に滅ほろびた我らの復ふく讐しゆうなのだ！　ああ、わかっている、お前たち現げん生せい人じん類るいを排はい除じよしたところで、我々の時代は戻りはしないと。だが！　自分たちの物を――海と大地を奪うばわれて、黙って見ていることができようか？　否いな！」

「さ、逆さか恨うらみで人間を亡ほろぼすと言うのか……？　なんだその情けない動どう機きは！　いや、それ以前に、日ひ和より見み人びとの遺産に込められた力は、あくまで天てん候こうを操あやつる能力のはず！　そんな大それたことなど、できるはずが……」

「フムン。お前は考え違いをしているな」

　呆あきれた声での溜ため息いきが静かに響ひびく。鉤かぎ爪づめで摑つかんだ方ほう位い盤ばんを掲かかげながら、トニオは「日和見人の能力は、正確には、天候操作ではないのだよ」と先を続けた。

「上空で起こり得る現象を、意のままに生じさせること。それが、日和見人と呼ばれた術じゆつ者しやの真の力だ。天候の操作など、その能力の一部に過ぎぬ。この方位盤を大だい洞どう窟くつに収め、そこに七千万年分の怨おん念ねんを注ぎ込めば――我々が受けた報むくいを、再現することも可能！」

「報い……だと？」

「フムン、そのとおり。お前も、恐竜がどうやって滅んだかは知っていよう？　進化を極きわめていた種族が、なぜ地球を明け渡わたさねばならなかったのか？」

「恐きよう竜りゆうが絶ぜつ滅めつした理由？　それは――まさか！　い――隕いん石せきを落とすつもりか！」

　自分の言葉が信じられず、湧ゆうはハッと息を吞のむ。その反応が満足のいくものだったのか、怪かい人じんは、返事のかわりに大きく裂さけた口を満足げに歪ゆがめた。そして鎌かまのような爪つめがぎらりと光り、湧が思わず歯を食いしばった、その時だ。

　――ぶるるるるるるるるるるる！

　どこからともなく唐とう突とつにエンジン音が轟とどろいたかと思うと、墓ぼ地ちを囲む森を突き破るように、丸っこいクラシックカーが飛び出した。古いながらもよく整せい備びされているのだろう、磨みがき上げられた赤いボディは荒れた道をものともせずに加速を続け、何が起きたのかわからず呆あつ気けに取られるトニオに向かって思いっきり突っ込――って、おい！

　がーん、と車体に響ひびく衝しよう撃げき。急ブレーキの余よ韻いんが残る中、白衣を纏まとった細身の体が盛大に夜空に舞まい上あがる。まるでコメディのような吹っ飛び方を目の当たりにして、車の運転席に座っていた少年――要するに俺おれ、下しも野つけ巧たく馬まは慌あわててドアを開けて飛び出した。

「やべえ、エオラさん撥はねちゃったか？　つーかガーニー！　お前、あれだけちゃんと止まれっつっただろ！　エオラさんに何かあったらどうする気だ！　ほら、ぴくぴく痙けい攣れんしてるし！　で、でも恐竜と合体してるから大丈夫だよな、そうだよな、そうであってくれお願い……！」

　――お望みどおりに蕗ふき玉たま村むらまで運んでやったんだ、文句を言われる筋すじ合あいはないぞ。そう言いたげにエンジンをぶるぶる唸うならせるクラシックカーの九つ十く九も神がみを睨にらみ付けると、俺は思わず両手を合わせた。なんとか間に合ったものの、助けるはずの相手を撥ねてしまいましたって、そのオチはあまりにひどい。墓地の上でひっくり返って痙攣しているエオラさんつーかトニオを不安げに眺ながめていると、「巧馬……？」と息を吞む声が耳に届いた。

「お前、一体どうして……」

　小さな口をぽかんと開け、ボーイッシュな顔がこちらを見つめている。両手は翼つばさだったし腰こしから下はヒレと鱗うろこに覆おおわれているものの、その顔はまぎれもなく見知ったものだ。思わず安あん堵どの溜ため息いきを落としながら、俺はセイレーンの少女の前に駆かけ寄より、手を――じゃない、翼の端はしをぎゅっと握にぎった。

「湧！　良かった、まだ無事だったか！」

「あ、ああ……！　なんとか、な。こんな姿を、巧馬には見せたくはなかったが――」

「へっ？　何言ってるんだ！　ライダースーツもいいけど、セイレーンモードもまた綺き麗れいだよ！　特に、引き締しまった腰から胸のラインが――って。あれ？」

「……ど、どうした、急に？　何を落らく胆たんしている……？」

　なぜか顔を赤らめていた湧が、きょとんと目を丸くする。まじまじと見み据すえられながら、俺は「意外とガード堅かたいな、と思って」とつぶやいた。

「ほら、さっきは背中しか見えなかったから。てっきり上半身はフルヌードかと期待してたんだけど、羽毛が胸を隠かくしてるのか……。残念なような、それでいて安心したような」

「なんの話だっ！」

　いきなり翼つばさで張り倒された。素直な感想を口にしただけなのに、と、こぼす俺おれを見下すように立ち上がると、照れくさそうに頰ほおを染めたセイレーンの少女は、「ああもう！」と吐き捨てるように叫んだ。

「巧たく馬まか！　しょせんは巧馬か！　 一いつ瞬しゆん喜んだ自分が情けないぞ！　もう帰れ！」

「そ、そこまで言うなよ！　普通の手段じゃ追いつけないからって、暮くれ六むさんからガーニーに頼たのんでもらって、全速力で飛ばしてきたんだぞ？　俺も芽め亜あも、湧ゆうのことが心配で」

「え。なんだ、芽亜も一いつ緒しよなのか？　どこにいるのだ？」

「どこに――って、あっ！　あいつ、また気絶してやがるな！」

　慌あわててガーニーに駆かけ寄よって助手席のドアを開ければ、案の定、制服姿の相あい棒ぼうがくたっとシートにもたれかかっていた。完全に気を失っているくせに、シートベルトだけはしっかり摑つかんでいるあたりが、全力を出したガーニーの恐おそろしさを思い起こさせる。

「追い抜きや信号無視は当たり前だし、線路とか橋はし桁げたとか平気で走るんだもんなあ……」

　スピードメーターずっと振り切ってたし、暮六さんにいったいどんな改造されたんだ、この九つ十く九も神がみさんは。まあ、事故は起こさなかった上に、ちゃんと間に合ったから結果オーライなんだけど。そう内心でつぶやきながら、俺は芽亜の頰ほおをそっと叩たたいた。

「おーい、起きろ芽亜。着いたぞー」

「う、うーん……。駄だ目めよ、母さん、まだわたしはそっちには行けない……。母さんの仇かたきの仮面の男を……ウロボロスの紋もん章しようを付けた祓ふつ魔ま師しを、野放しにはできないから……」

「なにを不吉な夢を見てるんだ！　着いたんだよ！　起きろ！」

「そう……？　だったらもういいかな――って、はっ！　ウロボロスの巧馬！」

　少々強引に肩を揺ゆすれば、芽亜は弾はじかれたように跳はね起きる。しかし誰だれだよそれは。「普通の巧馬だよ」と呆あきれた声を掛けながら手を引いて立たせてやると、寝ね起おきの相棒は不安げな顔のセイレーンを見つけ、大きく目を見開いた。

「あ、湧さん！　無事でしたか？」

「ま、まあな。むしろ、芽亜こそ大丈夫なのか……？　顔、真っ白だぞ」

「とりあえずは。ガーニーの走りが予想外すぎて、気を失っていただけですから」

　やるせなく首を振ふると、芽亜は「もう、どんな絶ぜつ叫きよう系けいマシンも怖こわくないです」と付け足した。うん、その気持ちはよくわかる。二十回くらい死を覚悟したからなあ、としみじみうなずいていると、ふいに、震ふるえる声が耳に届いた。

「フムン、あくまで我われに抗あらがうか、現げん生せい人じん類るいども……！」

　怒りの頂点を通り越こして逆に穏おだやかになったような口調が、静かな墓ぼ地ちに響ひびき渡わたる。それに引かれるように振り向けば、白衣を纏まとった恐きよう竜りゆう人にん間げんが、ガチガチと歯を鳴らしていた。一瞬前に車に撥はねられたにもかかわらず、服が汚れている以外は手にも足にも怪け我がはない。その姿を目にした瞬しゆん間かん、俺おれはほっと胸をなで下ろしていた。

「さすが恐きよう竜りゆうの体力！　エオラさんが無事で良かった……！」

「良くないですよ！　いや、エオラさんは無事じゃないといけないんですけど、でも」

「芽め亜あの言いたいことはわかるが、相手は一心同体ならぬ、二心同体だからな」

「いい加か減げんに――黙だまれええええッ！」

　どうにも間抜けな会話を繰くり広げる俺たちに向かって、トニオが吼ほえる。頭から生えた羽根飾りを逆立てながら、人類根絶に燃もえる恐竜は白衣のポケットから何かを摑つかみ出した。

「今にも我わが大たい望もうが成じよう就じゆするところだったのに、いきなりコントじみた空気を持ち込んだこと……絶対に許しはせんぞ！」

「わたしに言わないでくださいよ！　コントなのは主に巧たく馬まですからね！」

「そうそう――って、こら芽亜！　そこは相あい棒ぼうとして連れん帯たい責せき任にんで」

「黙れと言っておろうがあ！　かくなる上は、最後の隠かくし球だまで、完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき潰つぶしてくれる！　見よ――《古き良き時代の祝宴プライミーバル・フエステイバル》！」

　怒ど気きをはらんだ絶ぜつ叫きようとともに、トニオは手にしていた小さな何か――おそらくは化石の欠片かけらを投げ上げた。次の瞬間、精せい霊れいを宿した石片はカッと激しく発光し、そして生前の姿を取り戻していく。抱えきれないほど太い足が四本、メキメキと木々を踏ふみ倒しながら実体化し、蛇へびのように長い首と尻しつ尾ぽがすらりと伸びる。その、とどまることなく巨大化を続ける何かを目の当たりにして、俺と芽亜は反射的に後ろを向き、全速力で走り出していた。やばい死ぬ！　

　ガーニーに乗せてもらいたいところだが、あの車、自分だけ一足先に逃げたらしい。膨ふくれあがる巨体が森や墓ぼ地ちを踏みつぶしていく音を聞きながら必死に走っていると、後ろから響ひびいていた破は砕さい音おんがふいに止まった。巨大化が終わったのかな、と立ち止まって振ふり返るのと同時に、上空に避ひ難なんしていた湧ゆうが、「なんだこいつは」と絶句した。

「いくらなんでも、巨大すぎる……！　五十――いや、六十メートルはあるぞ？　最大の恐竜は、せいぜい三十メートルだったはずではないのか！」

　翼つばさを広げた湧が、怪かい物ぶつの全容を見下ろしながら絶句する。その声を耳にして、隣となりで息を切らせていた芽亜は、ハッと俺と顔を見合わせた。

「巧馬！　これ、文ふみ彦ひこさんの言ってた……」

「だな。やっぱり出してきやがったか……！」

　五階建てのビルほどの高さにある小さな顔が、月を背景に咆ほう吼こうする。ここまででかいと、もはや怖こわいとか強そうとか、そういう感想すら浮かばない。どうにも現実感に欠け、そして妙に美しい光景を前に、俺は、ついさっき文彦から電話で聞かされた内容を思い出していた。

『アンフィコエリアス・フラギリムス。全長五十メートルとも六十メートルとも語られる、文句なしに最大の恐竜だ。一本の骨しか発はつ掘くつされてない上に、運うん搬ぱん中ちゆうに化石が行方不明になったせいで、学術的に存在を認みとめられてはいないがね。どんなツテを使ったか、エオラはその欠片かけらを持ってるんだよ。トニオにエオラの知ち識しきがあるなら、最後の局面で使うのは、間違いなくこいつだ。巨大さはすなわち強さだからね。……ところで、さっきからちょいちょい芽め亜あちゃんの悲鳴と電車の警けい笛てきが聞こえるんだけど……いったいどこを走ってるんだい？』

　なるほど、さすがエオラさんの相あい棒ぼう。読みは正しかったわけか。わけあって別行動中の髭ひげ面づらを回想している間にも、トニオは巨きよ竜りゆうの背中から首へ、そして頭とう頂ちよう部ぶへと駆かけ上がりながら、小さなカードのようなものを取り出した。今度は何を、と尋たずねる間もなく、芽亜が叫さけぶ。

「あっ、あの気配……！　間違いありません、あのお札――会長の式しき神がみが入ってます！」

「え。マジで？　あれ使われると計画が微び妙みように狂くるってくるんだけど……」

「フムン！　なんの話だか知らぬが、もう遅い！　星ほし御み門かどの式神は、それ自体が莫ばく大だいな呪じゆ力りよくの塊かたまり！　それを加えることで、我わが最大最強の竜は――完全をっ、越こえるッ！」

　その叫びとともに、トニオは手にしたお札をアンフィコエリアスの頭頂部へと貼はり付ける。と、ただでさえ威い圧あつ感かんに充みち満みちていた巨竜が、バチバチとプラズマのような光を放ち始めた。わかりやすく強化された怪かい物ぶつの頭の上で、恐きよう竜りゆう人にん間げんが絶ぜつ叫きようする。

「さあ、邪じや魔ま者ものを踏ふみ殺せアンフィコエリアス！　人類根絶の野望を抱いて幾いく年ねん月げつ、やっと摑つかんだ日ひ和より見み人びとの遺い産さんだ！　今使わずに――」

「うるせえ！　いい加か減げんに黙だまれ、トカゲ野や郎ろう！」

　感かん極きわまったトニオの叫びに、俺の声が割り込んだ。おそろしく高い位置の怪人に向かって、俺はまっすぐ指を差し、そして続ける。

「でかいの出せばビビると思ってやがるな！　だとしたら大当た――じゃない！　大間違いだ！　正直こんなの相手にどうしろってんだという気もするし、もうこれは夢だとでも思いたいけど、ここまで来たらそうはいかないし、乗りかかった船だから――」

「フムン？　弱音を吐きたいのか啖たん呵かを切りたいのかどっちなのだ？」

「そりゃもちろん弱音を――もといっ！　お前の長なが台詞ぜりふはもう聞き飽あきたんだよ！」

　ぶるぶると首を振ふって不安な本音を追い払い、俺は改めてトニオを睨にらんだ。ひざはがくがく震ふるえっぱなしではあるが、ここまで来ればもう逃げようもない。それに何より――逃げるくらいなら、そもそもここまで来ていない！　そうだろう下しも野つけ巧たく馬ま！　自分で自分に檄げきを飛ばし、俺は喉のどの奥から声を振り絞った。

「エオラさんの体！　湧ゆうの一族が守ってきた『遺産』！　そんでもって、鈴すず女めさんの十二体の式神！　耳を揃そろえて返してもらうから覚悟しやがれ！　というわけで芽亜さん、後はよろしくお願いします！」

　力一杯言い切ると、俺は小さな相あい棒ぼうへと話を振った。「さあ！」と重ねて促うながせば、芽亜は湧と顔を見合わせ、なんだか重たい溜ため息いきを吐く。……って、え？

「おい芽亜、何そのテンション？　ラストバトルだぞ？」

「台詞せりふはかっこよかったですけど、そのままこっちに回されるとは思いませんでした」

「し、仕方ないだろ！　俺おれだけじゃ何もできないんだから！」

「それはそうですけど……。まあ、今回は、手伝ってもらうわけですしね。でも、なんだか釈しやく然ぜんとしません」

　みっともなく食い下がる俺を、じーっと冷たい目で見み据すえる芽め亜あである。さすがに友人が不ふ憫びんになってきたのか、上空の湧ゆうが翼つばさを小さくぱたぱたやりながら声を掛けた。

「な、なあ、芽亜。魔ま力りよくも体力もほとんど残っていないが、わたしも手伝おうか……？」

「大丈夫です。今夜は、秘ひ密みつ兵へい器きもありますから」

　そう言って芽亜が制服のポケットから取り出したのは、小さな銀色の南なん京きん錠じようだった。大きさは四センチほど。鍵かぎ穴あなの空あいた四角い本体にＵ字型の金具が刺さった、シンプルな形状の錠前だ。カバかサイのような動物が浮き彫ぼりになったそれを左手でぎゅっと握にぎると、芽亜は俺へと振ふり返り、スッと右手を差し出した。

「行きますよ、巧たく馬ま。準じゆん備びは」

「いつでもオッケーだ！」

　相あい棒ぼうの言葉を遮さえぎりながら、俺は小さな右手をぎゅっと握った。子どもっぽい細い指と手の平からは、不安の表れなのだろう、小さな震ふるえが伝わってくる。ここで「大丈夫さ」とか温あたたかい言葉を掛けられればかっこいいのだが、正直、不安なのは俺も同じなわけで――とかなんとか余計なことを考えていると、はるか上から「フムン！」と耳みみ障ざわりな声が降ってきた。

「何を目もく論ろもうと、我われに抗あらがえるはずもなし！　たとえ新たな呪じゆ具ぐを手に入れようと――ム？　その錠前、この体の記き憶おくにあるな。確か、文ふみ彦ひこが持っていたはずだが……。そう言えば、奴やつの姿が見えぬな」

「うるせえ！　あのおっさんには別の用事があるんだよ！」

「別の用事……？　この期ごに及んで何を目論む？　お前たちはここで潰ついえると言うのにな！　さあ、もう今度こそ余よ興きようは終わりだ、踏ふみつぶせ、アンフィコエリアス！」

　トニオの声に従って、巨きよ竜りゆうが前足を振ふり上げた。一部屋分ほどもあろうかという巨大な足の裏うらが、俺たちに向かってぐんぐん迫る。度ど肝ぎもを抜くような威い圧あつ感かんにさらされながら、芽亜は錠前を摑つかんだ拳こぶしを、自分の胸に押し当て、叫ぶ。

「開けっ！　――『ベヒモスの錠前』！」

　瞬しゆん間かん。

　周囲の空気が爆はぜ、巨竜の脚あしを跳はね上げた。




「……はい？　ベヒモスの錠前？」

「って、ただの南京錠だろ、これ」

　今から数時間前、湧のマンションの裏手の道路にて。

　これからの行動を決めた俺おれたちは、文ふみ彦ひこがポケットから取り出した小さな南なん京きん錠じようを前に、間抜けな声を漏もらしていた。「あれを渡わたしても良さそうだ」とかもったいぶって呼び止めるんだから、てっきり物もの凄すごい武器でもくれるのかと思ったのに、期待外れもいいとこである。名前だけは偉えらそうだが、見たところ単なる錠前だしなあ。というわけで、声に出さずにがっかり感を示していると、文彦は「わかってないね」と俺たちを睨にらんだ。

「こいつはね、宇宙に満ちた偏在気体エーテルを吸収、一気に大量の魔ま力りよくを醸じよう造ぞうする呪じゆ具ぐなんだ。早い話が、魔ま物もの専用の緊きん急きゆうドーピングアイテムさ」

「え。じゃ、じゃあ、それを使えば、わたしは……？」

「ああ。今のエオラとでも対等に戦えるはずだ。役に立たない大人から、未来を担になう少年少女への、せめてものプレゼントだよ」

　そう言ってニッと微ほほ笑えみ、文彦は芽め亜あの手にその地味な錠前を握にぎらせた。ぽかんと目を丸くする夢む魔まに「軽い副作用もあるらしいから、気を付けてね」と言い足すと、髭ひげ面づらの審さ神に者わは今度は俺へと目を向ける。

「巧たく馬ま。芽亜ちゃんの契けい約やく者しやたる君にも、やってもらうことがある。ベヒモスの錠前は、使い手の魔物と同調した人間を、一時的にエネルギー体に変えて取り込めるんだ。だから、戦うに相応ふさわしい力、あの七千万年前の化け物に対抗できる姿を想そう像ぞうすれば――」

「――それがそのまま芽亜をパワーアップさせるってことか。了りよう解かい」

　文彦の言葉を聞き終える前に、俺は首を縦たてに振ふっていた。以前、「四月三十日の女神」モードになった芽亜の武器をイメージで作ったことがあるので、だいたいの見当は付く。あの時の感覚を思い出していると、ふいに芽亜が深々と頭を下げた。

「あ、ありがとうございます……！　でも、もらっちゃっていいんですか？」

「もちろん。これは『篦へら鹿じか亭てい』のものじゃなくて俺の持ち物だし、そもそも人間には使えないしね。ろくでもない魔物には渡せないけど、君たちみたいなお人ひと好よしなら安心だろ？」

「いや、『だろ？』って言われても。まあ悪用する気はないけどさ……。しかし、魔物専用の強化アイテムなんて、そんな都合の良いアイテムを、なんでたまたま持ってたんだ？」

　もらえるのは嬉うれしいけど、いくらなんでもタイミングが良すぎやしませんか。そんな思いをこめて見つめてやれば、文彦は帽子をくしゃっと押さえて「やっぱそう思うよね」と苦笑いを漏もらした。

「実は、本来の使い方は違うんだよ。鍵かぎとセットになってて、異世界間を繫つなぐゲートを開くのに使うんだとか。鍵のほうは俺も文ぶん献けんでしか見たことないけど、かなり大量の魔力を消費するアイテムらしいんだ」

「え。異世界間を繫ぐ鍵で」

「大量の魔力を消費する……？」

　どこかで聞いたことあるような話に、俺は芽亜と顔を見合わせた。芽亜がお母さんから受け継ついだ銀の鍵かぎ――『リヴァイアサンの鍵』の特とく徴ちようと全まつたく一緒じゃないのか、それ。不ふ審しんげに首を捻ひねる俺おれたちを見つめ、文ふみ彦ひこは「知ってるなら話が早い」と先を続けた。

「で、その鍵の消費する魔ま力りよくを補おぎなうために作られたのが、この錠じよう前まえってわけ。名前も対になってるんだよ。陸のベヒモス、海のリヴァイアサンって聞いたことないかな」

「「り――リヴァイアサン？」」

　思わず二人ふたりの声が重なった。間違いない。この錠前、やっぱりあの鍵とセットになるアイテムだ！　しかしなんでそんなものを文彦が――と、そう尋たずねようとした時、派手なエンジン音を轟とどろかせ、赤くて丸くて無人の車が俺たちの前に滑すべり込んできた。「待たせたな野や郎ろうども！」と言いたげにヘッドライトを点てん灯とうさせるクラシックカーに、芽め亜あはぱっと顔を輝かがやかせた。

「ガーニー！　ありがとう、来てくれて！　 巧たく馬ま、早く！」

「ああ！　 蕗ふき玉たま村むらまで全速力で頼たのむ！」

　鍵の話も気になるが、今はエオラさんや湧ゆうのことが先だ。慌あわててガーニーに乗り込むと、俺は運転席の窓まどから文彦に「それじゃ」と声を掛けた。

「とりあえず行ってくるから、そっちも例の件、よろしく！　車持ってるんだよな？」

「ああ。こっちは任せてくれ」

　フランクに微ほほ笑えんで胸を叩たたく文彦。頼んだぞ、と念を押せば、帽子の似合う青年は一いつ瞬しゆんだけ真顔になってうなずき――再びニッと笑ってこう言ったのだった。

「どうして俺がベヒモスの錠前を持ってたのか。その話は、また後で、ゆっくりとね」




　――とまあ、そんなわけで俺たちは新しい強化アイテムを手に入れ、今まさにその力を開放したのだった。古びた錠前が激はげしく輝かがやき、俺の隣となりの相あい棒ぼうへと大量のエネルギーを送り込んでいく。予想以上の勢いきおいに耐たえかね、芽亜の口からふいに小さな悲鳴が漏もれた。

「あうっ……！」

「だ、大丈夫か芽亜？」

「平気です！　巧馬はイメージをしっかり持って！」

「お、おお――って、うわっ？」

　無理するなよと声を掛けようとするのと同時に、俺の体が透とう明めいな気体に変わり、鍵を通じて相棒に重なった。芽亜の心の中なのだろう、奇き妙みような空間を漂ただよいながら、俺は息を深く吸い――いや、息も何も体はないのだが、気分的に――そして、「行くぞ！」と全力で叫さけんだ。

「あの恐きよう竜りゆう野郎をぶっ飛ばして、エオラさんを取り返す！」

「ええ！　相談に乗ってもらったお礼、まだちゃんと言ってませんから！」

　姿こそ見えないものの、すぐそばで芽亜の声が響ひびいた。どうやら、芽亜の知覚を通じて外のことは感知できるし、相棒ともちゃんと会話できるらしい。やれやれと安心しつつ、俺はイメージをいっそう研とぎ澄すましていった。

　いつもの服ふく装そうが変わるだけの妄もう想そうチェンジではなく、戦うための夢む魔まの姿を、ただ一心に思い描えがく。史上最大の巨大な怪かい物ぶつと渡わたり合えるだけの力とはなんだ、それに相応ふさわしい姿とは？　ガーニーに揺ゆられる間、ちょこちょこ気絶を挟はさみながらもずっと話し合っていたおかげで、イメージは既すでに固まっている。

「行くぞ芽め亜あ！　相手が怪かい獣じゆうなら、こっちは――これだああああっ！」

「はいっ！」

　二人ふたりの声が呼応する中、魔ま力りよくの輝かがやきが膨ふくれあがって破は裂れつする。その中から現れた夢魔を――変身を遂とげた芽亜を目の当たりにして、上空で待機中だった湧ゆうはぽかんと目を見開いた。

「え。め……芽亜、なのか……？」

「……フムン？　これは――一体」

　アンフィコエリアスの頭の上で、トニオが啞あ然ぜんと声を漏もらす。期待を裏うら切ぎらない反応に、思わず鼻が高くなる。参まいったか、と実体のない胸を張っていると、ふと、芽亜の声が響ひびいた。

「これが……わたし……？」

　顔を見なくても、声だけで感かん激げきしているのがわかる。そりゃそうだろう。なにしろ、今の姿は芽亜の語った「戦う正義の変身ヒロイン」像を、そのまま俺がイメージした結果なのだから。

　ベースは、言うまでもなく「四月三十日の女神」。芽亜がリヴァイアサンの鍵かぎの魔力で一度だけ変身した姿であり、六年前から俺の心を摑つかんで離はなさない憧あこがれの人だ。すらりと伸びた長い脚あし、夜の闇やみを溶いたような艶つややかな髪かみ、そして柔やわらかでたおやかで豊かな胸。そんな、あまりにも最高すぎる体を包むのは、ひらひらしていながらも露ろ出しゆつ度どは高く、それでいてセクシーさは控ひかえめという、実に清きよく正しくかっこいいコスチュームである。妹に付き合って朝の女の子向けアニメを見ていた経験が、まさかこんなところで生きるとはなあ。

「な。自分で言うのもなんだけど、割にそれっぽいデザインになっただろ？」

「え、ええ。もっとエッチなのが来るかと思ってましたけど、これなら――えっ？」

　感動しながら自分の体を見下ろしていた芽亜の声が、いきなりぴたりと静止した。あれ、どうしたんだろう。実体のない首を捻ひねっていると、ふと、冷え切った声が耳に届いた。

「……巧たく馬ま？　今、気づいたんですが……どうして、その……大きいんですか？」

「へっ？　何を今さら」

　そう言えば、巨大化するって言ってなかったっけ。でも全長六十メートルの巨きよ大だい恐きよう竜りゆうを相手にする以上、こっちも相応のサイズに――具体的には、身長約三十メートルになるのは当然だろう。蕗ふき玉たま村むらを踏ふみしめて立つその神こう々ごうしい姿を、芽亜の視界を通じて確かく認にんしながら、俺は感かん嘆たんの吐と息いきを漏らした。

「今のバストサイズ、十七メートルはあるもんなあ……！　おお、なんという驚きよう異いの胸きよう囲い！　あれに挟はさまれることができないのがどうにも残念――って、いかん脱線した！　えーと、要するに、怪獣相手に巨大化するのは当然かなと思っただけだよ。『四月三十日の女王』って名前も考えたんだけど――だ、駄だ目めだった？　あ、もしかして、合体ロボのほうが！」

「もっといやです！　どうしてわざわざ分割されなくちゃいけないんですか！　かと言って巨大なのもどうかと思いますけど！　ああ、一いつ瞬しゆん喜んだ自分が情けないです……！」

　月の輝かがやく夜空を振ふり仰あおいで、大きな大きな女王様が激げき怒どされている。見る人が見ればものすごく神しん秘ぴ的てきな光景なんだろうなあ、などと余計なことを考えていると、ずっと呆あつ気けに取られていたトニオがはっと我われに返った。

「ま、まさかそう来るとは思っていなかったので、茫ぼう然ぜん自じ失しつしてしまったが……要するに、でかくなっただけではないか！　フムン、だとすれば、式しき神がみの力を得た我わが巨きよ竜りゆうが負けるはずもなし！　叩たたき潰つぶせ、アンフィコエリアス！」

　トニオの指示を受け、史上最大の巨きよ大だい恐きよう竜りゆうが雄お々おしく叫さけぶ。目線の高さはほぼ同じになったものの、それでもやっぱり大迫力だ。と、慌あわてて構えを取りながら、芽め亜あが「巧たく馬ま！」と呼びかけてきた。

「こうなったらもう戦うしかないです！　この姿、魔ま術じゆつや魔ま法ほうは使えないんですか？」

「え？　あ、見た目のことしか考えてなかった……！　ごめん！　えーとえーと、と、とりあえず避さけて後ろから殴なぐれ！　怪かい獣じゆう相手は絞め技と関節技が基本だ！」

「えー！　なんですかそれ！　わたしがテレビで見てたヒロインと違いすぎますよ！　だいた

い、わたし、素す手でのけんかなんかしたこと――ひゃわああああああっ！」

[image: ]

　不満げに叫さけびつつ、恐きよう竜りゆうのタックルをかわす巨大芽め亜あ。だがアンフィコエリアスはすぐに体たい勢せいを立て直し、長い尻しつ尾ぽを振ふり抜いた。ひっ、と叫んで飛とび退のいた芽亜の足下で、無人の家々がバキバキと潰つぶれる。巨人と怪かい獣じゆうに踏ふみ荒らされていく廃はい村そんを眺ながめながら、上空で羽ばたいていた湧ゆうは、なんとも言えない溜ため息いきを漏もらしたのだった。

「……なんだかなあ」




　そして、大地を揺ゆるがすドタバタを続けること、約二十分。

「ええい！　いつまでもちょこまかと……！」

　アンフィコエリアスの頭の上で、トニオがキレた。まあ、その気持ちはよくわかる。何を仕掛けて来るわけでもなく、ひたすら回かい避ひと防ぼう御ぎよに専念されたら、そりゃ腹も立つだろう。だが、こっちは素す手でだし、それに加えて向こうのリーチがやたらと長いんだから仕方ない。音速並みのスピードで首と尻尾を振り回されたら、近づきようがないのだ。

「……いっそのこと、身長二十キロくらいに超巨大化すりゃ良かったなあ……。まあ、こっちだって、ただ逃げ回ってるわけじゃないんだけど」

「ですね。時間的にはそろそろですし、うまく引っかかってくれればいいのですが……」

　蕗ふき玉たま村むらの中央の小高い丘を背にして構えながら、俺おれたちは外には聞こえない会話を交わした。相手を怒らせる作戦は、今のところはいい感じだ。駄だ目め押おしとばかりに「さあ来い」と挑ちよう発はつしてやれば、既すでに激げつ昂こうしていた巨竜は、力の限り咆ほう吼こうしながら芽亜に向かって突進してくる。それを素早くジャンプで避よければ、勢いきおいの付いていた巨体は丘に向かって突っ込んでいき――。

「な――なんだ？」

　――唐とう突とつに、地面を踏み抜いて沈み込んだ。地じ盤ばんがバキバキとひび割れる中、六十メートルの巨竜がじたばたと首や尻尾をばたつかせる。その上のトニオは一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたが、すぐにカッと目を見開いて「謀はかったな！」と絶ぜつ叫きようした。

「日ひ和より見み人びとの遺い産さんの隠かくされていた、大だい洞どう窟くつか……！　誘ゆう導どうしたな、お前たち！」

「そういうこった！　『遺産』の本体でもある洞窟が壊こわれればお前はもう隕いん石せきを落とせない！　そんでもって、そんだけでかい穴にはまれば、簡かん単たんには出られないだろ！　二重の意味で引っかかったな！　つーわけで、今だ芽亜！」

「言われなくてもわかってますっ！」

　俺に促うながされるまでもなく、芽亜が右手を振り上げた。まっすぐ揃そろえた指が、身を起こそうとする巨竜の頭部をかすめれば、それはもう小さな何かがピッと弾はじかれて舞まい上がった。瞬間、アンフィコエリアスの体ががくんと震ふるえ、動きが止まる。やったか、と叫さけんだのは、芽亜の耳元を飛んでいた湧だ。期待に満ちた友人の声を聞き、芽亜は首を横に振った。

「まだです！　ですが、会長の式しき神がみを封じたお札は、弾き出させてもらいました」

「フムン！　動きを封じたのは、それが狙ねらいか！　だが――残念だったな、愚おろかな夢む魔まとその契けい約やく者しやよ！　式しき神がみを失っても、アンフィコエリアスの雄お々おしさに変わりはないぞ！　かくなる上は、貴き様さまらだけでも叩たたき潰つぶし、六千五百万年前に滅ほろんだ同どう胞ほうたちへの供く物もつとしてくれる！」

「え。ま、まだ諦あきらめないんですか……？」

「当然だ！　覚悟するがいい、決め手を持たぬお前たちに、勝ち目などは――」

「そんなこと知ってます！」

　開き直ったトニオの叫さけびを、芽め亜あの声が打ち消した。その反応が予想外だったのだろう、不安げに目を開いた恐きよう竜りゆう人にん間げんを見み据すえながら、巨大な夢む魔まはゆっくりとうなずいた。

「今のわたしでは、あなたに勝てない。それは充分わかっています。この姿を維い持じするのも、そろそろ限界ですからね。なので、この先は――」

「――そう。私の出番というわけだな」

　唐とう突とつに、凜りんとした声が芽亜の台詞せりふに割り込んだ。

　誰だれだ、とトニオが叫び、湧ゆうがハッと息を吞のむ。そして俺おれと芽亜がやれやれと溜ため息いきを吐つきながら見下ろした先で、いつの間にか蕗ふき玉たま村むらの入り口に立っていた長い髪かみの少女は、小さく肩をすくめて不ふ敵てきに微ほほ笑えんだ。

　白い太もも。はちきれそうな豊かな胸。きゅっと細く引き締しまった腰こし。はちきれそうな豊かな胸。艶つややかな黒い髪。はちきれそうな豊かな胸。同じことを何度も繰くり返して説明してしまうほど素晴らしいプロポーションの持ち主が、軍服風のコートを纏まとって立っている。細い右手が握にぎっているのは、ついさっき芽亜が巨竜から弾はじき出した、あのお札だ。もう二度と離はなさないとでも言いたげに握りしめられたお札からは、エネルギー体となった式神が本来の主の体へ戻っていくのが見える。傍かたわらに停まっているミニバンの運転席では、文ふみ彦ひこが「間に合ったろ？」と言いたげにニヤついていた。

　ああ、確かにな。助っ人を連れてきてくれてありがとう！　心の中でうなずくのと同時に、黒髪の少女はカラになったお札を投げ捨てた。意志の強さを感じさせる瞳ひとみが、目の前に立つ巨大な怪かい物ぶつと、それを操あやつる白衣の怪かい人じんをキッと見み据すえる。

「トニオ、と言ったかな？　私の式神。ようやく返してもらったよ」

　ついさっきまで気弱な人だったとは思えない、自信に満ちたその口調に、思わずぞくりと背せ筋すじが冷え、同時に歓かん喜きの思いが湧わき上がる。そうだ、この人はやっぱりこうでなくっちゃ！　俺がありもしない目から涙をこぼしている間にも、一体、また一体と、昆虫を模もした式神が実体化していく。ほどなくして、全十二体の式神を従えたその人は――俺の憧あこがれの人にして、世界ランキング八位の祓ふつ魔ま師しは、ゆっくりと口を開いた。

「星ほし御み門かど流りゆう陰おん陽みよう術じゆつ、星御門鈴すず女め。ここからは私が相手になろう」




　そのあとのことは、詳くわしく記すに忍びない。ただ、あのアンフィコエリアスが一いつ瞬しゆんでバラバラにされて消しよう滅めつしたこと、次から次へと繰り出される恐竜を鈴女さんが全すべて秒殺したこと、エオラさんから離はなれます、もう悪いことはしませんと泣き叫さけぶトニオを見た湧ゆうが「なんだか可か哀わい想そうになってきた……」と涙目でつぶやいたことは付け足しておきたい。

　いやほんと。俺おれたちの頑がん張ばりはなんだったんだと言うような無む双そうっぷりでありました。





　　　　





「いやーすごかったな！　さすが鈴すず女めさん！　なあ芽め亜あ！」

「わ、わかりましたから、そろそろ離してくらさいよ……」

　巨人と怪かい獣じゆうの激げき戦せんの跡あとが激はげしく残る蕗ふき玉たま村むらの一角。抱きかかえた相あい棒ぼうにしみじみと同意を求めれば、恥ずかしそうな声が返ってきた。「もう支えてもらわなくても平気れす」と言い足す芽亜だったが、口調は未いまだにふにゃふにゃしているし、手足に力も入っていない。ベヒモスの錠じよう前まえの副作用である。鈴女さんが言うには、大量の魔ま力りよくを一気に使ったせいで、酔よっぱらったような状じよう態たいになってしまっているらしい。「無理するなって」と呆あきれた声を掛ければ、芽亜はぶんぶんと首を横に振ふった。

「大丈夫れすってば。早くしにゃいと、エオラさんの様子を見に行った湧さんや会長、文ふみ彦ひこさんが、帰ってきてしまいます……！　見られたら、その――恥ずかしいじゃないれすか……！」

「俺は別に恥ずかしくもないけど」

「そ、それは巧たく馬まだかられすよ！　もうほんとに大丈夫なんれすから――ね？　別にわらしに話があるわけれもないれしょう？　ここに座らせておいてくれればいいれすから……」

「いや、話があるかと言われるとだな……」

　実はしっかりあるのである。言わなければ――というか、謝あやまらなければいけないことが。

　そもそもはライブの帰りに話すつもりだったのが、文彦に会うわ湧は変身するわ、巨きよ大だい恐きよう竜りゆうは出るわ芽亜も巨大化するわ――と、いろいろありすぎて、結局、今になってしまったのだ。でも、まだなんとか間に合うよな……？　うん、そのはずだ。心の中で自問自答すると、俺は深く息を吸い――そして、できるかぎり神しん妙みような声を発した。

「なあ、芽亜。その――いつも、ありがとな」

「れすから、もう平気……ひゃいっ？　な、なんれすか、急に？」

　いきなり何を言い出したんだ、と言いたげに、芽亜がぱちぱちと目を瞬まばたく。まっすぐ見るな、照れるだろ！　そんな思いとともにちらちら視線を逸そらしつつ、そして軽くて小さな体を支えつつ、俺はどうにかこうにか先を続ける。

「なんつーか……最近、芽亜がいて、守ってくれるのが当たり前になってただろ？　それじゃ駄だ目めなんだよな、うん。こないだサニーに言われるまで気づかなかった俺も、たいがい馬ば鹿かだけど……やっぱり、芽亜が相棒だってのは嬉うれしいし、ありがたいし、幸せなことなんだなって気づいたんだよ。だから、一度、ちゃんとお礼を言っておこうと――違う、言っておかなくちゃと思って……」

「巧たく馬ま……」

　芽め亜あがはっと息を吞のみ、ただでさえ熱ねつっぽかった顔がいっそうかあっと赤くなる。小さくて真ま面じ目めで頼たのもしい、要するに最高の相あい棒ぼうを見下ろしながら、俺おれはきっぱり頭を下げた。

「というわけで、ありがとう。あと、これからもよろしくお願いします」

「そ、そんな……。わらしのほうこそ、ここのところ大人げない――」

「ありがとうございましたああああっ！」

「――態たい度どらったとぎゅむっ！」

　芽亜がぼそっと口を開くのと同時に、いきなり誰だれかが俺たち二人ふたりに飛びついてきた。というか抱きついてきた。柔やわらかい腕うでが俺と芽亜とをまとめてぎゅうっと抱え込み、俺の手には柔らかい膨ふくらみが押しつけられる。……え、何これ？　何が起こったの？　よくわからないけど温あたたかい、そして嬉うれしい！　事じ態たいが把は握あくできずに困こん惑わくする俺の目と鼻の先で、眼鏡めがねの似合うお姉さんが心をとろかすような笑みを浮かべる。その、ぼろぼろの衣服の下から覗のぞく白い肌や下着――もとい、最高の笑顔が視し神しん経けいから脳のうへと届いたその瞬しゆん間かん、俺はようやく事態を理解した。

「エオラさん……！　良かった、元に戻ったんですね！　大丈夫ですか、牙きばとか爪つめとか残ってませんか？　意い識しきははっきりしてますか？」

「ええ、おかげさまで！　全部、元通りですわ！」

「よかった……！　そうだ、トニオの奴やつは？」

「トニオは鈴すず女めが化石の指ゆび輪わに封印してくれました。これで万事解決ですっ！」

　きっぱりと微ほほ笑えむエオラさん。恐きよう竜りゆうの頭とう骨こつを模もしたペンダントを胸元で揺ゆらしながら、白衣のメディスンマンは申し訳なさそうに口を開いた。

「私がトニオに操あやつられたせいで、ご迷めい惑わくを掛けてしまいました……。文ふみ彦ひこと鈴女に、全部事情は聞きましたわ。危うく隕いん石せきを落として人類を滅ほろぼしてしまうところだったなんて……！　でも、それをしなくて済んだのは、皆さんの――とりわけ、私にはなんの関わりもないのに、命を懸かけて戦ってくれた、芽亜ちゃんと巧馬くんのおかげです！　どれほど感かん謝しやしてもしたりませんわ……！　だから――ありがとうございます！　本当にありがとうございますっ！」

「え？　いや、ちょ、わかりましたから、手を緩ゆるめてくらさ――　ぎゅむっ！」

「何を言うんだ芽亜！　ええ、俺はできることをしたまでですが、しかし感謝の意を示してもらうことにやぶさかではありません！　というわけでさあ！　もっとぎゅーっと！」

「はいっ！　ああ、ありがとうございます……！　もう大好きです、二人ともっ！」

「だ、大好き？　それは俺への愛あいの告白と――っておい。何をする湧ゆう」

　抱ほう擁ようという名の天国が、いきなり終わってしまった。割り込んできた湧が、俺からエオラさんを引きはがしたのだ。すでにセイレーンへの変身を解除し、文彦が持ってきたライダースーツを着込んでいた少女は、ちらっと俺に横目を向けると、恥ずかしげに言い放った。

「そ、その……なんだ！　そういうあからさまなのはどうかと思うぞ、わたしは！」

「え？　どうかと思うって何が？　つーか、なんで湧ゆうが怒ってるんだ。ねえ、エオラさん」

「ええ。私はただ芽め亜あちゃんたちに感かん謝しやを――って、湧ちゃんもありがとうございます！」

「なに？　いや、わたしは――ぎゅっ！」

　全力で湧に抱きつくエオラさんである。スレンダーなボディに柔やわらかな胸が押しつけられていく様はそれはもう美しかったが、どうせだったら混ざりたい。ああ、いいなあ湧。いや、湧は湧でいいんだけど、今の湧の状じよう況きようが――とかなんとか、羨せん望ぼうまる出しで二人ふたりの抱ほう擁ようを眺ながめていると、芽亜が心底呆あきれた声を発した。

「巧たく馬ま。全部、声に出てますよ。ほんと、だらしないんれすから。馬ば鹿かみたい」

「え？　ごめん！　でも、そう思うのも当然っつーか……馬鹿ってことはないだろ」

「知りません！」

　おずおずと尋たずねれば、相あい棒ぼうは「ふん」と俺おれから目を背そむけてしまう。そんな俺たちを遠巻きに眺めると、鈴すず女めさんは肩をすくめて苦笑した。

「まったく、下しも野つけくんは相変わらずだね。見ていると実に落ち着く」

「俺は彼の気持ちもわかるけどね。ま、男ってのは馬鹿なもんだよ」

　呆れた声で応じたのは、方ほう位い盤ばんを手にしていた文ふみ彦ひこだ。帽子の似合う髭ひげ面づらの青年は、今回の騒そう動どうの原因でもある円えん盤ばんを月の光にかざすと、鈴女さんへと語りかけた。

「とりあえずは一件落着、か。しかしこの円盤、ほんとに湧ちゃんに譲ゆずっちゃっていいのかい？　君だって、ＥＸＩＴの代理人として出で張ばってきたわけだろ」

「私の役目は、あくまで事じ態たいの解明と収しゆう拾しゆうだからね。それに、日ひ和より見み人びとの能力を転写した媒ばい体たい――即すなわち、この蕗ふき玉たま村むらが宵よい待まちくんとアンフィコエリアスのおかげでほぼ全ぜん壊かいした以上、その方位盤にはもはや呪じゆ具ぐとしての機き能のうはない。そうであるならば」

「……なるほど。ずっと守ってきた一族の手に、ってことか。悪くない結末だね」

　文彦はそう言って満足げにうなずくと、ふいに「それにしても」と眉まゆをひそめた。ふん、と拗すねたように怒る芽亜と、その隣となりでおろおろする俺とを見み据すえながら、髭面の青年はガーニーにもたれかかって溜ため息いきを吐つく。

「ほんと。芽亜ちゃんも大変だ」

　やるせないつぶやきが、半はん壊かいした村に静かに響ひびく。それを聞きつけたガーニーは、同意するかのように、エンジンをぶるるるると吹かしたのだった。





　　　　





「やー、まさかエオラさんがうちの学校に来てくれるなんて……！　会った時から先生っぽいなあとは思ってましたが、実現するとは思ってませんでしたよ」

　蕗ふき玉たま村むらでの怪かい獣じゆう大戦争から一週間後。放課後の生徒会室に、俺おれの歓かん喜きの声が響ひびいた。

　生徒会長席ではすっかりいつもの調子を取り戻した鈴すず女めさんが微ほほ笑えんでおり、来客用の椅い子すには白衣の似合うエオラさんがにこにこしながら腰こし掛かけている。なんという夢ゆめのような空間だろうか！　思わず傍かたわらの芽め亜あに「これ夢じゃないよな！」と尋たずねれば、制服姿の相あい棒ぼうは呆あきれた声で溜ため息いきを吐ついた。

「現実ですけど、さすがにそろそろ落ち着いてください。だいたい、エオラさん、先生じゃないですよ？　えーと、研究室助手……でしたっけ？」

「はい。先日まで在ざい籍せきしていた大学に、御仰学園大学部こちらの古生物研究室から、人材交流の話が来ていましたから、せっかくなので乗ってみたのですわ。この学校は設せつ備びも揃そろっていますし、それに――」

「悪あく魔まや祓ふつ魔ま師しといった人材も豊ほう富ふなのでじっくり観かん察さつしてみたい――かな？」

　エオラさんの声に割り込んだのは、会長席の鈴女さんだ。眼鏡めがねの似合うメディスンマンは、ええ、と屈くつ託たくなくうなずくと、再び俺たちに向き直った。

「これからはお隣となりですわね。高等部の臨りん時じ講こう師しとして採用された文ふみ彦ひこも、明日あしたから出しゆつ勤きんだと言っていましたから、あわせてよろしくお願いいたします」

「え？　いや、エオラさんさえいてくれれば、あのおっさんは別にどうでも」

「そういうこと言うんじゃありません」

　素直な感想を口にした俺を、芽亜がキッと睨にらむ。はい、と押し黙だまった俺を横目でじろりと眺ながめると、小こ柄がらな割に威い圧あつ感かんのある夢む魔まは、大学部の新任助手さんへと向き直った。

「そうだ。エオラさん、『ベヒモスの錠じよう前まえ』ってわかります？　どうしてあれを文彦さんが持ってたのか、結局聞けてなかったんですが……事情、知ってますか？」

「その話なら、存じておりますわ。四年前、文彦がまだ学生だった頃ころ、夢ゆめ枕まくらに立った女性からもらったんだとか。お前はいつか善ぜん良りようでかわいい悪魔が困ってる場面に出会うから、その時にこれを渡わたすのだ！　そう告げられ、起きたら錠前を握にぎっていたんだそうですわよ」

「……な、なんだか、昔話みたいなエピソードですね」

「芽亜に同じ。というか、それ、ほんとですか？」

　疑うたがうつもりはないものの、呆れた声が出てしまった。そのリアクションは想定内だったのだろう、エオラさんは柔やわらかく微笑んだまま首を縦たてに振ふり、「少なくとも」と口を開いた。

「本人は実際の出来事だったと言い張っていますわね。現に、錠前も実在するわけですし。そのことは、あれを持っている芽亜ちゃんが一番よく知っているのでは？」

「まあ、それはそうですけど……。その夢枕の女性って、どんな人だったんです？」

「髪かみの長い美人だったそうですわよ。名前は確か――ええと、なんだったかしら？」

　人差し指を頰ほおに当て、小さく首を傾かしげるエオラさん。大人びた容よう姿しらしからぬキュートな仕草が、俺の胸を貫つらぬいて止まらない。ああ、と胸に手を当てて唸うなっていると、ややあってエオラさんは「そうそう」と声を発した。

「思い出しました。確か、夕ゆう星づつ、と名乗られたとか」

「――え？」

　さりげなく口にされた名前を聞き、ふいに芽め亜あの呼吸が止まった。

　無理もない、驚おどろいたのは俺おれも同じである。なぜならその名は――。

「夕星さんって、芽亜のお袋ふくろさんだよな……？　あのめちゃくちゃかわいい綺き麗れいな人！　いや俺は写真でしか知らないけど――いや、でも！」

「宵よい待まちくんのお母様……？　なるほど、他人の夢に入り込むのは夢む魔まの能力の一つではあるから、筋すじは通るが……」

　話を聞いていたのだろう、不ふ審しんげな声を投げかけたのは鈴すず女めさんである。あえて語尾を濁にごしたのは、事情を知っているからだろう。そう。俺の知る限り、夕星さんは、五年前に、仮面の祓ふつ魔ま師しに襲おそわれて命を落としたはずなのだ。なのに……？

「どうして母さんが四年前に……？」

「それにもう一点、『善ぜん良りようでかわいい悪あく魔ま』とは、宵待くんのことか？　だとすると――」

「文ふみ彦ひこがいずれ俺たちと出くわすことを、あらかじめ知ってたってことですか？」

　いきなり提示された大きな謎なぞに、俺は芽亜や鈴女さんと顔を見合わせた。エオラさんにもさっぱりわからないのだろう、うーんと首を傾かしげるばかりである。そして沈ちん黙もくが十秒ほど続き、芽亜が「もし母が生きているのなら」と口を開こうとした、その時だ。

「助けてくれ巧たく馬ま！　それに芽亜！」

「そう言わずにさあ！　大丈夫、恥ずかしいのは最初だけ！　すぐに快感に変わるって！」

　生徒会室のドアを盛大に引き開け、制服姿の湧ゆうが飛び込んできた。そのすぐあとに続くのは、ギターを担かついだサニーである。しかし、いきなりなんの話だ？　ぽかんとする俺たちの視線を浴びながら、軽音部のギタリストはショートカットの元ライダーの肩を摑つかんで語りかける。

「聞いたよ湧、セイレーンの血を引いてるんだって？　セイレーンって言ったら、歌で船乗りを惑まどわせる魔ま物ものでしょ？　天性のボーカルじゃんか！　というわけでお願い、ぜひ軽音部に！　『船をも沈めるボーカリスト』って、かっこいいと思うでしょ？」

「思わん！　だいたい、セイレーンの歌声は催さい眠みんと破は壊かいをもたらす超ちよう音おん波ぱだぞ！　そんなものをステージで歌えるか！」

「大丈夫、根こん拠きよはないけどなんとかなるって！　さあ騙だまされたと思って入部届にハンコを！」

「まあまあ、とりあえず落ち着こうみんな！　そしてあわよくば愛あいし合おう」

「ややこしいから巧馬は黙だまってなさい！」

　割って入った俺に、芽亜の呆あきれた声が突き刺さり、湧とサニーが無言でうなずく。そんな俺たちをにこやかに眺ながめると、エオラさんは鈴女さんと顔を見合わせ、「賑にぎやかですわねえ」と微ほほ笑えんだのだった。












あとがき





　この作品はフィクションです。作中の諸もろ々もろについては、資料を参考になるべく正確に記述してはいますが、それにも限度がありますし、作者なりの曲解や改変も加えています。あんまり信用されませんように。と言うかですね。悪あく魔まや魔ま物ものはまだいいんですよ。資料によって記述が全然違うのは当たり前だから、物語に向いた設定を拾ひろってくればいいわけで。問題は恐きよう竜りゆうです恐竜。彼らは悪魔と違って実在した生物なので、適当に描写するわけにはいかないし、研究がどんどん進んでるもんだから最新情報追っかけるだけで大変という。調べてて「えっ、あの名前の恐竜もういないの？」なんてことがよくありました。研究者の皆さんお疲れ様です。




　というわけでお久しぶりです、峰みね守もりです。『俺おれミーツリトルデビル！』もおかげさまで二巻目。えーと今回はですね、一巻の面々とノリはそのままに、ボーイッシュ＆お姉さん系の新ヒロインが登場し、廃はい村そんに隠かくされた『遺い産さん』を巡めぐる伝でん奇きミステリ要素も加わる中、主人公の巧たく馬まとヒロインの芽め亜あの心の動きをじっくり描きつつ、そこに無数の恐竜がギャアギャアと絡むという……自分で書いててもなんだかよくわかりませんが、そんな話です。しんみり要素をなるべく薄うすめ、カラッとしたおもしろさが伝わるように書いてみたのですが、いかがでしょうか。

　いやしかし、長編って大変ですね。デビュー以来連作短編ばっかり書いてたせいで（『ほうかご百物語』全十巻発売中）、未いまだに「一冊丸ごと一つの話」に慣なれておりません。短編だと五十ページおきに山場が来て一段落してたのに、クライマックスが書いても書いても終わらない！　なんだこれ！　みたいな。息抜き多めのコメディでもこんなに疲れるんだから、シリアスなシリーズ書いてる作家さんってすごいなあと改めて思い至りました。いやほんとすごい。




　で、ここからは謝しや辞じとなります。担当編集様、いつも的確な舵かじ取とり、ありがとうございます。その導みちびきがなければ、今ごろ巧馬はもっと（省略）で、芽亜に至っては（省略）になっていたことを思うと、感かん謝しやせずにはいられません。イラストの犬いぬが洞ほら様、毎度キュートなデザインとイラスト、心から感謝しております。今回は前巻以上にサービスシーン増やしましたので、どうかよろしくお願いいたします（信頼の土下座）。そして、この本を買って、ここを読んでくださっている、あなた。手にとってもらえただけでも嬉うれしいですが、この騒そう々ぞうしい物語や賑にぎわしい登場人物たちを少しでも好きになっていただけたのなら、これまた感謝でございます。

　あ、次の巻では、芽亜の母親の秘密がいよいよ表に出てきます。ウロボロスの男の正体とは？　ジェイムズは何を知っているのか？　それはそうと夏だからプール行こうぜ！　水着だ水着だ！　みたいな話になる予定。新ヒロインももちろん出ますよ！　乞こうご期待！

　――それでは、運が巡れば、またいずれ。お相手は、峰守ひろかずでした。







峰みね守もりひろかず


滋賀県在住、近畿北陸電撃作家同盟所属。好きなドリンクは麦茶とコーヒー、好きな言葉は、えーっと、平穏とか日常とかそのへんです。写真は、資料を読み込みながら寝落ちした筆者。良き青空と良い夢をー。ぐう。






犬洞いぬがほらあん

７月９日生まれ。Ｏ型。名古屋生まれの原画家・イラストレーター。温泉のイラストの大切さを担当さんと汗だくで熱く語り合いました…2011年夏の思い出。

http://yaplog.jp/inuan/
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俺おれミーツリトルデビル！２



恋こいと人にん魚ぎよと露ろ天てん風ぶ呂ろ









峰みね守もりひろかず
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